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発刊によせて

新たな千年紀を迎え、いよいよ 21世紀の扉が開かれようとしています。

岡部町は、町民一人ひとりが真の豊かさを実感て‘‘きる「みどりと活力、そしてふれ

あいのまち」を将米の都市像とした第 3次岡部町総合振興計画を策定し、基本計画に

もとづく諸施策を積極的に進めてまいりました。

工業の振興を図ることを目的とした西部工業団地整備事業もそのひとつてあります。

平成 8年から 10年にかけて、榛沢地区に23.lhaの工業用地が造成され、平成11年か

らは一部の工場て‘‘操業が始まりました。こうしてまとまった用地が整備され、本町へ

の企業立地の受け入れが円滑に行われるようになれば、今後の地域経済の活性化につ

ながるものと多いに期待されるところてあります。

ところて‘‘、本町は豊かな自然の恵みを受け、古くからの歴史と文化に支えられた伝

統のある町て‘‘す。特に原始・古代の遺跡が数多く所在し、全国的に知られた遺跡も見

つかっております。近年ては、中宿遺跡て発見された建物跡群が、古代の榛沢郡の郡

街正倉として高い注目を集め、平成 3年に県史跡「中宿古代倉庫群跡」の指定を受け

ました。町は指定地の公有地化や、古代倉庫の復元など史跡の保存整備を進め、現在

は中宿歴史公園として町民の憩いの場となっております。

西部工業団地整備事業地内にも、国の重要文化財に指定された「緑釉手付瓶」が出

土した西浦北遺跡をはじめとした榛沢遺跡群が所在し、これらの遺跡の発掘調査を財

団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団にお願いいたしました。今回は、奈良•平安時代

の大規模な集落跡が見つかった大寄遺跡の調査成果が、報告書にまとめられ刊行され

ることになりました。この報告書には、かつて岡部の地にくらした人々の足跡が記録

され、その積み重ねのうちに長い歴史が築かれてきたことを知ることがてきます。こ

うした先人たちの営みによって生まれてきた特色ある地域文化を大切に伝えることか

ら、 21世紀に向けた個性豊かて魅力的な町づくりを進めていきたいと考えております。

平成12年12月

岡部町町長 I1冗息亭慇、
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埼玉県ては、豊かな彩の国づくりを実現するため、調和と均衡ある発展を目指し、

それぞれの地域の特性や文化に応じた整備事業を行っております。都市と農村が調和

をおりなす県北地域ては、自然環境と共生し、創造性に満ちた活気ある産業杜会の構

築に向けて、先端技術産業を軸とした構想が推辿されております。岡部町西部工業団

地造成事業は、県北地域の都市機能と居住環境の調和を図り産業の発展と雇用の拡大

を目的として岡部町により計画されたものて‘‘す。

工業団地造成地内には 5か所の埋蔵文化財包蔵地が所在しておりました。その取扱

いにつきましては、関係諸機関が慎重に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記

録保存の措置が講じられることとなりました。調査につきましては、埼玉県教育局生

浬学習部文化財保護課の調整により、岡部町の委託を受け当事業団が実施いたしまし

岡部町は、埼玉県内ても多くの埋蔵文化財が分布する地域として知られております。

特に、「中宿古代倉庫群跡」は古代における榛沢郡街の正倉と考えられており県の指

定を受けています。重要文化財に指定されている緑釉手付瓶を出土した西浦北遺跡は

隣接地にあたります。

岡部町西部工業団地関係としましては既に、沖川 I・沖田II・沖田III遺跡の報告書

が刊行されております。今回は大寄遺跡 I区と II区の一部を報告いたします。遺跡の

内容は縄文時代前期および古墳時代から平安時代の集落跡を中心とするものて‘‘、特に

平安時代後期 (10槻紀後半以降）の集落としては、県内ても最もまとまった遺跡の一

ってあり、当時の生活ぶりを示す貰重な資料といえましょう。

本書が埋蔵文化財の保護学術研究の基礎資料として、また、埋蔵文化財の普及や

教育機関の参考資料として広く活用いただければ幸いてす。

刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整にご尽力をいただきました埼玉県教育局生

涯学習部文化財保護課をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまて‘ヽご協力いただき

ました岡部町教育委員会、鹿島道路株式会社、株式会杜横森製作所、東洋エクステリ

ア株式会杜ならびに地元関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成12年12月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 中 野健一
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本書は、大用郡岡部町に開発された岡部町西部工業団

地造成事業地内に所在する火寄追跡・沖田 I遺

跡・沖田 II遺跡・沖田III遺跡•宮西遺跡のうち大

寄遺跡 I区と II区の一部に閃する発掘調査報店書

てある。

2. 遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する指

示通知は、以下のとおりてある。

大寄遺跡第 1次 (OOYR)

大里郡岡部町大字榛沢293-8番地他

平成 9年 2月18日付け教文 2-202号

大寄遺跡第 2次

大里郡岡部町大字榛沢298-4番地他

平成 9年 4月30日付け教文第 2-9号

大寄遺跡第3次

大里郡岡部町大字榛沢293-10番地他

平成10年 4月24日付け教文 2-10号

3. 発揺調査は、同部町西部工業団地建設事業に伴う

事前調査てあり、埼玉県教育局生涯学習部文化財

保護課が調整し、岡部町の委武を受け、財団法人

埼五県埋蔵文化財調査事業団が主体となり実施し

た。

4. 本事業は、第 I翫の組織により実施した。平成 8

年度は元井 茂、橋本 勉、砥崎 ー、木戸春夫、

宮瀧由紀子、島羽政之、宮本直樹が担当し、平成

9年 1月6日から平成 9年 3月31日まて実施し

た。平成 9年度は橋本 勉、中村倉司、儀崎

富田和夫、木戸春夫、平田重之、松田

ヽ

哲が担当

し、平成 9年 4月1日から平成10年 3月31Rまて‘‘

-.●●-●■ 
■-99999●●-

一
石坂｛砂I;、斎藤欣延が担叫し、平成10年 4月1H 

から平成10年 4月30日まて実施した。また、整理

報古書作成作業は木戸が平成10年12月 1日から

平成11年 3月31日まて、儀崎が平成11年4月1日

から平成11年10月31日、平成11年12月1日から平

成12年 3月31日まて、富田が平成12年 4月1日か

ら平成12年 9月30Hまて実施した。

5.遺跡の基準点測量と航窄写真は、株式会杜東京航

業研究所に委託した。土器の胎上分析は（株）第四紀

地質研究所に委託した。

6. 発掘調杏時の退構写真撮～影は各担当者が行った。

遺物写真は大屋追則が撮影した。

7. 

実施した。平成10年度は、儀崎

出上品の整理・図版の作成は木戸、儀崎、富田が

行い、逍物実測は縄文上器を金子直行、倉属製品

を瀧瀬芳之、 それ以外は桜井元子、永井いずみの

補助を受け、木戸、砥崎、富田が行った。

本文の執筆は、 I -1を埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課、縄文時代の遺物は金＋、t墟に関

ずる遺構は永井が、

8. 本書の編集は、富田が担当した。

9.本書にかかる資料は平成12年度以降、埼玉限立埋

蔵文化財センターが保管する。

10. 本書の作成にあたり下記の方々からご教示、ご協

力を賜った。記して謝怠を表します。（敬称略）

岡部町教育委員会

雄 外尾常J¥

松田哲

それ以外は富田が行った。

荒］1|正夫

知久裕昭

宮本直樹

ー、 ネ畠田

佐藤忠雄

鳥羽政之

聖、

鈴木秀

平田重之

渡辺一



凡例

本書の遺跡全測図におけるX・Yの座標値は、国土標

準平面直角座標第IX系に基づく座標値を示してい

る。また、各迅i構図における方位指示は、全て座

標北を示している。

2.グリッドは10mX 10m方眼て‘設定し、グリッドの

呼称は、北西隅の杭番号てある。

3.遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下のと

おりてある。

遺構図 住居跡・掘立柱建物跡…1/60

土墟•井戸跡・柵列跡

性格不明遺構・・・・・・・・・・・・・・1/80

溝跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/200 

遺物図 土器…1/4 石器・鉄製品…1/3

拓影図…1/3 上製品・・1/2

上記に合わないものに関しては、スケール及び

縮尺率等をその都度示している。

4.全測図等に示す遺構表記の略号は以下のとおりて‘

ある。

s J…住居跡 SB…掘立柱建物跡

SK…土横 SD…溝跡 SE…井戸跡

SA…柵列跡 SX…性格不明遺構

5.掘立柱建物跡については、推定される柱間間隔を

遺構平面図に示した。

6.挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

に 言 昌
□) 

`6  9, 3 ,卓 豆推定柱間間啜

ロ 習推定柱間間隔

cーロ~0e-:;-150:UJ11

遺構断面図斜線部分…地山

遺物図については灰釉陶器の灰釉塗布部分に網

をかけて示した。断面黒塗りは須恵器を表す。

7.遺構図中に示したドットは、遺物の出土位置を示

す。

8.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示し

ており、単位mてある。

9.遺物観察表は次のとおりて‘ある。

．胎土は、肉眼て‘観察て‘きるものについて次のよ

うに示した。

A…赤色粒 B•••石英 C…長石

D…角閃石 E…白色粒 F…白色針状物質

G…雲母 H…砂粒 I…片岩 J…礫

・色調については、小林・竹原「新版標準土色帖」

1992に拠った。

1.本書に掲載した地形図等は以下のものを使用

している。

土師器

国土地理院 1/50000地形図「高崎」

「寄居」

国土地理院 1/25000地形図「本庄」

「寄居」「深谷」「三ヶ尻」

国土地理院 1/2500国土基本図

油煙

「IX-JC25-2」

（昭和36年作成）

三 三~

須恵器

灰釉陶器

ー 口
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I区 第 3号掘立柱建物跡 図版32 大寄遺跡II区西側仕居跡群（北より）

I区第 4• 5号掘立柱建物跡 大寄遺跡II区西側住居跡群（北より）

I区第 4• 5号掘立柱建物跡 図版33 大寄遺跡II区第 1号柵列跡周辺

図版26 I区第 4• 5号掘立柱建物跡 大寄退跡II区第 1号柵列跡周辺

I区第 6号掘立柱建物跡 図版34 II区第 1号1打国跡

I区第 7号掘立柱建物跡 II区第4• 5号住屈跡

I区第 8号掘立柱建物跡 II区第 7号住駅跡

I区第 9号掘立柱建物跡 II区第 7号住居跡遺物出土状況



II区第 7号住居跡遺物出土状況 II区第38号住居跡遺物出上状況

II区第8号住居跡 II区第39号住居跡

II区第 9号住居跡 II区第39号住居跡カマド

II区第12号住居跡 II区第41号住居跡

図版35 Ill><:第12号住居跡カマド周辺遺物出土状況 II区第46号住居跡

II区第13号住居跡 II区第48砂住居跡

II区第14号住居跡 II区第48号住居跡遺物出土状況

II区第14号住居跡遺物出土状況 図版40 II区第50• 51号住居跡

II区第15号住居跡 II区第53号住居跡

II区第15号住居跡カマド II区第53砕住居跡遺物出土状況

II区第16号住居跡 II区第55号住居跡

II区第16砕住居跡遺物出土状況 II区第55号住居跡・第 7号井戸跡

図版36 II区第16号住居跡カマド II区第55号住居跡カマト‘‘

II区第18号住居跡 II区第56号住居跡・第25号井戸跡

II区第18号住居跡遺物出上状況 II区第57号住居跡

II区第21号住居跡 図版41 II区第57号住居跡

II区第21号住居跡遺物出土状況 II区第57号住居跡遺物出土状況

II区第21号住居跡カマド II区第57号住居跡遺物出土状況

II区第23号住居跡 II区第58号住居跡

II区第23男住居跡 II区第59号住居跡

図版37 II区第23号住居跡カマド II区第59号住居跡遺物出土状況

II区第23号住居跡貯蔵穴 II区第59号住居跡カマド遺物出土状況

II区第26号住居跡 II区第59号住居跡カマド

II区第26号住居跡カマト‘‘ 図版42 II区第60号住届跡

II区第27号住居跡 II区第61• 64 • 65号住居跡

II区第28• 29号住居跡 II区第61号住居跡遺物出土状況

II区第28号住居跡 II区第61号住居跡遺物出土状況

II区第28局住居跡カマド II区第63号住居跡

図版38 II区第29号住居跡 II区第64号住居跡カマド遺物出土状況

II区第30号住居跡 II区第67号住居跡

II区第30号住居跡遺物出土状況 II区第70局住居跡

II区第33号住居跡 図版43 II区第71号住居跡 1号鍛冶炉

II区第35号住居跡 II区第71号住居跡 1号鍛冶炉

II区第35号住居跡カマド II区第71号住居跡 2号鍛冶炉

II区第36号住居跡 II区第75号住居跡

II区第38号住居跡 II区第75号住居跡カマド

図版39 II区第38号住居跡遺物出土状況 II区第78号1打国跡



II区第78号住居跡 II区第123号住居跡

II区第81号住居跡 II区第123号住居跡カマド

図版44 II区第87号仕届跡 II区第 3号掘立柱建物跡

II区第87号住居跡カマド II区第 5号掘立柱建物跡

II区第88号住居跡 II区第 6号掘立柱建物跡

II区第88号1打国跡カマド 図版49 II区第 9号掘立柱建物跡

II区第89号住居跡 II区第 7号井戸跡

II区第89。91~93号住居跡 II区第10号井戸跡

II区第91~93号住居跡 II区第22号井戸跡

II区第94• 95号住居跡 II区第28号井戸跡退物出土状況

図版45 II区第94号住居跡カマド II区第 1号溝跡東側

II区第95丹住居跡 II区第 1号士堀

II区第95与住居跡遺物出土状況 II区第 1号土堀墓

II区第95号住居跡遺物出土状況 図版50 II区第 1号土堀墓遺物出上状況

II区第96号住居跡 II区第 1号土堀墓遺物出上状況

II区第97号住居跡 II区第 1号性格不明遺構

II区第100号住居跡 II区第 2号性格不明遺構

II区第100号住居跡遺物出土状況 II区第 2号性格不明遺構追物出土状況

図版46 II区第101号住居跡 II区第 2号性格不明追構遥物出十状況

II区第102号住居跡 II区第 2号性格不明遺構遺物出土状況

II区第102~105号住居跡 図版51 I区第10• 13~15 • 19号住居跡出土遺物

II区第103号住居跡 図版52 I ［メ第19。20• 21号住居跡出土遺物

II区第104号住居跡貯蔵穴遺物出上状況 図版53 I区第27• 28 • 31 • 32 • 37号住居跡出上追物

II区第112• 113号住居跡遺物出土状況 図版54 I区第38• 40 • 42~44号住居跡出土遺物

II区第113号住居跡遺物出土状況 図版55 I区第46・ 49・ 58・ 66~68号住居跡出土遺物

II区第113号住居跡退物出土状況 図版56 l区第66~70号住居跡出上遺物

図版47 II区第114号住居跡 図版57 I区第70• 75~78号住居跡出土退物

II区第114号住居跡遺物出土状況 図版58 I区第82~85・90・92・97号仕居跡出七遺物

II区第114号住居跡カマド遺物出土状況 図版59 I区第99• 100。102。103号1且因跡出土遺物

II区第118号住届跡 図版60 I区第103• 104号住居跡出土追物

II区第118号1柑呂跡カマド追物出土状況 図版61 I区第108~llO・ll2~ll6号1打因跡出土遺物

II区第119号住居跡 図版62 I区第116• 119 • 120号住居跡出土遺物

II区第120号住居跡 図版63 I区第122~124・126・131号住居跡出上遺物

II区第120号住居跡カマド遺物出土状況 図版64 I区第131• 132 • 134。136• 139。144号

図版48 II区第121局住居跡 1主居跡出土遺物

II区第121号住居跡カマド 図版65 I区第144。146。149号住屈跡出土遺物

II区第122号住居跡 図版66 I区第149。150。151号住居跡出上遺物



図版67 I区第151号住居跡出上遺物 図版95 I区第31• 32 • 48 • 56号住居跡出土退物

図版68 I区第151号住居跡出上追物 図版96 I区第99。146。151・153号住居跡出七遺物

図版69 I区第151号住居跡出土遺物 図版97 I区第153• 179号住居跡出土遺物

図版70 I区第153号住居跡出土遺物 図版98 I区第179• 185 • 190号住居跡出十退物

図版71 I区第153• 154号住居跡出上遺物 図版99 I区第 3• 200 • 202号住居跡出土遺物・グ

図版72 I区第161。162• 164号住居跡出上遺物 リッド出土縄文土器

図版73 I区弟166• 170~172号住居跡出土逍物 図版100I区第28• 30号上墟出士縄文七器

図版74 I区第172• 176号1U因跡出土遺物 図版101I区グリッド出上縄文土器

図版75 I区第176。178。179号住店跡出土追物 図版102I区グリッド出上縄文土器

図版76 I区第179• 180 • 185。187。190号住居跡出 図版103I区グリッド出土縄文土器・石器

土遺物 図版104 I 区第 3 号住居跡出土石器• I［刈出土砥石

図版77 I区第190• 193。194号住居跡出七遺物 図版105I区出土灰釉陶器。緑釉陶器

図版78 I区第194• 200号住居跡出七遺物 図版106I区出土鉄製品

図版79 I区第200• 202号住居跡出士遺物 図版107I区出七土錘

図版80 I区第202• 203。205。208• 211号1主居跡出 I区第89。112号住届跡出土権

土遺物 図版108I区出七紡錘車・士玉・瓦・臼五

図版81 I区第10号掘立柱建物跡・第 7~9号溝跡 図版109II区第7• 8。10• 12号住居跡出土遺物

出士造物 図版］10II区第14• 15号住屈跡出土遺物

図版82 l区第 9号溝跡。第 3号井戸跡出上遺物 図版111II区第16• 18号仕屈跡出土遺物

図版83 I区第 3号井戸跡・第 3 • 17 • 54 • 79 • 図版112II区第18• 21号住屈跡出土遺物

105号七墟•第 2 号性格不明遺構出土遺物 図版113II区第23号住居跡出七遺物

図版84 I区第 2号性格小明遺構・ピット。グリッド 図版114II区第23号仕肛跡出土遺物

出七遺物 図版115II区第23。25• 27 • 28 • 30 • 31 • 35号住居

図版85 I区第14・ 19・ 20・ 31・ 32号住居跡出土遺物 跡出士遺物

図版86 I区第45~48。56~58号住居跡出土遺物 図版116II区第35~37• 39。41号住居跡出士遺物

図版87 I区第58• 59 • 66 • 70 • 90 • 91局住居跡出 図版117II区第41• 42 • 48 • 50 • 51 • 54号1U国跡出

土遺物 上遺物

図版88 I区第90• 91 • 93 • 97 • 103 • 111号住居跡 図版118II区第53• 55~58号住居跡出土遺物

出土遺物 図版119II区第59• 60号住居跡出土追物

図版89 I区第112• 118 • 119 • 134 • 144 • 151号住 図版120II区第60• 61 • 63 • 64号住居跡出土遺物

居跡出七遺物 図版121II区第63• 67 • 69 • 70号住居跡出土遺物

図版90 I区第151• 153号住居跡出土遺物 図版122II区第70• 72 • 75号住居跡出七退物

図版91 I区第153• 156 • 166 • 176 • 179号住居跡出 図版123II区第75• 78。80~82号住居跡出上遺物

土遺物 図版］24II区第82• 88。90号住居跡出土遺物

図版92 I区第179• 185 • 194号住居跡出土遺物 図版125II区第90• 91 • 94号住居跡出上遺物

図版93 I区第14・195・200号住居跡・ピット出土遺物 図版126II区第95~97• 100号1主居跡出上遺物

図版94 I区第14• 20 • 32号住居跡出上遺物 図版127II区第100。101号住居跡出上逍物



図版128II区第103・ 104・ ll0・ ll2号住居跡出土遺物

図版129II区第ll3~ll5号仕届跡出土遺物

図版130II区第ll7。ll8• 120~122号住居跡・第 2

号溝跡・第 2• 7号井戸跡出土遺物

図版131II区第16号井戸跡出土遺物

図版132II区第16• 27号井戸跡・第36丹土堀•第 2 号

性格不明遺構出土遺物

図版133II区第 2号性格不明遺構・ピット・グリッド

出土遺物

図版134II区第16• 21 • 30 • 36 • 41号住居跡出土遺物

図版135II区第48• 52 • 57 • 59号住居跡出土遺物

図版136II区第59• 61号住居跡出土遺物

図版137II区第63• 68 • 75 • 87 • 91号住居跡出土遺物

図版138II区第95• 101・103• 104号住居跡出土遺物

図版139II区第ll3• ll8 • 121号住居跡・第 2号性格

イヽ明遺構出土遺物

図版140II区第21号住居跡出士遺物

図版141II区第21号住居跡出土遺物

図版142II区第23• 57号住居跡出土遺物

図版143II区第57• 59号1打呂跡出土遺物

図版144II区第59号住居跡出土遺物

図版145II区第59• 64 • 72 • 75号住居跡出土遺物

図版146II区第95• 101号住居跡出土追物

図版147II区第 1号住居跡・グリッド出土縄文土器・

石器・ II区出土砥石

図版148II区出土土錘．灰釉陶喘

図版］49II区出土灰釉陶器・金属製品

図版150II区出土金属製品・紡錘車

図版151ヘラ書集成

図版152ヘラ書集成



I 
1. 調査に至るまでの経過

岡部町は県北部に位置する面積30.57km'、人口約

19,000人の農業を主体とした町て‘ヽ、特産品のブロッコ

リー牛産は日本一を誇り、 トウモロコシ、鶏卵、肥育

牛も県ドーの生紅鼠てある。

岡部町は、農業を中心とした町づくりから、産業札栂

造の転換を図り、工業、商業、農業のバランスがとれ

た創造性豊かな活力に満ちた町づくりの実現に取り組

んて＼ヽ る。

事業のl=Eliとなる道の駅おかべ、中宿歴史公園、古

代倉）車復几など県指定史跡中宿遺跡を中心に史跡を活

用した総合的な整備と、岡部駅尉辺の区画整理事業が

始まった。事業地内の熊野遺跡の事前発掘調査も実施

され、和同開賽や三彩陶枕などの注日すべき出土品か

ら、熊野追跡は律令時代の榛澤郡術の中心地と椎定さ

れている。

こうした開梵小業に対応するため、町は新たに平成

5年度から文化財保護体制の整備と充実を図るため、

教育委員会に文化財保護室を設置した。県はこれに応

え県の職員を派遣して体制の強化を支援している。

一方、町は工業の導入振興によって税収の増大と

雁用の促進をはかるため、榛澤地区に開発面積

231, 000m'の民間企業 3社が辿出ずる岡部町西部工業

団地建設を誘致した。

工業団地建設予定地には埋蔵文化財包蔵地が所在す

るため、町は事業者とその取り扱いについて協議を重

ねてきた。町教育委員会は平成 8年 9月から 11月にか

けて、予定地内の試掘調査を実施し、 5ヵ所の遺跡の

所在を確認した。遺跡の面梢は合計約86,200m2に達ず

ることが明らかとなった。

町は遺跡を出米るだけ保存する方向て開発企業3杜

に設計変更を要望して、調査期間の短縮、調査費用の

縮減をはかった。しかし、町文化財保護室の体制は区

画整理や歴史公園建設、町史編さん事業等と並行して、

工業団地の発掘調査に対応するだけの条件が整わず、

町主体となっての発掘調査計画は暗礁に乗り上げた。

行き詰まった状況を何とか打開するため、圃部町長

は工業団地建設促進に伴う埋蔵文化財の発掘調査協力

について、県の協力が得られるよう県教育委員会に陳

情し、指導及び協力を依頼した。

町は苦しい財政状況の中て‘‘6人の専門職員を配し、

文化財行政の積極的推進に努め先進的な体制辿りに努

}Jしている。県はこうした町の姿勢を高く評価した。

この上さらに工業団地の発掘調査を実施するだけの余

力は残されていないと判断した。そこて‘県文化財保護

諜は調査の受皿として財団法人埼玉県埋蔵文化財調資

事業団（以下「埋文半業団」とする。）が受託事業とし

て実施てきるかどうか検討に入り、関係各方面と調整

を図り、受託条件等を整備した。そして局内の合意を

得て市町村支援の観点から、埋文事業団が委託を受け

て発拇調査を実施する旨、正式に町と事業者に伝え、

理解と協力を求めた。その方針は、調査主体を埋文事

業団とし、町も調査組織に職員を派遣して全面協力体

制をとるものてある。さっそく関係者間て‘‘具体的な調

査期間、方法、経費を中心に協議が行われた。

かくして平成 8年12月19日付け教文第1246号て‘‘県

から事業者の鹿島道路株式会杜•株式会社横森製作

所・東洋エクステリア株式会社あて、岡部町と事業委

託契約の締結を、岡部町は埋文事業団と事業委託契約

の手続きを行うよう通知した。

発掘調査の委託契約は、町が発掘調査から整理報告

書刊行まて‘‘、契約上の義務と責任を履行することとし

て契約上の形を整えた。

発掘調査に先立ち事業者からは文化財保護法第57

条の第 2項に基づく発掘通知が、埋文事業団からは同

法57条の第 1項に基づく発掘調査届けが提出され、平

成 9年 1月6Hから沖田・大寄遺跡をかわきりに発掘

調査が開始された。

（文化財保護課）
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2。発掘調査。報告書作成の経過
発掘調査

岡部町西部工業団地造成用地内に所在する周知の追

跡は、大寄遺跡、宮西遺跡、西浦北遺跡の 3追跡て‘あ

る。各遥跡の範囲及び遺構確認を目的とした試掘調査

は岡部町教育委員会によって行われた。その結果前記

2逍跡において遺構が確認された。さらに新たに沖田 I

遺跡、沖田II遺跡、沖田III遺跡の存在が確認された。

特に大寄遺跡、宮西遺跡については濃密に逍構が分布

第 1表 各遺跡の調査期間と面積

平成 8年度平成 9年度

1 2 J ， 4 5 6 7 8 

大寄遺跡

， 

することが明らかとなった。西浦北遺跡については、

対象範囲ては追構は確認されなかった。以上の結果か

ら廿ij記 5遺跡について調査を行うこととなった。

調査に当たっては文化財保設課、岡部町教育委員会、

開発担当者代表て‘ある鹿島道路株式会社と綿街な協議

を行い、各遺跡の調査時期と調査部分について決定し

た。各遺跡の調百期間及び而積は第 1表に示したとお

りてある。

平成10年度

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

---ん寛る”Z雪Z吃“ 9-

34, lOOm2 

沖田 l遺跡
ヲヽ費ヽ•’“'

3, 700m' 

沖田 II遺跡
ク観2-

4, 500m2 

沖田III遺跡
-/2鬱Z鬱ク”/“”公 ― 4, 800m' 

宮西遺跡
-/,#/I/H'/4  

18, 180m2 

以下に本報告に関する遺跡の調査経過について記す。

大寄遣跡

大寄遺跡は、西部工場団地用地内に所在する遺跡群

の中ては、西北部に位置する。調査は平成 9年 1月6

日から平成10年 4月30日まて行われた。調査而柏は約

34, 100mてある。

保存区域を挟んて西側のブロックを、使宜的に大寄遣

跡 I区、東側のブロックをII区と称する。調査は小山

川に面した大寄逍跡 I区から開始された。最初に重機

による表土掘削を行ったところ、遺跡全体に黒色土が

厚く堆積し、住居跡が密集して重複していることが判

明した。黒色土中に包含されていた住居跡の大半は、

掘り込みが浅く、中には床而の痕跡を残すのみの住居

跡も存在し、逍構確認及び精査は困難を極めた。

精査の結果、縄文時代前期の住居跡及び古墳時代から

平安時代に至る住居跡が計212軒、掘立柱建物跡2冴東

等、多数の遺構とそれに伴う追物が検出された。調責

は平成 9年度に継続し、 6月図化作業、航空写真撮影

を行い、調査は終了した。

大寄遺跡II区は平成 9年度 4月、 I区と一部平行し

ながら調査を開始した。調査区南部は埋没谷が入り、

遺構密度は比較的薄かった。特に南東部は地形が傾斜

しており、居住域としては利用されなかったようてあ

る。反血、調森区北半は、相対的に高い地形を生かし

-2-



第

9 :---“~’ 

＼ 
沖田 II遺跡

□□]平成8年度調査

二平成9年度調査

瓢平成10年度鶉査

II: 

て居住域として長期間使用されていた。遺構密度は極

めて濃く、多数の遺構が複雑に重複しており、調査は

難航した。平成11年3月、調査はほぼ終了、航窄写真

撮影を実施した。年度が変わって、平成11年4月、残

った図化作業の一部と図廂点検を行い、調育は全て終

了した。

整理・報告書作成事業

整理事業は、平成10年 4月1日から平成12年 9月30

日まて実施した。平成10年度は沖田 I・II・III以西の

100m 

整理と平行して実施した。追物の水洗、注記を経て、

接合、復几、実測作業、追構図の整理と二次原図の作

成、 トレース作業などを辿めた。平成11年度は遺物の

接合・復元作業と拓本採り、実測作業を本格的に進め

た。また、退構図のトレースはほば終了した。平成12

年度、遺物の実測作業と平行してトレースを実施した。

その後、遺構図・遺物図版の版組、遥物写襄撮影、原

稿執筆、遺物観察表等の作成を経て、 9月割付を作成、

入札。校正を行い、 12月本書の印刷を終了した。
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3.発掘調査⑳整理急報告書刊行の組織

主体苔 財団法人 埼干開県埋蔵文化財調査半業団

(1)発掘調査 ) "ll" • -4{次JJ0 課 i又 依田 透

平成 8年度 主 査 西 沢 ｛言行

理 事 長 荒井 袢 j-- 任 長滝芙智子

副 理事 長 富fll真也 主 任 腰塚雄―

専務 理ボ 吉川國男 専門調査員訛経即課長 閲野栄

常務理事兼管理部長 稲葉文犬 t 任 江田 利美

理事兼謁杏部長 梅沢太久火 主 任 幅田昭美

管理部 主 任 菊池 久

庶 1＜夕ヵ0 課 長 依田 透 調査部

主 査 西沢信行 調査部副部長 今泉泰之

主 任 長滝美智子 調査第一課長 井上尚明

主 任 菊池 久 主 フ旦 橋 本 勉

専門調香員簾経理課K 関野栄 王 査 中 村倉口l

-t 仔 江 田 利 美 主 査 砥崎

t 任 輻田昭美 主任調査員 富田和夫

t 仔 腰 塚 雄 ― 主任調杏員 木戸春夫

調査部 岡部町教育委員会

調査部剖部長 高橋 夫 主 事 平田重 之

調 査 第 二 課 長 大相 修 臨 時職 員 松田 哲

主 査 元井 茂

主 香 橋本 勉 平成10外度

主 査 砥崎 岬と 半 長 荒井 桂

主 任調査員 木戸春火 副 理 事 長 飯塚誠 一 郎

主 仔調査員 宮瀧山紀—f 常務理事兼管珂部長 鈴木 進

岡部町教育委員会 笠理部

t 仔 鳥 羽 政 之 庶 ゎマ父J 課 長 金—f 隆

t 事 宮本直樹 主 査 田中 裕―

主 任 長滝美智子

平成 9年度 t 任 腰塚雄―

理 市 長 荒井 杜 専門調杏員兼経理課長 閃野栄

副 理事 長 富 田 更 也 主 任 江田和 美

寸声 1＜ヵ父 児事一 塩野 博 主 任 幅田 昭美

常務珂事兼怜理部長 稲葉文犬 -t 任 菊池 久

理事兼調査部長 梅沢太久夫 調査部

管理部 調 責 部 」こ 谷井 彪
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調査部副部」マ＜ 水村孝釘 専門調杏員兼経理諜比 関野栄

調査第二課長 井 ト 尚 明 主 任 幅田昭 芙

主 査 儀崎 t 任 腰塚雄―

主 任 調査員 ィi坂俊郎 主 任 菊 池 久

主 任 調査員 伽田 耳二ロ 庶 4名ヵ＜ 諜 長 念 子 隆

岡部町教育委員会 主 青 田中裕―

臨 時 職 員 斎 藤 欣 延 主 任 江田和芙

主 任 長滝美智子

(2) 整理・報告書作成事業 資料部

平成10年度 資 料部 長 高橋 夫

理 事 長 荒井 桂 専門調査員兼査料部副部長 石岡憲雄

副 理事 長 飯塚誠一郎 専門調査員 大 和 修

常務理事兼管理部長 鈴木 進 統括調査員 儀崎

管理部

庶 務 課 長 金子 隆 平成12年度

主 査 田 中 裕 ― 珂！ 事 長 中野 健 一

主 任 長 滝 芙 智 f 副 理事長 飯塚誠 一 郎

主 任 腰 塚 雄 ― 常務理事兼管理部長 広木 卓

専門調査員兼経理課長 関野栄 管理部

主 任 江 田 和 美 管理部副部長 関野栄

主 任 幅田昭美 主席（庶務担当） 伽I部正浩

主 任 菊池 久 主悌（施設担刈） 野中廣幸

資料部 主 任 菊池 久

資 料部 長 増田逸朗 主席（経理担刈） 江田和美

主幹兼資料部副部長 小久保 徹 主 任 長滝美智子

資料整理第二課長 市 川 修 主 任 福田 昭芙

主 任 調査員 木戸春夫 主 任 腰塚雄―

調査部

平成11年度 調 斉 部 長 高橋 夫

珂！ 事 長 荒井 林 資料部副部 長 鈴木 敏昭

副 理事 長 飯 塚 誠 一 郎 疇調査員（資料整理担当） 儀崎

常務理事訛管理部長 広木 卓 統拮調査員 富田 和夫

管理部

L
へ
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II 選跡群の立地と

1.地理的環境 藤治川篤があり、いずれも傾斜にしたがっておおむね

岡部町西部工業団地造成用地にかかる遺跡群は岡部

町大字榛沢地内に位協ずる。この地域は岡部町の中て

も最も西寄りにあたり、西側は小山川を挟んて木庄市

と校する。最寄の交通はJR岡部駅て‘ヽ 、駅から西北西に

約3.2kmに位置する。周囲は畑と水田の広がる農村地

幣て、大規模な捉鶏も行われている。特に畑作てはトウ

モロコシとブロッコリーが広く栽培され、岡部町のブ

ロッコリーは日本一の生産贔を誇る。

遺跡群の所在する岡部町は、埼土県の北西部に位置

する。荒川以北のこの地域は、西は神流川、北は利板

川によって区切られ、東は甚沼低地に続く。全体的な

傾斜は南西から北東に向かって低くなる。したがって

等高線は利根川の流向にほぱ平行し、利恨川に向かっ

て高度を減じている。

河川は荒川左岸の上武山地が分水嶺となり、南面は

荒川に注ぐが、北面は利根川に流れる。本地域にかか

わる河川は女堀川、見馴川（下流て‘小山川）、志戸川、

第 2図埼玉県の地形

山地 丘 陵ロニ

北東流し、利根川に注ぐ。

本地域の卜試山地はその北東縁にあたり、見馴川を

境として西は御荷鉾山地、東は―小動山地に分かれる。

山地に続く丘陵は山麓に沿って帯状に辰開するが、

この丘陵地僻も見馴川を境として西は児玉丘陵、東は

松久丘悛に区分される。さらにこれらの丘陵は、小河

川によって浸食され、北東方向へ伸びる半島状の地形

を呈する。丘陵の標高は100~130mを叶る。丘陵に続

く台地部分には見馴川の西側に生野山 (139m)、浅見

山 (105m)、東側には山崎山 (117m) と呼ばれる残丘

がある。（山崎山残丘は北半を山崎山、南半を諏訪山と

呼ばれる。）これらの残斤は丘陵の発逹方向と一致する

ことから前 2者は児五丘陵と、後者は松久丘陵と一連

のものてあるとされる。残丘はこの他に仙元l|J残丘（深

谷市）、観音山残丘（熊谷市）がある。

台地は櫛引台地と本庄台地に分けられる。いずれも

扇状地形を呈し本庄台地は神陶1|、櫛引台地は荒川に

6-



第 3図 遺跡周辺の地形区分

妻沼低地

／ 

2km 

i
/
 



よって生成された扇状地性台地てある。

本庄台地は神川町池田付近が扇項部にあたり椋高約

110mを叶る。そこから北東方向に高度を減じ、本庄rti

諏訪町ては約50mとなる。扇端は急崖となって甚沼低

地と核する。西は神流川を境とし、東はよ戸川支流の

藤治川て櫛引台地と面する。女堀川以東の地域は見尻）II

川、志戸川などによる浸食が進んており、低地として

扇状地と自然堤防に分類されることもあるが（註 1)、

自然堤防とされる部分については本来の台地が浸食を

受け、その上に堆積物がたまったものと推定される。

本遺跡群はこのような地形に立地している。発掘調査

ては遺構の確認される面はローム伯iてあり、基本的に

は集落はこのような台地上に形成されている。

櫛引台地は寄居町付近を扇項部とし扇端まての標高

は約100~35mてある。西は藤治川て‘‘本庄台地に面し、

南は荒川て区切られる。扇端部は西寄りの岡部町西田

や岡付近ては、本庄台地と同じように急崖となって妻

沼低地に続く。その東の普済寺や深谷市西島付近は比

較的緩やかに低地に移行するが、更に東の深谷市東方

近辺から熊谷市西別府にかけてはまた急崖となる。扇

端部には湧水が多く、古米人々の生活の場となってい

る。台地中央部は極めて平坦て‘‘起伏に乏しく、わずか

に仙元山 (98m)、観音山 (77m) の小残丘が見られ

る。河川は少なく、唐沢川などの小河川が見られるが浸

食は進んて‘‘いない。台地面は 2面に分けられ、高い面

は櫛引面、南の低い面は寄居面と呼ばれる。寄居面は

荒川によって櫛引面の南側が浸食された段丘i[nてある。

低地は妻沼低地と呼ばれ、利根川の乱流によって形

成された低地てある。南は前述の台地に接し、北は利

脚 IIて‘‘限られ、東は加須低地へと続く。低地内にはお

おむね利根川の流向に沿って多くの自然堤防が発達し

ている。現在ても集落はこれらの自然堤防上に嘗まれ、

「矢島」．「大塚島」などの地名に地形の特徴が表され

ている。

第4図は、明治18年測鼠の迅速図に埼玉県地質図等

を参考にして作成した地形分類図て‘ある。細部につい

ては正確さに欠ける部分もあるのて‘ヽ、正確には専門書

を参考にされたい。

2。周辺の遺跡

この地域は多くの遺跡が所在する所として知られて

おり、特に古墳時代以降の遺跡はその鼠とともに肉容

において県内屈指のものてある。調査件数も多く既に

数多くの報岩書等が刊行され歴史的背景についても分

析が加えられている。ここては本遺跡群周辺の遺跡に

ついて概観する。

旧石器時代の遺跡は丘陵部に立地している。現在の

ところ、他時期の調査の折に単独て‘‘遺物が出土してい

るだけてある。岡部町て‘この時期の遺物を出土したの

は北坂遺跡 1ヵ所て‘‘ある。ナイフ形石器、彫器、尖頭

器が出土している。これらの遺跡は台地上てありなが

らもそれぞれ河川に近い台地の縁辺部周辺に立地して

いる。深谷市を含む櫛引台地て‘‘はこの時期の遺物は検

出されていない。

縄文時代草訓期～早期の遺跡は主に芙里町などの丘

陵部を中心に分布する。本庄市においても、浅見山残

丘に見られる。岡部町ては櫛引台地の縁辺部に立地す

る西谷遺跡、水久保遺跡から押圧縄文、爪形文等、清

水谷遺跡ては押型文、条瞑文系七器片が、東光寺裏遺

跡ては徴隆起線文、爪形文が出土している。この時期

の遺跡は丘陵部に集中が見られ、台地部におけるあり

かたは旧石器のそれと共通するものがある。

前期になると丘陵部に集中する傾向は変わらないが、

丘陵部における遺跡数はほぼ倍増ずる。またこの時期

には丘陵の奥から山地にかかる場所まて遺跡が見られ

るようになる。台地部て‘‘は依然として密度は薄いが、

荒川左岸の寄居町、花園町にも分布が広がる。また、

妻沼低地に面する台地先端部、さらに妻沼低地の自然

堤防上ても調査されている。

榛沢遺跡群周辺は見馴川と志戸川に挟まれた台地上

に立地し、四十坂遺跡、西浦北遺跡て‘関山式期の住居

跡、荼臼山遺跡ては諸磯a式期の土墟、清水谷遺跡て‘‘

は諸磯b式期の遺物が、東光寺裏遺跡ては諸磯b式期

の住居跡3軒が検出され、菅原遺跡ては諸磯C式期の
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上堀が検出されている。北坂追跡ても児浜式期および

諸磯j＼期の退物が若—「検出されている。

中期には櫛引台地縁辺部に点々と追跡が見られるよ

うになり、さらには今まて‘追跡密度の薄かった台地内

第 4図周辺の遺跡

-9-

部にもその痕跡が見られる。岡部町清水谷追跡て‘は加

曾利E式十器が、原ヶ谷戸追跡、大寄B逍跡ては加曾

利E式期の埋設十闘が検出され、水窪追跡、菅原遺跡

はこの時期の拠点的な集落と考えられる。北坂遺跡に



おいても加行利E式期の追物が少量ながら出十よしてい

る。

後・晩期の追跡はあまり調斉されていないが分布の

傾向は、前代において丘陵から台地にかけて集中的に

展開していたものが散在するようになり、代って台地

縁辺部及び低地部に広がりが見られるようになる。特

に深谷市域て国道17号深谷バイパスの調査により、妻

沼低地においても該期の退跡の存在が確認されるよう

になった。このような現象には生活某盤の大さな変化

を窺わせるものがある。岡部町原ヶ谷戸追跡ては住居

跡11軒が検出され、儀礼に伴う遺物や装飾晶などが多

鼠に出土している。砂田前遺跡て‘‘は堀之内式期の住居

跡が 1軒、上宿遺跡ては同期の敷石住居が検出されて

いる。東谷遺跡ては加曾利B式が、北坂遺跡ては堀之

内I式上器破片が少鼠出上している。四十坂ド追跡て‘‘

は1工届跡が検出されている。菅原遺跡て‘、もこの時期の

追物が少量ながら検出されている。

弥生時代の調査事例は少ないが、引き続き前代の遺

跡分布と似たような傾向を取ると思われる。現状て‘‘は

浅見山丘陵および見馴川周辺の扇状地部分に比較的多

くの調査事例が見られる。深谷市、熊谷市域ては上敷

免逍跡、横聞栗遺跡等があり、上敷免遺跡て‘‘は遠買川

式上器が検出されており、古い時期の資料として注H

される。近辺ては四十坂遺跡て再葬築が検出され、変

形工字文を施文した土器が出tしている。大寄B遺跡

ては中期・後期の住居跡各 l軒が検出されている。石

蒔A遺跡て‘‘は櫛描文系や吉ヶ谷系土器が出土している。

古墳時代に入ると飛躍的に遺跡数が増加する。

集落は原ヶ谷戸遺跡、大寄B遺跡、石蒔B遺跡、水

窪遺跡、六反田退跡、滝ド遺跡等て前期の住居跡が検

出されている。中期の仕居跡は六反田退跡、宮西追跡、

西浦北遺跡、東光寺裏遺跡等て‘検出されている。後期

には六反田遺跡、砂田前遺跡などの大規模な集落が営

まれる。

また、この周辺一帯は方形周溝募、占墳が布に分布

する地域てある。石蒔B遺跡は芙里町の而志渡川遺跡

とともに前方後方形周溝羞がよく知られている。原ヶ

谷戸追跡や大寄B遺跡て｀は方形周溝募が検出されてい

る。古式の古墳としては児玉町競111古墳があり、つい

て更用町長坂聖大塚古墳、川輪聖大塚古墳があげられ

る。安光サ遺跡、千光寺追跡や、台地先端部の四十坂

遺跡、中宿追跡にも方形墳が検出されている。

その後各所に群集墳が形成される。遺跡周辺ては本

庄市西五I矛古墳群、東五卜-f古墳群、西山古墳群、

T光寺占墳群、四卜塚古墳群などがある。また、宮西

遺跡て‘は古墳闘が検出され、平安時代の1U呂跡て‘は埴

輪が磁の袖として転用されていたことなどから、榛沢

地区内にも古墳群が所在することが予想される。主要

な古墳としては前記の他に浅間山古墳、寅稲荷塚古墳、

御手扶山古墳等がある。これらの古墳を造り得る社会

を支える生産基盤は、主に周辺の低地部に求められる。

石蒔A遺跡では、既に古墳時代前期から灌漑を目的と

した施設が造られていたと見られ、早くからこの地域

に、水に対する管理技術が取り入れられていたことが

わかる。このような伝統的な生産基盤の上に条里制が

施行されるようになる。遺跡周辺には児玉条里、十条

条里、岡部条里などがあり、調査例も増えている。

奈良•平安時代になると本遺跡群を含む小山川中流

域の榛沢、後榛沢に加えて新たに、櫛引台地先端部の

岡地区に集落が営まれるようになる。前者には六反田

遺跡ををはじめとして今阿調査された大寄遺跡、宮西

遺跡、石蒔遺跡や重要文化財に指定されている緑釉手

付瓶等を出七した西浦北退跡がある。後者には榛沢郡

正倉跡に推定される県指定史跡中宿遺跡があり、 7世

紀後半から 9祉紀にかけての倉庫跡が検出されている。

中宿遺跡の南にJムがる熊野遺跡は中宿退跡とともに

郡而に関連する遺跡と推定されており、前代まてと違

った遺跡の有り方を示している。熊野遺跡からは大刑

の掘立杜建物跡や石糾井戸、道路跡のほか、多数の住

居跡が検出されている。遺物面て‘は多数の畿内産上師

料、唐三彩の陶枕、円面硯、帯金具など一般集落から

は出土例の少ない遺物がみられ、郡桐を取り巻く集落

の様相が判明しつつある。いずれ、政庁、正倉ととも

に周辺部を合めた具体的な郡衝像が明らかになるに進
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周辺の遺跡

l沖田 I遺跡 2沖田II遺跡 3沖田III遺跡 4 大寄遺跡 5西宮遺跡

6 西浦北遺跡 7稲荷塚遺跡 8六反[fl遺跡 9 東光寺裏遺跡 10伊勢塚遺跡

11石蒔A遣跡 12石蒔B遺跡 13地神祇A遺跡 14地神祇B遺跡 15原ヶ谷戸遺跡

16四十坂遣跡 17祈井遺跡 18水窪遺跡 19上宿遺跡 20滝下遺跡

21中宿遺跡 22砂田前遺跡 23岡部条里遺跡 24岡追跡 25樋詰遺跡

26杯J手遺跡 27熊野遺跡 28新田遺跡 29菅康遺跡 30上原遺跡

31西龍ヶ谷津追跡 32水久保遺跡 33西谷遺跡 34石原lll瓦窯跡 35 5各山祭祀遺跡

36北坂遺跡 37田端屋敷遺跡 38笠ヶ谷戸遺跡 39雌濠遺跡 40元富遺跡

41七色塚遺跡 42久下東遺跡 43山根遺跡 44大久保山遺跡 45東谷遺跡

46宥勝寺北裏遺跡 47古）1|端追跡 48村後遣跡 49日の森遺跡 50向居遺跡

51志渡川遺跡 52南志渡川遺跡 53石神追跡 54清水谷遺跡 55安光寺遺跡

56瓶紅神社前遺跡 57甘柏山遣跡群 58神明ヶ谷戸遺跡 59普門寺西山遺跡 60こぶヶ谷戸祭祀遺跡

61峯遺跡 62用土平遺跡 63島の上遺跡 64矢島南遺跡 65川輪聖天塚古墳

66長坂聖天塚古墳 67公卿隊古墳 68前山 1号墳 69前山 2号墳 70浅間山古墳

71寅稲荷古墳 72御手長山古墳 73愛宕神杜古墳 A 塚合古墳群 B 御堂坂古墳群

c鵜の森古墳群 D 東五十矛古墳群 E西五十子古墳群 F東冨田古墳群 G 浅見山古墳群

H 塚本山古墳群 I西田古墳群 J四十坂古墳群 K 水窪古墳群 L 白山古墳群

M 上原古墳群 N 中南古墳群 0 後榛沢古墳群 P荼臼山古墳群 Q千光寺古墳群

R 西山古墳群 s諏訪山古墳群 T 猪lll古墳群 u大明神古墳群 v木部山古墳群

w羽黒山古墳群 x普門寺古墳群 Y猪俣北古墳群 z猪俣南古墳群

いなし ‘o

10世紀以降については本庄市大久保山遺跡、芙里町

向田遺跡、中宿遺跡等て竪穴住居跡、東光寺裏遺跡て‘‘

羽釜などが出十ムしている。今回の調査て‘大寄遺跡から

該期の住居跡がまとまって検出されている。古代後半

期の集落構造を其体的に窺うことのてきる資料てあり、

その意義は大きい。

参考文献

埼玉県 1978 

埼玉県 1982 

埼玉県 1982 

堀日萬吉他 1986 

堀口萬占他 1987 

本庄市 1976 

増田逸朗他 1986 

美里町 1986 

村木逹郎 1975 

註1 『土地分類基本調査』ては「見馴川低地」として細

区分しているが、『新編埼玉県史別編3』においてはなされ

ていない。

『-l：地分類基本調査高崎・深谷』

『新編埼玉県史』資料編1

『新編埼じ県史』資料編2

「埼玉県の地形と地質」 『新編埼玉県史別編3』 埼玉県

「荒川流域の地形」 『荒川 自然』 埼玉県

『本）主市史』 資料編

『埼玉県古式古墳調査報店書』 埼玉県史編さん室

『芙里町史』 通史編

『埼玉児地理図集』

上記以外の文献は文末に記載した。なお、本章は、木戸春夫 1998『沖田 I／沖田II／沖田III』埼玉県埋胤以：化財調査事業

団報古書第231集を一部改変のうえ転載した。
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m 遺跡群の概要

1.遺跡群の概要

岡部町西部工業団地は大字榛沢地内に位置する。こ

の地域は本庄台地が小山川と志戸川によって開析され

た扇状地て‘‘ある。遺構の検出される訓は基本的にロー

ム面て‘‘あり通常の台地て‘のあり方と同じてあるが、遺

跡は時に埋没河川を合みその埋積十ーによって複雑な状

況を呈する。本遺跡群は榛沢地内の西寄りに当たり、

小山川に面して本庄市と接している。小山川と台地と

の比高差は 3~4mを測る。北側は小山川の古い流路

によって形成されたと思われる急勾配の斜面によって

低位面に続く。台地上は1日河川の流路跡が南西から北

東方向に伸びるが、その脹跡をたどるのは現状ては困

難となりつつある。

この地域には六反田遺跡、西浦北遺跡を始めとして

多くの遺跡が存在し、榛沢遺跡群の名称て‘‘呼ばれてい

る。六反田遺跡は古墳時代前期から続く集落て‘、 150軒

以上の竪穴住居跡が調査されている。稲荷塚遺跡、大

寄A遺跡、大寄B遺跡、西浦北遺跡、宮西遺跡は昭和

40年代の圃場整備に伴って一部が調査されている。

大寄A遺跡は水路部分の調資て‘ヽ、大寄追跡II区中央

付近を東西に貰通ずる。大寄B追跡は圃場整備によっ

て完全に削平された部分の調査てある。ここからは縄

文時代中期の埋設土器、弥生時代中期及び後期の住居

跡、古墳時代前期から奈良時代まての住居跡および方

形周溝墓などが検出されている（佐藤1979)。この 2遺

跡はいずれも現在の大寄遺跡に含まれるものて、、遺跡

は大寄B遺跡の所在した台地縁辺を北限とし、南西方

向に伸びる微高地全面に及ぶと考えられる。

西浦北遺跡は、縄文時代前期及び中期の住居跡、古

墳時代から平安時代の住居跡および製鉄・精錬遺構な

どが検出され（佐藤1979)、出土した緑釉手付瓶と灰釉

長頸瓶は重要文化財に指定されている。西浦北遺跡は

独立した弧状を呈する畑の高まり部分に遺構が集中し

ていたと思われる。遺跡南側の宮西遺跡とは埋没河川

をもって地形的には独立しているが、内容的には共通

-12 

する部分が多いと思われる。今回の調査ては遺跡西側

の低い部分が用地内にかかっていたが、試掘調査の結

果ては遺構は確認てきなかった。遺跡の範圃が東側に

どのように広がるのか、埋没地形が複雑てあるだけに

注日されるところてある。

宮西遺跡は大寄A遺跡と同じく水路部分の調査て｀あ

った。その一部が今回の調査区内に合まれている。遺

跡は前述の占流路を西限として東に広がる。東側一靡

は、大寄八幡神社があり、現在も集落が広がる居住域

て‘‘、遺跡の範圃も相当の広がりを持つものと推測され

る。今阿の調査て‘‘は新たに沖田 I遺跡、沖田II遺跡、

沖田III追跡が確認された。これらの遺跡は大寄遺跡と

宮西退跡の間にあるやや低い水田部分にあり集落跡の

存在は予想されていなかったところてある。試掘調査

の結果、このような比較的低い部分にも小規模な微高

地が確認され遺構が存在することが明らかとなった。

このような小規模な微高地は開発が進んだ現在ては地

形図に表れることは殆どないが、沖田 I遺跡について

は昭和36年の地図には畑としての高まりを見ること

がてきる。

今回の調査て‘検出された各遺跡の内容は以下のとお

りてある。

5中田 I遺跡

縄文時代前期から平安時代の遺構、遺物が検出され

た。縄文時代の遺構は前期の竪穴住居跡 6軒、土墟7

基て‘‘ある。遺構は検出されなかったが中期の土器片も

わずかながら出土した。古墳時代に属するものは竪穴

住居跡 5軒、掘立柱建物跡6棟、上墟5基、溝跡10条

てある。いずれも後期に属する。平安時代のものは竪

穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡 1棟、井戸跡 1基、土横

18基て‘、ある。

沖田II遺跡

土墟3基、溝跡 1条、河川跡 1条、ピットが検出さ

れた。遺物は縄文時代前期及び平安時代のものが出土



している。

沖田III遣跡

縄文時代前期から近t仕まての遺構、逍物が検出され

た。縄文時代に属するものは前期の竪穴住居跡 3軒て‘‘

ある。古墳時代前期て‘‘は方形周溝墓 7基、腎穴状遺構

5基、後期て‘‘は竪穴住居跡10軒、溝跡14条て‘ある。平

安時代は井戸跡 l基、道路状退構1条、溝跡2条、上

墟12悲て‘ある。中肌以降の所産としては上墟箪が 1某

検出されている。

2．大寄遺跡の概要

大寄遺跡はT→業団地予定地の北西部に位置する。今

回調査対象となった 5遺跡の内ても、最大規模の追跡

てある。遺跡は椋高約53~55m、概ね平坦な台地上に

立地する。追跡の西側及び北西側は身馴川（小山川）

によって形成された崖線によって画されている。遺跡

南東部は、西南西から東北東に抜ける浅い埋没谷が人

り、標高は若干低くなっている。この低地喘を挟んて‘

附側には沖ITTI遺跡、沖田II遺跡が形成されている。

遺構分布の1hiからも、この低地帯とその北側にある

相対的に高位な台地部ては大きな相追が認められる。

II区南側に広がる低地帯は、遺構密度が薄く、古墳時

代の住屈跡が数粁と、奈良•平安時代の掘立柱建物跡

が数棟分布する程度て‘‘、屈住エリアとしては―小適地て‘

あったようてある。一方、北側の台地部ては竪穴1主屈

跡、掘立柱建物跡など、極めて多数の追構が複雑に重

複した状態て‘検出された。縄文時代前期の住居跡をl篇

矢とし、古墳時代中期の上漿、古墳時代後期～平安時

代に至る住届跡、中川の建物や井戸闘、また遺構とし

ては検出されなかったが、縄文時代中期。後期、弥生

時代や古墳時代前期の土器もあり、長期にわたり居住

適地として利用されたことが判明した。

さて、大寄遺跡 I• II区から検出された遺構は、竪

穴住居跡48隣f、掘立柱建抑跡98棟、井戸跡64基、七墟

340桔、上壊墓 8某、溝跡57条、柵列10条等て‘ある。竪

穴1主届跡は縄文時代前期のものが4軒、不明 2軒、古

墳時代後期～平安時代に平るものが479車f検出された。

縄文時代の集落は群としての明確なまとまりをもたず、

宮西遺跡

縄文時代から中肌にかけての遺構、追物が検出され

た。中心となる時堪月は平安時代てある。奈良時代の区

画施設や枯t採掘壊、平安時代の製鉄炉跡、道路跡、

平安時代と推定される小命銅仏等も出土している。調

責時における追構数は竪穴住居跡327軒、掘立柱建物

跡3併東、井戸跡28基、上壊264悲、溝跡60条、古墳跡 1

基、道路状遺構3条、粘上採掘墟9基、製鉄炉跡 2基

などて‘‘ある。

散在的て‘‘ある。古墳時代後期、特に 6世紀前半代に位

置づけられる集落は、 II区南端の低地部に散在する。

この段階ては北側の台地部には集落が営まれない。北

側に集洛が辿出するのは 6枇紀末葉～ 7且紀前後てあ

る。以降10世紀後半～11且紀に至る頃まて、安定的に

集落域として機能したものと考えられる。特に10祉紀

後半以降の集落が多い点は本遺跡の最大の特徴といえ、

該期の集落としては県内ても最大規模の一例て‘‘ある。

中川段階の様相はあまり明確てはない。 I区南東部

に方形て‘‘小型の柱穴が密集して検出され、おそらく、

掘立柱建物跡群が存在したものと恩われるが、具体的

に建物として捉えられなかった。また、中批段階と思

われる井戸跡、上堀が I区・ II区双方に検出され、 II

区には中憔段階と推定される柵列、火葬墓（荼毘跡）

が検出された。

近匪以降は集落として利用された腹跡は認められな

かった。おそらく現代に至るまて‘‘、畑や圃場等の生産

域として土地利用がなされたものと推定される。

大寄遺跡、宮西遺跡に閃しては、今後の整理の状況

により遺構数は変動することが予想される。 しかし、

大寄追跡を合めた榛沢遺跡群は、古代の集落としては

熊野・中宿逍跡を含めた岡遺跡群と並ぶ大集落てある

ことは疑いない。「榛沢」の遺称地て‘もあり、彼我の閃

連性は勿論、古代榛沢郡の動態を解明ずる上て‘‘、また

中世社会への移行を考える際に欠くべからざる遺跡と

いえよう。
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図布分構遺跡
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大寄 I区

w 大 ー の 物

1. I区の概観

大寄遺跡 I区は遺跡の西側のブロックて‘ヽ、標高は約

55m前後て‘‘ある。調査区の西側と北側には小山川によ

って形成された段丘崖に挟られており、遺跡の限界を

示している。調査区内はほぱ平坦な地形て‘ヽ、全面に亘

り遺構が分布している。特に北半部は濃密に遺構が分

布しており、複雑に重複した状況て｀あった。

検出された遺構は竪穴住居跡21算f、掘立柱建物跡

2冴東、井戸跡 8基、溝跡23条、土墟142基、柵列跡 6

第 6図 大寄遺跡全測図
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大寄 I区

条、性格不明遺構5基などがある。竪穴住居跡はほば

全面に分布するが、特に中央から北半に集中する傾向

がある。

縄文時代の住居跡は 3軒検出された。時期的には前

期、関山期のものが1軒、時期が不明確なものが2軒

てある。いずれも調宜区北西部にまとまっている。関

山期の第 3号住居跡は長方形て‘‘、壁柱穴が巡る。

古墳時代後期～平安時代の住居跡は209軒検出され

た。古墳時代後期の住居跡は 6椛紀末葉～ 7匪紀初頭

頃を初現とするようて‘‘ある。その後、 7世紀、 8 • 9 

憔紀を経て、 10世紀後半～11世紀に至るまて継続的に

住居跡が構築される。

6世紀末葉～ 7世紀前半代の住居跡は、調査区北半

にあり、南域には分布しない。北西部の第20・21・27・57

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 

筐：，•'，沿。（ヽ-- / / , .  

•• ・: ~、••0 ・.仁
/-..../ 

［／ぺ．‘••OO
／づ

乏
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゜
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大寄 I区

第 7図 大寄遺跡 I区遺構配置図
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大寄 I区

第 8図 大寄遺跡 I区全測図区割

7
 

8
 

他には明瞭に抽出て‘‘きない。

10川紀後半以降になる

と、調査区全域に集落が拡

‘̀̀‘4ド＼い＼＼へ¥¥＼＼叶＼＼＼＼＼ ＼＼＼＼＼｝◇¥ ＼＼  
大する。 ロクロ土師器高台

D
 

(1) 

E
 

H
 

(4) 

(6) 

こ
K
 

0 20m 
l l l l : 80[] 

椀や小皿、羽釜など土器様

相も前代と比較して大きく

変化するが、住居構造も様

変わりする。カマドは東壁

に付く場合が多いが、

もコーナ一部に寄った位置

に設けられ、

それ

カマドに正対

する壁のコーナーにピット

（カマド対向ピットと呼

ぶ）をもつ例が多い。また、

壁の一辺に張り出し状の施

設を設ける例も散見される。

住居形態は横長あるいは縦

長の長方形を取る例が非常

に増える点も特色に挙げら

れよう。

掘立柱建物跡は2冴東検

出された。住居跡との重複

が激しく、時期を明確にて‘

きなかったものが多い。大

号住居跡を中心とする一群と、東端の第51・187号住居

跡からなる一群に分かれ、 両者の中間地帯にはみられ

ない。第20号住居跡は一辺6.7mの大型住居跡て‘‘ある。

7世紀後半～ 8祉紀初頭段階になると分布域は調査区

全体に広がり、構成住居数も増加する傾向にある。

分布する。

8
 

世紀前半～後半頃には、調査区中央から西半にかけて

9世紀代になると、南東部に希薄てあるが、

他のエリアには住居跡群が広がっている。特に、第67号

住居跡を中心とする一角にはほぼ同時期、あるいは近

按した段階の住居跡が数軒重複して構築されていた。

10惟紀初頭まては 9憔紀代の集落様相の延長と考えて

も良い。 10世紀前葉になると構成住居数が激滅する。

調査区北東部にある第132号住居跡を該期としたが、

半は古代に属するものと考えている。

2間の倉庫跡と考えられる建物と、

最大の建物は第20号掘立柱建物跡て‘‘、

に南側に庇が取り付いている。

2 X 1間、

3 X 1聞、

2X  

3 X 2 

間の側柱建物がある。比較的小型のものが多いなかて、

4 X 3間の身舎

井戸跡は 8基検出された。古代のものと中匪のもの

があるが、遺物鼠が少なく時期を特定てきないものが

多い。第 8号井戸跡は、直径60cmと通常の井戸跡と比

較して極めて小さい。深さは1.26mとピットとしては

深く、筒状に掘り抜かれている。同様の形態はII区か

ら多数検出されており、井戸跡と考えた。

溝跡は23条検出された。大半は中世以降と考えられ

るが、第 9号溝跡と第 4号溝跡は埋没後、 10批紀後半
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大寄 l区

第 9図 大寄遺跡 I区全測図(I)
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大寄 I区

第10図 大寄遺跡 I区全測図(2)
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大寄 I区

第11図 大寄遺跡 I区全測図（3)
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大寄 I区

第12図 大寄遺跡 I区全測図(4)
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大寄 I区

第13図 大寄遺跡 I区全測図(5)

』

]
I
go

 

＠
 

＠
 

)

7

0

0

⑱

@

 

c

)

4

 

,
0
0
:
0
 □c

 

｀

贔R
 

---、グー 9¥ 

@
 

乞
◎

：
ジ
〗

:

x

 穴
／
・
・
，
．
．
＼
・

1
~
/
9

。
]

＋ 

◎
 

羹◎も

翁o
◎ o o 

◎ ◎ 

◎ ◎ 

◎ 

◎ 

◎ ,  

喝◎ ◎疇
@ o ◎ 

◎゚青つ口＠こSK89

◎@  SK92 

° 疇°
◎ 

ごs,0

c
 

O

◎
l
 

麿
’
9
9
-

：

辰

函

＠

，

21

＋

會

―

◎

-
B
 

四

s
 

c
 

十

c
 

◎ ◎ 

c
 

◎
 

⑪
 

忍c 

c
 

0
R
 

.--

SJ201 

c」!|l 11 SK105 

゜◎ 
◎ 

@)@。

c

呼

0

◎

0

0

c

◎
 

。。

◎ 

c
 

SJ203 

◎ 

◎ 

€亘）

c
 

c ゚

6
 

゜
゜゚
， 

o @ 

゜

o゚+ 
◎ 

冗b

＠
 

1,
—

~7\l 

゜

＠ 
° e 

゜◎ 

.゚,-" "'C?! 
g 麿◎

`k96  

゜6 ー

0
5
 

＠
 

◎
◎
◎
 

＠ 

<!!> 

◎
 

゜

◎

◎

o

g
 

゜
R

O

◎

c

 

一

伐

⑮

◎

息

◎

0

c

@

@

 

o

@

R

鵞

）

隻o

e

 

◎

◎

◎

 

◎
 

0

6

 

R

G

 8
8

 

◎
 

◎

◎

◎

 

＠
 

R 

◎ ◎ 

R

ヽ

｀c

@

-

C

 

囮

⑰

c

R

c

⑨

[

5

@

o

 c
 

〇

c

S820 ◎ 

こ
◎
 4

 ，ロ◎ 

k
 0 5 m 

l ^ • 1 1 • 2 0 0 

24-



大寄 I区

第14図 大寄遺跡 I区全測図（6)
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大寄 I区

以降の仕厄跡が造られており、確夷にそれ以前の所産

といえる。第 9号溝跡からは 7机紀後半代の上謡群が

まとまって出土しており、少なくとも 7軋紀代まて‘‘掘

堅時期が遡る可能性が高い。水の流れた形跡はなく、

集落の区画溝として機能した可能性も考慮すべきかも

しれない。

土墟は144基検出された。時期的にも縄文時代～中

世段階、またはそれ以降まて含む可能性がある。性格

の特定てきないものが大半てあるが、墓堀と思われる

ものが数例認められる。注目されるのは第181号住居

内から検出された第79号土壊て‘ある。長方形て‘‘、内部

からロクロ土師器小皿が2枚重なって出土した。住居

跡もほぼ同時期てあり、住居廃絶後に営まれた廃屋墓

の可能性が高い。副葬品こそ検出されなかったが、第

178号住居跡内の第73号土堀もその可能性がある。 II

区にも類例があり、この時期、廃星墓が墓制の一つと

して採用されていたことは確実といえよう。また、第

124号土堀からは人骨が検出され、中惟またはそれ以降

の墓墟と考えられる。

柵列は 6条検出された。第 4号柵列と第 6局柵列は

約22mの間隔て‘‘ほぱ並行しており、ある段階の区画施

設として機能した可能性がある。第 2丹柵列はほぼ南

北にピットが並ぶ。時期は不明確て‘あるが、敢えてい

えば東側10mに第127。134• 136 • 137号住居跡が西壁

~26 

を揃えて南北に並んて‘‘構築されている。いずれも 10世

紀後半以降の住居跡て‘ヽ、柵列にほば並行することから

この段階の区両施設と考えることも可能て‘‘あろう。

出土遺物は土師器、須恵器が主体を占める。須恵器

は末野窯跡群産が圧倒的に多いが、時期的にみると、

7~8世紀段階ては、末野産の他に、南比企産、湖西

産と共に群馬産須恵器が定量て｀供給されている。 9机

紀になると、木野産が大半を占め、南比企産、群馬産

が少量混じる程度になる。 9世紀後半代てはほとんど

末野産て‘占められるようてある。

10世紀後半段階て‘‘は羽釜、ロクロ土師器高台椀、ロ

クロ土師器小皿、甕を基本セットとする土器群に転換

する。羽釜は土師質のものが大半てあるが、須恵質の

ものも少量ある。ロクロ整形、非ロクロ整形両者があ

り、形態もバリエーションが多い。高台椀は内面ヘラ

ミガキと黒色処理を施すものと、二次調整を行わない

ものがある。小皿は器島がやや高めの一群と低めのも

のがある。

灰釉陶器・緑釉陶器も鼠的には少ないが、検出され

ている。特に注目される資料としては第185号住居跡

から 9世紀前半の土器群に伴って出土した灰釉浮瓶が

ある。口縁部の破片て、肩部以下は欠失しているが、

初期の灰釉陶器て‘‘丁寧なつくりてある。猿投産と思わ

れ、 K-14号窯式に比定される。
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2. 縄文時代の遺構と遺物

(1) 堅穴住居跡

第 1号住居跡（第15図）

第1号住居跡は、 C-1。2グリッドに位置する。

北半部は第20号→1上J出跡に、東部は第21号住居跡に切ら

れている。また、第38• 39号七横による攪乱を受けて

おり、追仔状態は悪い。

平面形は円形て‘‘、規模は長軸5.82m、短軸5.56mて‘‘

ある。床面は削平されており、炉跡、埋甕的の施設は

検出されなかった。主軸方向はN-52°-Eを示す。

ピットは 4本検出されたが、柱穴配翫は不明て‘‘ある。

壁溝は幅30~60cm、深さ 10cm程てある。

出土遺物は無く、時期は明らかにてきない。

第 2号住居跡（第16図）

第 2 号住居跡は、 D•E-1 グリッドに位置する。

掘り込みが認められなかったため平面形はイ＜明確て‘あ

るが、柱穴配置及び埋上の様相から、縄文時代の円形

第15図第 1号住居跡

SJ20 

SJ1 

を基調とする住｝凶跡と考えた。西半部は上ifliに攪乱が

及んており、詳細は不明て‘ある。

推定規模は径4m程と思われる。柱穴は12:本検出さ

れ、 Pit1~10はほば円形に巡る。 Pitll・12はその外

側に位阻する。深さは Pit1 • 9 • 10 • 12が40~60cm

と比較的深いが、他は浅い。

炉跡、壁溝などの施設は検化されておらず、詳細は

ィヽ明てある。遺物はなく、時期も不明て‘ある。

第 3号住居跡（第17図）

第 3 号仕届跡は、 B•C-3 グリッドに位置する。

第4。22• 32 • 33号住屈跡と重複し、本住居跡が最も

古い。南璧は削平されているが、平面形は長方形と推

定され、残存規模は長軸5.55m、短軸3.56m、深さ0.20

mてある。t軸方向はN-26'-Wを示す。

床面は中央部に向かってわずかに傾斜している。壁
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ー

＼

一 叶
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<
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V
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第16図第 2号住居跡
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溝は全周するものと思われ、競溝に沿って壁柱穴が巡

る。柱穴は42本検出され、舷柱穴の内側にも並ぶ。

炉跡は中央やや北側に寄った位置に設けられている。

規模は長軸85cm、短軸62cmの楕円形プランて、炉体上

器が埋設されていた。

遺物は僅かてあったが、炉体十器が出士したため関

111 I式段階てあると考えられる。

第 3号住居跡出土遣物（第18図 1、第19図 1)

第18図 1は炉体土器て‘ある。日縁部文様帯の一部

と、胴部の大形破片が現存し、底部は欠損する。口縁

部破片から推測すると、口縁部に櫛歯状の集合平行沈

線による輻狭の鋸歯状文閣を持つものて、日縁部文様

帯は 2条の交互刺突文盟て‘卜↑下端を区囮する。日唇部

直下には幅狭の刻み文魯が巡るものと思われる。文様

帯内には、ランダムに円形貼付文を施文する。胴部は、

短い多段の）レープ文帯と、 1幣の羽状縄文盟を交甘に

施文する。）レープ文幣は 1段毎に撚り方向を変えた羽

状を構成し、胴部卜錨端ては 7段に施文、 その下部には

頭に）レープを持つ羽状縄文を 1惜施文して、底部に向

って）レープ文儒の段数を減ずる様てある。推定日径約

31cm、現存高30cmを測る。繊維を多く合むが、器内面

の整形が丁寧てあり、前期前半の関lll式の中ても、 I 

式の新しい段階に位置ー付けられよう。

A 54.70 -A 

B 

B
-

8' 

2関

石器は第19図 1の大形の石皿が1点出土した。緑泥

片岩製のはぱ完形の石皿て‘‘、中心をややはすしてlIII.状

に大きく括れる。長径43.8cm、短径27.5cm、厚さ4.8

cm、重さ8950gを測る。

(2) 土堀

確実に縄文時代に属する十息魯は第28• 30号士堀の 2

店がある。ここては遺物の説明を行い、追構に関して

は第236図に記載した。

第28号土漂出土遺物（第18図 1~12)

lはやや内青する器形の日縁部破片て、日唇部は内

削状を呈し、日唇直下に縦位の輻狭な刻目幣を持つ。

n縁部は 2本対の細かな刻日を施す梯子状平行沈線て‘‘

鋸歯状のモチーフを描き、余臼にコンパス文を施文し、

ランダムに円形貼付文を施文する。鋸歯状の平行沈線

文の交点には、平行沈線によるド］形文を施している。

2は若干内胃気昧に口縁部が立つ器形て‘‘、日唇上に

双頭状の山形突起を持つ。日縁部の文様を平行沈線て‘‘

描出し、区圃交点と、抽線上に円形貼付文を施文する。

3 ~12は胴部破片て‘‘、 3は結束の羽状縄文と 2段の

粗いコンパス文を施文ずる。 4は単節 RLの足のやや

長い）レープ縄文を施文するものて‘、 5がやや足が短く

なる）レープ縄文を多段に施文する。 6、 7は結束の羽

-28 
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第17[:X] 第 3 • 4号住居跡
`
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山 1

止

番号 I深さ 番号 深さ 番号 深さ 番号 深さ 番号 深さ 番号 深さ

1 I 20 8 10 15 12 22 50 29 7 36 15 
8 ， 27 16 15 23 10 30 6 37 12 
10 10 19 17 28 24 8 31 10 38 25 
19 11 15 18 41 25 17 32 11 39 10 
11 12 55 19 23 26 17 33 20 40 16 
20 13 22 20 29 27 21 34 30 41 17 
10 14 36 21 26 28 14 35 45 42 17 

-2S l m • 60 

、
V

1 暗褐色土 ロ ー ム 粒 ・ 白 色 粒 多H

2 にぶい黄褐色土 ローム粒・ロームプロック・白色粒多量

3 暗褐色土ローム粒・白色粒多屋、炭化粒少量

4 にふい黄褐色土 ローム粒・白色粒多量

5 褐 色 土ローム粒・白色粒少鼠、焼土

6 黄褐色土ローム粒・ロームブロック・白色粒多H

7 にふい黄褐色土 ロームプロック

8 暗褐色上ロー ム粒・白 色粒少堡

9 黄褐色土 ローム粒多鼠・ロームブロック少旦、白色粒多堡

IO 黒褐色土ローム粒・白色粒少量

II 暗褐色土

12 褐色上

炉跡

1 黒褐色土ローム粒・焼土粒少星、白色粒微量

2 暗褐色土 ローム粒多量、白色粒・焼土粒微量

3 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒・ロームプロック多紐

＜
 

g

V
 

゜ト—- i 
lm 
l l : 30 
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第18図 第 3号住居跡・第28。30号土塙出土遺物
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第19図

状縄文、

第 3号住居跡出土石器
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の関山式に比定されるが、

付けられよう。

8は非結束の羽状縄文と思われる。 9は斜縄

文、 10、11は羽状縄文を施文する。 12は「正反の合」

による羽状縄文を構成するものと思われる。前期前半

I式て‘も新しい段階に位置

第30号土堀出土遣物（第18図1~11)

1は日縁部が無文の球形状になる深鉢形上器て‘‘、 日

唇部が肥厚して屈曲する。前方へと山形状に突出する

」
'

AJ
 

＇ 

C
,
~
n

、

突起を 4単位に配する構成を採るものと思われる。

2、

CDl
心

O
I
 

ー

3は内彎する口縁部を持つ器形て‘‘、

折し、括れ部に 2は2列の結節沈線、

節沈線を施文する。

ロ唇部が外

3は爪形状の結

4 ~11は頸部から胴部にかけての破片てあり、

5、

区画に沿って、

てある。

2、

8~11は同一個体と恩われる。断血三角状の降帯

2列の角状結節沈線文を施文するもの

4は断面三角の区画隆帯に沿って、細かな平

31 



大寄 I区

行結節沈線文を施文する。 6は1列の剌突文列が亜―ド

し、 7は猿状の爪形文を施文する。 1、4、 6、 7に

は明諒に＇芸母が含まれている。中期中菜の阿玉台系統

の土器群て‘‘、おおよそ II式段階に位置付けられるもの

と思われる。

(3) グリッド出土縄文土器

大寄追跡 I区からは、縄文時代前期から後期にかけ

ての土器群が検出されている。ここては時期鉦に群分

けし、さらに類別して概要を記していくことにする。

第 l群土器

前期の上器群を一括する。

第 1類（第20図 1～第21図86)

前葉の繊維上器てある関山式土器を一括する。 1

~2は文様を描く平行沈線間に細かな刻みを施すもの

て、 ］は口縁部、 2は文様儒下端部の破片てある。 1 

の日唇部には臼歯状の突起が付ぎ、 1、 2ともランダ

ムに円形貼付文を施す。 3は日唇部が内削状を呈し、

n縁部輻狭区画帯に、縦位の細かい刻みを施す。 4は

n縁部破片て‘‘口縁部幅狭区画僻と、平行沈線の文様描

線外に細かな刻みを施文し、日縁部区画線と文様描線

の交点部に、 1り形貼付文を施す。 3]は胴部の大形破片

てあるが、口縁部ド端区画線上に円形貼付文を施し、

モチーフ描線の平行沈線間に、細かな刻みを施す。胴

部はJレープ文帯を挟んて、羽状縄文を交互に配する構

成を採る。 32、33は同一個体て‘ある。

5 ~ 7は平行沈線て‘‘モチーフを描くものて‘‘、 5、 6 

は日縁部が内削状を兄する。 7は平行沈線の区圃内に

平行沈線のコンパス文を允填施文する。

8~10は日縁部の輻狭文様幣内に、平行沈線の条線

文て格子日文や鋸歯状文を描く。 8は文様幣の区画に

コンパス文を使用し、円彫添付文を施文する。 10は緩

い波状縁を早す。

11~13は円形貼付文を施す胴部破片て‘‘、 11は「正反

の合」の羽状縄文、 12は0段多条の斜縄文 RL、13はJレ

ープ縄文を施す。

13~20はコンパス文を施文する胴部破片てある。

14、15はい］一個体て‘‘、Jレープ文を 2段に施文する。

21~29は日縁部破片て‘‘、 21、22は日唇部に双頭の小

突起が付き、 23、24は日縁部に縦長の貼付文を施文す

る。 21、22、27はJレープ文と羽状縄文を交互に、 23、

29は斜縄文を、 24、26、28は「正反の合」、 25は羽状縄

文を施文する。

30、34~42は羽状縄文閣とJレープ文僻を交互に施文

する胴部破片て‘‘、 43~52は頭にJレープを持つ羽状縄文

を施文する土器群てある。

53は 1点のみ存在するが、結節の阿転縄文て‘‘、

54~56は「正反の合」てあるが、 54は付加条縄文の叶

能性もある。 57~62、65、66、69は菱形構成の整然と

した羽状縄文て‘、 63、64、67、70は結束の羽状縄文て‘‘

ある。他は斜縄文が施される破片て‘あるが、羽状縄文

構成の一部の可能性もある。

84~86は底部破片て‘‘、上げ底が強く、 85の底部には

羽状縄文を施す。

第2類（第22図87~99)

前期後半の無繊維土器てある諸磯b式十器を一括す

る。 87~95は浮線文系の土器群て‘ある。 87、88は日縁

部が円胃し、 89は直線的に立ちあがる。 90は「く」状

に屈曲する、祈しい段階のt器てある。浮線上はいず

れも斜位の細かな刻みを施すが、 95は浮線が退化して

し、る。

96~98は沈線文系の上器て‘、 96は直線的に立ちあが

る口縁部破片てある。日縁部の地文縄文は羽状構成を

採り、やや新しく位置付けられる可能性もある。 97は

地文縄文が無く、 98は90と同様な屈曲する日縁部破片

て、細かな平行沈線文を施文ずる。

99は角頭状に先細りする口縁部が、やや開く器形を

星し、粗い平行沈線て格子日文を抽く。 96と胎上成形

が類似しており、北陸地方の刈羽式に類似ずる一群と

言えよう。

102~104は、）原体および施文の特徴から、第 2類に

属する縄文上器と思われる。

第3類（第22図100、101)

前期終木の土器群を一括する。 100は細かな櫛歯状
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第20図 グリッド出土縄文土器(I)
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第 21図 グリッド出土縄文土器(2)
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第22図 クリッド出土縄文土器(3)
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上見による平行剌突文て‘モチーフを描くものて‘ヽ、時期

比定は難しいが、諸磯b式最終末から諸磯 C式にかけ

ての段階の胎上に類似する。

101は地文 LR縄文卜に、結節浮線文を施文するも

のて、十三替提式に比応される。

第II群土器

中期の土器群を一括する。

第1類（第22図105~114)

中期最初頭のt器群を一括する。 105~107は集合沈

線文系土器の五領ヶ台式段階のt器群て‘ある。 105、

106には昨瓦状の結節沈線文を施文する。 108はやや浅

い平行沈線文を施文する。

109から 112は綾繰り縄文を施文するものて‘‘、 109、

110は縦位に、 111、112は横位に施文ずる。 113、114

は風化が著しいが、石英等を多く含む胎土から、この

時期に比定されるものてあることは確かてある。

第2顆（第22図115~131)

中期中葉の土器群を一括する。 115から 122は新道系

の土器群て‘ある。 115はやや丸いペン先状の三角押文

の区両内に、三角印刻を施す。 116は幅狭の横帯区画内

に断面三角の降帯による楕円区圃や、蛇竹隆帯を施し、

訓かな角押文て‘文様を描いている。 117から 121は幅広

のキャタピラ文と三角押文を糾合わせて施文するもの

て、隆帯上には加飾はない。 112は三角押文と平行沈線

文を施文する。

123はパネル状区両文内に、剣先状のスリットを交

互に施文し、区画文内に地文縄文を施文する。北陸地

方の祈崎式の系統と思われる破片てある。

124~131は変形しているものの、阿上台系の土器群

て、胎土に雲員を含み、結節沈線や爪形文を施文する

のを特徴とする。 124は日縁が開く僻形て‘、日縁部に平

行結節沈線て‘‘波状文を描く。 125は口縁部が内賓する

器形て‘ヽ、口縁部から断面三角の降帯を乖―ドする。日唇

と隆帯の付着部分には、三角印刻状の隙間が生じてい

る。 128は平行結節沈線て‘‘、 2列の角押文を施文する。

126、127、129~131は爪形文を施すものて‘‘、 126は唾

ードする隆帯文と、 127は三角押文と、 130、131は平行沈

線文と平施文されている。おおよそ、阿五台 Ib式か

らII式にかけてのt器群て‘ある。

第3類（第22図132~134)

中期終末の上器群を一括する。 132は日縁部を隆起

線て‘区画し、以下に縄文を施文する、中期晶終末から

後期初頭にかけての加竹利E系の土器て‘ある。 133、

134は撚糸文を施文ずる。

第III群土器

後期の十器群を一括する。

第 1類（第22図135~146)

後期前築の堀之内式土器を一括する。 135は口縁部

が強く屈曲ずる鉢形土器て‘ヽ、盲孔を繋ぐ把手が付き、

注日土器になる可能性もある。 135は日縁部に沈線が

巡る深鉢形土器て‘ヽ、両者とも堀之内 I式に比定されよ

゜
A

フ

137~146は堀之内 II式に比定される土器群て‘‘

137~144は朝顔形の深鉢形土器て‘]磨消縄文て‘モチー

フを描く土器群て‘ある。 137、138は日縁部に隆起線

が、 140は沈線が巡る。 145は無文の日縁部て‘‘、 146は網

代痕のある底部破片てある。

第2類（第23図147)

後期中葉の加曽利B式を一括する。復元される 1個

体分が出十ーしている。 147は5単位の波状縁て‘ヽ 、胴部て‘‘

括れる器形を呈する。胴部は無文滞と連続刺突文て区

画し、下半に暦消縄文の入り組み文を施文し、沈線て‘‘

底部の縄文幣を区画する。入り紺み文は日縁部にあわ

せて 5単位に展開するものと、思われる。地文縄文は、

単節 RLて‘‘ある。推定口径約22cm、現存高20cmを測

る。

第3類（第23図148、149)

後期後半の曽谷式土器を一括ずる。 148は口縁部が

やや杯］彎して開く波状縁を呈し、日縁部に横位の列点

文を施文し、胴部に沈線の鋸歯状文を施文する。

149は無文の紐線文系の土料て‘ヽ、日縁部との境に強

い削りを施して、段を形成している。胴部には横位の

ケズリを施した後、粗いナデ成形を行っている。曽谷

式段階の紐線文系上器と思われる。
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第23図 クリッド出土縄文土器(4)
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(4) グリッド出土石器

縄文時代の石器は縄文時代の遺構から出十すること

は珍しく、大半が他の時期の遺構に紛れ込んて‘‘いるも

のが殆どてある。石監の特徴から時期を判断されるも

のも存在するが、大半は推定が困難てあり、グリッド

出上の土器の時期におおよそ対比されるものと思われ

る。

石鏃（第24図 1、 2) 

何れも黒曜石製の石鏃て‘‘、 1は長さ 1.95cm、輻1.6

cm、厚さ0.45cm、屯さ 1.01 g、 2はKさ1.45cm、輻1.25 

cm、厚さ 0.35cm、軍さ 0.42gを測る。

石斧（第24図3~8)

3、 4は前期特行の三角形状の石斧て‘‘、 3は頁岩製

て長さ 9.4cm、幅5.4cm、厚さ 1.7cm、重さ 80.21 g、 4

は帖板岩製て‘‘にさ 7.2cm、|l畠5.6cm、I厚さ2.15cm、軍さ

77.88 gを測る。

5は中期の砂岩製の短冊形石斧て、頭部を欠捐する

が長さ 7.25cm、幅4.7cm、胴さ 1.7cm、重さ 64.34 gを

測る。

6 ~ 8は後期の分胴形状の石斧と思われ、 6は頁岩

製て‘‘長さ 11.7cm、輻6.9cm、原さ 1.55cm、重さ 111.4

g、 7は頁岩製て‘‘長さ 11.35cm、幅7.85cm、原さ1.5 

大寄 I区

149 

0 10cm 
ト・—?―-4 - -• --~ - l l ~ j 

cm、重さ 148.77gを測る。 8は粘板岩製て‘‘長さ 8.7cm、

輻5.2cm、)りさ1.3cm、重さ59.08 gを測る。

掻器（第24図9)

9は三角形状の掻器と思われるが、短辺部を刃部と

する三角形状の石斧の可能性もある。貞岩製て‘ヽ、択さ

5.4cm、111畠7.4cm、厚さ 1.55cm、重さ 52.81 gを測る。

石錘（第24図10)

10は両サイドに挟りの入る絹害母片岩製て‘、 Kさ

11. 9cm、幅7.7cm、厚さ 1.95cm、重さ 282.(J5gを測

る。

磨石（第24図11)

11は閃緑岩製の靡石て‘ヽ、片面が良く咽耗している。

長さ 14.6cm、幅8.6cm、厚さ 4.8cm、重さ907.16gを測

る。

凹石（第24図12)

石皿の破片を転用した凹石て‘あり、多孔質安山岩を

使用している。裏面には、筋状の研ぎ面も見られる。

砥石に転用後、破損ずる。長さ 12.8cm、輻10.9cm、阿

さ4.9cm、重さ 643.55 gを測る。
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第24図 グリッド出土石器
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第 1表 大寄 I区グリッド出土縄文土器一覧表

番号 新番号 グリッド 番号 新番号 グリッド 番号 新番号 グリッド

1 SJ 111 E-4 51 s J 48 C-5 101 S K30 C-2 

2 s J 45 B-4、c-4 • 5 52 S J 99 F-2 102 S J 49 a C ~ 4 • 5 

3 S J 49 a c-4 • 5 53 SJ 20 B•C-1·2 103 S J 25 c-2 • 3 

4 S J 103 E-3 • 4 54 S J 14 C-1 104 S J 62 D-3 • 4 

5 S B3 C -3、D-3 55 S J46 c-4 • 5 105 S X4 C•D- 3 

6 S J 38 C•D-3·4 56 SJ 40 C•D- 4 106 C-4G C-4 

7 S J 99 F-2 57 S Xl D-2 • 3 107 S Xl D~ 2 • 3 

8 S J 162 G-2 • 3 58 S ]67 D-4 108 S J 124 E-5 • 6 ， S K54 C•D- 2 59 F-3G F-3 109 S X4 C•D- 3 

10 F-3G F-3 60 S J 107 E• F-3 llO SJ 32 C ~ 3 • 4 

11 S ]48 C-5 61 SJ 99 F-2 111 SJ 54 C ~ 1 • 2 

12 S J 78 D-5 62 S J 107 E• F-3 112 S J 26 c-2 • 3 

13 F-30 F-3 63 S K52 D-2 113 S K55 D~3 

14 S J 99 F-2 64 SJ 99 F-2 114 S E5 H-7 • 8 

15 S J 99 F-2 65 S J 99 F-2 115 S K37 C-3 

16 S J44 C•D- 4 66 SJ 99 F-2 116 S J 153 F-3 

17 S J 49 a c-4 • 5 67 SJ 11 B-4 117 SJ 109 D 。 E~4

18 S E3 D•E- 5 68 F-2G F-2 llS SJ 46 C -4. 5 

19 注記なし 69 S J 162 G-2 • 3 119 S J 38 C。D-3 • 4 

20 F-2G F-2 70 SJ 20 B•C-1·2 120 S J 91 E-2 

21 F-2G F-2 71 SJ 93 E-2 • 3、F-2。3 121 S J 120 E-5 

22 S J 105 E-3 72 S Xl D-2 • 3 122 SJ 46 c-4 • 5 

23 S J 53 C-5 73 B-5G B-5 123 S J 149 E• F-6、F-7

24 S E3 D•E- 5 74 S J 107 E• F-3 124 SJ153・154 F-3 

25 F-3G F-3 75 S J 97 F~ 2 • 3 125 SJ 95 E•F- 3 

26 S J 19 B•C-1 。 2 76 SJ 42 C•D- 4 126 S J 93 E-2 • 3、F-2 • 3 

27 F-3G F-3 77 SJ 97 F-2 • 3 127 E-2G E-2 

28 S J 7 B-3 78 S J 20 B•C-1·2 128 S J 51 C-5 

29 S J 59 C•D~ 2 79 S J 99 F-2 129 SJ 57 C•D-1 、 D-2

30 S J 99 F-2 80 S J 103 E~ 3 • 4 130 SJ 11 B-4 

31 F-3G F-3 81 S ]45 B-4、c-4 • 5 131 S J 123 E。F-4 • 5 

32 F~3G F-3 82 C-4G C-4 132 F-7G F-7 

33 F-3G F-3 83 S J 99 F-2 133 S J 136 D-6 • 7 

34 S J 99 F-2 84 C-4G C-4 134 s J 46 c-4 • 5 

35 F~2G F-2 85 S J 99 F-2 135 G-17G G-17 

36 S J 99 F-2 86 F-3G F-3 136 S J 126 D-6 

37 S J 32 c-3 • 4 87 S J 46 c-4 • 5 137 C-7G C-7 

38 S J 99 F~2 88 S J 67 D-4 138 S Kl6 E-8 

39 E-3G E~3 89 S J 102 E-3 139 S K16 E-8 

40 F-3G F-3 90 S J 99 F-2 140 S X3 F•G~ 3 

41 S J 99 F-2 91 SJ 67 D-4 141 S J 162 G-2 • 3 

42 S J 107 E• F-3 92 S B3 C•D~ 3 142 G-6G G-6 

43 S J 27 B -3、c-2 • 3 93 S K58 E-2 143 S J 17 B•C~ 1 

44 S J 91 E-2 94 S J 99 F-2 144 F-3G F-3 

45 F-3G F-3 95 S J 59 C•D- 2 145 S J 57 C•D-1 、 D-2

46 S J 99 F-2 96 C-3G C-3 146 SJ 57 C•D-1 、 D-2

47 F-3G F-3 97 S J 18 B•C-1 147 S X3 F・G-3 

48 S ]46 c-4 • 5 98 S J 26 c-2 • 3 148 S J 70 D-4 

49 F-2G F-2 99 S J 151 E•F-7·8 149 S Xl D-2 • 3 

50 D-2G D-2 100 S J 24 c-2 • 3 
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3.古墳時代～平安時代の遺構と遺物

(1) 竪穴住居跡

第 4号住居跡（第17• 25図）

第 4 号住屈跡は、 B•C-3 グリッドに位置する。

第3号住居跡の覆十」上面に床面が形成されていた。ま

た、第27• 32号住届跡と重複し、前者よりも祈しく、

後者よりも本住居跡の方が古いものと判断された。

平面形は収方形と考えられるが、遺構の重複が激し

いため、南東部ては明瞭に把握てきなかった。

第25図 第4号住居跡出土遺物

ローロ
〇 10cm
に一 →一―4二→13 •-114 

0 5cm 

第 2表 第 4号住居跡出土遺物観察表

番号 昴柾 ロ径器高 I底径 I胎

゜2 
(1/3) 

L I焼成

規校は長軸5.38m、短軸3.69m、深さ O.llmてあ

る。主軸方向はN-64°-Wをぷす。

瓜而はやや凹凸がある。ピット、カマドなどの付属

施設は検出されなかった。

出士追物は少なく、土師器杯と七錘がある。第27号

住屈跡との切り合い関係を考慮すると 7祉紀代の住届

跡と推定される。

@ ◎ ＠ R 
3 4 5 6 

(1/3) (1/3) (1/3) (1/3) 

色凋 I残存奉 備 考

1 杯 (14 6) I 3 3 IABCDE] 1 にぶい褐 10 | 
2 上鉾扉 長 440cm 最大径155cm 孔径035cm 正撼933 g 

3 上錘 長 4.75cm 最大径105cm 孔径030cm 重量486 g 

4 土錘 長 485cm 品大径1.05cm 孔径030cm 重足444 g 

5 十．錘 長 4.10cm 最大径095cm 孔径030cm 甫閏351 g 

6 十錘 k 4 00cm 最大径1.20cm 孔径0.25cm 項塁525 g 

第 5号住居跡（第26図）

第 5 号住屈跡は、 B-1•2 グリッドに位置する。

調査区北西部に位置し、 1上屈北半は調査区外に掛かる

ため、詳細は不明て‘ある。形態は方形基調と考えられ

る。残｛｛規模は奴軸4.74m、短軸3.86m、深さ0.07m

を測る。t軸方向はN-55'-Eを示す。

床面は概ね平廿Iてある。埋上は、 3 ~10cmと非常に

浅く、貼床がほぼ露出している状況て‘あったが、非常

に［占lく、良く踏み締められている。

カマドは調斉区域内からは検出されなかった。ピッ

トは 4木検出され、 Pit1がt柱穴に相晋するものと

苔えられる。壁溝は調査区内では全周する。輻30~40

cm、深さ 10cm秤てある。

出上遺物は少址て‘ヽ、図示し褐るものは 2点てある。

第26図 1は上師器台付甕て‘‘ある。 2は土師器甕。器壁

は1厚く、胴部は縦方向のヘラケズリが施される。時期

は小明確て‘‘あるが、 2の甕を悲準に 7惟紀代の住居跡

と考えておきたい。

第 6号住居跡（第27図）

第6号仕屈跡は、調査区北西部のB-2グリッドに

位置ずる。大部分は調査区外に延びるため遺構の詳細

は不明て‘ある。遺構の重複閏係は、西壁に重複するピ

ットに切られ、第 2号掘立柱建物跡を切っている。

平面形はガ形悲調と考えられる。残存規模は共軸

2.66m、短軸0.96m、確認面からの深さ 0.06mて‘‘ある。

主軸方向は南壁を桔準にすると N-81°-Eを示す。
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第261‘Xl 第 5号住居跡・出土遺物

A 54.70 

一

B
 

1 黒褐色土 ローム粒・白色粒多呈

2 黄褐色土 ロームプロック少世

3 黒褐色土 ローム粒・白色粒少贔、

焼十粒・炭化物微量

B 

調査区域外

SJ5 

□
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ロ

三□／
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I
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2関 0 10cm 
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第 3表 第5号住居跡出土遺物観察表

番］号i :::: I:/) :: Iで□1 底ィ斧~J_L 成尭―

2

3

↑
r
h
 

色

柘登

橙

乱訃 残存率

25 

25 

備 考

第27図 第 6号住居跡

詞査区域外

＼ 

＼ 

1 _A_ 一一—

床面は概ね平坦て‘‘、比較的硬く踏み固められている。

カマド、柱穴は検出されなかった。舷溝は南壁を中心

に巡っている。 また、住居床面下から第 2号掘立柱建

物跡ピットが検出され、掘立柱建物跡よりも本住居の

方が新しいことが判明した。

遺物は出土しなかったため、正確な時期は小明とせ

ざるを得ない。

れる。

おそらく、 10世紀以降の住居跡と思わ

＼ 
/ ---~、

---~-, ~~~ニロ］―—
1 暗褐色土 ロームブロック、ローム粒少量、白色粒多星

2 暗褐色士 ロームプロック多薮、ローム粒・白色粒少屈

3 暗褐色土 ローム粒微址、白色粒多禎

4 褐色土 ローム粒非常に多量、ロームプロック

5 暗褐色土 ローム粒多量、ロームプロソク、白色粒・焼土粒少爵

6 暗褐色十 ローム粒・ロームプロック多呈、白色粒少最

7 暗褐色土 ローム粒多量、ロームプロック、白色粒少塁

8 暗褐色土 ローム粒・白色粒多昼

2閲

第 7号住居跡（第28図）

第 7号住居跡は、調杏区北端のB-3グリッドに位

置する。大半は調査区外に延びるため、南西コーナー

を検出したにとどまる。

平面形は方形基調になるものと考えられる。残存規

模は長軸2.40m、短軸1.14m、深さ 0.15mてある。お

そらく小型の住居跡になるものと推定される。主軸方

向はN-69°-Eを示す。
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床面は平坦て‘‘あるが、あまり堅く踏み固められた艇

跡は認められなかった。 カマドは検出されなかった。

ピットは 1本確認されたが浅く、柱穴とするには無理

があろう。

遺物は検出されなかったため、所属時期を明らかに

することはてきないが、 10批紀以降の住居跡となるか

もしれない。

第 8号住居跡（第29図）

第28図 第 7号住居跡

調査 区 域外

SJ7 

、

8＼
 

＇ 

＜
 

「
．
 

く

く

第8号住居跡は、 B-3グリッドに位置ずる。住居

北側は調育区域外に延びている。重複関係は第 9号住

居跡を切り、第 2号掘立柱建物跡に切られている。

平面形は方形もしくは長方形と推定され、規模は長

軸3.12m、短軸3.04m（現在長）、深さ 0.12mを測る。

主軸方向はN-60°-Eをポず。

床面は概ね乎坦て‘ある。 カマドは検出されなかった。

ピットは 2本検出されたが、 いずれも浅く主柱穴と見

るのは難しい。壁溝は巡るが、全周はしない。

竺 80 / 

， 
ヘ—――ー三プ―—~-/3
9 : / /’/ / / /,  / 9 ／ グ／， ／ ／ 

9,  /9’/  / 9,',:, / / / / / / ’/  / 

1 褐 色 土浅間A多塁

2 暗褐色土口＿ム粒・ロームプロック・白色粒多量

3 にぷい黄褐色土 ローム粒・ロームフロック・白色粒多凩

4 にぶい黄褐色上 ロームフロック ° 2m 
――al 60 

出t遺物は少ない。第29図2~ 4、

住居跡覆土から出土している。

は本住居跡に伴う遺物と考えられる。

6 ~ 9は第 8号

1 • 5は重複する第 2

号掘立柱建物跡ピット埋士から出土した。 1について

5は時期的にや

や降り、掘立柱建物跡に伴う遺物と考えた方が良いて‘

第29図 第 8 • 9号住居跡・出土遺物

禽
＼亭

令
等

令

SJ8 
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s J 8 

1 にぷい黄褐色七締まり強 ローム粒・焼土やや多凪

2 にぶい黄褐色土締まり強 ロームプロック多量

SJ9 

1 褐 色 土締まり強ロームフロソク多量

2 黄褐色上締まり強ロームブロック

A~ 

A 54.50 、 A
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あろう。

第 4表

6 • 7は混入品か。時期は 6世紀後半～ 7枇

第8 • 9号住居跡出土遺物観察表

紀初頭頃と思われる。

釆III肛J 器 種 口径 仕')'介_'戸J 底径 胎 l : 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (14 0) 3.8 ABEHJ 2 明赤褐 25 SJ 8 • 9 Pit 2 

2 杯 (14.0) 2.8 EH 2 にぶい黄橙 10 SJ 8 覆十一外面黒色処理か？

3 坪 (15. 0) 2.6 BDEH 2 にぶい橙 10 SJ 8 覆上

4 坪 (9.6) 3.2 BEH 2 にぶし斗狂 10 SJ 8 覆十一

5 杯 (11 0) 3.7 BEH 2 にぶい褐 15 SJ 8 • 9 SB 2 Pit 1 

6 俎恵帝 (12.0) 2.5 EFH 1 灰 10 SJ 8 南比企産

7 坪 (13.6) 2.4 6.2 AH 2 橙 10 SJ 8 底部外面ヘラケズリ調幣小明瞭

8 壺 (21 0) 6 0 DEHJ 2 にぶい黄棺 10 SJ 8 ， じ錘 li 4 20cm 最大径125cm 孔径0.35cm 盾旦561 g SJ 8 • 9 

第 9号住居跡（第29図）

第9号住居跡は、 B-3グリッドに位置する。第8

号住居跡、第10号住居跡及び第 2号掘立柱建物跡に切

られており、遺構の遺存状態は悪い。

平面形は長方形と推定される。残存規模は長軸3.55

m、短軸3.15m、深さ0.08mてある。主軸方向はN-

60°-Eを示す。

床面は堅く踏み固められていた。カマド、 ピット等

の付屈施設は検出されなかった。壁溝は南西壁に一部

途切れる箇所があるが、他は巡る。

出土遺物はない。時期は不詳て‘‘あるが、切り合い関

係から古墳時代の所産と思われる。

第10号住居跡（第30図）

第10号住居跡は、調査区北端のB-3 • 4グリッド

に位置する。西側に重複する第 9号住居跡を切って掘

り込まれていた。

平面形は方形もしくは長方形と考えられるが、北辺

は調査区外に延びるため確定てきない。小型の住居跡

て、残存規模は長軸2.86m、短軸2.64m、深さ0.06m

てある。主軸方向はN-90°-Eを示す。

第30図 第10号住居跡・出土遺物
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~- ---•-4 1 :60 

1 にぶい黄褐色土締まり強 ロームプロック多量

2 暗褐色土締まり強ローム粒・焼土少械

3 にぶい黄褐色土 締まり強 ロームプロック非常に多量

4 暗褐色土締まり強ローム粒多量、炭化物少量

5 暗褐色 t締まり強 ローム粒・焼士やや多量

6 にぶい黄褐色上 締まり強 ローム粒・焼土非常に多量

7 暗褐色土締まり強焼土・灰色粘土粒多量

8 黒褐色土

ロ／〖

O l _ cm 
二二＿ー←i_→13 ___ 414 

0 5Cm 

I 
ロニロ~ (1/2) 

0
ヒ
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(1/3) 

土‘一～~一~
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一」 1:2 
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床面は概ね平坦て‘堅く踏み固められていた。カマド

は東壁の南寄りに設置されている。燃焼部の掘り込み

はほとんどなく、床面と同ーレベルて連続ずる。

ピットは 1本、カマドに対向する壁際に掘り込まれ

ていた。深さ 40cm。

出土遺物は少なく、 4点を図化した。］は上帥監の

第 5表 第10号住居跡出土遺物観察表

番り 悩柾 II 径 9~’9ii-',功’←  底 径 胎 十一 焼成

1 甕 (19 0) 5 0 EH] 2 

2 須恵甕 EH I J 1 

ウ`） 須恵甕 BEHIJ 1 

4 了ずくね？ 5 7 1.8 5.2 BDEHJ 2 

第11号住居跡（第31図）

第11号住居跡は、 B-4グリッドに位置する。第12

号住居跡と電複し、本住届跡の方が新しい。また、第

10号掘立柱建物跡に切られていた。

平面形はイ速各長方形て‘ヽ、北東コーナーは調査区外に

かかる。規模は長軸4.43m、短軸3.56m、深さ0.05m

を測る。主軸方向はN-90"-Eを示す。

床面は中央部が竪く、舷際はやや軟弱てあった。カ

マドは東壁のほぱ中央に設置されていた。退存状態は

悪く、 1 • 2層が天井部崩落土、 3層は掘方埋上と思

われる。ピットは10本検出されたが主柱穴は不明確て‘‘

ある。壁溝は途切れながら巡る。北壁部て‘輻広くなる

が、掘方と判別が難しかったためと考えられる。

出七追物はt師器杯・甕、須恵器J｛・甕がある（第

31図 1~ 8)。須恵賠は末野産て‘‘、 2は底部囮転糸切り

後無調整てある。 5の杯は内外面に打機物の薄い被膜

層が付着している。 7の坪底部には両面に線刻がみら

第 6表 第11 • 12号住居跡出土遺物観察表

番＇，｝ 器柿 II 径 益9999 -I江99J 底 径 胎 十一 焼成

1 珀忠蓋 (16 0) 2 4 EH I J 1 

2 須息坪 2 4 6 6 HI J 1 

3 杯 (11 6) 3 1 (8  9) ABCDE 1 

4 坪 (12.8) 2 6 (10 0) ABCDE 1 

5 杯 (16. 0) 5 6 BEHJ 2 

6 甕 (19. 0) 5 8 BEHJ 2 

7 坪 ABCDE 1 

8 甕 2 5 (4 5) BDEHJ 3 ， 杯 (13 8) 2.7 ABCDE l 

甕て‘ヽ、日縁部は「く」の字状に外反し、器壁は厚い。

2 • 3は須忠器甕て末野産てある。 4は手ずくね風の

土器としたが、底Illiに剥落痕があり、器種を確定てき

ない。 1主居形態及び出士遺物から 10世紀前半の住居跡

と考えられる。

色調 残存率 備 虐J— 

にぶし、褐 10 

灰 破片 末野産

灰 破片 末野在

にぶい黄橙 95 

れるが、意昧は不明てある。時期は 9批紀前半～中葉

と推定される。

第12号住居跡（第31図）

第12号住居跡は、 B-4グリッドに位置する。第11

号住居跡に南側を切られ、北部は調査区外に延びるた

め、西壁の一部が検出されたに留まり、遺構の詳細は

不明確てある。

残存規模は長軸1.69m、短軸0.50m、深さ 0.02mを

測る。主軸方向はN-9T-Eを示す。

床而は概ね平坦てある。カマド、ピット等の付属施

設は検什＼されなかった。

出上遺物は少なく、土師器坪と土錘が検出された。

第31図 9の杯は北武蔵型坪の破片て、体部中位以下が

ヘラケズリされる。時期については不明確ながら、遺

構の切り合い関係や出士遺物から 8憔紀前葉～中葉頃

の住居跡と老えておきたい。

色調 残存半 備 考

買灰 10 SJll末野産

黄灰 70 SJ11末野産

にぶい橙 15 SJll 

橙 10 SJll 

灰黄褐 15 SJll内外面黒色有機物付着

にぶい褐 10 SJll 

1こぶし、橙 SJll表裏両向に線刻有り

棺 15 SJll 

にぶし、橙 15 SJ12 

10 十錘 長 5.80cm 品大径1.60cm 孔径040cm 玉是1163 g SJ12 
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第31図 第11 • 12号住居跡・出土遺物

.:・ ＜・

I I 

゜'2 

1 にぶい黄褐色土締まり強焼土・粘土プロック

非常に多量、炭化物少量

2 褐色 土締まり強焼土少量、

口
粘土プロック多量

3 にふい黄褐色土締まり強 ローム粒

SJl 1 
焼土粘土プロック少量：

。『會a⑨信,ヨ1111 _c 

胃□F 7 111 ¥ 
門
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二 巳叶 巳o | 
く1 <{, O'.l 

C 54.50 C' 
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第13号住居跡（第32図）

第13号住居跡は、調査区北西部のB•C-1 グリッ

ドに位置する。第14~16号住居跡と重複するが、新旧

関係は不明確て‘、あった。出土遺物の検討などから最も

古い可能性が高いと考えた。

遺構の遺存状態が悪いため平面形は不明確て‘あるが、

□) 
10 
(1/3) 

O 10cm 
1 ,‘――l1  3 1 1 4 

0 5cm 

現状ては円形プランに近い。残存規模は最大径2.90

m、深さ0.16mてある。柱穴等の付属施設は検出され

なかった。

出土遺物は、重複する第14• 15号住居跡と混在する

ため、確実に伴うものを抽出することが難しい（第33・

34図）。敢えていえば、第33図5• 6の高坪や、胴部の
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膨らみの強い第33図 9の甕が伴う可能性があろうか。

時期に関しては古墳時代後期、

に留めたい。

第14号住居跡（第32図）

第14号住居跡は、

またはそれ以前とする

C-1グリッドに位置する。西部

は調査区外に掛かり遺構の前葉は不明てある。 また、

第13• 15号住居跡と重複し、祈旧関係は前者を切り、

後者に切られている。

平面形は方形と椎定されるが、 カマド北側の東璧か

ら西壁にかけての部分は明確に検出てきなかった。残

存規模は長軸4.12m、短軸1.17m（現在長）、深さ0.18

mを測る。主軸方向はN-85°-Eを示す。

カマドは東壁の南寄りに設置され、燃焼部は壁内に

おさまっている。第 4層下而が火床面と思われる。第

6 ~ 8層はカマド全面の掘方埋土てあろう。

ピットは 2本検出された。主柱穴としても良い位置

第32図 第13~|5号住居跡
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SJ14カマド

1 褐 色 土ローム粒少凩、焼．士粒多他火山灰少量

2 褐灰色土褐灰色粘＿十プロック、焼十粒・炭化粒多捐

3 暗褐色土焼土粒・炭化粒・褐灰色粘士プロック少撼

4 暗褐色土ローム粒多吊、ロームプロック、白色粒多量

5 にぶい黄褐色上 ロームプロック

6 にぶい黄褐色土 焼上粒・炭化粒・褐灰色粘土プロック多最

7 黒褐色 土 ローム粒・白色粒多星、ロームプロック少呈

8 黒渇色 上 ローム粒多量、ロームプロック・炭化物粒少最

可

』

c
 

C' 

SJ 1 5カマド

1 褐 色 土焼土プロック・炭化物粒微砧

2 褐 色 七ロームプロック・焼上粒少堪

3 暗褐色 士焼上粒・炭化物粒多横、粘土プロ・ノク少量

4 暗褐色土焼土プロック・炭化物プロソク少屈

5 にぶい黄褐色上 ロームプロック多量、粘土プロック少母

2門。
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にあるが Pit1が上if:tiに退物が乗り、深度が浅いため

難がある。壁溝はカマド脇のコーナ一部に一部検出さ

れたが全周しない。貯蔵穴は検出されなかった。

出土追物は第13• 15号仕居跡のものと混在してい

る。第15号仕居跡は本住居の卜部に重なることから、

相対的に古いものを本住居跡及び第13号住居跡に属

ずるものと考えた（第33図l~14)。

第33図1は杯蓋模倣杯て‘‘、内外lhi黒色処理が施され

ている。 2は比企型杯に似るが、やや小振りて‘‘赤彩痕

が残らない。 3• 4は坪身模倣杯て‘‘ある。 7の甕はカ

マド右脇から出土している。 8は本仕居跡の破片と南

側に隣按ずる第56局住居跡の破片が按合している。本

米的には第56号住居跡に伴うものとした方が良いか

もしれない。 a寺期的には古墳時代後期に属する。

第15号住居跡（第32図）

第15号住居跡は、 C-1グリッドに位置する。第13

号住居跡を切り、第14号住居跡の上面に乗っている。

第7表 第13~15号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 匹向t．—向占 底径 胎 士 焼成

1 坪 (13. 0) 3.9 HJ 2 

2 坪 (11.0) 3.0 ABCDE 1 

3 杯 (14 0) 2 9 DHJ 2 

4 杯 (14 0) 3.1 HJ 2 

5 高坪 (15 0) 3 5 HJ 2 

6 高坪 (16 0) 3 5 EHJ 2 

7 珈式 (20.8) 29.5 EHJ 2 

8 坑云F (20 0) 25 9 EHJ 2 ， 甕 (17 0) 7.8 BEHJ 2 

10 甕 (20 0) 13 5 EHJ 2 

11 瑯試 2 5 7.1 BDEHJ 2 

12 手づくね 2.8 (2 8) BEHJ 2 

大寄 I区

重複が激しく、遺構の詳細は小明瞭て‘ある。

残存規模は長軸4.75m、短軸1.97m（現在長）、深さ

0.05mを測る。五軸方向はN-63°-Eを示す。

カマドは東舷に設置される。軸は壁ラインに対し、

斜行する。底面は 2段に掘り込まれ、煙道部は峡外に

延びる。火床面は第 5層ド面か。カマド右脇には輻

30~40cm程のテラスが設けられている。棚状施設か。

ピットは 3本検出されたが、いずれも浅い。

出上遺物は第13~15号住居跡から出土したものの

うち、新しい一群を本住居跡に帰属するものと考えた

（第33図15~28、第34図29~42)。但し、 41• 42につ

いては伴うか否か不明確て‘ある。上師器杯・甕・小型

甕、須恵器坪・皿・高台杯が検出されている。 16の杯

内面には格子状の線刻がある。 36の小型甕胴部には穿

孔？がなされ、器表の剖落面にもケズリの跡が見える。

須恵器は末野産が主体て‘‘ある。時期的には 9世紀後半

と考えられる。

色調 残存率 備 考

褐灰 20 SJ13内外面黒色処理

橙 15 SJ13比企型杯か？

灰褐 10 SJ14内外面黒色処理？

にぶい赤褐 15 SJ13 

にぶい黄橙 10 SJ13 

橙 10 SJ13内面はにぶい橙

にぶい橙 65 SJ14 No. 2 • 3 

にぶい赤褐 60 SJ14 No. 8 • SJ56 

にぶい橙 30 SJ13 

橙 20 SJ14 • 15 No.17 

にぶい粧 50 SJ13 

橙 40 SJ13 

13 不明土製品 長 4.20cm 直径1.10cm 重贔3.99 g 橙 SJ14カマト‘‘

14 支脚 ~ 1. 9 J BEHJ 2 にぶい橙 40 SJ13 

15 杯 (14 0) 2 5 AEHJ 2 にぶし、橙 15 SJ13 

16 杯 12 6 3 7 6.8 DEHJ 2 にぶい褐 80 SJ13 No 4 

17 坪 (15.0) 3 8 DEHJ 2 にぶい赤褐 30 SJ13 

18 杯 13.8 4.1 8.2 AEHJ 2 橙 75 SJ14 No.13 

19 屁 12.0 3 8 EHJ 2 にぶい褐 95 SJ14 No. 6 

20 昇 (12 4) 3 5 (6 0) EHJ 2 にぶい赤褐 30 SJ14 No. 8 

21 坪 04.0) 3.8 (8 8) EHJ 2 にぶい橙 10 SJ14カマト‘‘

22 須恵高台杯 4 2 (6. 9) AEHIJ 2 灰褐 40 SJ14 No.11末野産

23 須恵高台杯 2 5 (7 0) EH I J 1 灰 20 SJ13木野産

24 須忠皿 13.1 2.2 6 6 HI J 1 灰 100 SJ13末野産

25 須恵皿 13.1 2 6 6.3 AEHIJ 2 にぶい黄橙 60 S]13 No. 1末野庄

26 須恵皿 14 0 2 4 5 9 AEH I J 2 褐灰 90 SJ14 No. l 木野産
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第33図 第 13~15号住居跡出土遺物(I)
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第34図 第13~15号住居跡出土遺物(2)
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二こーニ □□ こ ーロ？
5cm 

番号 器種 日径 ・在ロ円il'古J司— 底径 胎 十→ 焼成 色調 残介率 備 JtJ : 

27 須恵皿 2 2 (5 5) HI J 1 灰 15 SJ14末野産

28 須恵高台坪 2.8 6 0 ABHIJ 2 にぶし、橙 100 SJ14末野産

29 萄式 08.0) r ，）． 3 r EHJ 2 にぶい橙 15 SJ14カマド

30 甕 (20.0) 6.8 BDEHJ 2 橙 15 SJ13 

31 甕 (21 0) 7 () AEHJ 2 にぶい橙 10 S]14 No. 7 

32 甕 (15 0) 6 0 EHJ 2 にぶい橙 30 SJ14 No.14 

33 小Jf_Ll]・ 珈上＼~ (12 6) 4 9 AHJ 2 にぶし、橙 10 SJ13 

34 小＊ーヒ＇I珈 13 6 6 2 EHJ 2 にぶい褐 80 SJ14 No.12 

35 小型甕 (13 0) 4 8 EHJ 2 iこぶし、褐 SJ15カマド

36 小邸甕 11 2 1 3 6 4 2 EHJ 2 にぶし、棺 90 SJ14 No. 4 

37 談 2 9 3 6 ABH I J 2 11)-j,)ド褐 40 SJ13)氏部木葉痕

38 糀 3 6 5 0 EHJ 2 にぶい赤褐 15 SJ14 

39 甕 4 8 6 6 BHJ 2 にぶし、橙 40 SJ14 

40 甕 3 7 (5.0) EHJ 2 黒褐 15 SJ14 

41 盤 2 7 4 5 AEHJ 2 にぶし、褐 100 SJ13底部木葉痕

第16号住居跡（第35図）

第16号住居跡は、調査区北西端部のB•C~l グリ

ッドに位惰する。北西コーナーは調査区外、北東コー

ナーは第17~20号住居跡、南コーナーは第13号仕届跡

と重複する。新1日関係は第13• 18~20号仕居跡を切

り、第17局住屈跡に切られていた。第 1乃掘立柱建物

跡との切り合いは不明確てあるが、本住居跡の方が古

し、可能性が高し ‘o

平面形はほば正方形て‘あるが、北舷部は床面が浅く

結果的にやや歪んだ状態て‘検出された。規模は長軸

5.81m、短軸5.51m、深さ 0.04mを測る。主軸方向は

N-67°-Eを示す。

床面はほば平坦てある。覆土上面に第17号住居跡の

貼床が認められた。

カマドは検出されなかった。ピットは 8本検出され

た。主柱穴は不明てあるが、 Pit5 • 8がそれに相当す
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る可能性をもつ。

出土遺物は少なく、図化てきたものは第36図 lの須

恵器高台坪のみてある。床而出土。末野沌と思われる

が、片岩は合まれない。時期的には 9軋紀末葉～10祉

紀初頭頃と椎定される。

第17号住居跡（第35図）

第17号住店跡は、 B•C-1 グリッドに位笛する。

重複する第16• 18~20号住居跡を切って掘り込まれて

いた。確認面て‘床面の大部分が削乎されていたために、

遺構の詳細は不明てある。

第35図第16~18号住居跡 ,..―̀ ヽI 
I ＼ 

ー／ーIニニニs―J 20 / I 

＼ 

＼ 
I 

<¥ --¥------- -----------I 
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汀―ヽ’
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SJ19 I 
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C)0 < I 
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I 
I 
I 

SJ18 I 

口 I 

8―¥¥ 
SJ16 

拿
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SJ16 I 
I 
I 
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I I ¥ ¥ ¥¥Jm ~ _)<" ¥（;?) } 11 I / "'.五'J I I _c 
＼ 

眉`---¥  ――-------____ロ゚----

SJ13 

＼ D' 

巳呵
＜ 

8 54.50 B' 

1 黒褐色土 ローム粒・白色粒多量、ロームプロック斑状に多量

2 黒褐色土 ローム粒・白色粒多量、ロームプロック多量 1層より少ない

3 黒褐色土 ロームプロックに黒色上微量

4 黒褐色土 ロームプロック少量

5 黒褐色土 ロームプロック微最

C 54.70 

c
 

D 54.70 
D
 

mso 
ー

2
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平面形は長）j形て‘`、規模は長軸5.57m、短軸3.38

m、深さ 0.13mを測る。主軸方向はN-65"-Eを示

ず。

カマドは東壁南端に存在したものと思われるが、詳

細は小明てある。ピットは南西コーナーに設けられて

いる。カマド対向ピットと考えられる。また、南舷際

に壁溝または掘り方と思われる浅い溝が巡っていた。

出土退物は少ない（第36図2~ 6)。 2はロクロ上師

器の内黒椀て‘ヽ、内面ヘラミガキ、体部ド端ヘラケズリ

が施されている。 4も同様にロクロt師器て‘ヽ、台付鉢

第36図 第16~18号住居跡出土遺物

□ 

大寄 I区

の脚部と考えられる。 3の甕は伴わない。時期的には

10枇紀前半～中頃と考えておきたい。

第18号住居跡（第35図）

第18号仕屈跡は、 B•C-1 グリッドに位置する。

重複する第16。17• 19 • 20号住居跡よりも古い。平而

形は正方形て‘‘、規校は長軸3.54m、短軸3.10m、深さ

0.35mを測る。主軸方向はN-3T-Wを示す。

カマド、炉跡、伴うピット等の付属施設は検出され

なかった。

出上遺物は少ない（第36図 7~10)。いずれも小片て‘‘

ロニロ］

2 ]□ □□ □□ 

口
6 10 

5 (1/3) (1/3) 

ロ
(1/3) 

□ I_ー13 栴4m

0 5cm 

第 8表 第16~18号住居跡出土遺物観察表
釆田＇勺I▲ 盆 種 日径 ・益＂＇ 9 -0>占1 底径 胎 十 焼成 色調 残存率 備 考

1 碩恵高台杯 04.5) 6 () (6 8) EHJ 3 灰 40 S]l6 No. 1末野産か焼き甘し、

2 1応台椀 (14.0) 6 3 BDEHJ 2 にぶい黄杞 20 SJ17 Pit内黒椀内面ミガキ、体部ド端ケズリ

3 甕 (20.0) 5 7 BEHJ 2 にぶし、橙 15 SJl 7 Pit 

4 台付鉢 8 0 BEHIJ 2 にぶい橙 80 SJ17 No. l ロクロ幣形、酸化烙焼成

5 砥石？ 長 1050cm 最大径3.75cm 厚さ 2.70cm 甫星18885 g SJl 7 Pit 

6 十．錘 長 5.90cm ['/さ 170cm 孔径035cm 重贔1264 g SJ17 

7 甕 (20 0) 4 3 BEHJ 2 にぶい褐 1() SJ18 

8 布 (14 0) 3 1 BEHJ 2 にぶい橙 15 SJ18 ， （小邸）甕 (12 0) 6.2 BEH.T 2 黄灰 10 SJ18 

10 須恵甕 灰 SJ18木野庄外向平行叩き内面同じ直l文当て具

- 5 1 
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時期決定の日安とするには難がある。 7は器壁の厚い

甕て‘‘胴部は縦方向のヘラケズリが施される。 8は二重

日縁壺か。 9は小型甕または鉢と恩われ、胴部はヘラ

ケズリ調整。 10は須恵器甕てある。時期は小明確てあ

るが、遺物や重複関係から古墳時代前期～ 7祉紀段階

まての時間輻の中に収まるてあろう。

第19号住居跡（第37図）

第19号住居跡は、 B•C-1 ・2グリッドに位置す

る。第18。20号住居跡を切り、第16• 17号住居跡に切

られているが、プランは確定てきる。

平面形は長方形て‘‘、規模は長軸4.57m、短軸3.77

m、深さ 0.18mを測る。新カマドの主軸方向はN-

87.5°-Eを示す。

カマドは 2基検出された。 1芳カマドは東壁の中央

に設置され、 2号カマドは北壁の西寄りにある。カマ

ドの遺存状態から 2号から 1号に付け替えられたもの

第 9表 第19号住居跡出土遺物観察表

番号 器秤 11 径 益nn 古向 底径 胎 t 焼成

1 杯 (11 4) 2 9 DEHJ 2 

2 Jィ、 12 0 3.3 BEHJ 2 

3 昇 (12 4) 2 7 DEHJ 2 

4 lm 15 0 2 5 DEHJ 2 

5 坪 10.7 4 0 BEHJ 2 

6 杯 (1 3. 9) 2 2 ABCDE 1 

7 杯 (12.0) 3 0 EHJ 2 

8 杯 (16.0) 2 8 EH 2 ， 坪 (14 8) 4 0 BHJ 2 

10 坪 05.4) 3 6 HJ 2 

11 杯 (16.4) J つJ［― ABCDE 1 

12 杯 (14.0) 2.8 H 2 

13 坪 ABCDE 1 

14 坪 ABCDE 1 

15 須忠坪 1.0 5.1 EH I J 2 

16 須恵Jィ： 1 1 (7.4) B EH I J 2 

17 壺 (19 0) 8.6 BEHJ 2 

18 壺 (20 0) 5.5 BEHJ 2 

19 壺 (24 0) 7 7 DEH 2 

20 壺 15.5 8 2 BEHJ 2 

21 罪ユベ (22 0) 5.6 BDEHJ 2 

22 甕 (21 0) 21.8 BDEHJ 2 

23 甕 20.8 22.0 BEHJ 2 

24 甕 (22 0) 8.2 BEHJ 2 

25 甕 5 4 BDEHJ 2 

26 須忠甕 BE I 2 

27 須恵甕 BE I J 1 

と考えられる。

ピットは 4本検出された。 Pit]は貯蔵穴と考えら

れる。他のピットは伴うか否か小明てある。また、カ

マド前面に床―ド七墟 (SK])が掘り込まれており、

ロームブロック混じりの白色帖士が充填されていた。

壁溝は全周はしないが巡っている。

出土遺物は比較的多い（第38・39図）。土師器杯類・

甕。壷・台付甕、須恵器杯・甕、七錘が検出されてい

る。 1~ 3の土師器坪、 4の皿、 9• 10の大板りの

恥 11の暗文杯は本住居跡に伴うものと考える。 13・

14の底部に螺旋暗文を施ずタイプは11の暗文杯と同

類て‘ある。須恵器杯のうち、 16は伴うと見て良い。甕

(21~24)は全てカマドから出上した。「コ」の字甕定

形化以前の武蔵型甕て‘ある。 29は編物石の集積てあ

る。 10点出十よした。時期的には 8世紀末菓～ 9肌紀初

頭を中心とした年代てあろう。

色調 残存率 備 芦J• 

にぶい褐 40 

橙 95 底部焼成後穿孔あり

1こぶし、赤褐 45 

にぶい橙 65 

椿 95 

5 内面に放射状陪文

橙 20 

にぶい橙 10 

橙 40 

にぶい赤褐 30 

橙 10 内面に放射状暗文

灰黄褐 10 内面に放射状暗文

にぶ＼、橙 15 内面ラセン＋放射状暗文

にぶい橙 15 内面ラセン＋放射状暗文

棺 100 底部[nl転糸切り末野産

にぶい橙 40 底部回転糸切り木野発

灰褐 30 

にぶい褐 20 

にぶい褐 15 

橙 60 

にぶい褐 15 

にぶい橙 40 

椿 70 

橙 20 

にぶい橙 70 

灰 破片

灰 破片

28 上錘 長 6.25cm 最大径1.05cm 孔径050cm 正是6.60 g にぶい橙
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第37図 第19• 20号住居跡
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込ー

口 SJ20 口
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宣）巳

口
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B 54.60 8 

已 “ 

SJ 1 9カマド

1 褐灰色 士粘土プロック微量、焼土プロック少塁（カマド火床面）

2 褐 色 土粘土プロック多撻、ローム粒・白色粒少

3 暗褐色 土 ローム粒・白色粒・焼土粒・炭化物粒少量

4 黒 褐色七ローム粒・白色粒少塁

5 褐 色 土ローム粒・白色粒多廿、ロームプロソク・褐灰色粘上

プロック少蘇

6 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒・ロームプロック多星、炭化物粒・焼士粒少H

7 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒多星、ロームプロック少塁

8 にぷい黄褐色土 ローム粒・白色粒少賠

9 黄掲色 土 ロームプロック・粘土主体、焼上粒・炭化物粒微械

SJ 2 0 

1 暗褐色士 ローム粒~白色粒多最、焼＿t粒少吊

2 暗褐色上 口＿ム粒・白色粒多量、ロームプ〇ゾク微拭

3 暗褐色上 ローム粒・白色粒・ロームプロノク多呈

4 暗褐色土 ローム粒・白色粒・ロームプロック多呈、焼上粒微屈

5 黄褐色十 ローム粒・白色粒・ロームプロノ多量、炭化物粒・焼上粒微量

6 暗褐色土 ローム粒・白色粒・焼土粒多1吐、ロームフロJク少呈

m
6
0
 

ー
2
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第38図 第 19号住居跡出土遺物(I)
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第39図 第19号住居跡出土遺物(2)
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第20号住居跡（第37• 40図） 出土遺物は比較的多く、 カマド内及びその周囲の床

第20号住居跡は、 B•C-1 。 2 グリッドに位置す

る。多数の遺構と重複し、第 1• 18 • 21号住居跡より

祈しく、第16• 17 • 19 • 22 • 23号住居跡よりも古い。

第 1号掘立柱建物跡との新1日関係は不明確て‘‘あるが、

本住居跡の方が古い可能性が高い。

平面形は正方形て‘ある。大型の住居跡て‘‘、規模は長

軸6.78m、短軸6.70m、深さ 0.14mを測る。主軸方向

はN-65°-Eを示す。

床面はほば平坦てある。覆土の堆積状況は自然堆積

に近いものと思われる。

カマドは東壁の南寄りに設置される。燃焼部は壁内

におさまり、煙道部は削平されていた。火床面は第 5

層下面か。袖は枯土を使用し、先端には甕を伏せた状

態に据えて、芯材としている。煙道部はほば削平され

ている。

ピットは 8本検出された。 Pit1~ 4は主柱穴と考

えられるが、他は伴う可能性は低い。壁溝はカマドを

除き全周する。

面直卜から出上している。器種としては土師器坪類・

高杯・甕、須恵器甕がある

また、

ている。

1 ~ 8は模倣杯て‘‘、

3 • 7は混入か。

（第41• 42図）。

2の坪と 14の高杯はカマド内から出土した。 22• 24 

の甕はカマド柚の補強材として用いられていた。 23の

甕はカマド前面の床面につぶれた状態て‘検出された。

1 • 3 • 4の杯はカマド周囲の床面から出土し

やや小振りのものが主体となる。

8は杯身模倣杯。掘り方出土て伴う

か否か不明てある。 9~13はより新しい一群の土器て‘‘

他住居からの混入てあろう。 14の高杯はカマド内から

出土した。 16• 17の高坪、 20• 21の甕も伴うものては

ない。 22~24の甕はカマドまたはその周囲から出土し

たものて住居跡に伴うものてある。胴部の長胴化が顕

著に進んだ段階てある。須恵器の甕（26・27)は伴うか

否か不明。末野産てある。時期的には 7憔紀前半段階

てあろう。
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第40図第20号住居跡カマド
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SJ 2 0カマド

1 暗褐色上ローム粒。焼土粒少眉

2 暗褐色 土ローム粒少母、焼土粒・炭化物

粒多凧、灰褐色粘土プロック微蜃

3 灰 褐色 土灰褐色粘土プロック主体、焼土粒・

炭化物粒少量

4 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒多量、

焼土プロソク少凧

5 褐 色 土ローム粒・白色粒・焼七プ

ロック・ロームプロック多絨

6 暗褐色 七ローム粒・白色粒少最、

ロームプロック多届

7 にぶい黄褐色士． ローム粒・白色粒・ローム

プロック多凪

0
』

Im 
1 1 1 30 

第10表 第20号住居跡出土遺物観察表

番り 器種 II 径 9合'’介'• IC99, ) • 底径 胎 l ^ ̂ 焼成 色調 残存辛 価 考

1 坪 (12 0) 4 () BH 2 にぶし、褐 35 内外面黒色処岬

2 杯 (11 4) 3.9 BH 2 にぶい棺 85 

3 J•イ； (14 0) 4、2 EHJ 3 橙 10 

4 杯 02.6) 3.3 BDEH 2 にぶし、橙 20 

5 坪 (11. 6) 4 () EHJ 2 橙 40 

6 杯 (12 0) 3 6 AEH 2 にぶしヽ粧 20 

7 杯 3 0 H 2 にぶい黄橙 10 

8 坪 (12. 0) 3.2 HJ 2 橙 10 ， 坪 (13. 0) 2 6 EH 3 橙 20 

10 杯 02. 0) 3 4 EHJ 2 にぶい褐 20 

11 ）・イ、 (13 0) 2 9 EHJ 2 にぶしヽ 褐 20 黒色処理？

12 杯 (12 0) 3 0 E II 2 黒褐 10 

13 坪 (16 0) 3 5 BEHJ 2 にぶし、橙 25 

14 高杯 (16,2) 12 9 12.3 BEH 2 橙 85 

15 高杯 2 3 BEHJ 2 棺 80 

16 高杯 4 3 BEHJ 2 にぶい赤褐 80 脚部外面ヘラミガキ

17 閲坪 3 () (13. 6) BDEHJ 2 橙 20 脚部外面ヘラミガキ

18 甕 2 1 5.8 BEHJ 2 灰褐 90 

19 甕幻よ甑 (24 0) 3 4 DEHJ 2 灰黄褐 10 

20 甕 (16 0) 4 8 BEHJ 2 灰黄褐 15 

21 み.b柘C (20 0) 2 8 BEHJ 2 1こぶし、橙 10 胴部外面ハケメ

22 甕 21 8 15.7 BEHJ 2 にぶい橙 80 

23 甕 21 2 32.5 2 9 2 にぶい黄橙 70 

24 甕 20 4 37.9 4.8 BDEHJ 2 にぶし、橙 70 

25 軽石 長 405cm 最大径335cm ]げさ250cm 甫旦1932 g 角閃石安山岩製

26 甕 EH I J l 訊灰 破片 末野産

27 甕 EH I J 1 灰 破片 木野産

第21号住居跡（第43図）

第21号住居跡は、 C-1•2 グリッドに位置する。

重複関係は第 1号住居跡（縄文時代）を切り、第20• 

22 • 24号住居跡に切られていた。遺構の遺存状態は悪

く、詳細は不明て‘ある。

平面形は方形または長方形と推定され、残存規模は

長軸5.40m、短軸4.60m、深さ 0.06mを測る。主軸方

向はN-56°-Eを示す。
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第41図 第20号住居跡出土遺物(I)
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第42図 第20号住居跡出土遺物(2)
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カマドは検出されなかった。ピットは 4本検出され、

Pit 2~4が主柱穴に相当しよう。壁溝は南西壁と南

東壁て濯窟認された。

出土遺物は少ないが、遺存率の高い坪が 3点出土し

ている（第43図）。いずれも床面または床面近くから検

第11表 第21号住居跡出土遺物観察表

＇ 
10戸舟

出されたものて‘ヽ、追構に伴うと考えて良い。 1は杯身

模倣杯、 2は杯盗模倣杯、 3 • 4は有段口縁坪てある。

4は内外面黒色処理が施されている。 7は編物石の集

禎て‘ある。 4点出土した。時期は古墳時｛し後期、 6棋

紀末葉～ 7憔紀初頭頃てあろう。

釆田巧ロ 器種 ll 径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存半 備 考

1 坪 11 8 3.7 ABEHJ 2 明赤褐 100 若干、表面が剖離気味

2 坪 12 6 4.3 BEHJ 2 灰買褐 95 
3 杯 12.6 3 8 BEHJ 2 橙 80 
4 杯 (13 4) 4 0 BEHJ 2 灰黄褐 45 内外面黒色処理

5 甑 (24 0) 5.5 BEHJ 2 にぶい赤褐 90 
6 上製支脚 9.3 AEHJ 3 にぶい黄橙 50 長 930cm最大径520cm 

第22号住居跡（第44図）

第22号住居跡は、 B•C-2 グリッドに位置する。

第20• 21 • 23号住居跡と重複し、本住居跡が最も新し

いものと判断した。

平面形は長方形て‘‘、規模は長軸4.22m、短軸3心l

m、深さ 0.08mを測る。主軸方向はN-85"-Eを示

す。

床面は緩やかな起伏をもつ。カマドは第23号住居跡

カマドと位置的に重なっていた可能性があるが、明確

に検出てきなかった。

ピットは 3本検出されたが、柱穴てはないてあろう。

壁溝は東墜から北壁にかけて部分的に巡っていた。

出上遺物は少なく、重複する第23号住居跡に帰属す

ると思われる遺物が混在していた（第45図）。本住居跡

に確実に伴うと思われる退物は15• 16てある。 15は厚

底の甕底部て‘ある。底部外面は離れ砂技法によると思

われる砂が付着していた。 16はロクロ土師器の高台椀

てある。 17は赤焼けの坪底部て‘阿転糸切り痕が残さ

れ、伴う可能性がある。仕居の時期は10軋紀削半～中

頃と推定しておぎたい。

第23号住居跡（第44図）

第23号住居跡は、 B•C~2 グリッドに位置ずる。

直複する第20号住居跡よりも新しく、第22号住居跡よ

りも古いものと考えられる。遺構の遺存状態が悪く、

詳細は不明てある。

平面形は方形と考えられる。規模は掘り方ラインて‘‘

おおよそ復元てきる。長軸4.00m、短軸3.52m、深さ

0.08mを測る。主軸方向はN-90°-Eを示す。

床面は部分的に残るのみて、状態はよくわからない。

カマドは東壁の南寄りに設置されていた。燃焼部は壁

ラインを掘り込んて構築されていた。ピットは 2本検

出されたが、いずれも浅く柱穴にはならない。壁溝は

東壁部に一部巡っていた。

出t遺物は少なく、重複住居跡のものが混人してい

る。第45図2。9• 10は本住居跡の覆上出上。 5 • 12・ 

14はカマドから出上した。 1 • 13は第22号住居跡の掘

り方出土のものて本住居跡に伴うてあろう。 3• 6は

第22翌1主屈跡出土てあるが、本住居に帰属する可能
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第43図 第21号住居跡。出土遺物
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第44図 第22• 23号住居跡
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1 黒 褐 色 上 ロ ー ム 粒 ・ 白 色 粒 多 星

2 黒褐色土ローム粒・ロームプロック・白色粒多界

3 にぶい黄褐色土 ローム粒多量、ロームプロック少址、白色粒多星

4 褐灰色土灰褐色粘土プロックに焼土プロック多醤

5 黒褐色土ローム粒・白色粒多量

6 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒・炭化粒多屈

m即ー
2
 

性が高い。カマド出土遺物を中心に考えると第45図7

~11及び第22号住居跡に伴うてあろう 15~17を除い

第12表 第22• 23号住居跡出土遺物観察表

SJ 2 3カマド

1 暗褐色土ローム粒・白色粒多量、焼土・炭化粒微最

2 Iこぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒多量、焼土・炭化物少量

3 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒多屈

4 黄褐色土 ローム粒多星、ロームプロック少量、白色粒多量

5 にぶい黄褐色土 ローム粒多量、ロームプロック微量、

白色粒多屈、焼土・炭化粒微量

6 黒褐色土ローム粒・白色粒少最、炭化粒微量

7 褐 色 土ローム粒・白色粒多昂

た遺物が本住居跡に帰属するものと考えておく。時期

は8祉紀前半と考えられる。

釆田早J 器 種 ロ径 在m介J•I山nJ• 底径 胎 十 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (13 0) 2 6 BHJ 2 橙 20 SJ22掘り方

2 杯 (12 0) 2 5 EHJ 2 橙 15 SJ22 

3 杯 (13 2) 3 4 HJ 2 にぶい赤褐 30 SJ22 

4 昇 (13 8) 3 5 EHJ 2 にぶい褐 45 SJ22 

5 坪 (17. 0) 3 7 EHJ 2 にぶい橙 20 SJ23カマド

6 坪 (13 8) 4 6 BEHJ 2 にぶい橙 10 SJ22 

7 杯 11 0 2 3 DEH 2 黒褐 10 SJ22 

8 坪 11. 0 1. 8 DEH 2 黒褐 20 SJ22 ， 坪 (13 6) 2.7 EH] 2 にぶい橙 10 SJ23 

10 杯 (13 2) 2 4 ABCDE 1 橙 40 SJ23カマド
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第45図 第22• 23号住居跡出土遺物
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牙吋ヒ巧ロ 喘 種 II 径 硲"'9「•山L可 底径 胎 上 焼成 色調 残存半 備 考

11 坪、 (13 2) 2.6 EH 1 にぶい黄椿 10 SJ22 

12 坑式柘 (20.0) 5 9 ADEHJ 2 桁 10 SJ23カマド

13 甕 7 8 (8.2) BEHJ 3 橙 40 SJ22掘り）j

14 碩恵荼 (15 0) 1 6 HJ 3 褐灰 20 SJ23カマド内面浅黄棺群馬庄か

15 各式柘 1.6 (10. 2) BDEHJ 2 灰黄褐 40 SJ22底部砂底

16 高台椀 04.0) 4 7 BDHJ 2 桁 10 SJ22 ロクロ上帥喘

17 J•イく 1 5 7 4 EH] 2 橙 50 SJ22 ロクロ十．師監か

第24号住居跡（第46図）

第24号住屈跡は、 C-2•3 グリッドに位置する。

重複閃係は、第21・25号住居跡を切り、第26号住居跡

に切られてし、た。

平Ihi形は長ガ形て‘‘、規模は長軸4.26m、短軸2.95

m、深さ0.16mを測る。主軸方向はN-10°-Wを示

す。

床面は概ね平坦て‘ある。カマドは 2某検出され、 1 

号カマドは北壁の東寄り、 2号カマドは東撃の南寄り

に設置されていた。カマドの遺仔状態から 2号カマド

から 1号カマドに付け替えられたものと考えられる。

ピットは 7―本検出された。各コーナーに 1本ずつあ

るが、深さがやや浅く、柱穴となるかどうかは不明て‘‘

ある。 Pit5 • 8はカマドに伴う掘り込みと思われる。

撃溝は南西コーナーを除いて全周する。

出土遺物は少なく、第25• 26号住居跡の遺物と一部

は混在していた。第47図 1• 4 • 8 • 14。18が本住屈

跡から出十ーした遺物てある。 1は南舷際、 4は Pit1 

出十てある。内屈及び内湾口縁の北武蔵型杯があり、

7且紀末葉から降っても 8祉紀初頭頃の時期て‘あろう。

第25号住居跡（第46図）

第25号住屈跡は、 C~2•3 グリッドに位置する。

6軒の住居跡と重複しており、祈1日関係は必すしも明

確にはてきなかったが、第27号住居跡よりも祈しく、

61 



大寄 I区

第46図 第24~26号住居跡 、m-
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第47図 第24~26号住居跡出土遺物

1 暗褐 色 土 0ーム粒多最、ロームプロック・焼七粒少量、白色粒多呈

2 褐 色 土ローム粒・白色粒多星、炭化粒・焼士粒少址

3 黄 褐色土 ローム少最、ロームプロソク多姑、白色粒少塁

4 暗褐色土ロームプロック多駐、ローム粒一白色粒微械

5 暗褐 色 土 ローム粒多量、ロームプロック微塁、白色粒・炭化粒

焼土粒多量

6 にぷい黄褐色土 ローム粒・白色粒・焼土粒ー炭化粒多け

？黄 褐 色 土 0ームプロソク多最

SJ 2 4カマド l

1 暗褐色土 ローム粒・白色粒・焼土粒・炭化粒少曼、褐灰色粘土

プロック多址

2 暗褐色土ローム粒・白色粒少羅、灰色粘土プロック微磁、

焼上粒多吊（火床面か？）

3 褐 色 土ローム粒・ロームプロソク・白色粒多塁

4 贄褐色土ローム粒・白色粒多量、炭化粒微拭
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第24。26• 28 • 59号住居跡よりも古いものと考えられ

る。第29号仕屈跡との新旧閃係は小明てある。

平廂形は長方形と推定されるが、北側半分は形態を

明確に抑さえることがてきなかった。規校は長軸7.05

m （推定）、短軸5.42m、深さ 0.16mを測る。主軸方向

はN-31.5°-Eを示す。

留めたし、0

第26号住居跡（第46図）

第26号住居跡は、 C-2。3グリッドに位置する。

第24。25号住屈跡と重複し、本住居跡が最も新しいも

のと考えられる。

カマドは検出されなかった。ピットは 7―本検出され、

Pit 1 • 2は主柱穴に相当するかもしれないが、全体の

柱穴配置は不明てある。既溝は南壁部を中心に部分的

に巡る。

平伯i形は長方形て、規校は長軸3.10m、短軸2.33

m、深さ 0.04mを測る。主軸方向はN-42°-Wをホ

す。 1木面は概ね平坦てあるが、掘り込みが浅く、北東

部は明確に検出てきなかった。カマドは検出されなか

ったが、第25号1主居跡 Pit3の卜面に重なっていた可

能性がある。ピットは 2本検出されたが、伴うか否か

不明。本住居跡から出土した遺物は、第47図2• 9 • 

11~13。19• 21 • 22 • 24がある。確実に伴うものは11

のロクロ土師器小皿と 12のロクロ土師器高台椀てあ

る。時期的には10刊紀後半～11肌紀初頭頃てあろう。

出土遺物は第47図3• 5~ 7。15~17• 20 • 23が本

住居跡から検出された。 25は編物石て‘12点出土した。

上器は細片が多く、また、他仕居の遺物が混入してい

る可能性がある。時期は不明確てあるが、第24号住居

跡との祈旧閏係も考慮して、 7胤紀後半以前とするに

第13表 第24~26号住居跡出土遺物観察表

番号 路種 口抒 向ロ旦住 l山nJ• 瓜径 胎 土 焼成

1 坪 (15 0) 3 () BEHJ 2 

2 坪 (12. 0) 2 3 DE 2 

3 杯 (11 8) 3.2 EHJ 2 

4 杯 (16.0) 3.9 BEI-1 J 2 

5 杯 (13 6) 3 () ABCDE 1 

6 坪 (15 9) 2 6 ABCDE 1 

7 坪 (16.1) 3.9 ABCDE L 

8 杯 (16 0) 4.8 BEHJ 2 ， 杯 (16 4) 5身。 ABCDE 1 

10 坪 (10 2) 2 8 ABCDE l 

11 小皿 (9. 7) 2 5 (6 1) ABCDE 1 

12 高台椀 (14 0) 5 0 BEHJ 2 

13 鉢 (20 0) 7.0 BEHJ 2 

14 甕 (25 0) 3 - -3 EH] 2 

15 甕 (24 0) 4.9 ABCDE 2 

16 甕 (24 0) 9 5 BEHJ 2 

17 ー甕ュ． 
2.3 (6.0) ABCDE 2 

18 小ザ_LlJ殉・上べ→ ？ 3.6 4 8 BEHJ 2 

19 姐恵蓋 2.4 BHJ 1 

20 杯 1. 3 (7  4) BHJ ］ 

21 須恵長頸欣 6.5 (10 0) BH I J ］ 

22 須恵甕 B EI-II J 1 

23 須恵甕 B EH I J 1 

色調 残存亭

にぶし、橙 45 

にぶい橙 !,― ) 

杓 45 

橙 20 

橙 10 

棺 3 「―

朽 5 

にぶい橙 10 

橙 10 

にぶい黄橙 3 r 

にぶい橙 5 

にぶい黄橙 10 

にぶい杓 10 

棺 15 

橙 10 

にぶい橙 10 

にぶい褐 35 

にぶし、褐 90 

灰日 60 

にぶし、賀橙 25 

灰 20 

灰

灰

24 土錘 長 475cm 最大径l45cm 孔径030cm 重旦780 g SJ26 

-64 

備 考

SJ24底部内面にヘラ記号

SJ26 

SJ25 

SJ25 

SJ25 

SJ24 Pit 1 

SJ25 

SJ24 

SJ26 

SJ25 

SJ26 ロクロ．［師器

SJ26 ロクロ上師悩

SJ26 

SJ24 

SJ25大粒の粒了が多鼠に混入

SJ25 Pit 3 

SJ25内面は卦常に［寧なナテ，，て黒色

SJ24 

SJ26つまみ径54cm秋間庄と思われる

SJ25 ロクロ十師器

SJ26体部下端ヘラケズリ→ナデ末野産

SJ26末野産外面擬格了叩き、内面肯海波文

SJ25本野産外面擬格子叩き、内面青海波文



第27号住居跡（第48図）

第27号住居跡は、 B-3 、 C-2•3 グリッドに位

置する。遺構密集区の一角にあり、多数の遺構と重複

していた。重複関係は第 3号住居跡よりも新しく、第

4 • 25 • 28。30号住居跡、第 4号掘立柱建物跡よりも

古いものと判断した。第29号住居跡との新1日関係は不

明て‘‘あるが、本1主｝因跡の方が古い可能性が高い。

平面形は正方形て‘‘、規模は長軸6.13m、短軸6.05

m、深さ0.10mを測る。主軸方向はN-46°-Wを示

す。床面は概ね平坦て‘‘ある。カマドは北壁の中央に設

置され、燃焼部はほば壁内におさまる。ピットは12本

検出された。 Pit5~7は位置的に主柱穴に相判する

が、 Pit7は深度が浅い。カマド左側の Pit]は貯蔵穴

と思われる。深さ約50c皿

大寄 I区

第28号住居跡（第48図）

第28号住居跡はc-2 • 3グリッドに位置する。重

複遺構との新1日関係は、第25• 27 • 29号住居跡を切っ

ている。第 4• 5号掘立柱建：物跡との前後関係は不明

確て‘あるが、本住届跡の方が新しい可能性が高いもの

と判断した。

平面形は長方形て‘ヽ、規模は長軸3.84m、短軸2.93

m、深さ0.10mを測る。主軸方向はN-21"-Wを示

す。床面は概ね平坦て‘ある。カマドは北壁の東寄りに

設置され、燃焼部は壁を掘り込んて構築されていた。

焚日部の両脇には片岩系の石が据えられている。

ピットは 2本検出されたが、いずれも住居に伴うも

のてはない。

出土遺物は土師器と須恵器があるが小片が多い。重

複する第28号住居跡に帰属すると思われる遺物が一

部混在するほか、明らかな混入遺物もある（第49・50図）。

第49図1は杯身模倣杯て、、遺存率が高い。本住居跡に

伴う遺物と考えて良いてあろう。口径llcmと小型化が

進んて‘、いる。他には第49図 2~4 • 6 • ll~17が本住

居跡に帰属する可能性がある。時期的には古墳時代後

期、 7世紀前半頃と推定される。

出七遺物は土師器杯類（第49図27~29)、須恵器坪・

藍類(21~25)、須恵器甕(26• 33 • 34)、上師器甕

(30~32)等があるが、一部は重複する第27号住居跡か

ら出土したものも含まれている。須恵器薔(21~23)と

土師器甕はカマドから出土しており、確実に本住居跡

に帰属するものてある。 33• 34の須恵器甕は伴うか否

か不明て‘ある。須恵器供膳器とt師器甕の様相から、

時期的には 9刊紀後半に位阻づけられる。

第14表第27• 28号住居跡出土遺物観察表

番号 器柿 II 径 在')~f -―I 占口］ 底 径 胎 L 焼成 色調 残存率 備 ¥J — 

1 坪 11. 0 3 6 DEH 2 にぶい褐 75 SJ27。28内外面黒色処理

2 坪 (12 0) 2.5 ABCDE 1 橙 10 SJ27カマド

3 坪、 (11. 8) 3.8 EHJ 2 橙 20 SJ27 

4 杯 (11 2) 2.1 ABCDE 1 明亦褐 10 SJ28 

5 杯 (13 0) 1 7 ABCDE 1 橙 10 SJ27 

6 坪 (16 0) 4.4 AEHJ 2 にぶい黄橙 45 SJ27 

7 坪 (14.0) 3 0 EH] 2 にぶい橙 1() SJ27内面放射状暗文

8 [Ill 17.0 2 3 ABCDE 1 明赤褐 10 SJ28 ， Jll1 08.0) 2 5 ABCDE 1 橙 10 SJ27 

10 皿 (20. 0) 1. 2 ABCDE 2 棺 20 SJ27 

11 鉢 (9.3) 3 4 ABCDE 1 にぶし、，｝j；褐 10 SJ27 

12 鉢 (9 4) 4 6 ABCDE 1 にぶい黄橙 10 SJ28 

13 甕 (22.0) 10. 7 BEHJ 2 灰黄褐 20 SJ27 

14 咄 (20 0) 16 3 B EH I J 2 橙 40 SJ27 "o.11 • SJ28 

15 甕 6 2 (7  4) EHJ 2 にぶい褐 15 SJ27 

16 壺 4.1 9 0 EHJ 2 にぶい黄椿 70 SJ27 

17 甑 4.5 8 5 EH 2 にぶし、橙 55 SJ27 

18 高杯 2 0 (16 0) BHJ 2 iこぶしヽ 褐 10 SJ27 

19 器台？ 3.6 EHJ 2 にぶし、橙 45 SJ27 
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第48図 第27• 28号住居跡
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SJ 2 7 カマド

1 褐 色 土ローム粒・白色粒多星、焼上プロソク少塁

2 暗褐色上 ローム粒・白色粒多是、炭化物少塁、褐灰色粘上プロック微扇

3 にぶい黄褐色土 ロームプロック

SJ27Pitl 

1 褐 色 土ローム粒多儀、ロームプロック少址、白色粒多塁

2 Iこぶい黄掲色土 ローム粒・ロームプロック・白色粒多絨

3 にぷい黄褐色土 ロームプロック

SJ 2 7 Pit2 

1 暗褐色土ローム粒・白色粒少母

2 褐 色 土ローム粒・白色粒多星

3 にぶい黄褐色士 ローム粒多量、ロームプロソク少塁、白色粒多社

SJ 2 7 I汎 5

1 暗褐色

2 暗褐色

3 黒褐色

SJ 2 8 カマド

1 賠褐色 十 ローム粒・白色粒多足、炭化物・焼土粒微械

2 にぶい黄褐色ナ ローム拉・白色粒多量

3 褐 色 上ローム粒，白色粒少羅、焼土粒・炭化粒微量

4 赤褐色上焼士プロソク主体

5 黒褐色上ローム粒・白色粒，炭化物多塁

七 ローム粒・白色粒多塁

十 ローム粒多量、ロームプロソク少偵、白色粒多塁

土 ローム粒多量、ロームプロソク微址、白色粒多量

2m 
,.—+" • - - ----—--」 I :190 
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第49図

□ 
第27• 28号住居跡出土遺物(I)
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第50図 第27• 28号住居跡出土遺物(2)
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番号 賂種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

20 須恵盗 1.4 HJ 1 灰白 90 SJ27つまみ部径4.2cm群馬産（秋間窯か）

21 須恵蓋 (15. 0) 3.0 (6 0) AEH I J 2 にぶい黄橙 15 SJ27 • SJ28カマド木野産

22 瑣恵恙 (15. 6) 2.7 (6 2) AH I J 1 灰黄褐 35 SJ27 • SJ28カマド木野産

23 姐忠蓋 (15. 6) 2 4 (5 8) AEHIJ 2 にぶし、橙 25 SJ28カマド未野産

24 須恵高台椀 4 3 7 6 BEHIJ 1 灰 60 SJ28末野産底部完存

25 須恵高台椀 (12 0) 3 5 EH I J 1 灰 10 SJ27木野産

26 須恵甕 (25.0) 3.3 EH I J 1 灰 10 SJ27木野産

27 坪 (12. 2) 3.0 ABCDE 1 橙 10 SJ27 

28 坪 13 0 3.2 ABCDE 2 橙 10 SJ28 

29 皿 (18. 0) 1 5 ABCDE 2 にぶい赤褐 10 SJ27 

30 甕 19.8 9.3 BEHJ 2 にぶい褐 60 SJ28カマド

31 甕 (19 0) 10 8 BEHJ 2 にぶい橙 40 SJ28カマド

32 珈式 20 8 9.3 BEHJ 2 橙 70 SJ28カマド

33 須恵甕 EHJ 1 灰白 破片 SJ28末野産か

34 須恵甕 EHJ 1 灰臼 破片 SJ27群馬産（秋間か藤岡）

35 t錘 長 535cm 最大径1.60cm 孔径030~0.40cm 厘鼠1130 g SJ28 

36 上錘 長 430cm 最大抒1.40cm 孔径0.50cm 重址4.02g SJ28 

37 上錘 長 3.30cm 最大径160cm 孔径040cm 重是579 g SJ28 

38 軽石 共 4.70cm 最大幅355cm 厚さ 2.55cm 堕塁33.37 g 角閃石安山岩製 SJ28 

第29号住居跡（第51図）

第29号住居跡は、 C-3グリッドに位置する。重複

する第28• 30号住居跡に切られ、遺構の遺存状態は極

めて悪い。第25• 27号住居跡との新旧閃係は不明確て‘‘

あるが、本住届跡の方が新しい可能性がある。また、

第5号掘立柱建物跡は本住居跡の床面下に検出され、

本1主居跡の方が新しいものと考えられる。

平面形は不明。規模は南北長2.32m、深さ 0.15mを

測る。主軸方向はN-26"-Eを示す。

床面は一定せず、カマドから南舷に向かって段差が
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付く。

く、

2軒の重複の可能性もあるが、不確定災素が多

ここては 1軒と把担しておく。

カマドは北舷に設置され、燃焼部は壁を掘り込んて‘

構築されている。

されなかった。

ピット、貯蔵穴等の付属施設は検出

出土遺物は少なく、第30号住居跡と混在するため、

確実に帰）属する遺物を抽出てきない（第51図 1~ 3)。

時期も小明確て‘ヽ、重複遺構との関係から 9枇紀後半以

前と把摺するに留めたい。

第30号住居跡（第51図）

第30号住居跡は、 C-3グリッドに位置する。重複

する第29号住届跡及び第 5砕掘立柱建物跡を切り、第

31号仕屈跡に切られている。遺構の遺存状態は極めて

悪く、規模や形態など不明な点が多い。

平面形は方形系統と推定され、規模は長軸3.07m

（現在長）、短軸2.85m、深さ 0.15mを測る。主軸方向

はN-84°-Eを示す。ピットは 1本検出されたが、カ

マドは確認されなかった。

出土遺物は第29号住居跡と混在する形て‘少量検出

されたが、確実に帰属する遺物は抽出てきない（第51

図 1~ 3)。時期は不明確て‘‘ある。ただ、東側に重複す

る第31号住居跡とほば軸を揃えていることから、本住

居跡から第31号住居跡へ建て替えられた可能性もあ

る。

第51図 第29。30号住居跡。出土遺物

く

8 

＜
 

『
I
l＇ 

，
 

8
ー
ー
ー
ー
ー

'1,’
i

`

2

c

l

ー
ー

J

I
 ー

ー

S

I

 

ー

SJ25 

C 54.60 

□

¥
□
 

ロ
／

_c 

¥
8
 

＜
 

m-

oo. | 

1 褐 色 土ローム粒・焼土粒・白色粒多塁

2 にぶい黄褐色士 ローム粒・白色粒多塁、ロームプロック

褐灰色粘土プロック少塁

3 暗 褐 色 土 ローム粒・焼土粒・白色粒少械、炭化物粒微母

4 にぶい黄褐色土 ローム粒やや多昼

5 褐 色 上ローム粒・白色粒多磁、ロームフロソク少楢

6 黄褐色土 ロ ー ム ブ ロ ソク

7 暗 褐 色士 ローム粒・焼土粒・白色粒多量

8 暗 褐 色 土 ローム粒・白色粒少塁、焼上粒・炭化粒多塁
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第15表 第29• 30号住居跡出土遺物観察表

釆m 尼J 器 柾 II 径 佑99 9 す9I,n’9J• 底行 胎 上 燒成 色凋 残存半 価 ¥J — 

1 鉢 (18 0) 4.2 I 1 杓登 5 SJ29 • 30 

2 杯 (12 0) 2 5 D 1 橙 10 SJ29 • 30 

3 Jイ、 (13 0) 3 3 AD  1 にぶし、橙 10 SJ29 • 30 

第31号住居跡（第52図）

第31号住居跡は、 C-3グリッドに位置する。重複

する第30 。 32号•住居跡を切って掘り込まれていた。

平圃形は正方形てある。惟定規校はK軸3.12m、知

軸2.46m、深さ0.14mを測る。主軸方向はN-76°-E

を示す。

カマドは東壁の南端に設置されている。燃焼部は壁

を掘り込んて構築され、石製支脚と袖石が追存してい

た。火床面は熟を受け、焼土化していた（第 6層）。

ピットはカマド前面から 1本検出されたが、柱穴て‘‘

はなかろう。その他、瓜ド士堀が 1基検出されている。

出土追物は少なく、ロクロ七師器高台椀が3点、土

錘が2、点検出されたに留まる（第53図 1~ 5)。3は内

面黒色処理が施されている。時期は10祉紀後半代と考

えられる。

第32号住居跡（第52図）

第32号住居跡は、 C-3•4 グリッドに位置する。

重複する第 3。33。34号住居跡を切り、第31号住居跡

が覆土上層に乗っている。第 4。5号掘立柱建物跡と

の祈旧関係は不明確て‘あるが、本住居跡の方が新しい

可能性がある。

平面形は長方形て‘‘、規模は長軸4.03m、短軸3.20

m、深さ0.30mを測る。t軸方向はN-84°-Eを示

ず。床面は平坦て‘墜く踏み固められていた。カマドは

東壁のほば中央に設置されている。燃焼部は壁を掘り

込み、底面は深い。カマド右脇（南側）の繋外には深

さ5cmほどの浅い張り出し部が付属していた。いわゆ

る棚状施設かもしれない。

ピットは 3本検出されたが、不規則な配置て深度も

浅く、柱穴にはならないてあろう。壁溝はカマドの周

圃を除いて巡っている。

出土追物は比較的多い。特にカマドとその周辺部か

らまとまって出土した。士師器坪。甕。台付甕、須恵

閤杯・高台椀。長頸瓶・聾、灰釉陶器椀などがある（第

53。54図6~41)。12。13• 16は混人と考えられる。

須恵器供膳器ては、無習化した高台椀がt体となり、

無台杯の比率は減っている。須恵器は末野産が主体と

なり、長頸瓶と甕の一部に東金子産かと思われるもの

が認められた。

七師器甕はいわゆる「コ」の字状日縁甕てある。 28

の灰釉陶器椀は東濃産て‘ヽ、腰部以下を回転ヘラケズリ

調整している。灰釉は刷毛塗りかもしれない。光ヶ丘

1号窯式期の範疇に入る可能性がある。住居の時期は

9世紀後半～末葉頃と考えられる。

第33号住居跡（第52図）

第33号住居跡は、 C-3。4グリッドに位置する。

重複する遺構との新旧閃係は、第 3号住届跡を切り、

第32号住居跡に切られていた。第34号住厄跡との関係

は不明確て‘‘あるが、本仕居跡の方が古い可能性がある。

平而形は小整方形て‘‘、北東壁部は攪乱を受けていた。

規模は長軸3.40m、短軸2.31m（現在長）、深さ0.09m

を測る。主軸方向はN-130"-Eをホす。

カマドは検出されなかった。ピットは 1本検出され

たが、 1jJ出こ伴うか否か不明てある。

遺物は仝く検出されず、 1主居跡の時期を明確にする

ことはてきない。

第34号住居跡（第52図）

第34号住居跡は、 C-3•4 グリッドに位置する。

壁溝の仔在から追構の形態や規校は判明するが、床面

がほとんど削平されており、遺構の詳細は不明て‘‘ある。

重複遺構との関係は、第 3号住居跡を切り、第32号住

居跡及び第11号掘立柱建井勿跡に切られていた。第33号

住居跡との新旧関係は不明確て‘あるが、本住屈跡の方

が新しい可能性がある。

平面形は長方形て‘ヽ、規校は長軸3.26m（現在長）、短

軸2.91mを測る。主軸方向はN-101"-Eを示す。
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第521‘又］ 第31~34号住居跡
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SJ 3 1カマド

1 褐 色 土ローム粒・白色粒多誠、褐灰色粘十，プロック微撼

2 暗褐色土ローム粒・白色粒多量、焼七粒・炭化粒微星

3 にぶい黄褐色土 ローム粒，白色粒多臣、褐灰色粘上プロック微塁

4 赤褐色土焼土プロック

5 黒 褐 色土 ローム粒・白色粒多塁、炭化物・焼上粒少吊

6 赤褐色土焼土プロック

SJ 3 1床下土塙

1 褐 色 土 ローム粒・ロームプロック・白色粒多最、焼七粒・炭化粒少星

2 褐 色 土 ローム粒多量、ロームプロック少塁、白色粒多韮

3 黒 褐 色 土 ローム粒・白色粒少量、炭化粒・焼上粒微量

4 黄褐色土 ロームプロック

SJ34 

1 黒褐色土ロームプロック

カマドは東壁のほば中央に設置されていたが、第11

号掘立柱建物跡の柱穴に破壊され、断片的に焼上が残

っていたのみてあった。ピットは 2本検出されている

SJ 3 2 

1 暗褐色 土締まり強ローム粒・焼上・炭化物やや多棗

2 暗褐色土締 まり強 1犀よりローム粒多量

3 暗褐色土締 ま り 強 ロ ー ム 粒 や や 多 量

SJ 3 2 カマド

1 暗 褐 色 土 ローム粒・白色粒少耐、炭化物粒微星、焼土プロック多塁

2 灰黄褐色土 粘上プロック＿丁体、焼土プロック・炭化物粒微最

3 灰黄褐色土 粘土プロソク主体、焼土粒・炭化物粒少量

4 黒 褐 色 土 ローム粒・白色粒・焼土プロック・灰贄褐色粘士プロソク少量

5 褐灰 色 上褐灰色粘上プロック主体、炭化物粒・焼上粒少凧

6 亦褐色 士焼上プロソク主体、カマト火床面

7 暗 褐 色 土 ローム粒・白色粒・炭化物粒・焼上プロック多量

8 褐 色 上ローム粒・白色粒多甘、褐灰色粘十ブロック・焼十．粒少量

9 黒 褐 色 七 ローム粒・白色粒・褐灰色粘上プロック・焼十．プロソク多星

IO 暗褐 色 土 ローム粒・白色粒少ほ、褐灰色粘Lプロソク多羅

2m 
----1160 

が、伴うか否かは不明て‘‘ある。

出土遺物はこ‘く少なく、図化てきたのは第54図42の

t師器襲のみてある。時期は不明確て‘‘ある。
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第53図 第31 • 32 • 34号住居跡出土遺物（I)
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第54図 第31 • 32 • 34号住居跡出土遺物(2)
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節16表 第31 • 32 • 34号住居跡出土遺物観察表

1番号 I 器秤 11 径 I脳高底抒 IIlfi ―,.焼成 色調 残存半 備 老
J

l 的台椀 （］4.0) I 6.31 7.7 I EHJ I 2 にぶし、黄柁 60 ISJ31・32No.5 ロク ロ 十師器 内黒 黒色は薄い

2 高台杯 11.0 I 4.71 6.5 I BEHJ I 3 桁 85 I SJ31 • 32 No. 4 ロクロ l師 器

3 高台椀 2. 2 I (7 4) I A EH J I 2 にぶい橙 25 I SJ31 • 32 ロクロ 十師器内 烈

4 I L:錘 l< (4.55) cm 贔大ffl.25cm 孔径0.35cm 王砧6.72 g SJ31 

5 土錘 長 5.15cm 品火径］．25cm 孔径0.'.lOcm 王絨1.80 g SJ31 

6 I Jイ、 03.4) I :l.6 I I ABC DE I 2 にぶし、橙 s I SJ31 • :i2 

。
ー

7

8

9

 

坪

坪

杯

杯

11 昇

12 坪

13 杯

14 須恵杯

15 須恵杯

16 須恵坪

17 多員恵椀？

18 須忠高台杯

19 須恵高台椀

20 須恵杯

(13 4) I 3. 7 I I ABC DE 

12. O I 3. O I (8. 6) I A EH J 

(11.0) I 3.0 I (7.2) I EH 

1

7

)

 

.

.
 0
 

3

2

,
J
 

（
 

)

)

、
1
,

0

0

9

 

．

．

．

 

2

2

9

 

1

1

 

（

（

（

 

(15 6) I 2.41 I ABCDE 

12. 6 I 3. 8 I 6. 6 I H I J 

(12.0) I 3.5 I (6.2) I EH  I J 

(12.0) I 3.2 I (7.8) I EH  I J 

1.51 (8.0) I ABHJ 

(16 0) I 6. 2 I (8. 2) I H I J 

15. 6 I 6. 3 I 8. 8 I E I-II J 

05. 0) I 6. 5 I (6. 8) I H I J 

7.31 7.7 IEHIJ 

4. 3 I (7. 6) I EH I J 

1. 6 I (9 0) I EH  J 

1. 5 I (7. 4) I E H I J 

21 須忠閲台椀 I15.6 

22 須恵高台椀

23 須恵高台椀

24 須恵高台椀

25 碩忠長頸瓶

26 須恵甕

27 須恵甕

28 灰釉陶器椀

29 甕

3() 甕

31 甕

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

甕

乖
云

甕

甕

應

？

・

甕

甕

亥

ユ

甕

40 台付甕

42 戦
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AEHJ 

AHJ 

BEHJ 

EHJ 

EHJ 

BEHJ 

4. 4 I (3. 7) I B D E H J 

2.31 3.4 I EHJ 

］柑：

2 橙

2 橙

2 にぶい赤褐

ABCDE I 1 にぶい怜

ABDE I 2 にぶい橙

l 黄橙

］灰

1 灰

1 灰

3 灰I,1 

1 灰

1)火

2 灰

1 暗青灰

2 褐灰

1 黄灰

1 灰

1 灰 80 I SJ31 • 32 No.2東金了・産か砂っぱい胎七

1 灰 15 I SJ31 • 32 No7産地イ＜明（東金了充か）

1 灰 20 I SJ31 • 32末野産

1 灰白 10 I SJ31 • 32東濃産

2 にぶしヽ褐 60 I SJ31 • 32 No. 1 SJ32カマドNo.l• 4 • 6 ・11・12 

2 橙 70 I SJ32カマドNo.2 • 4 • 11 • 12 

2 札豆 so I SJ32カマドNo.10• 13 • 14 

2 村登 40 I SJ31 • 32 No. 4 • 9 SJ32カマドNo.15

2 椿 15 I SJ32カマドNo.4

2 にぶし、質棺 60 I SJ31 • 32No」1• 13 SJ32カマド

2 にぶい橙 10 I SJ31 • 32 

2 （こふミし、，Jドネ易 20 I SJ31 • 32 

橙

棺

杓

2

2

2

 

10 I SJ31 • 32 

50 I SJ32カマドNo.3 

15 I SJ31 • 32 

10 I SJ31 • 32 

15 I SJ31 • 32 

20 I SJ31 • 32 

5 I SJ31 • 32 

90 I SJ32カマドNo.17末野咤

10 I SJ31 • 32末野産

10 I SJ31 • 32末野産

30 I SJ31 • 32本野光か

40 I SJ31 • 32木野庄

60 I SJ31。32SJ32カマドNo.5 • 8 • 18末野庄

30 I SJ31 • 32末野産

90 I SJ31 • 32 No.3木野在

80 I SJ31 • 32 No」2末野産

15 I SJ31 • 32末野産

50 I SJ31 • 32末野哨

20 I SJ31 • 32 

30 I SJ32カマドNo.7

65 I SJ31 • 32 

5.41 7.4 IDEHJ I 2 にぶい褐 80 I SJ31 • 32 No.6 

6.8 I I ABCDE I l 中登 5 I SJ34カマド

第35号住居跡（第55図）

第35号住居跡は、 B-4グリッドに位置する。遺構

の掘り込みが浅く、確認段階て既に床面は削平されて

おり、僅かにカマドのみが残存していた。遺構の形態0

規模等の詳細は小明てある。

カマドの主軸方向はN-83"-Eを示す。

カマドは壁を掘り込んて‘｀構築され、補強に使用した

と思われる片岩系の板石が、抽部とカマド南壁際に残

存していた。また、中央床面には石製支脚が据えられ

ていた。火床面は第 3層、 4屈は掘り方てある。

出七造物は少なく、図ポした 4点に留まる（第55図

1 ~ 4)。 1は甕て‘カマド内出土。 2 • 3はロクロ土師

器小皿てある。時期は11計紀前半と考えられる。
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第55図 第35号住居跡カマド・出土遺物
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SJ 3 5 カマド

1 黒 褐 色土締まり強焼土多凧

2 灰黄褐色土締まり強焼土・灰色粘土少泣

3 暗褐色土締まり強焼土少械

4 黒 渇 色 上締 まり 強 ローム粒斑状に多塁
0 10cm 

1 m 「__. I l •11 3 •---11 4 

l.30 0 5cm 

□ 

第17表 第35号住居跡出土遺物観察表

番号• 器種 II 径 料高 底径 胎 +, 焼成 色調 残存半 備 考

甕 (23 7) 16.8 AEHJ 2 橙 35 カマド¥/o.2

2 小Jlll (9 0) 1 8 ADE 2 にぶい黄橙 20 カマドロクロ土師器

3 小llll (9.4) 2.5 5 8 BEHJ 1 にぶい赤褐 65 カマドNo.11ロクロ十．師器

4 t錘 長 410cm 最火径120cm 孔径0.25cm 重是488 g にぶい橙

゜

第36号住居跡（第56図）

第36号住屈跡は、 D-3グリッドに位置する。第38・

39号住匡跡に住屈北東部を切られている。また、第 3

号掘立柱建物跡及び第46号十．堀とも重複し、本仕届跡

の方が祈しいものと考えられる。

平而形は正方形て、、、規模は長軸2,95m、短軸2.93

m、深さ 0.10mを測る。t軸方向はN-71°-Eを示す。

床而は緩やかな起伏をもつ。カマドは東壁の南端に

設置されている。燃焼部から焚口にかけては平坦て‘‘床

lhiと 1五lーレベルて紬く。燃焼部付近の床面は被熟して

いた。袖部は明確に検出されなかった。ピットは 1本、

上墟は 1基検出された。上墟は中世以降の所咋と思わ

れ、直接伴うものてはない。

出土遺物は少ない。図化てきたのは第57図25の十師

器杯のみてある。遺物の時期は 91仕紀代てあろうが、

遺構に帰属するか否かは不明てある。むしろ、カマド

の位沼や仕居形態、主軸方位から見ると、 10~11祉紀

頃の仕居と見ることもてきる。もし、そうてあれば36

→39→38号仕居跡の順に建て替えた可能性もあろう。

第37号住居跡（第56図）

第37号住居跡は、 C•D-3·4 グリッドに位置す

る。重複する第38号住居跡に切られていた。第39号住

居跡。第 3号掘立柱建物跡との新旧閃係は不明確て‘あ

るが、本住居跡の方が古い可能性がある。

平面形は長方形て‘‘、規模は長軸4.20m、短軸2.62

m、深さ 0.26mを測る。主軸方Ih]はN-92°-Eを示

す。床面は概ね平坦て‘あった。カマドは東壁の中央に

設置され、燃焼部は壁ラインを僅かに揺り込んて‘‘いる。

袖部は基部が僅かに残る程度て、はとんど流失してい

た。ピットは 2本検出された。

出土退物は土師器杯・椀 o llll。甕がある（第57図

13~24)。上師器坪は日縁部が内湾気味のものと直立タ

イプの北武蔵型杯が主体となり、皿・椀が伴う。覆土

出上遺物はより新しい一群が第38号住居跡、より古い
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第56図第36~39号住居跡
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SJ36 

1 暗褐色土焼土・焼土粒多量、焼土プロック少量

2 暗褐色土白色粒・ローム粒多量

3 暗褐色土褐灰色粘土プロック・焼土粒少屋

4 暗褐色土ローム粒・ロームプロック多量

SJ37カマド

1 黒褐色土ローム粒・白色粒微最、焼土粒少量

2 暗褐色 土 ローム粒・白色粒微量、焼七粒・灰色粘質土多量

3 暗褐色 t ローム粒・白色粒微量、焼土粒．灰色粘質土少量

4 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒微量b、焼土粒多殷、灰色粘質土少量

5 暗褐色土焼土・焼土プロック多量、炭化物少量

6 暗褐色土 ローム・ロームプロック多械、焼土少羅

7 暗灰褐色土炭化物、粘土少量（掘り方）

SJ38 

1 黒褐色土 ローム粒・白色粒微姶、焼上粒多星、粘質土プロックロック少吊

2 黒褐色土 ローム粒少械、白色粒微祉、焼土粒非常に多鼠

3 黒褐色土ローム粒多量、白色粒微置

4 黒褐色土ローム粒少最、白色粒微量

5 暗褐色土ローム粒多吊、白色粒微贔、焼土粒少屋

6 黒褐色 土 ローム粒多量、ロームプロック、白色粒・焼土粒微呈

7 黒褐色土ローム粒少呈、白色粒・焼土粒微量

8 黒褐色土ローム粒少量、白色粒微量、焼土粒多量

9 黒褐色土ローム粒少量、焼十粒多量、焼土塊

10 暗赤褐色土 ローム粒少量、焼土粒・焼七プロック非常に多量

11 暗褐色土 ローム粒多ほ、ロームプロック、焼土粒多母

SJ38Pitl 

1 黒褐色 士 ローム粒・白色粒多量、炭化粒、褐灰色粘土プロック微量

2 黒褐色七ローム粒・白色粒多量、炭化粒微量

3 にぶい黄褐色土 ローム粒・ロームプロソク・白色粒多量

4 暗褐色土 ローム粒・白色粒多星、炭化物・焼土粒少械

行。
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第57図 第36~38号住居跡出土遺物(!)
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一群が木住居跡に帰属するものと考えたが、大きな削

齢はないてあろう。 1上）出の時期は 8祉紀初頭前後と考

えられる。

第38号住居跡（第56図）

第38号住居跡は、 C• D -3 • 4グリッドに位置す

る。重複する第36• 37。39号住居跡、第 3号掘立柱建

物跡を切っており、重複追構群の中ては最も新しい。

平面形は縦長のに方形て‘ヽ、規模は長軸5.22m、短軸

3.09m、深さ 0.15mを測る。t軸方向はN-83°-Eを

示す。

床面は概ね平坦てある。カマドは東墜の南端に設阻

さね燃焼部は大きく壁を掘り込んて‘いる。また、その

先には細長く煙追が取り付いている。燃焼部のやや奥

まった位置に支脚を据えたと忍われる浅いピットが検

出された。壁溝は部分的に巡る。

ピットは 4本検出された。 Pit1は住居に伴うとず

れば貯蔵穴になるかもしれない。 Pit2~  4は柱穴て‘‘

はなかろう。

出上遺物は少ないが、セット関係は把握てきる。ロ

クロ土師器の椀皿類、羽釜、甕、小刑甕から構成され

第58図 第36~38号住居跡出土遺物(2)

28 

(1/3) 

る（第57図 1~12)。小皿は日径10cm程、底径 5~ 6  cm 

前後てある (1~5)。底部は日転糸切り。高台椀は内

面が磨かれ、黒色処理されるいわゆる内黒椀 (6• 8) 

と素焼きの椀（ 7• 9)がある。羽釜（10)は日縁部が

強く内傾する。小型甕（12) はロクロ整形後、胴部ド

半にヘラケズリが施されている。時期は10軋紀後半か

ら11世紀初頭てあろう。

第39号住居跡（第56図）

第39号住店跡は、 C。D-3グリッドに位阻する。

南西コーナ一部しか遺存していないため遺構の詳細は

不明て‘ある。重複遺構との新旧閃係は、第36号1主居跡

を切り、第38号住居跡に切られていた。第37号住居跡

及び第3号掘立柱建物跡との新ll::l閏係は不明てあるが、

本住居跡の方が新しい可能性がある。

平i面形は方形系と推定され、規模は長軸3.40m、短

軸1.76m （現在長）、深さ 0.15mを測る。主軸方向は

N-77°-Eを示す。

カマド・壁溝等の付属施設は検出されなかった。

出t遺物は全くなく、時期も明確にてきない。

29 

(1/3) 
30 

(1/3) 

31 

(1/3) 
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第18表 第36~38号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 十一 焼成 色調 残存奉 備 考

1 小Jrn. 10 3 2 4 6 1 
BEHJ I 2 

杓： 75 SJ38ロクロ上帥器胎土分析 4

: I 

小皿 10 4 2.6 5.2 HJ 2 にぶし、橙 95 SJ38 No.14ロクロ土帥器胎七分析 3

杯 3 2 ABCDE 2 枠 10 SJ38摩滅顕苫

坪 1 2 6 2 BEHJ 2 ）火褐 100 SJ38 No. 7 • 13 ロクロ上帥器

5 小1111 i 2 2 (5 6) ADEHJ 2 にぶし、橙 30 SJ38ロクロ土帥器

6 高台椀 (15 0) 6 0 8 0 BEHIJ 2 にぶし、黄橙 60 SJ38 No. 6 内黒ロクロ上師器胎上分析6

7 高台椀 3.5 8 () ADEHJ 3 橙 85 SJ38 No. 5 ロクロ上師器胎十分析5

8 高台椀 2.8 EHJ 2 にぶし、橙 90 SJ38 No. S 内黒ロクロ上師器， 高台椀 2 2 7.2 EHJ 2 にぶし、褐 90 SJ38 No 9 ロクロ上師悩

10 羽釜 (16 4) 6 5 EHJ 2 灰褐 15 SJ38カマドNo.3 II合土分析13
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番号 器秤 日径 器高 底径 胎 L 焼成 色訊l 残存半 備 ど

11 今琴柘 (26 0) 4.1 AEHJ 2 にぶし、杓 10 SJ38 

12 痰 (12 0) 7 8 EHJ 2 にぶし、褐 15 SJ38 :-lo. 1 ij合一r．うH斤11

13 J1; (13 0) 3 7 ABCDE 1 桁 20 SJ37 • 38 

14 杯 (13 0) 4 0' 2 杞 15 SJ37 • 38 

15 坪 (13 0) 3 3 EHJ 2 橙 15 SJ37 • 38 

16 坪 (12 4) 4 1 HJ 2 にぶし、橙 15 SJ:37 • 38 

17 坪 (12 4) 3 6 EHJ 2 棺 45 SJ37カマドNo1 

l 8 昇： 12 0 3 6 EHJ J r) 1こぶし、橙 70 SJ37カマド

19 坪 (13 0) 3 8 EHJ 2 1こぶし、赤褐 15 SJ37 • 38 

20 坪 05.0) 4.1 HJ 2 橙 15 SJ37 • 38 

21 椀 (21 0) 8 5 ADEI-IJ 2 椿 75 S]:37 No. 9 

22 ll!L (17 0) 3 8 EHJ 3 桁 60 SJ370lo 1 + SJ38 

23 I皿 (20 0) 1 6 ABCDE 1 明亦褐 10 SJ37 • 38 

24 甕 (22 0) 5.5 EHJ 2 橙 15 SJ37 No. 7 

25 坪 (12 0) 3 5 A 1 叫赤褐 10 SJ36 

26 坪 (13 0) 3 () ABCDE 1 橙 10 SJ37 • 38 

27 砥石 火 7.85cm 最大幅595cm )旱さ 430cm 重是16978 g SJ37 • 38 

28 十錘 K 5 40cm 最火径110cm 孔径025cm 重足491 g 没黄椿 SJ37。38

29 十錘 」,i:5.45cm 最大径110cm 孔径020cm 甫旦523 g 没黄柁 SJ37 • 38 

30 L綽 長 3.50cm 最大径100cm 孔径020cm 爪塁4.30g 没黄橙 SJ37 • 38 

31 上師乖 長 4.90cm 最大径145cm 孔径0.45cm 正焙9.43g 1こぶし、橙 SJ37 • 38 

第40号住居跡（第59図）

第40号1主屈跡は、 C•D-4 グリッドに位置する。

多数の退構と重複し、新1日閲係は第41・67・70号住居

罰を切り、第42号仕居跡が上面に乗っていた。第43号

仕居跡との新旧関係は不明確て‘あるが、本住居跡の方

が古いかもしれなし、0

西壁部は不明てあるが、平面形は歪んだ長方形と推

定され、規模は長軸3.32m（現在長）、短軸2.57m、深

さ0.05mを測る。主軸方rn]はN-43'-Eを示す。

カマドは東壁の南寄りに設置される。燃焼部は壁を

掘り込み、底面はほば平坦て‘ある。また、カマド前面

の床面ドから十撒が1基検出されている (SK1)。

出上遺物は少なく、土師悩坪（第60図 1。2)、甕

(12)、須恵器杯 (6)、高台椀 (7~9)、皿（ 4)、高

台皿（ 5) 、—+製紡錘車 (16) がある。 1上）ふ］の時期は 9 計

紀後半に位置づけられる。

第41号住居跡（第59図）

第41号住居跡は、 C。D-4グリッドに位置する。

第40号住居跨の｝木1{li下から検出された。第40・42。43・

44 • 67 • 70号住居跡と重複している。第70号住居跡と

の祈旧関係は小明てあるが、他の仕届跡よりも本住居

跡の方が古い。

非常に小塑の住居跡て‘平面形は正方形。規模は長軸

2.20m、短軸1.93m、深さ0.08mを測る。主軸方向は

N-67S-Eを示す。

カマドは東壁の中央に設置されているが、遺存状態

が悪く詳細は不明てある。

確尖に伴う出土遺物はなく、第60図10の須恵器蓋が

その可能性をもつのみてある。時期は不明てある。

第42号住居跡（第59図）

第42号住居跡は、 C•D-4 グリッドに位置する。

第40• 41。43• 44。67• 70号住居跡と重複するが新旧

閃係は不明な点を残す。

揖り込みが浅く西壁付近が不明てあるが、平面形は

長方形と推定され、規校は長軸4.17m、短軸3.25m、

深さ0.02mを測る。主軸ガ向はN-84°-Eを示す。

カマドは東既の南寄りに設置される。燃焼部は璧を

掘り込み、底Ihiは被熟していた。

ピットは検出されず、壁溝は北壁を中心に部分的に

巡っていた。

出土退物はロクロ土師器の高台椀（第60図 3.

15)、詞釜（13)、甕（14)、灰釉陶器椀（11)が本住届跡に
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第59図 第40~44号住居跡
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SJ40 

1 暗赤褐色土 炭化物少量（燃焼部底面？）

2 暗 褐 色 土 硬 質

3 暗褐色土青灰色粘土（床下土壊）

SJ 4 1 

1 暗褐色土焼土・焼土粒少量、灰褐色粘土多敷

2 暗褐色土 ローム・ロームプロック・焼土多撼

SJ42 

1 暗褐色土焼土・焼土粒少凩

2 暗褐色土焼土・青灰色粘士プロック少量

3 暗 褐 色土 ローム・ローム粒・焼土・炭化物少量

SJ43・44 

1 暗 褐色七 ローム粒・焼土粒少址

2 暗 褐色土 ローム粒・ロームプロック・焼土少呈

3 暗 褐色土 ロームプロック・炭化物少塁、焼土・焼土プロック多量

2m  
--"41:60 

伴うものと考えられる。

第43局住居跡は、

ロクロ土師器高台椀（ 3) は

内面に丁寧なヘラミガキが施されるが、内黒処理は施

されない。灰釉陶器椀（11)は東濃産て‘‘、灰釉は漬け

掛けと思われる。大原 2号窯式から虎渓山 1号窯式期

段階のものてあろう。住居の時期は10世紀前半～中頃

と考えておきたい。

第43号住居跡（第59図）

C•D-4 グリッドに位置する。

第41• 44 • 67 • 70号住居跡を切り、第42号住居跡に切

られている。第40号住居跡との新旧関係は不明確て‘あ

るが、本住居跡の方が新しい可能性がある。

平面形は長方形て‘‘、規模は長軸3.36m、短軸2.49

m、深さ0.21mを測る。主軸方向はN-90'-Eを示

す。床面は概ね平坦てある。カマドは検出されなかっ

たが、第41号住居跡の上面に粘土塊が残存しており、

あるいはカマドの一部て‘‘あったかもしれない。いずれ

にせよ東壁部に設置されたものてあろう。

ピットは 1本検出されたが柱穴にはならない。壁溝

は全周する。

出土遺物は土師器坪（第61図 1~4)、甕(10.

11)、須恵器高台椀 (6~8)がある。第61図12も本住

居跡に伴うか。時期的には10世紀初頭前後に位置づけ
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第60図 第40~42号住居跡出土遺物
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第61図 第43• 44号住居跡出土遺物
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られよう。

第44号住居跡（第59図）

第44号住居跡は、 C•D-4 グリッドに位置する。

重複する第42• 43号住居跡に切られている。

平面形は長方形と推応されるが、東舷～南既部にか

けては明確に検出て‘‘きなかった。規校は」＜軸5.06m、

短軸1.07m（現在k)、深さ 0.17mを測る。主軸方向は

N-89°-Eを示す。

第19表 第40• 42号住居跡出土遺物観察表
釆HIり勺ム 器種 II 径 命99 9 9 古回 底径 胎 上 焼成

1 坪 12 5 3.7 HJ 、.)1 

2 坪 (12 2) 4.1 ABCDE 1 

3 高台椀 (15 4) 5 () (8.4) EHJ 2 

4 須恵LLLL (14.0) 2 2 HJ 1 

5 須恵高台皿 12 9 2.9 7.5 HJ 1 

6 須忠坪 13.6 4.0 6 5 BE I 1 

7 須忠高台椀 (15.0) 6.8 (8 0) HJ 1 

8 須恵椀 (14 0) 3.6 HJ l ， 須恵椀 (17 0) 6.6 HJ 1 

10 須恵蓋 HJ ］ 

11 灰釉陶器椀 1. 7 (6.0) H 1 

12 甕 (20 2) 4.2 BCDE 1 

13 羽釜 (22 0) 4.3 ABEHJ 2 

14 甕 (14 8) 11 4 HJ 2 

15 高台椀 1.6 7.6 HJ 2 

カマドは検出されなかった。ピットは 4本存在する

がし、すれも直按伴うものてはない。

確実に帰屈する出上遺物は不明確て‘ある。第61図5

はおそらく第42号住届跡に帰属するてあろう。 9• 13・ 

14が僅かに本住居跡に伴う可能性があるが、時期を特

定てきない。時期は 9机紀、またはそれ以前とするに

留めたし ‘o

色調 残{I率 備 ぢ
橙 90 SJ40 No. l 

杓‘ 10 SJ40 

にぶい黄褐 45 SJ42 No.11 ロクロ上帥器

灰黄褐 15 SJ40 

暗灰 100 SJ40 Nol5末野rif:

灰黄褐 85 SJ 40 l'io.18末野産

灰黄褐 30 SJ 40 No.17本野産

灰口 15 SJ40 No. 2 木野庄

灰 40 SJ40 No. 3 末野此

灰 30 SJ40~42転用硯と思われる猿投産か

灰［l 15 SJ42束濃庄大原 2号～虎沢山 1号窯式

にぶい赤褐 15 SJ40 

橙 10 SJ42 

にぶt、7)J・；褐 40 SJ42 No. 3 • 8 

浅黄橙 90 SJ42 No. 2 ロクロ土師脳

16 上製紡錘車 縦5.10cm 横530cm ／げさ 1.55cm 孔径070cm 重話55.92 g にぶい褐色 SJ42 No.16 

第20表 第43• 44号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 II 径 器高 底径 胎 l上一 焼成

1 坪 (12 0) 3.2 DEHJ 2 

2 坪 (14. 0) 4 3 DEHJ 2 

3 杯 (1 3. 6) 3 7 DEHJ 3 

4 杯 (11. 8) 4 1 5 () DEH 2 

J 「 小皿 (9.2) 2 5 7 7 BDEHJ 2 

6 碩恵高台坪 (13 6) 6 0 6 6 AEHJ 2 

7 碩忠坪 (14 0) 5.3 BEHJ 2 

8 姐忠坪 2 9 6 2 HJ 1 ， 須恵杯 1.1 (8 0) EI-! J 1 

10 坑上＜石 (IS. 0) 5 6 DHJ 2 

11 珈土＜ (18 0) 5 8 EHJ 2 

12 甕 7 5 3 4 EHJ J 9 

13 支脚 IIJ 2 

14 甕 2.6 4 4 EHJ 2 

第45号住居跡（第62図）

第45号仕居跡は、 B-4、c-4 • 5グリッドに位

四する。重複追構の新1日関係は、第46• 47号仕居跡を

切り、第49号住居跡に切られている。第46号住居跡と

色調 残存半 備 考

にぶい橙 60 SJ44 

橙 40 SJ43 

にぶし、橙 20 SJ44 

にぶい赤褐 30 SJ43 • 44 

橙 80 SJ44 ロクロ上帥器

褐灰 60 SJ43 No. 6 

灰褐 30 SJ43 

灰黄褐 100 SJ43 

灰 20 SJ44 

桁 15 SJ43 

にぶし、杓 15 SJ43 

にぶし、橙 60 SJ44 

灰褐 30 SJ44 

楕 60 SJ44 

は主軸が一致し、南壁を共行することから直接的な建

て替えと考えて良かろう。

平面形は横長方形て、規校は長径4.44m、短径3.70

m、深さ 0.20mを測る。主軸方向はN-2 °-Eを示す。
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第62図 第45~47号住居跡

門

"I 

D □P4- rs 

｀
 

SJ45 

E

l

 

F 

口

ミ、ロ
,, 

/j)，タシ＇99/ 

,, □_, 
9,',', 

ー・

054.50 

E 

／― /ゴジニニニニニニ二ニ芸――二2
' , 9  9 9 ,  9 9 ,',  9 ク9 9 ,  /, 9 ,s, 9 :,/;,  / 9 / 

F_  

可 町 ()| 

-D SJ45 

1 烹褐色上締まり強ローム粒・焼I：やや多贔

2 暗褐色十ローム粒微塁

3 褐 色 土ロームプロソク微塁

SJ 4 5 カマド

1 褐 色 上 ローム哀打・白色粒多是、焼上粒・炭化粒微塁

2 にふい蔽褐色十 ローム粒・白色粒微塁、焼上粒少吊

3 にぶい芦褐色土 ローム粒・白色粒多慨、焼ヤ粒微旦

4 暗赤褐色上赤褐色焼上プロック

5 にふい黄褐色上 ローム粒・白色拉多鼠、炭化物・焼上粒少量

SJ46 

1 烹喝色十 コーム粒やや多量、焼上少塁

2げ。
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床面はほば平坦てある。南煎際の床面には白色帖土

塊が広がっていたが、性格は小明て‘‘ある。 カマドは北

様のほば中央に設置され、燃焼部は壁を掘り込んて‘‘い

る。ピットは 8本検出された。 Pit1~ 4は規則的に配

置されるが、深度が浅く主柱穴となるか否か不明て‘ぁ

る。壁溝は全周する。

された。

そのはか、床下土堀が1基検出

出土遺物は少なく、重複する第46• 47号住届跡と混

在ずるものがある （第63図）。第63図3・10・14~16・ 

23が本住居跡出上の遺物て‘ある。 その他、 5 • 19が第

第63図 第45~47号住居跡出土遺物
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46号住居跡出上の破片と接合している。 10の須恵器杯

は底部回転ヘラケズリが施される平底風の末野産の坪

てある。 14• 15の壺は同一個体と思われ、頸部と屑部

に雑な波状文を巡らせている。末野産か。時期は不明

確て‘あるが、 7惟紀後半～ 8憔紀前半の遺物て‘‘占めら

れている。 8憔紀前半と考えておく。

第46号住居跡（第62図）

第46号住届跡は、 C-4•5 グリッドに位置する。

第45号仕居跡に切られており、本住居跡から第45号住

居跡に建て替えられたものとぢえられる。また、第11

号掘立柱建物跡と重複している。新旧関係は不明確て‘‘

あるが、掘立柱主建物跡の方が新しい可能性が高い。

大寄 I区

出上遺物は少なく小片が多い。第63図 1• 2 • 4 • 

6 • 8 • 11。12・17・18等が本住居跡出士遺物てあ

る。 11は湖西産の杯Gと思われる。第45丹住居跡との

関係からみても 7祉紀後半～ 8椎紀前半頃の住居跡と

考えられる。

第47号住居跡（第62図）

第47号住居跡は、 C-4•5 グリッドに位置する。

第45号住居跡床面下から検出された。南西部は第49号

住居跡に切られており、詳細は不明て‘‘ある。

平面形は正方形と推定され、一辺2.85m前後の小型

の住居跡と考えられる。主軸方位はN-50°-Eを示

す。

平面形は横長方形て‘ヽ、規模は長径5.09m、短径3.94

m、深さ 0.04mを測る。主軸方向はN-2°-Eを示す。

床面は既に削平され、辛うじて壁溝が残るのみてあ

る。カマド等の付属施設は検出されなかった。

カマドは北壁の東寄りに設置され、第45号住居跡の

カマドと重なっている。ピットは 2本検出されたが、

柱穴とはならないてあろう。

第21表 第45~47号住居跡出土遺物観察表

番り二 器種 II 径 9h屯',.I白nJ― 底 径 胎 上 焼成

1 坪 (13 0) 2.3 ADE 2 

2 坪 (1 1. 7) 2.7 ABCDE 1 

3 坪 18.0 3.3 ABCDE 1 

4 抒 (12 8) 3 2 HJ 2 

5 杯 (13 6) 3 2 EHJ 2 

6 坪 (15.0) 2.1 ADE 2 

7 坪 (16 0) 2.5 HJ 2 

8 鉢？ (16 8) 6.7 EHJ 2 ， 鉢 (23 0) 10.5 AHJ 2 

10 須恵杯 (12 0) 3 0 (8 0) EI 1 

11 姐恵坪 1. 5 (3.8) HJ 1 

12 珀忠i＜頸瓶 4 4 H 1 

13 須恵拉頸瓶 4.8 H 1 

14 須恵壺 HJ 1 

15 須恵壷 H 1 

16 須恵甕 EH I J 1 

17 珈式 (18.0) 5.0 EH J 2 

18 壺 (17.4) 18 5 HJ 2 

19 壺 5.5 (5.2) DEHJ 2 

20 甕 2 3 4 8 EHJ 2 

21 坑上f｛ (21. 6) 2 3 HJ 2 

22 台付甕 2 8 HJ 2 

出土遺物は第45• 46号住居跡と混在するため、確実

に帰属するものを抽出てきない。時期は 7祉紀後半

~ 8惟紀前半以前とするにとどめたい。

色調 残存率 備 考

橙 10 SJ46 

にぶし、褐 10 SJ46 

にぶい橙 15 SJ45 

にぶい赤褐 20 SJ46 

橙 30 SJ45. 46 

橙 10 SJ46 

橙 10 SJ45~47内面放射状暗文

にぶい赤褐 40 SJ46 

にぶい赤褐 30 SJ45~47 

褐灰 15 SJ45木野光

灰 30 SJ46湖西産

灰fl 30 SJ46秋間産か

灰白 50 SJ45~47外面自然釉付着

灰白 破片 SJ45未野庄か 15と同一個体

灰 破片 SJ45末野産か 14と同一個体

灰 破片 SJ45木野充

橙 10 SJ46 

にぶい赤褐 60 SJ46 

灰黄褐 15 SJ45 • 46 
にぶし、褐 60 SJ46 

にぶい橙 10 SJ46混人

にぶし、橙 80 SJ46混入

23 上錘 長 5.80cm 最大径1.65cm 孔径035~0.45cm 重羅12.08 g 灰黄褐 SJ45 

第48号住居跡（第64図） 51号住居跡と重複し、本住居跡が新しい。

第48号住居跡は、 C-5グリッドに位置する。第49・ 平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.36m、短径2.82
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第64図 第48~51号住居跡
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1 黒褐色土 口＿ム粒・焼上粒・火山灰微泣

2 暗褐色土 焼土粒微呈、火山灰少塁

3 暗褐色土 焼土粒微呈、火山灰少控

4 黒褐色土 ローム粒・焼t粒微冦

5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒多址

6 褐灰色土 粘土粒・焼土粒少塁

7 熱褐色土焼土微星、灰層

8 暗褐色土 ローム粒・少呈、焼土粒・炭化粒微品

9 褐色土 ローム粒微呈、焼土粒多塁

10 暗掲色土焼土粒少呈

]]氾色上口＿ム粒多星

］ユ 哨褐色．L ロームフロソク多泣

SJ 4 9 

1 黒褐色i一 ローム粒・焼土少址

2 虚渇色土 ロ一ーム粒・焼＿しやや多呈

3 里褐色J- '尭J-2園より少畠

4 、弓褐色上 口＿ム粒・焼土少泣

5 掲色土ロームプロソク

6 黒掲色土 ローム粒・焼士徴届

7 黒褐色1ー ローム粒・焼土多揺、ロームプロック少藁

8 黒祀色十 ロームプロック多醤（上向に鉄滓を多く{J1エ）

SJ 4 9 カマ汀II

1 暗屯色・ピ 焼土粒多泣、焼上プロック・灰褐色粘 1少 星

2 灰渇色土 ローム粒多泣、焼し粒少呈

3 用色 1 ロームプロック（抱り方）

SJ 5 0 

1 暗褐色士 口＿ム粒・焼上．t尭＿1フロソク少呈

2 暗褐色土 ローム拉・ロームプロソク多並（揺り方埋_c)

SJ 5 1 カマは

1 暗渇色土 ロームプロック・焼土プロック・粘土フロック

2 屯色土焼上粒，粘Iプロック

3 褐 色 土 l占＿lプロック・屯色プロソク
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m、深さ 0.13mを測る。t軸方1h]はN-4'-Eを示す。

床面は 2枚あり、最終床伯iはあまり硬化していなか

った。第12附が貼／木屈て‘ヽ、その下部は堅く締まってい

た。カマドは北既のほば中央に設置されている。燃焼

部から婢道部にかけては拡鉢状に凹む。第 5層上面が

火床面に相当するものてあろう。ピットは 3一本検出さ

れたが、造構に伴う可能性は低い。壁溝はカマド南側

に一部途切れる箇所がある。

出上遺物は少ない。土師訊坪と甕、須恵悩甕が検出

され、杯類は小片が多い。第65図10~12の土師器甕が

比較的遥存率が高いが、 12は重複する第49号住居跡力

マドの退物とも接合している。時期的には 8世紀前半

てあろう。

第65図 第48号住居跡出土遺物

大寄 I区

第49号住居跡（第64図）

第49号仕店跡は、 C-4。5グリッドに位置する。

南壁部て壁溝が 2重に巡り、建て替えたことが確認て‘‘

きる。建て替え廿りを第49a号住届跡、建て賛え後を第49

b号住居跡とすると、覆上の状態から第49a号住居跡

→第49b号住居跡に拡張されたことが判明した。重複

遺構との新旧関係は、第45• 4 7 • 50 • 51号住居跡を切

り、第48号住居跡・第31号t墟に切られていた。

第49a号住居跡の平面形は正方形て、規模は長径

4.06m、短径3.63m、深さ 0.15mを測る。第49b号1主

屈跡の規模は長径4.59m、短径4.06m、主軸方向は

N-14°-Eを示す。

カマドは北壁の東寄りに設置され、燃焼部は壁を切
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第22表 第48号住居跡出土遺物観察表

釆田ゲJ• 器稲 11 径 益9999 -r白ぃ1― 底 径 胎 t 焼成

1 坪 (12 0) 3 1 EHJ 2 

2 杯 (13 0) 3 4 EHJ 2 

3 杯 (13 0) 3 1 EHJ 2 

4 坪 (12. 0) 2.0 CDE l 

5 坪 13.0 2.6 ABCD 2 

6 坪 (13. 2) 2.1 BCD 1 

7 杯 (14. 0) 3.3 EHJ 2 

8 坪 (17. 0) 4 3 DEHJ 2 ， 坪 (16.0) 2 1 DEHJ 2 

10 珈式 (21 0) 14 6 DEHJ 2 

11 甕 (21 0) 11 2 ABEHJ 2 

12 甕 21.4 28.5 (4.8) BDEHJ 2 

13 須恵甕 BH I J 1 

14 須恵甕 BH I J 1 

り込んて‘‘いる。

ピットは壁に掛かって 2本検出されたが、伴うもの

てはない。璧溝は東壁中央を除いて全周する。

出土遺物は上げ交的まとまっている （第66図 l~20・ 

22~25)。七師器坪・皿・甕・壺、須恵器坪・甕などの

器種がある。 5• 7の土師器坪、 14の須恵器杯が時期

決定の目安となろう。土師器坪は北武蔵型が主体て‘、

第23表 第49• 51号住居跡出土遺物観察表

釆m駐J 器 種 ロ径 益＂＇！ーr山m1― 底 径 胎 十← 焼成

1 坪 (11 6) 3 0 HJ 2 

2 坪 11.8 3 1 EHJ 2 

3 杯 (12 0) 3 6 DEHJ 2 

4 杯 (12 0) 4 1 AEHJ 2 

5 坪 14.4 3.7 DEHJ 2 

6 坪 (13.0) 2 7 DEHJ 2 

7 杯 14.0 3 4 EHJ 2 

8 杯 (14. 0) 2.8 EHJ 2 ， 皿 (13.8) 2 4 EHJ 2 

10 llI1 (15 0) 3 2 DEHJ 2 

11 坪 15 0 4 3 ABCDE 1 

12 杯 (16.0) 5.0 DEHJ 2 

13 杯 (17 0) 5.3 EHJ 2 

14 碩恵坪 14.8 3.3 9 6 FHJ 1 

15 甕 (20.0) 6.0 DEHJ 2 

16 壺 20 8 7 2 BDEHJ 2 

17 r皿Tir̂▲ 書 2.8 8.0 BEHJ 2 

18 甑 2 4 10.0 ABCDE 1 

19 壺 4.8 (8.8) DEHJ 2 

20 須恵甕 3.6 (18. 0) FHJ 1 

21 坪 (13 2) 3,3 ABD 1 

22 須恵高台杯 1 6 6 5 EH I J 1 

23 台付甕 4.9 EHJ 2 

色調 残存率 備 考

橙 10 

にぶい褐 20 

にぶい橙 15 カマド

橙 5 

にぶい黄褐 10 

にぶい黄褐 10 

橙 20 カマド

にぶい褐 30 カマド

橙 10 

橙 20 

橙 80 

橙 80 SJ48 • 49カマド

灰 破片 木野産 12と同一個体

灰 破片 末野産 11と同一個体

体部上位は無調整、腰部以下を削るタイプが主体てあ

る。 14は南比企産の杯て‘‘、底部は回転糸切痕を中心部

に残す他は、底部と体部下端を輻広く削っている。ロ

径14.6~14.8cm。22・23は明らかな混入てある。その

ほか、編物石 (25)が5点まとまって出上した。時期

的には 8祉紀前半てある。

色調 残存半 備 考

にぶい赤褐 40 S]49 

にぶい赤褐 55 SJ49 NolO S]48と按合

橙 30 SJ49 

橙 40 SJ49 

橙 80 SJ49 No. 5 

にぶい橙 15 SJ49 

にぶい橙 90 SJ 49No.2 • 6 • 12S 

にぶし、橙 20 SJ49 

にぶ＼、褐 60 SJ49 No. 9 • 14 

にぶい褐 30 SJ49 

橙 10 SJ49 

にぶし、橙 20 SJ49 

にぶし、橙 40 SJ49 SJ46と按合

灰臼 85 SJ49 No. 8 南比企産

にぶい橙 15 SJ49 

にぶい赤褐 60 SJ49 

にぶい褐 100 SJ49 No. 7 

橙 30 SJ49 

橙 60 SJ49 No.12 

灰 10 SJ49 No.13南比企産

橙 10 SJ51カマド暗文

灰 100 SJ49未野産

にぶい黄橙 15 SJ49 

24 上錘 K 7.40cm 最大径2.15cm 孔径045cm 重撼3009 g )仮黄褐 SJ49 
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第66図 第49• 51号住居跡出土遺物
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第50号住居跡（第64図）

第50号1主居跡は、 C-4•5 グリッドに位置する。

第49号1主居跡、第31号上横と重複し、本仕lけ跡が最も

古い。

小型の住届跡て‘‘通常の住居跡と同様に扱うのは難し

いかもしれない。平面形は正方形て、規模は長径1.69 

m、短径1.14m（現在長）、深さ 0.17mを測る。主軸方

向はN-68"-Wを示す。

床前は平坦て‘ある。カマド・ピット等の付属施設は

検出されなかった。

遺物は検出されず、時期は不明て‘‘ある。ただ、重複

する第49号1上居跡との関係から 8枇紀前半以前とい

う限定はてきる。

第51号住居跡（第64図）

第51号住居跡は、 C-5グリッドに位置する。カマ

ドとその周辺が遺存するのみて‘‘詳細は不明てある。重

複遺構との切り合い関係は、第49号住居跡に切られて

いた。第13号掘立杜建物跡との新旧関係は不明確て‘あ

るが、本住居跡の方が祈しい可能性がある。

平而形は横長方形て‘ヽ、規模は長径1.99m、短径0.84

m（現在長）、深さ 0.10mを測る。主軸方向はN-128°―

Eを示す。

カマドは東壁に設置され燃焼部は壁を僅かに切り込

んて＼ヽ る。

出土遺物は非常に少なく、図化て‘‘きたのは第66図21

の暗文坪 1点のみてある。第49号住屈跡との関係から

見てもおそらく遺構に伴うものてはない。本住居跡は

第49号住届跡と主軸がほぱ直交することから、本米第

49a号住居跡のカマドと考えた方が矛盾無く理解てき

るかもしれない。

第52号住居跡（第67図）

第52号住居跡は、 B-5グリッドに位置する。北半

部は調査区外に延び、遺構の詳細は不明て‘ある。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.llm、短径2.65m

（現在長）、深さ 0.05mを測る。主軸方向はN-49°―

Wを示す。

床面は平坦て‘‘堅く締まっていた。カマドは検出され
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第67［ヽ:xi 第52号住居跡。出土遺物
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なかった。ピットは 3本検出されたが、伴うか否か不

明てある。

出上遺物は非常に少なく、図化て‘‘きたのは第67図 1

の上師器杯のみて‘‘ある。

第67図 1は土師器杯て推定口径12.0cm、胎土に石

英、 I』石、角閃石を合み焼成は普通。明赤褐色て‘‘残存

率は約10％てある。

出土土器の時期は 8世紀前半と思われるが、住居跡

に帰属するか否かは不明て‘ある。

第53号住居跡（第68図）

第53号住居跡は、 C-5グリッドに位置する。第13

与掘立柱建物跡と重複し、本住居跡の方が新しいもの

と考えられる。掘り込み自体が浅く、床面は削平され

ていた。カマドのみ残存していたため遺構の詳細は不

明てある。カマドの主軸方向はN-107°-Eを示す。

カマド燃焼部の壁面と底面は良く焼けて被熱してい

た。悼道部は燃焼部と段差無く連続し、先端部はピッ

ト状に窪む。

出上遺物は少なく、土師器甕（第68図 l) とロクロ

土帥器小皿（ 2• 3)がある。時期は11机紀中葉頃と

考えておきたい。
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第68図 第53号住居跡カマド・出土遺物
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第24表 第53号住居跡出土遺物観察表

番砕

1

2

3

 

器種 日径 益nn 古回

甕 (28 0) 10. 7 

小皿 (9.0) 2.0 

小皿 1.5 

底径 I 胎 上 I焼）Jい色調 I残存率 備 考

BEHJ 

(4.0) I EH 

4.2 I EH 

2 橙 25

3 にぶい橙 25 ロクロ土師器

100 ロクロ七師器

第54号住居跡（第69図）

第54号住居跡は、 C-1•2 グリッドに位置する。

北壁部は第 1号住屈跡を切っている。第55号住居跡と

重複し、西墜を共有し、主軸が直交することから第55

号住居跡→第54号住居跡に建て替えられたものと考

えられる。小型の住居跡て、平面形は正方形。規模は

長径3.0lm、短径2.79m、深さ0.15mを測る。主軸方

向はN-10°-Wを示す。

床面は起伏があり一定しない。埋上は自然堆柄てあ

ろうか。カマドは北壁のほば中央に設置され、燃焼部

は壁を切り込んている。墜溝は部分的に検出されたの

みてある。

出上遺物は土師器坪（第69図2)と脚付盤（ 4)、須

恵器甕（ 5）がある。上師器坪は丸底てゞ、日縁部近くま

て‘削り込んている。脚付盤はロクロ整形てある。胎土・

焼成は上師器てあるが、器肉部はサンドイッチ状に還

元部がみられる。須恵器甕は外面擬格子II[]き、内面青

海波文当て具瞑が残る。時期は不明確な点もあるが、

土師器杯から 6世紀後半～末頃と捉えておく。

第55号住居跡（第69図）

第55号住居跡は、 C-1• 2、D-1グリッドに位

置する。本住居跡から第54号住居跡に建て替えられた

ものと推定される。

平面形は長方形と思われ、規模は長径2.50m、短径

1.64m（現在長）、深さ 0.15mを測る。主軸方向はN-

85°-Eを示す。

カマドは東壁に設置されていた。ピットは 2本検出

されたが、いずれも直接伴うものてはない。

出上遺物は土師器杯が2点あり（第69図 1• 3)、い

ずれもカマド内から出土した。 1は模倣坪か。 3は有

段口縁杯て‘ある。

住居跡の時期は不明確だが、出土遺物と遺構の切り

合いを考慮して、 6世紀後半代と考えておく。
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第69図 第54• 55号住居跡・出土遺物
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第25表 第54• 55号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 仕"qil--I;n_,J — 底径 胎 七 焼成 色調 残{f亭 備 考

1 坪 (13 2) 2 5 ABCD 1 褐 10 SJ55カマド

2 杯 (14.0) 3 8 H 2 黒褐 30 SJ54 

3 杯 (14.0) 4 1 HJ 2 にぶい赤褐 15 SJ55カマド

4 脚付盤 3 2 6 6 DEHJ 2 にぶい黄橙 80 SJ54 

5 狽恵甕 HI J 1 青灰 破片 SJ54末野産

第56号住居跡（第70図）

第56号住居跡は、 C•D-1 グリッドに位置する。

重複する第57号住居跡に南壁部を切られている。ま

た、西壁部は調査区外に掛かっており、遺構の詳細は

不明てある。

平面形は北壁部に歪みがあるが、正方形と推定され、

規校は長径6.09m、短径5.29m、深さ0.06mを測る。

主軸方向はN-53'-Wを示す。

床面は概ね平坦てある。カマドは調査区内には存在

しない。ピットは14本検出された。 Pit1 • 3は主柱穴

に相当しようか。

土堀は 1基あり、上面に土器が乗っていることから

床下土堀、または掘り方の一部てあろう。壁溝は東壁

部を中心に巡るが全周はしない。

出土遺物は比較的まとまっている（第70・71図）。第

70図 l~ 4は有段口縁杯、 7は高杯、 8 ~12、16• 17 

はK胴甕、その他壺（13)と甑（14・15)がある。床面や

ピット内から出土したものが多い。 5。6は混人品。

有段口縁杯は口径が比較的大きく、稜もしっかりした

ものてある。高杯も和泉期以来の系譜を引くものては

ない。甕は胴部の張りが弱いタイプが主体て‘‘ある。

時期的には古墳時代後期、 6槻紀後半～木葉前後に

位置づけられよう。
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第70図 第56号住居跡・出土遺物(I)
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第71図 第56号住居跡出土遺物(2)

／
 

ロ
-

]

 

＼
 □]し

パ',↑

――
 

＼
 

I / 

゜

一

一

'

|

t

□

了

9ー
[
|
-
—
,

L

'

]

 

，
 
．．
 

，
＇
l
|
ー
）
，
．
，
＇
了
＇
’

I

-

I
I
/
 

~
~
 

13 

二，8

(1/2) 

--------―三~

ー
10 

ー」 15 

-94-



大寄 I区

第26表 第56号住居跡出土遺物観察表

番乃 器柾 fl 径 器高 底径 胎 1 •. 焼成 色調 残仔率 備 考

1 杯 (13.6) 4 0 EHJ 2 黒褐 15 No. 2 内外面黒色処埋

2 材 (13 2) 4 0 EHJ 2 橙 45 ピット 1

3 坪 (13.6) 4.1 EHJ 2 黒褐 30 No. l 内外面黙色処坪

4 坪 (12 6) 4.4 HJ 2 にぶい赤褐 15 No.14 

5 抒、 (13.0) 3 5 EHJ 3 にぶい橙 20 

6 須恵高台坪 2 5 (7 3) B EH I J 1 灰白 40 木野元

7 高坪 (18 0) 15.6 (13.6) HJ 3 にぶし、橙 50 

8 畿 18 8 11.3 B EH I J 2 にぶい赤褐 60 No.7 ， 碓ー氏： (21.0) 27 6 BEHJ 2 にぶい赤褐 40 No.10 

10 甕 (22 2) (38) (7.0) BEHJ 2 にぶい橙 60 底部木菜痕

11 甕 (20.0) 5.2 BEHJ 2 にぶい橙 10 

12 甕 19.2 8.9 AEHJ 2 橙 80 No.5 • 6 

13 壺 (17. 0) 14 8 EHJ 2 にぶい赤褐 40 

14 甑 (20.0) 10.0 BEHJ 2 にぶい橙 45 

15 甑 (27 0) 34.4 (9.8) AEHJ 2 橙 40 No.13 

16 甕 4 5 6 0 DEHJ 2 にぶい赤褐 50 底部木葉痕あり

17 珈ュベ 12 3 6.0 EHJ 2 橙 60 底部木葉瓶あり

18 日F 直径1.5cm、孔径0.25cm、)厚さ 1.0cm 重量326 g 滑石製

第57号住居跡（第72図）

第57号住居跡は、調査区西北部のC•D-1 、 D-

2グリッドに位置する。重複遺構との新1日関係は、第

56号住居跡を切り、第58号1打呂跡に切られている。

平面形は正方形て、規校は長径4.29m、短径3.90

m、深さ 0.15mを測る。主軸方向はN-45°-Wを示す。

床面は概ね平坦て‘‘、中央部付近が堅く締まっていた。

カマドは検出されなかった。第58号住居跡に破壊され

たものか。ピットは 7本あり、柱穴配置は不明て‘ある。

Pit 4は貯蔵穴かもしれない。

出士退物は少ない（第72図）。土師器杯・甕．鉢．

椀、砥石・編物石がある。編物石（9)はPit3の周

辺に191固、列状に並んだ状態て出上した。時期は、長

胴化の進んだ甕（ 2) と模倣杯（ 6)の形態から 7世

紀前半頃と考えておく。

第27表 第57号住居跡出土遺物観察表

釆田巧＇’̂ 器種 11 径 丘ロロf古回 底径 胎 上 焼成

1 鉢 (20 0) 8 8 DEHJ 2 

2 甕 21. 6 22.1 BDEHJ 2 

3 椀 (18 0) 6 1 EHJ 2 

4 椀 ( 9  6) 8 2 EHJ 2 

5 杯 (13 0) 4.3 EHJ 2 

橙

橙

橙

橙

橙

第58号住居跡（第73図）

第58号1U国跡は、 D-1グリッドに位置する。西半

は調貪区外に掛かり、遺構の詳細は不明てある。北東

部は第57号住居跡と重複し、本住居跡の方が新しい。

平面形はガ形系て‘ヽ、規模は長径3.32m、短径2.99m

（現在長）、深さ0.30mを測る。主軸方向はN-84°―

Eを示す。

床面は概ね平坦てある。カマドは東壁のほぱ中央に

設置され、燃焼部は壁を切り込んて掘り込まれていた。

ピットは1本あるが柱穴てはなかろう。繋溝は巡ってい

るが、南壁部ては壁よりやや内側に位置する。建て替

えてあろうか。

出土遺物は土師器杯・壺・小型甕（壺）噌凡？、須恵

器甕などが検出された（第73図 1~10.第74図11.

12)。上師器杯は僅かに丸底風て‘ヽ、体部に無調整部を大

色調 残存半 備 考

15 

80 

15 

20 

40 

6 坪 (12 0) 3.2 EHJ 2 にぶい橙 40 

7 杯 (12 6) 4. 1 EIIJ 2 1こぶし、橙 40 

8 砥石 Iぷ．40cm 最大幅6.45cm I旱さ 481cm 瓜絨312.66g 
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第72図 第57号住居跡・出土遺物
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きく残すタイプてある。土師器壺甕類も大半は器壁が

薄く仕上げられている。 8• 9は混入か。須恵器甕（11・

12) はおそらく同一個体て、胎土の特徴から秋間産の

可能性が高い。住居跡の時期は 8憔紀中葉前後と思わ

れる。

第59号住居跡（第75図）

第59号住居跡は、 C•D-2 グリッドに位置する。

重複する第25号住居跡よりも新しく、第52• 54号土墟

の上面に床を張って構築していた。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径4.96m、短径3.46

m、深さ 0.12mを測る。主軸方向はN-7T-Eを示す。

床面は平坦てある。カマドは東壁の中央に設置され、

燃焼部は壁を切り込んて‘‘いる。ピットは 5本検出され、

Pit 1~ 4が主柱穴に相当しよう。但し、深度は浅い。

貯蔵穴はカマド右脇のコーナ一部に位置する。第52• 

54号土堀は住居中央付近におさまっており、本住居跡
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第73図 第58号住居跡・出土遺物(I)

<
f
 ＜

 

iO] 

~---_ア--
三----

調査区域外

C 54.50 ⇒ .. 

＜
 

a
 

a
 

2m 
l : 60 

口ロニニ

= 
―- . - •--=•ニー・一"―-

_.----- ••ー· •一•

＼＇、＼〖一へ．ー•-- - 9  

口

＼ 

□-—— 

O 10cm 
l l l 1 : 4 

-97 



大寄 I区

第74図 第58号住居跡出土遺物(2)

第28表 第58号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 益999し向占 底径 胎 土 焼成

1 坪 (13.2) 3.1 HJ 2 

2 杯 13 4 3 4 EH] 2 

3 小汗-L1J珈」ベ (14 0) 10 0 EHJ 3 

4 小型甕 (13.8) 13 8 5 6 EHJ 2 

5 甕 23.0 20 5 BEHJ 2 

6 甕 (16.2) 18.5 DEHJ 2 

7 姦土栢C (22 0) 14.7 EH] 2 

8 壺 (24.2) 13.8 BDE 2 ， 甑 2.0 CE 1 

11 須恵甕 HJ 1 

12 須恵甕 HJ 1 

第29表 第59号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 丘＂U介.I占99J 底 径 胎 士 焼成

1 坪 (16 0) 1. 9 AD 2 

2 杯 03.0) 2.8 EHJ 2 

3 坪 (12 0) 3 4 EHJ 2 

4 坪 (11.8) 3.2 ABCDE 1 

5 坪 (12 4) 3 4 BDEHJ 2 

6 坪 14.2 3.0 ABDE 1 

7 杯 (14 0) 3 2 EHJ 2 

8 甕 (19 0) 15 7 EHJ 2 ， 甕 20.6 19.0 BDEHJ 2 

10 甕 (20.0) 17.5 EHJ 2 

11 壺 2 7 (8.0) EHJ 2 

12 深鉢 3.3 (6.0) BEHJ 2 

の床下土墟の可能性もあろう。

出上遺物は土師器のJ不と甕、壼筒がある（第75図1

~13)。9のt師器甕は胴部外面縦ヘラケス｀リ調整され

ている。 4• 5の上師器坪は体部上位に無調整部を残

す北武蔵型坪てある。時期は 8祉紀前半てあろう。

第60号住居跡（第76図）

第60号住居跡は、 D-2グリッドに位置する。第 7

局上痰を切って構築されていた。

I 2 

0 10cm ←- ----I ―-11:4 

色調 残存率 備 考

橙 40 

橙 85 No.3 

にぶい黄橙 40 

橙 90 No.2 

橙 80 

にぶい赤褐 80 No.l 

橙 30 

橙 10 

にぶし、橙 20 

黄灰 破片 黒色粒十合む秋間産 12と同一個体

灰 破片 黒色粒子含む秋閲産 11と同一個体

色調 残存率 備 考

橙 5 

橙 10 カマド内

褐灰 20 内外面黙色処埋

橙 25 

橙 45 

橙 10 

灰黄褐 10 

にぶい褐 15 カマド

にぶい橙 55 カマド内

にぶしヽ褐 40 カマド内

橙 20 

橙 45 内面は黒色縄文土器

小型の住居跡て｀ある。平面形はやや歪んだ長方形て‘、

規模は長径2.73m、短径1.89m、深さ 0.15mを測る。

主軸方向はN-25°-Wを示す。

床而はやや起伏をもつ。カマドは検出されなかった。

ピット等の付属施設もない。

出土遺物は極めて少なく、ロクロ土師器小皿の小片

が 1点検出されたのみてある。時期は10祉紀後半～11

批紀初頭頃と推定される。
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第75図 第59号住居跡・出土遺物
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¥1~  
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SJ25 

SK54 

-28 

SJ59 
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し ーーー：

ここ口／

｀ーーニ

□□フ／
—---= 4 

＿ 

ロロ ロ
二／

＼こ

こ 2

10cm 
••一～．．．←ュ I :4 

SJ59 

1 暗褐色土 ローム粒・白色粒多量、ロームプロソク少星

2 暗褐色 t ローム粒・白色粒・焼十＿プロック・

褐灰色粘上プロック多量

3 黄 褐色土 ロ ームプ ロ ック

4 暗褐色土ローム粒・白色粒・焼t粒．

褐灰色粘上プロソク多羅

5 灰黄褐色七灰黄掲色粘土プロックに

暗褐色土斑状に含む

6 暗褐色上焼土プロック・炭化粒少凪、

灰黄褐色粘上プロック多量

SJ 5 9 カマド

l 暗褐色土 ローム粒・白色粒・褐灰色粘士プロソク多塁

2 暗褐色土ローム粒・白色粒多屈、炭化物・

褐灰色粘土プロック微屈

3 黄褐色上ロームプロック

4 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒多屈、ロームプロック少量

゜l -
2m 
l l : 60 

10 
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第76図 第60号住居跡・第 7号土塙・出土遺物

門 a
 

4
 ‘
 

m-
乱

1 暗 褐色 上ロ ーム 粒・ 白色 粒多 塁

2 暗褐色土口＿ム粒・ロームプロノク・白色粒多量、焼上粒少塁

3 にふい黄褐色上 ローム粒・白色粒多量、ロームプロック少鼠

4 にぶい黄褐色士 ローム粒・白色粒多量、焼上粒・炭化粒微塁

5 烹褐色士口＿ム粒・ロームフロソク・白色粒多星

6 黒褐色」 ． ローム粒・白色粒少塁

7 黄褐色ナロームフロック

8 黄褐 色土 ローム粒・ロームフロック・白色粒多星

0 2 m 
L --- -l - --- -―・→160 

¥-、＿］
¥ i,  1 

A 54.80 

一
c
m
4
 

0
1
 

ー

第76図 1はロクロ上師器小皿てある。推定日径は約

10cm。胎上に赤色粒子と白色粒＋を含む。焼成は良好

て‘、にぶい橙色を呈する。残存率は10％以―ドである。

第61号住居跡（第77図）

第61号住居跡は、 C•D-3 グリッドに位置する。

第3号掘汀オ主建物跡と重複している。新旧関係は不明

だが、本住居跡の方が新しい可能性がある。

平面形は正方形て‘ヽ、規模は長径3.04m、短径2.91

m、深さ 0.04mを測る。主軸方向はN-114°-Eを示す。

カマドは東壁の南寄りに設置され、燃焼部は壁を切

第77図 第61号住居跡・出土遺物

り込んて構築されていた。ピットは 3本あるが、いず

れも柱穴にはならない。

出土遺物は少なく、土師器坪（第77図 1) と皿 (2)

があるのみて‘ある。いずれも小片て‘‘、時期も異なる。

住居の時期は不明て‘あるが、杯の年代を採れば、 9憔

紀代てあろうか。

第77図 lは土師器坪。推定日径12cm。胎七に石英、

長石、角閃石を合む。焼成は良好て‘‘にぶい橙色。 10%

残存。 2はt師器皿。推定日径20cm。胎土に角閃石を

含む。焼成良好て‘‘にぶい橙色。残存率は10％以下。

可 汀 B 54.70 

1 赤褐色士 褐灰色粘土フロソク・焼上フロック

2 黄褐色土 ロームフロノク・焼t粒・炭化物粒少塁

<.- ·-•- - 2m 
--l:hll 

cII B 

□ 
＼：／］／／／ロ

叶
10cm 

ニニゴ＇~4 
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第62号住居跡（第78図）

第62号住居跡は、 D-3 • 4グリッドに位置する。

重複する第63• 64 • 109号仕店跡、第47・48・61号上

墟を切り、第49号上墟に切られていた。第 6号掘立杜

建物跡との関係は不明て‘ある。

平面形は歪んだ長方形て、規模は長径4.30m、短径

2.55m、深さ 0.19mを測る。t軸方向はN-84°-Eを

ホす。

床面は凹凸をもつ。カマドは東横の北寄りに設置さ

れ、燃焼部は舷を大きくり］り込んて‘いる。

第79図 1~5は第62~64号1主）L+:跡出上遺物て‘‘ある

が、出土遺構を特定てきない。確実に伴う出士追物は

ないため、第63号仕居跡との関係から 8批紀初頭以降

という上限がわかるのみて、仕届跡の時期は不明とせ

ざるを得ない。

第63号住居跡（第78図）

第63号住厨跡は、 D-3 • 4、E-3グリッドに位

置する。遺構集中区の一角にあり、住店形態や祈旧関

係など不明諒な点がある。第65• 108号住居跡を切り、

第62号住居跡、第49号上墟に切られていた。

平面形は奴方形と推定されるが、東壁の北半は明諒

に検出て‘‘きなかった。規模はK径5.18m、短径4.32

m、深さ0.16mを測る。t軸方向はN-90°-Eを示す。

床1[liは概ね平坦だが、北東部に弱い段差が付く箇所

がある。カマドは検出されなかった。

出上遺物は少ないが、第79図7• 8が本住居跡に帰

属する。 1~5 • 9についても本住居跡または第64号

住屈跡に伴う可能性が高い。 5の須恵器藍は群馬産て‘‘

第30表 第62~64号住居跡出土遺物観察表

番号 悩種 日径 9 倫991.1,9’9, J • 瓜径 胎 十 焼成

l 杯 (13 4) 3 4 E H  J 2 杓

大寄 I区

ある。時期的には 7II［紀木～ 8 |仕紀初頭頃に位四づけ

られよう。

第64号住居跡（第78図）

第64号1上屈跡は、 D-3 • 4グリッドに位置する。

重複する第62• 66号住居跡よりも占い。第 3• 6号掘

立杜建物跡との祈旧関係は小明確て‘‘あるが、本住居跡

の方が古い可能I‘9卜がある。

平面形は長方形て‘ヽ、規模は長径4.57m、知径3.42m

（現在長）、深さ0.19mを測る。主軸方向はN-90'ー

Eを示す。

床lhiは概ね平坦て‘ある。カマドは検出されなかった。

ピットは 7本あるが、柱穴配置はイヽ明。壁溝は部分的

に巡る。

確実に伴う遺物はない。第79図1~5 • 9について

は本仕届跡または第63号住居跡に帰属するものと考

えられるが特定てきない。時期は小明てある。

第65号住居跡（第78図）

第65号住居跡は、 E-3。4グリッドに位置する。

重複遺構との新旧閏係は第63号住居跡よりも古く、第

108号住居跡よりも新しい。第63号住届跡に住居の大

半を破壊され、詳細は不明て‘ある。

平伯i形は方形系と椎定され、規模は長径2.64m、短

径1.10m（現在長）、深さ0.05mを測る。主軸方向は

N-36 "-Eを示す。

カマドは東壁に設置され、燃焼部は壁を切り込んて‘‘

いる。ピット等の付属施設は検出されなかった。

遺物は検出されなかった。時期に閃しては不明確て‘‘‘

第63号住居跡以前という限定しかてきない。

色諜］ 残仔率 備 考

20 SJ62~64 

2 杯 (14 2) 3 2 ABCD 1 にぶい赤褐 10 SJ62~64 

3 皿 (19 2) 3.1 ABCDE 1 棺 l () SJ62~64 

4 I I U. 18 0 2 8 ABCDE 2 棺 10 SJ62~64 

5 須恵器 (18 0) 2 0 HJ 1 灰白 10 SJ62~64群馬産（藤同庄か）

6 椀 (18 0) 5.7 EHJ 2 椿 60 SJ63Nol 

7 甕 (24 0) 21 2 E HJ 2 杓： 30 SJ63No3 

8 甕 (24.0) 1 5 3 E HJ 2 ＇ 橙 15 SJ63No2 

， 名工式柘 5 () (6 0) I / E H  J 2 橙 20 SJ62~64 
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第78図 第62~65号住居跡

可

R

巳

〇

)

巳

[

／
 

／
 

SJ64 

□〉
巳

SJ66 

8' 

豆—·
＜` 

o/ 
SJ 6 2 貼り床

1 黄褐色土ローム多量

2 黄褐色土灰褐色粘土含む

SJ 6 3 

1 暗褐色土焼土・焼土プロック・ローム粒・

ロームプロック多呈、炭化物粒少量

2 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少堡、白色粒多最

3 暗褐色上 ローム粒多量、白色粒少塁

4 暗褐色土 ローム粒・白色粒・焼士粒少量

5 暗褐色t ローム粒・白色粒多世、焼上粒微泣

SJ 6 5 カマド

1 暗褐色土焼土

2 極暗褐色土 焼土粒少量

3 極暗褐色土 焼土粒・焼士ブロック少星

以

3
 

()1 

SJ62・63・64 

1 黒褐色十 ローム粒・焼土粒少足、白色粒多量

2 暗褐色土 ローム粒少最、白色粒・焼土粒多丑

3 黒褐色土 ローム粒少量、白色粒・焼土粒多量

4 暗褐色七 ローム粒多量、白色粒・焼t粒微量

5 黒褐色土 ローム粒微員、白色粒少量、焼土粒多羅

6 暗褐色土 ローム粒・白色粒少量、焼土粒多量

7 暗褐色土 ローム粒・焼土粒多屈、白色粒少触

8 暗褐色七 ローム粒・白色粒少始、焼土粒多星

9 暗褐色土 ローム粒微槌、白色粒・焼土粒少塁

IO 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量、白色粒多量

11 暗褐色土 ローム粒多量、白色粒少吊

SJ 6 2 カマト

1 暗褐色上焼士・焼上プロック・炭化物少量、

灰褐色粘土多鼠（天井崩落土）

2 暗褐色土焼土・焼土粒少絨（天井崩落上）

3 褐色上砂質、焼土・焼上粒・炭化物少簸

4 暗赤褐色士焼土（燃焼面か？）

5 暗褐色土 ローム・ロームプロック・焼土粒少量

2 ー悶
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第79図 第62~64号住居跡出土遺物
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第66号住居跡（第80図）

第66号住居跡は、 D-3 • 4グリッドに位置し、多

数の遺構と重複している。新旧関係は第64• 67 • 68 • 

70 • 71号住居跡を切っている。このうち、第67• 68号

住届跡とは住居の軸もほば同一て‘ヽ、出土退物の時期差

もあまり見られない。おそらく、第67→68→66号住居

跡の順に継続的に建て替えられたものと考えられる。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径4.25m、短径4.00

m、深さ0.30mを測る。主軸方向はN-1 °-Eを示

す。カマドは 2基検出され、 1号カマドは北壁のほぼ

中央に設置されていた。燃焼部は壁を切り込んている。

2号カマドは床面下から検出された。東向きのカマド

てあるが詳細は不明。主軸方向はN-98°-Eを示す。

2号カマドの段階の住居跡を66b、1号カマドの段階

を66aとすると、第66b→66a局住居跡に建て替えら

れたものと推定される。

ピットは 1本検出されたが、柱穴にはならない。壁

溝は西壁を中心に半周する。

出士遺物は第66~68号住居跡まて‘‘一連の建て替え

住居跡と考えられること、各住居に分離てきない遺物

があることからまとめて掲載した（第81。82図）。

第81図 1• 2 • 5 • 6の土師器坪、 13の須恵器坪、

27の土師器鉢は本住居跡から検出された。時期は 9世

紀中葉て‘あろう。

第67号住居跡（第80図）

第67号住居跡は、 D-4グリッドに位置する。多数

の遺構と重複し、第69・70号住居跡を切り、第40・42・

43 • 66 • 68号住居跡に切られている。

平面形は正方形て、、規模は長径4.57m、短径4.45

m、深さ0.20mを測る。主軸方向はN-84"-Eを示

す。

カマドは 2基検出され、 1号カマドは北壁に、 2号

カマドは東壁に設置されていた。堆積状態から 1号カ

マド→ 2号カマドに付け替えられたものと推定される。

壁溝は北西部付近に部分的に検出された。

出土遺物は、第81図2• 8 • 1]の上師器坪、 19のロ

クロ上師器高台椀、 18• 21~23の須恵器高台椀、 25・

26の須恵器甕、 28• 30 • 31 • 34 • 38~41 • 44の土師器

甕類、編物石(47)は本住居跡から出土した。 18の須恵

器高台椀、 30の土師器甕は第70号住届跡の遺物として
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第80図 第66~68号住居跡
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SJ 6 6 

1 暗褐色上焼土・焼土粒多量、炭化物少星、灰褐色粘ナ多量

2 暗褐色七焼土・焼土プロソク少贔、炭化物多屈

3 暗灰褐色士炭化物多抵、粘十屑

4 灰白色土焼土・炭化物多星（貼り床）

5 暗褐色土焼土・焼土粒多贔

6 暗褐色上ローム多量、焼土少蛾

SJ 6 6 カマド 2

7 暗褐色土 ロームプロソク多械、焼上少凩

8 暗褐色土焼上・焼上プロック多鼠

9 暗褐色土ローム粒多塁、焼七少塁

10 暗褐色土 ロームプロック・白色粒多塁

11 黒色土炭化物

12 暗灰褐色土焼上・焼上プロソク多H.、炭化物ジ渇

SJ67カマド 1

1 暗赤褐色七焼士・焼tプロック多械

2 暗褐色土焼土プロック多鼠、炭化物粒少塁

3 暗赤褐色＿t 燃焼面？、焼土・焼土粒多量

4 暗褐色上 焼上・焼上プロク・ローム粒・ロームプロソク多量

5 暗褐色土焼七粒少量

6 暗褐色上焼上~焼上フロソク~ローム粒少監

SJ 6 7カマド 2

1 暗灰褐色t 焼上、焼上粒少吊、暗灰褐色粘土多星

2 暗褐色土焼土、焼土粒、焼土プロック少量

3 暗灰褐色上 焼土・焼土ブロノク粘十プロック多撻、炭化物少臣（天井崩壊L)

4 暗褐色t やや砂質、焼土・焼士．フロyク少量、炭化物多紺

5 暗褐色t焼士・焼士プロソク多摂

SJ68 カマド

1 褐色上焼土，灰含む

2 黄渇色上焼上プロソク含む（掘り方）

゜-- -~- -- _,、-―—-
2塁
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第81図 第66~68号住居跡出土遺物(I)
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第82図 第66~68号住居跡出土遺物(2)
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取り上げられているが、時期、及び出土位置から本住

居に伴う遺物と思われる。 19のロクロ土師器椀と 38の

甕は伴うか疑問て｀ある。時期的には 9憔紀前半～中頃

てあろう。

第68号住居跡（第80図）

第68号住居跡は、 D-4グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は第67• 69 • 70号住居跡を切り、第

66号住居跡に切られている。しかし、第66号1主居跡と

南壁を共有し、軸もほば一致することから本米は第66

第31表 第66~68号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 十一 焼成

1 坪 11.1 3.1 8.1 HJ 3 

2 坪 (10.4) 3 3 (7 9) HJ ，` ） 

3 杯 11. 7 3 1 8 8 EHJ 2 

4 坪 (1 1. 4) 3.7 (7 8) DEHJ 3 

5 坪 (12 0) 3.5 (7. 7) DEHJ 2 

6 坪 (12 0) 3.4 EHJ 2 

7 昇 (12.0) 3 2 (7 4) HJ 3 

8 坪 (12.0) 3 1 ABCDE 1 ， 坪 (13.6) 3.8 EHJ 2 

10 坪 (13.6) 3.9 (9 0) HJ 2 

11 杯 (15 0) 4 4 DEHJ 2 

12 坪 (16.0) 4 4 HJ 2 

13 須恵坪 (12 8) 3.5 (7.0) HI J 1 

14 須恵坪 (11.6) 3.0 FHJ 1 

15 杯 (13.0) 3.2 HJ 2 

16 須恵蓋 (18 0) 2.8 EH I J 2 

17 須恵蓋 08.2) 2.7 HI J 2 

18 須恵椀 (18 2) 7.9 HI J 1 

19 高台椀 (13 6) 5 7 8.0 HJ 2 

20 須恵高台椀 3 6 (8.0) HI J 1 

21 須恵高台椀 2 6 7.6 AH I J 1 

22 須恵高台椀 2.1 8.2 ABH I J 2 

23 須恵椀 (12 2) 4 0 EH I J 1 

24 碩恵高台椀 2.4 HI J 1 

25 須忠甕 (19 0) 5 0 HI J 1 

26 須恵甕 (18.0) 2 0 HJ 1 

27 鉢 (21 0) 9.1 DEHJ 2 

28 乖コヘべ (20 0) 7 9 EHJ 2 

29 暉式 (20 0) 13.7 EHJ 2 

30 珈式 19 8 21.5 EHJ 3 

31 甕 19 6 11 7 EHJ 2 

32 罪式 (20 0) 10.8 EHJ 2 

33 坑尽€ (22 0) 6.6 EHJ 2 

34 嘩立``→ (20 0) 5 6 DEHJ 2 

35 乖式 (20.0) 5.3 EHJ 2 

36 殉土ヽ (20 0) 4 9 EHJ 2 

37 甕 (20.0) 4.8 EHJ 2 

38 珈式 (20 0) 8 3 EHJ 2 

大寄 I区

号住居跡と同一住居跡の建て替えと見るのが妥当てあ

ろう。

平面形は縦長長方形て‘‘、規模は長径4.95m、短径

3.98m、深さ0.33mを測る。主軸方向はN-93°-Eを

示す。

カマドは東壁に設置され、燃焼部は壁を大きく切り

込んて‘‘いる。ピットは 1本検出された。

確実に本住居跡に帰属する遺物は第81図 9の土師

器坪のみてある。時期は 9世紀中葉と考えられる。

色調 残存率 備 考

にぶい橙 60 SJ66~68 

橙 40 SJ67 

にぶい褐 65 SJ66~68 

にぶい橙 20 SJ66~68 

にぶい褐 25 SJ66~68 

橙 10 SJ66 

にぶい橙 40 SJ66~68 

橙 10 SJ68 

橙 40 SJ68 No.l + SJ70 
橙 30 SJ66~68放射状暗文

にぶい橙 10 SJ67 

橙 10 SJ66~68放射状暗文

灰 15 SJ66末野産

灰 10 SJ66~68南比企産

にぶい橙 20 SJ66~68 ロクロ士師器

褐灰 20 SJ66~68末野産

灰 40 SJ66~68末野産

灰 40 SJ70 No. l未野産

にぶい褐 70 SJ67 No. 2 土師質

灰 40 SJ66~68未野産

灰 80 SJ67末野産

にぶい黄橙 90 SJ67末野産

灰 20 SJ67末野産

灰 50 SJ66~68末野産

灰 10 SJ66~68末野産

灰 10 SJ67カマド産地不明（群馬産か）

にぶい橙 45 SJ66 

橙 10 SJ67カマド

にぶい褐 15 SJ66~68 

にぶい褐 80 SJ70 No.I 

にぶい橙 80 SJ67 No.3 

橙 15 SJ67カマト‘‘

にぶい橙 15 SJ66~68 

にぶし、橙 25 SJ67 No.2 

橙 15 SJ66~68 

にぶい橙 15 SJ66~68 

橙 15 SJ67カマド

にぶい橙 10 SJ67 
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釆999 J 器 秤 日径 •血99"▲ • rc←h • 底径 胎 l : 焼成 色謁 残存令 備 考

39 #ュ式ir 16 5 4 2 E II J 2 杓 30 SJ67カマド

40 小凡9)甕 (13 0) 8.0 EI-I J 2 にぶし、棺 40 SJ 67 No.l SJ 66~68 

41 台付甕 3 2 8 6 EHJ 2 棺 95 SJ67 No.5 

42 罪式 1 4 4 5 EHJ 2 にぶし、赤褐 60 SJ66~68底部木葉痕混人

43 裂 3.9 4 4 DEHJ 2 1こぶ＼ヽ 褐 60 SJ66~68 

44 甕 「a.J り (4 2) HJ 2 にぶし、中登 20 SJ67カマド

45 L鍾 長 (4.15cm)最大径］ 65cm 孔径010~0 35cm ,Ii累8.47g 杓 SJ66~68 

46 上錘 長570cm 品大抒155cm -fし径030cm 眉贔1231 g 橙 SJ66~68 

第69号住居跡（第83図）

第69号1主居跡は、 D-4グリッドに位憤する。第70

号1主届跡の床面下から検出された。カマドのみ残仔し、

；「細は不明て‘ある。カマドの軸や出七遺物から、本住

居跡を建て替えて第70号仕居跡を構築したものと考

えられる。

平面形は長方形と推定され、規模は長軸5.05m、短

軸4.00m前後て‘‘ある。カマドの主軸方向はN-149°―

Eを示す。

カマドは南東壁に設けられ、僅かに火床而と掘り方

が残存するのみてある。

出士遺物は、やや小振りの須恵器恙（第85図19) と

大振りの須恵器坪(24)がある。須恵器盗にはかえりが

付き、杯は底部手持ちヘラケズリが施されやや丸底風

てある。時期は第70号住居跡との関係も考慮して、 7

世紀末～ 8世紀初頭頃と思われる。

第70号住居跡（第83。84図）

第70号住居跡は、 D-4グリッドに位置する。多数

の遺構と重複し、第40• 42。43• 66~68号住居跡に切

られている。第41号仕居跡との関係は不明。また、第

71局住居跡とも重複し、第71号住居跡の方が新しいも

第32表 第69。70号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 II 径 器高 底径 胎 上 焼成

1 昇
I 
(12 0) 2.8 DHJ 3 

2 坪 (11 6) 3 5 DEHJ 2 

椿

橙

のと判断されてし、る。

乎暉形は整った方形て‘ヽ、規模は訳径6.0lm、短径

5.llm、深さ0.19mを測る。主軸方位はN-59°-Eを

示す。

カマドは北東壁に 2基検出された。掘り方の調査て‘‘、

隈溝も二重に巡ることが判明し、北東壁を悲準に僅か

に拡張したものと考えられる。北側のカマドが拡張前

の住居(70a)、南側のカマドが拡張後(70b)に対応す

るものてあろう。

ピットは13本検出された。 Pit1~ 6が第70b号住

居跡の柱穴と考えられる。床面下から検出された Pit

8 ~10は第70a号住居跡に伴うものてあろうか。ま

た、 Pitl2・13は第69号1主居跡の柱穴に相崎する可能性

があろうか。

Jlli上遺物は比較的まとまっている（第85図）。七師器

杯は日縁部が内彎するタイプの北武蔵型坪が主体て‘あ

る。須恵器の蓋（18~21)は小振りのものと大振りの

ものの 2タイプがあり、内面にかえりが付く。須恵器

坪 (22~24) も大きさて大小がある。時期的には 7匪

紀末～ 8世紀初頭段階と考えられる。

色調 残存宇 備 考

10 SJ69 • 70 

30 SJ69 • 70 

3 杯 (11.6) 3.5 EHJ 2 にぶい橙 85 SJ69。70¥o.1

4 杯 (10 6) 3.2 EHJ 2 椅 50 SJ7()カマド

5 坪 (11 0) 2 8 BEHJ 3 橙 15 SJ70外面は黒い

6 杯 10 4 3 0 EHJ 2 橙 80 SJ70+SJ68カマド

7 杯 (12 2) 3 8 H 2 にぶい橙 40 SJ69 • 70 

8 坪 (11 6) 3 1 DEHJ 2 橙 40 SJ70 ， 杯 (12.0) 3 7 EHJ 2 椿 45 SJ68 No6 

10 坪 (12 6) 3 7 HJ 2 橙 40 SJ67カマト‘‘
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第83図 第69• 70号住居跡(I)
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SJ 6 9 カマド

1 黒褐色土焼土粒．灰多撼

2 暗褐色土 焼土粒多械、焼上プロック・灰少量

SJ 7 0 

1 暗褐色上焼土・焼七粒・焼土プロック多屈、

炭化物粒少lil:

2 暗褐色七 焼上・炭化物粒少凧

3 暗褐色土 ローム・ローム粒多鼠，ローム

ブロック・炭化物粒少基

4 暗褐色土 ローム・ロームプロック多虻

S,J70aカマド

1 暗褐色土 ロームプロック・粘七含む

2 赤褐色七焼土粒・粘七多星

3 褐色土焼土プロック多量

4 暗褐色土 焼上粒・焼上プロック少鼠

5 暗褐色上 ローム粒・焼土粒・粘土プロッ•ク多凩

6 暗褐色土 ロームプロック多贔・焼土粒少量

SJ 7 Obカマド

1 褐色土 ローム粒・白色粒・焼土粒少械

2 暗褐色上 褐灰色粘土プロック・焼七プロック少量、

ローム粒・白色粒微呈

3 暗褐色土 ローム粒・焼上粒・褐灰色粘土

プロック多量

4 暗褐色土 褐灰色粘土プロック多堡、炭化物粒

焼土粒少量、ローム粒微呈

5 暗褐色土 ローム粒微塁、焼土プロソク多量、

炭化物粒・褐灰色粘土プロック少量

6 赤褐色土焼土．プロック主体

7 暗褐色土 褐灰色粘七・焼土プロック微星

8 黒褐色土 ローム粒・炭化物粒少量

9 暗褐色七 焼上ブロソク・焼土粒多械

JO暗褐色上 焼土粒少世、ローム粒多量

JJ 暗褐色上 焼土プロック少昼、ロームプロック多量
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第84図 第69• 70号住居跡(2)
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番号 器種 日径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

11 坪 (15.0) 5 2 BEHJ 2 にぶい橙 20 SJ70 

12 椀 (17 0) 5.6 EHJ 2 にぶい橙 30 SJ69 • 70 

13 杯 (18 0) 4.0 EHJ 2 橙 15 SJ70 

14 皿 (21 0) 2.3 AE 2 にぶい橙 10 SJ70 

15 皿 (20.0) 2.8 EH 3 にぶい黄橙 10 SJ70 

16 皿 17.0 4.0 EHJ 3 にぶい橙 95 SJ68 No.3 

17 皿 17 8 4 7 DEHJ 1 橙 90 SJ68 No.l • 4 • 5底部円形黒斑あり

18 須恵蓋 (11 0) 1. 7 EH I J 1 灰 55 SJ69 • 70 19と同一個体と思われる木野産

19 須恵蓋 (11. 0) 2.0 EH I J 1 灰 10 SJ69カマド 18と同一個体と思われる末野産

20 須息蓋 (18.0) 1. 9 BEHIJ 3 灰 15 SJ70木野産

21 碩恵盆 (18.0) 1. 7 HI J 3 灰 10 SJ67末野産

22 須忠坪 (12 7) 4 1 8.4 EH I J 1 灰 95 SJ68 No.2木野産

23 須恵杯 (12 0) 3 6 HI J 1 褐灰 10 SJ69 • 70未野産

24 項恵坪 1. 9 (10.0) HI J 1 灰 20 SJ69カマド末野産底部手持ちヘラケズリ

25 小烈壺 02.0) 6.0 ABDEH 1 橙 20 SJ68 

26 小型壺 (11.4) 7.6 ABCDE 1 橙 20 SJ69 • 70 

27 小型甜 (13 2) 3.7 ABCDE 1 にぶい褐 15 SJ68 

28 珈式 (21 0) 5 9 EHJ 2 にぶい橙 40 SJ70 

29 鉢 (24 0) 8 0 EHJ 1 橙 15 SJ70 

30 甕 3.9 6.4 EH 2 褐灰 60 SJ69 • 70内面は橙色
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第85図 第69• 70号住居跡出土遺物
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第71号住居跡（第86図）

第71号1主居跡は、 D-4グリッドに位置する。璽複

遺構との新旧関係は第70・72・109号1Uけ跡を切り、第

66 • 67号1主居跡に切られていた。

平面形は横長方形て、、、規模は長径4.54m （現在

長）、短径3.48m、深さ 0.10mを測る。主軸方向はN-

9T-Eを示す。

床面は全体に軟弱てある。中央南よりの床面には白

第86図 第71号住居跡・出土遺物
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住居埋七は暗褐色上を基調とし、大きな土層変化は認

められなかった。

カマドは東壁の中央に設置され、袖はほとんど流出

していた。

ピットは南壁際に 2本検出されたが、柱穴には相当

しないてあろう。
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第33表 第71号住居跡出土遺物観察表

番号— 器種 11 径 伍nロ卜ー一h占9] 底径iI II合 -l -- 焼成 色調 残仔率 備 ぢ

1 坪 (13 0) 3.4 DE 2 賠亦灰 10 

2 坪 (12 0) 3 5 DEHJ 2 橙 15 

3 坪 (13 0) 3 8 EHJ 2 橙 30 

4 杯 (12 2) 4 0 CDE 1 椿 30 

5 坪 (16 2) J 9,~ /) ABCDE 1 橙 10 

6 Jlli (18 2) 1 9 ABCDE 1 杓 10 

7 杯 (16 0) 2.4 EHJ 3 にぶし、椿 10 

8 杯 (18 0) 2 8 DEHJ 2 橙 10 

， Jィ； 20 0 5.0 ABCDE 1 明亦褐 10 

10 甕 (24 0) 9 3 BDEHJ 2 粧 45 カマド

11 小刑ニr.珈•上C (8. 0) 3 5 EHJ 2 にぶし、橙 20 

12 甕 1 8 (5 0) EHJ 2 棺 20 カマド

13 碩恵苫 (18 0) 1 4 EH I J 1 灰白 10 木野光

14 狙恵器 (20 0) ー? し~） EHJ 1 灰 15 群鳥充（藤岡または秋閲？）

15 須忠杯 1. 4 (11 8) BH I J 1 灰 15 末野虹

16 須忠杯 1 8 (7.0) BI J 1 灰 25 末野此底部及び1本部ド端手持ちヘラケズリ

出土逍物は少なくすべて破片てある（第86図）。日縁

部が直立する丸椀タイプの北武蔵型坪と皿、須恵器の

かえり蓋、丸底風の杯が伴う。時期については、重複

する第70号住居跡と大きく見れば伺一段階て‘‘あるが、

やや新しい様相が認められ、 8計紀初頭を中心とした

第87図 第72号住居跡。出土遺物

'------
--―---—--丁

介代と考えられる。

第72号住居跡（第87図）

第72号住居跡は、 D•E-4 グリッドに位置する。

重複遺構との新1日閲係は、第71。109• 113 • 114 • 115 

号住居跡に切られていた。但し、第109• 114号住届跡
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1 褐色土 ローム粒・白色粒少塁、焼t.炭化粒多棗

2 渇色上 ローム粒・内色粒・焼十粒．戌化物・褐灰色札t微1止

3 暗褐色上 ローム粒・白色粒微量、焼＿十粒少塁、灰拉多ht

4 暗褐色上 ローム知・白色粒微凧、焼士粒多塁、焼上フロ）ク、 l火籾冬は．

5 暗他色土 ローム粒・白色粒徴贔、焼上位・灰粒少H.
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第34表 第72号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 ~n·"·ii-む,瓦一l 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考
1 坪 (12 8) 3.9 DEHJ 2 橙 25 
2 坪 (12 4) 3.3 EH] 3 橙 15 
3 皿 (16.0) 3.2 EH] 2 橙 15 
4 須恵杯 (16.0) 3.7 (11.0) EH I J 1 灰 10 末野産底部回転ヘラケス□）
5 珈寧 (24.0) 3.6 ADE 2 橙 10 

との関係は不明確て‘ある。

平面形は横長の長方形て‘ヽ、規模は長径3.81m、短径

2.92m（現在長）、深さ0.03mを測る。主軸方向はN-

88°-Eを示す。

カマドは東壁の南寄りに設置され、底面は一段深く

掘り込まれている。

ピットは 4本検出されたが、全体の柱穴配置は不明

てある。

出土遺物は土師器坪・皿・甕と須恵器坪がある（第

87図）。須恵器杯はやや丸底風てゞ、底部は回転ヘラケス‘

リが施されている。住居跳の時期は出土遺物から 8憔

紀初頭頃と考えられる。重複する第71号住居跡との時

期差はほとんどない。

第88図第73• 74号住居跡

第73号住居跡（第88図）

第73号住居跡は、 D-4•5 グリッドに位置する。

床面はほとんど削平され、掘り方が辛うじて残存する

のみてある。重複遺構との新旧関係も不明とした方が

良いてあろう。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径2.94m、短径2.56m

てある。主軸方向はN-86°-Eを示す。

カマドは東壁の南寄りに設置されるが、詳細は不明

てある。ピットは 2本検出されたが、住居に伴うか否

か不明て‘‘ある。

遺物は検出されず、時期は不明とせざるを得ない。

第74号住居跡（第88図）

第74号住居跡は、 D-4 • 5グリッドに位置する。

---'|  
呵

可
＜ ． 

SJ75 / SJ76 

I三・
SJ74 

巳—

□’SJ73 

＜
 

C 54.60 

＜
 

吋

g
 

-Q 

SJ 7 3 

1 黒褐色上ローム粒・白色粒少盤、焼土粒多届

2 焦褐色士ローム粒微塁、焼上舷•白色粒少星

SJ74 

1 灰褐色土粘土プロック・焼七粒多量

2 暗褐色士 ローム粒・白色粒少は、ロームプロソク微量

3 にふい黄褐色土 ローム粒・ロームプロック・白色粒多量

叫刑
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第73号住居跡同様、住居掘り方のみ遺存しており、遺

構の詳細は不明て‘ある。重複遺構との新旧関係も不明

としておく。

平面形は長方形て、、規模は長径2.89m、短径2.14m

てある。主軸方向はN-88'-Eを示す。

カマドは東壁の北寄りに設置されるが、掘り方のみ

残存していた。ピット他の付属施設は検出されなかっ

た。

出土遺物はない。時期も不明てある。

第75号住居跡（第89図）

第75号住居跡は、 D-4 • 5グリッドに位置し、重

複する第76号住居跡を切っている。

平面形は長方形て、規模は長径4.36m、短径3.20

m、深さ0.08mを測る。主軸方向はN-110°-Eを示

す。床面は平坦てある。カマドは東壁の南寄りに設置

され、深い掘り方をもつ（第 7層）。

ピットは10本検出された。 Pit1は貯蔵穴か。他のピ

ットは柱穴にはならないてあろう。

出土遺物は第76• 77号住居跡と混在し、明確に分離

てきないものがある（第89・90図）。第89図llの土師器

杯と 21の土師器甕はカマドから出土しており、本住居

跡に伴うものと見て良い。この 2点を基準に考えると、

9 • 10 • 12 • 15 • 16 • 20が本住居跡に帰属する可能性

が高いてあろう。 14の須恵器杯は底部回転糸切後周辺

部及び体部下端を回転ヘラケズリされている。底部が

極めて厚く、口縁部に同かって先細りしている。胎土

は細かく、やや砂っぽい。群馬産て、、秋間か乗附観音

山窯跡群産の可能性がある。本住居跡には伴わない可

能性が高い。住居の時期は 9椛紀後半～末葉頃と考え

られる。

第76号住居跡（第89図）

第76号住居跡は、 D-4 • 5グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は第77号住居跡を切り、第75・

79号住居跡に切られていた。

平面形は長方形と推定され、規模は長径3.80m、短

径1.36m（現在長）、深さO.Olmを測る。主軸方向は

N-116°-Eを示す。

大寄 I区

床面はほとんど削平され、カマドは検出されなかっ

た。ピット他の付属施設もない。

出土遺物は第75・77号住居跡と混在している（第89・

90図）。新しい一群を第75号住届跡に、古相を示す一群

を本住居と第77号住居跡に合めて考えておく。第89図

l ~8 • 13 • 17~19がそれに該当する。 14の坪は伴う

か否か不明て‘‘ある。時期的には 8憔紀前半代が中心と

推定される。

第77号住居跡（第89図）

第77号住居跡は、 D-5グリッドに位置する。重複

する第76• 79号住居跡に切られていた。僅かにコーナ

一部が遺存するのみて‘‘、詳細は不明てある。

平面形は方形系統になろうが、コーナーは鈍角に屈

曲している。規模は長径1.56m、短径0.77m （現在

長）、深さ0.08mを測る。主軸方向はN-16'-Wを示す。

カマドやピット等の付属施設は検出されなかった。

本住居跡に確実に帰属する遺物は抽出てきなかった。

第76号住居跡て抽出した遺物の内、本住居に帰属する

ものがあるのかもしれない。時期は 8槻紀前半、また

はそれ以前と考えられる。

第78号住居跡（第91図）

第78号住居跡は、 D-5グリッドに位置し、董複す

る第 7号溝跡を切り、第79号住居跡が覆土上面に乗っ

ている。

平面形は横長の長方形て、、規模は長径3.87m、短径

2.34m、深さ0.16mを測る。主軸方向はN-103'-E

を示す。

床面は平坦てある。カマドは東壁の中央に設置され、

燃焼部は壁を大きく掘り込んている。

ピットは 4本検出されたが、柱穴にはならないてあ

ろう。壁溝はカマドを除いて全間する。

出土遺物はカマド内及び床面からまとまって出土し

ている。器種は須恵器坪類・甕、土師器杯類・甕・甑、

灰釉陶器がある（第91• 92図1~22)。

須恵器坪と高台椀は日縁部が強く外反し、底径は縮

小している。末野産てある。土師器甕は「コ」の字状

日縁甕て‘ある。灰釉陶器椀（］1) は内外面刷毛塗り、
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第89図 第75~77号（主居跡。出土遺物(I)
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SJ75 

1 暗赤褐色十． 焼＿十・焼十粒多量、灰褐色粘土

（天井崩落上）

2 暗灰褐色上 焼上少量、粘七・暗褐色上の混合

（天井崩落土）

3 黒色上焼土・焼土粒・炭化物粒．灰褐色

粘土多墨、焼土プロック少昼

4 黒色土焼土粒・炭化物粒少量

5 暗褐色上焼J.少監、暗灰褐色粘上多棗

6 暗灰褐色土 粘土（天井崩壊上か？）

7 黒色上焼上・暗灰褐色粘士少塁、

炭化物粒多呈

8 暗褐色上焼土・焼tプロック多量、

炭化物粒少最

9 褐色土ローム・ロームプロック多扇
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第90図 第75~77号住居跡出土遺物(2)
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第35表 第75~77号住居跡出土遺物観察表

器号 器種 ロ径 Mnu．1占'ni• 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 佃 考

1 坪 l4 0 3 3 ABE 1 棺 10 SJ75~77 

2 杯 13 0 2 9 ADE 2 椿 10 SJ75~77 

3 坪 14.0 3 7 CE 1 黄橙 10 SJ75~77 

4 坪 (14 0) 2.8 HJ 2 にぶい橙 15 SJ75~77 

5 坪 13.2 3 2 II J 2 にぶい褐 90 SJ75~77 

6 杯 (15 4) 3 9 DEHJ 2 橙 10 SJ75~77 

7 好 19 0 2 1 DE 2 椿 10 SJ75~77 

8 皿 16 0 2 3 D 2 橙 10 SJ75~77 

， 杯 (14 0) 3.6 (10 0) DEHJ 2 橙 25 SJ75~77 

10 坪 (13 0) 4.0 DEHJ 2 にぶい褐 50 SJ76 

11 昇； (12 0) 3 9 (7  4) EHJ 2 棺 20 SJ75カマト`

12 杯 (13. 2) 3 4 ADEH J ウ 橙 10 SJ76 

13 須恵苦 (19 0) 2.1 EH I J 1 灰白 15 SJ75~77末野産

14 須恵坪 (13 2) 4 0 8.2 HJ 1 灰白 60 SJ75~77群馬産

15 俎恵杯 (13 6) 4.9 (5 2) HI J 1 灰 40 SJ75~77木野産

16 須恵長頸瓶 2 3 (9 4) HJ 1 灰 40 SJ75~77東金了庄か

17 甕 (20 0) 5 2 EHJ 2 にぶし・.粧 10 SJ76 

18 甕 (21 2) 4.6 ADE 1 橙 10 SJ75~77 

19 甕 (21 0) 4 1 EHJ 2 棺 40 SJ75~77 

20 甕 (19 0) 7 () DEHJ 2 にぶし、橙 20 SJ75~77 

21 吋琴F 6 6 (5 0) DEHJ 2 褐灰 60 SJ75カマド

体部下位は阿転ヘラケズリ調整が施される。胎土から

東濃産と考えられる。光ヶ丘 1丹窯新段階か。 9~14。

19は混入と思われる。時期的には 9憔紀末葉～10世紀

初頭頃と考えられる。

第79号住居跡（第91図）

第79研住居跡は、 D-5グリッドに位置する。重複

する第75~78局住居跡、第 3号升井戸跡、第 7号溝跡を

切って構築されていた。撮り込みが浅く、東壁及び北

西コーナー付近の壁は明確に検出てきなかった。

平面形は横長の長方形て｀、規模は長径約2.80m、短

径2.22m、深さ 0.08mを測る。主軸方向はN-178°―

Wを示す。

床面は概ね平坦てあった。カマドは南壁の西寄りに

設置され、燃焼部は壁を切り込んて‘‘いる。

ピット、 その他の付属施設は検出されなかった。

出土遺物は少ないが、

なかった。

第80号住居跡は、

ロクロ土師器高台椀が出土し

ている。残念ながら所在が不明て‘あるため、図化てき

そのほか、土師器杯と甕が少鼠検出された

（第92図23~28)が、混入資料と思われる。住居跡の

時期は、ロクロ土師器の存在から 10世紀後半～11世紀

てあろう。

第80号住居跡（第93図）

D~5•6 グリッドに位置する。

第81、86号住居跡を切っている。第85号住居跡との新
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第91図 第78• 79号住居跡・出土遺物(I)
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1 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒・ローム粒・白色粒多量

2 暗褐色士 ローム粒・白色粒少量、焼土プロック多世

3 暗赤褐色上 焼土プロック主体

4 褐色上焼士ブロック多凧、ローム粒・白色粒微星

5 暗褐色士 ローム粒・白色粒・炭化物粒・焼士粒少羅

6 褐色 十 ローム粒・白色粒少塁、炭化物粒・焼上粒微蛍

7 暗褐色土 ローム粒・白色粒微量

8 暗褐色上 ローム粒・白色粒多屯、焼七粒・炭化物粒微塁

9 暗褐色上 ローム粒・白色粒・ロームフロック少菫

SJ 7 9 カマド

1 暗渇色上 ローム粒・白色粒少H、焼土プロソク多量

2 暗褐色上 ローム粒・白色粒多星、ロームプロソク・

焼七プロック少廿．

3 暗褐色土 ローム粒・白色粒微星
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第92図 第78• 79号住居跡出土遺物(2)
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旧関係は明らかにてきなかった。

平面形は長方形て、、規模は長径3.60m、短径2.76

m、深さ 0.19mを測る。主軸方向はN-43°-Wを示す。

床面は平坦て‘堅く締まっていた。カマドは北西壁の

西寄りに設置され燃焼部は壁を切り込んて‘‘いた。

ピットは 7本検出された。 Pit1 • 2は貯蔵穴の可能

性がある。 Pit7はカマド覆土を切り込んており、住居

跡には伴わない。 Pit3~ 6は柱穴とみることもて‘き

るが、深度が浅い。壁溝はカマドの周囲を除いて巡っ

ている。
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第36表 第78• 79号住居跡出土遺物観察表

器り 沿利用 11 径 “ロロtこlむUJ 底 径 胎 上 焼成

1 珀忠杯 12 G 3 7 5 I HI J 1 

2 須恵高台杯 (13. 8) 4 9 (5. 8) EH I J 1 

3 碩恵高台杯 (14 0) 5 3 (7 2) HI J 1 

4 珀忠晶台坪 2 9 (6 6) HI J 1 

5 杯 (13 6) 4 5 (8 0) HJ 2 

6 jィ： 13 0 4 4 9 0 EHJ 2 

7 杯 (13 4) 3 7 (9 5) HJ 2 

8 杯 (13 0) 3.6 (7 8) EHJ 2 ， 杯 (12 6) 3.0 BDEHJ 2 

10 須恵甕 (24 0) 6.3 HI J 1 

11 灰釉椀 08 0) 5.0 HJ 1 

12 皿 (20 0) 2 () EHJ 2 

13 坪 (15 0) 4.5 ABDE 1 

14 坪 (12 0) Jウ.3 「 DE 2 

15 笏ー写百 (19.0) 15.8 BEHJ 2 

16 甕 16 7 (3. 8) EHJ 2 

17 甕 (20 0) 9 1 EHJ 2 

18 甕 19 6 6 2 EH J 2 

19 甑 2.8 ABDE 2 

20 須恵甕 HI J 1 

21 碩恵甕 HI J 1 

22 碩恵甕 HI J 1 

23 杯 (13 0) 2.7 EHJ 2 

24 杯 04 0) 2 2 DHJ 2 

25 昇 (12 0) 2 5 DE 2 

26 坪 13 0 2.4 ABD 2 

27 哀 (19 8) 7.3 BE 2 

28 小Jf-LlI殉ユく (12 0) 4 5 BDE 2 

出土遺物は少ない（第93図）。 6の羽釜はカマド内か

ら出七しており、本住居跡に伴う遺物と考えて良い。

4 • 5のロクロ土師器椀は伴出遺物と思われる。 1~ 3 

は大きく時期を奥にしており、重複する第81号住居跡

の遺物かもしれない。住届の時期は、 10世紀後半～11

祉紀と推定される。

第81号住居跡（第93図）

第81号住居跡は、 D-5グリッドに位置する。重複

する第80• 85号住居跡に切られている。第86号住居跡

との新旧関係は明らかにてきなかった。遺構の遺存状

第37表 第80号住居跡出土遺物観察表

番炒 器穂 ロ径 器晶 I底径 胎 七 焼成

1 須恵器蓋 l 9 B 2 

2 坪 (14 0) 3 2 ABDE 2 

3 皿 (18. 0) 2 6 E 1 

4 椀 (15 0) 3 4 AD FI 2 

5 高台椀 5 0 (9 0) ABDI 2 

6 羽釜 (20 2) 8 8 ABDI 2 

色訓 残存半 備 考

青灰 95 SJ78 No.I)氏部糸切り末野庄

灰 40 SJ78末野産

青灰 30 SJ78 No.3木野産

灰 I'•I 40 SJ78末野庄

1こぶし、褐 40 SJ78カマド

にぶし、黄橙 60 SJ78カマド

にぶし、褐 55 SJ78 

にぶい柁 40 SJ78 

橙 40 SJ78 

褐灰 15 SJ7820。21と同一個体か本野痒

灰口 10 SJ78 

杞 10 SJ78 

にぶい黄橙 10 SJ78 

にぶい橙 20 SJ78 

にぶい褐 15 SJ78カマド No.4

橙 40 SJ78カマド No.4

にぶい橙 20 SJ78 

にぶし、褐 40 SJ78 

にぶい橙 5 SJ78 

灰 破片 SJ78 10 • 21と同一個体か木野産

灰 破片 SJ78カマド No.llO• 20と同一個体か木野産

青灰 破片 SJ78末野産

橙 15 SJ79 

橙 15 SJ79 

明赤褐 10 SJ79 

にぶい赤褐 10 SJ79 

にぶい褐 5 SJ79 

灰赤 15 SJ79台付甕か

態は悪く、詳細は不明確て‘‘ある。

平面形は正方形と推定され、規模は長径3.03m、短

径2.66m （現在長）、深さ 0.19mを測る。主軸方向は

N-7°-Eを示す。

カマド・ピット等の付属施設は検出されなかった。

追物は検出されなかった。重複ずる第80号住居跡出

七追物の内、古相を示す一群（第93図 1~3) が本住

居跡に伴うとすれば、住居の時期は 7肌紀末葉～ 8批

紀初頭頃てあろう。

色調 残存率 備 考

灰白 35 SJ80群馬匠か

にぶい橙 10 SJ80 

橙 10 SJ80 

にぶし、橙 20 SJSO ロクロ土師器

浅黄橙 45 SJ80 ロクロ十師器

橙 20 SJ80カマド
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第93図 第80。81号住居跡鬱出土遺物
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第82号住居跡（第94図）

第82号仕居跡は、 D。E-5グリッドに位置する。

重複する第83~86。124号住屈跡に切られ、第 2号不明

遺構との関係は不明確てある。

平而形は方形と推定され、規摸は長径3.27m、短径

3.26m（現在長）、深さ 0.28mを測る。主軸方向はN-

0を示す。

床面は平坦てある。 カマドは検出されなかった。 ピ

ットは 6一本検出されたが、柱穴配置は不明て‘‘ある。

出上追物は重複ずる第83。84号住居闘と明確に分離

てきないものもあるが、第94図 1~14が本住居跡に帰

属するものと思われる。第94図3は上師器杯て、、、確実

に本住屈跡に伴う資料てある。他に、土師器坪。皿・

甕、須恵器蓋．壺などがある。時期的には 7靴紀末菜

~ 8憔紀初頭頃てある。

第83号住居跡（第94図）

第83号住居跡は、

た。

D•E-5 グリッドに位置する。

重複退構との新旧関係は、 第82。86号住居跡、 第2号

不明遣構を切り、第84号住居跡に切られていた。第124

号住居跡との祈旧閃係は不明確て‘ある。

平面形は長方形て‘ヽ、規模は長径3.06m、短径2.29

m、深さ0.32mを測る。主軸方向はN-90°-Eを示

ず。床面は概ね平坦て‘ある。 カマドは検出されなかっ

ピットは 1本あるが、伴うか否かは不明。

出七遺物は第95図15~27が本住居跡または第84局

住屈跡から出土したものてある。第84号住居跡は中世
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第94図 第82~84号住居跡・出土遺物（I)
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第95図 第82• 83 • 84号住居跡出土遺物(2)
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段階の竪穴状遺構または土漿の可能性があり、これら

の遺物の大半は本住居跡に帰属する可能性が高いもの

と考える。

器種としてはロクロ土師器小皿(15・16)、高台椀(17・

19~23入厚甕（24・25・27)がある。19・22の高台椀は内面

黒色処理が施されている。27の甕底部は離れ砂技法が使

われている。住居の時期としては11槻紀前半頃てあろう。

第84号住居跡（第94図）

第84号住居跡は、 D•E~5 グリッドに位置する。

重複する第82• 83 • 86 • 124号住居跡を切っている。

第38表第82~84号住居跡出土遺物観察表

平面形は長方形て‘‘、規模は長径2.59m、短径1.57

m、小型の遺構て、、深さ 0.23mを測る。主軸方向はN-

78°-Eを示す。

床面は中央部がやや深い。カマド・ピットなどの付

属施設は検出されなかった。

第95図15・ 16は壁際から出土しているが、第83号住

居跡に伴う可能性が高く、本1U呂跡に確実に帰属する

遺物はない。第83号住居跡及び南側に位置する第43号

土墟との関係から、中憔以降の竪穴状遺構または、上

墟と見るのが妥当かもしれない。

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (10 0) 2.0 DE 2 橙 15 SJ82 

2 坪 (11.0) 2.8 BDEHJ 2 にぶい黄橙 10 SJ82~84 

3 坪 11 4 3.5 BDEHJ 2 橙 95 SJ82 No.l 

4 昇 (13,0) 2.8 ADE 2 にぶい褐 20 SJ82~84 

5 皿 (14 0) 2.2 ABDE 2 褐灰 5 SJ82~84 

6 皿 (22.0) 2.0 HJ 2 橙 20 SJ82~84 

7 椀 (20 0) 5.1 ABDE 2 橙 10 SJ82~84 

8 須恵蓋 (11 0) 1.5 EHJ 1 灰 30 SJ82~84末野産か素地土は粗く混和材少ない

， 須恵壺 (20.0) 4.8 EI J 1 灰 10 SJ84末野産

10 耀工さ文 5.4 ABDE 2 明赤褐 20 SJ82~84 

11 嘩武 2.8 4 4 BDEHJ 2 にぶい橙 80 SJ82~84 

12 荊ふ 2.7 (3.4) EHJ 2 にぶい褐 30 SJ82~84 

13 甕 1. 7 4 4 BDEHJ 2 にぶい橙 60 SJ82~84 
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番号 器柾 ロ径 ""nu. ';口,J• 底径 胎 上 焼成

15 小JII1 9.6 2 5 5 3 HJ 3 

16 小皿 9 4 2 5 5 1 DEHJ 3 

17 杯 (13 0) 2.8 ADHJ 2 

18 坪 (14 0) 3 3 ABCDI 1 

19 高台椀 (13 0) 3 0 DE 2 

20 高台椀 (14. 0) 3.9 D 3 

21 高台椀 3.1 (9. 0) EHJ 2 

22 高台椀 2.7 (8.8) AH] 2 

23 品台椀 3.3 (9 0) EH] 2 

24 甕 (20.0) 6.6 HJ 2 

25 裂 (20.4) 5.9 ABDI J J 0 

26 甕 (17.0) 3.9 HJ 2 

27 甕 3.9 (7 6) HJ 2 

第85号住居跡（第96図）

第85号住居跡は、 D-6グリッドに位置する。重複

遺構との新1日関係は、第81• 82 • 86号住居跡を切って

いる。第80号住居跡との関係は不明てある。

平面形はk方形て‘‘、規模は長径3.65m、短径2.44

m、深さ0.10mを測る。主軸方向はN-96°-Eを示

す。床面は概ね平坦て‘第86号住居跡上面に貼床されて

いる。カマドは東壁の南寄りに設置され、燃焼部は競

を掘り込んて‘‘いる。燃焼部中央には石製支脚が据えら

れていた。その前面にはカマド構築材と思われる板石

が散乱していた。

色調 残存率 備 考

橙 90 SJ83+SJ84 No.l 

にぶい橙 75 SJ84 No.2 

柑 40 SJ82~84 

にぶい赤褐 5 SJ82~84 

にぶい橙 5 SJ83内面ミガキ＋黒色処理ロクロt師器

にぶし、褐 10 SJ84 

にぶい橙 20 SJ82~84 

橙 60 SJ83内黒

にぶし、橙 20 SJ84 

にぶい黄橙 10 SJ82~84 

赤 10 SJ82~84 

にぶい杓 10 SJ82~84「コ」の字状日縁甕

にぶい橙 30 SJ82~84底部離れ砂

第86号住居跡（第96図）

第86号住居跡は、 D-5 • 6グリッドに位置する。

重複遺構との新旧閃係は、第83~85号住居跡に切ら

れ、第82号住居跡を切っていた。南壁の内側に壁溝が

巡り、床面にも段差が付くため、建て替えられたこと

が判明した。壁溝の内側を第86a号住居跡、外側を第

86b号住居跡とすると、第86b→86a局住居跡に建て

替えられたものと考えられる。

ピットは 1本検出されたが、伴うか否か不明て‘ある。

出土遺物は少ない。確実に伴うのは第96図2• 3の

ロクロ上師器高台椀て‘ある。重複する第86号住届跡か

ら出土した 4• 5 も本1~主居跡に帰属すると見て良かろ

う。時期は10机紀後半てあろう。

平面形は長方形て、、規模は長径4.18m、短径3.19

m、深さ0.13mを測る。主軸方向はN-93'-Eを示

ず。カマドは東壁の南寄りに設置される。燃焼部は僅

かに壁を切り込み、段差をもたず細長く延びる煙道に

続く。燃焼部下面は弱く被熱していた。

ピットは 5本検出されているが、柱穴配置は不明て‘

ある。壁溝は北壁の西半から南壁にかけて巡る。

出土遺物は第96図1• 6~13が本住居跡出土土器て‘

第39表 第85• 86号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 •斥99円ti山口J― 底 径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 ¥ J 

］ 甕 (18 2) 5.0 ADE 2 橙 15 SJ86a 

2 高台椀 15 5 5 8 7 8 AEH 3 にぶい橙 100 SJ85 No.4ロクロ上師器

3 高台椀 2 1 AEH 2 浅麓橙 40 SJ85ロクロ上師器

4 高台椀 3 0 8 4 ABCDE 2 橙 60 SJ86a • b ロクロ七師器

5 小皿 (10 0) 2 1 BDE 2 黄橙 15 SJ85ロクロ上師器

6 杯 (10 9) 3 0 ABDE 2 椿 10 SJ86a 

7 坪 (12 0) 2 4 ADE 1 にぶい橙 15 SJ86b 

8 坪 (13 0) 2 5 ABCDE 2 橙 15 SJ85 ， 杯 (12. 0) 2 6 DE 2 橙 l 5 SJ86b 

10 JII1 (17. 0) 2 5 DE 2 橙 10 SJ86b 

11 lIII. (15 8) 3 2 AD 1 橙 10 SJ86b 

12 llll (15 8) 4 2 ABCDE 1 橙 40 SJ86a 

13 坪 ADE 2 にぶい赤褐 15 SJ86b内面布目状圧痕あり
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第96図 第85• 86号住居跡・出土遺物
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ある。遺物は第96図1• 6と7~13の大きく 2時期に

分かれる。カマド内から土師器杯が出土しており、 6 

がそれに相当する可能性が高いことから、本住居跡の

時期としては 9匪紀後半頃と推定しておきたい。 13は

坪内面に布目状の圧痕が付着している。

第87号住居跡（第97図）

第87号住居跡は、 D•E-2 グリッドに位置する。

第88号住居跡と重複し、本住居跡の方が新しい。床面

はほとんど削平され、遺存状態は悪い。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.00m、短径2.58m

てある。主軸方向はN-39°-Eを示す。

カマドは北壁のほぱ中央に設置されていたが、ピッ

トによって中央部を破壊されており、遺存状態は極め

て悪い。ピットは 7本検出された。いずれも浅く、柱

穴てはないてあろう。壁溝は西壁の一部を除いて巡る。

確実に伴う遺物は検出されておらず、住居の時期は不

明てある。

第88号住居跡（第97図）

第88号住居跡は、 D•E-2 グリッドに位置する。

第87号住居跡と重複し、本住居跡の方が古い。床面は

削平されており、南半部は消滅していた。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径2.70m、短径1.58m

（現在長）てある。主軸方向はN-ll8°-Eを示す。

第97図第87。88号住居跡

"'i 

カマドは東壁に設置されるが、削平により詳細は不

明てある。カマド前面に浅い土堀が1基掘られていた。

壁溝は北壁中心に巡るが、カマド南側て‘途切れてお

り、全周するか否かは不明てある。

本住居跡に確実に伴う出土遺物はない。時期も不明

てある。

第89号住居跡（第98図）

第89号住居跡は、 E-1グリッドに位置する。住居

西半は調査区外に延びている。

平面形は方形と推定され、規模は長径3.12m、短径

1.84m（現在長）、深さ0.19mを測る。主軸方向はN-

90°-Eを示す。

床面は平坦て‘ある。カマドは東壁の南寄りに設置さ

れ、燃焼部は壁を切り込んて‘‘いる。底面は平坦て‘‘明確

な掘り込みをもたない。

ピットは 3本検出された。いずれも浅く、柱笠喜な

るか否かは不明て‘‘ある。

出土遺物は少ない。土師器杯（第98図1• 2) とロ

クロ土師器小皿 (3• 4)、緑釉陶器椀（ 5）、悼秤の権

(6)が検出されている。 1 • 2は混入。 5は索地土

は灰色て河更質。緑色の釉薬が全面に掛かっている。東

濃産。 6は側面から上面にかけて孔が貰通する。時期

は不明確て‘あるが、 10憔紀代と考えておきたい。

A54.60 A' 
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1 黒褐色上 ローム粒・焼十粒多姐、白色粒少量

2 黒褐色土 ローム粒多罠、ロームプロック・焼土粒・白色粒少恨

3 暗褐色土 ローム・ロームプロック多量、白色粒少贔
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第98図 第89号住居跡・出土遺物
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5 赤褐色 土 焼 土 プ ロ ッ ク （ 火 床 面 ）

6 黄褐色上ロームプロック多サ”

7 褐 色 土ローム粒・白色粒多量、ロームプロック少屈

8 暗 褐 色 土 ローム粒・白色粒・焼土プロソク・炭化物粒少星、

ロームプロック微醤

□6
 ロ

□
口 (1/3) 

信］
0 10cm 
戸—-----,—_c士三＝113-―- --;l'4 

0 5cm 

第40表 第89号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器品 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (11. 0) 2.6 AI 1 にぶい赤褐 15 

2 坪 (10.0) 2.2 AD 1 にぶい橙 10 

3 坪 (10 0) 1 6 AI 1 にぶい橙 5 ロクロ土師器

4 坪 (12 0) 2.0 I 1 にぶい橙 10 ロクロ十師器

5 緑釉椀 (18 0) 4.4 E 1 オリ—ブ灰 50 緑釉陶器東濃産

6 権 長 5.25cm 最大輻3.35cm 厚さ232cm 重星6200 g 

第90号住居跡（第99図）

第90号住居跡は、 E-2グリッドに位置する。第91

号住居跡と第57号土墟を切って構築されていた。第98

号住居跡との関係は不明確てあるが、本住居跡の方が

古い可能性がある。

平面形は長方形て、、規模は長径3.84m、短径3.02

m、深さ 0.25mを測る。主軸方向はN-85"-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘‘、カマド前面から住居中央部にか

けては堅く締まっていた。

カマドは東壁の南寄りに設置され、右側の袖には補

強の甕が倒立状態て‘据えられていた。燃焼部は床面よ

りもやや低く掘り込まれ、煙道部は緩やかに壁外に廷

びる。第 3層下面が火床面と考えられる。

ピットは 4本検出されたが、柱穴配置は不明て‘‘ある。

壁溝は部分的に巡っていた。

出土遺物は少なく、重複する第91号住居跡と分離て‘

きないものがある。第100図 2~ 5は本住居跡から出

土した。 3はカマド脇から出土した上師器坪て‘ヽ、遺存

率も高い。 5はカマド柚内に埋め込まれた甕て‘‘、両者

は確実に伴う遺物て‘ある。 6~8の壺、砥石 (9) は

どちらの住居に伴うのか不明て‘ある。時期は 8世紀前

半てある。

第91号住居跡（第99図）

第91号住居跡は、 E-2グリッドに位置する。第57

号土墟を切り、第90号住居跡に北東部を破壊されてい

た。また、第96• 98号住居跡が覆土上面に乗っていた。
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第99図 第90• 91号住居跡・第57号土塙
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SJ90・91 

1 暗褐色 土 ローム粒少監、白色知・焼十粒多塁、炭化物粒微届

2 暗褐色土焼土粒多塁、焼土プロック・白色粒微坦

3 にぶい黄褐色土 ローム粒・白色粒微量、焼土粒少羅、灰

4 黒褐色士 ローム粒・白色粒少塁、焼土粒微量

5 黒褐色士 ロームプロック・ローム粒・白色粒少凩、焼土粒多ほ

6 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック多塁、焼土粒・白色粒少塁

7 黒褐色 t ローム粒多鼠、白色粒少星

8 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック・焼土粒・白色粒少H

9 黒褐色土 ローム粒多量、ロームプロソク・白色粒少置

10 黒褐色十 ローム粒多屈、ロームプロック・焼上粒・内色粒少械

平面形は方形て‘‘、規模は長径5.08m、短径4.30m、

深さ0.07mを測る。主軸方向はN-178°-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘‘ある。カマドは南壁の東寄りに設

置され、全面に浅い土横（掘り方か）を伴う。袖は遺

存していなかった。ピットは 6本検出され、 Pit1~ 4 

11 黒褐色土 ローム粒多祉、ロームプロノク・焼土粒・白色粒少悶

12 黒褐色 t ローム粒・白色粒・焼土粒少賦

13 暗褐色土 ローム粒・白色粒少量、ロームフロック多械

SJ 9 1 

1 黒褐色 上 ロームプロソク・焼上プロック多サ、焼上粒少贔

2 暗褐色 十 ローム粒多量、焼j・粒・焼上プロノク少量（カマドの流れ）

3 褐 色 土ロームプロック多塁

4 暗褐色 士 ロームプロック多他焼土プロソク~焼十粒少址（カマドの流れ）

5 暗褐色 十 ロームプロック・焼十粒少疑（カマドの流れ）

rnBo 

2
"
 

が主柱穴に柑当しよう。但し、深度は浅い。

出土遺物は少ない。確実に本住居跡に伴うのは第

100図1の土師器坪と土錘 (10~12)て‘ある。 6~8の

壺は本住居跡に伴う可能性はあるが、確定てきない。

時期的には 7憔紀後半てあろう。
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第100図第90• 91号住居跡出土遺物
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第41表 第90。91号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 上 焼成 色闘 残仔率 備 考

1 坪 00.0) 2.6 CDE 3 橙 30 SJ91 

2 坪 02.0) 2.7 A 2 にぶい橙 10 SJ90 

J ［ 坪 13.7 4.3 ADE 2 橙 90 SJ90 No.l 

4 坪： (14 0) 2.7 B I 1 橙 10 SJ90 

5 罪式 (22 0) 6 9 BI 1 にぶい褐 20 SJ90カマド袖

6 壺 26.6 17.0 HJ 2 にぶい橙 60 SJ90。91

7 壺 (26 0) 16 0 HJ 2 にぶい橙 40 SJ90。91

8 亜一土 8.8 EHJ 2 にぶし、褐 40 SJ90 • 91 

， 砥石 l~ 5. 71cm 最大輻370cm 厚さ201cm 重斌5121 g SJ90。91

10 上錘 長（470) cm 最大径1.30cm 孔径0.30cm 手贔652 g にぶい橙 SJ91 

11 土錘 長 (462) cm 最大径135cm 孔径040cm 玉是6.75 g にぶい橙 SJ91 

12 十錘 長 5.80cm 最大径1.50cm 孔径040cm 重址10.13g にぶい橙 SJ91 

第92号住居跡（第101図）

第92号住居跡は、 E-2•3 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第94号住居跡を切り、第21

号土墟に切られていた。

平l薗形はやや歪んだ長方形て‘‘、規模は長径3.21m、

短径2.79m、深さ 0.03mを測る。主軸方向はN-81°―

Eを示す。

床面は平坦てある。カマドは東壁の南寄りに設置さ
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第101図 第92号住居跡・第21号土塙・出土遺物
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1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少塁

2 黒褐色土 ロームプロック少屈、焼十粒多量

3 黒褐色十 ローム粒少塁
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第42表 第92号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 小皿 10 4 2.9 5 8 AEHJ 2 にぶい橙 90 ロクロ上師器

2 高台椀 (14 0) 3.9 ADHJ 2 にぶい橙 10 ロクロ土師器

3 高台椀 2.0 7.4 EHJ 2 橙 90 内黒内面ヘラミガキ

4 小型甕 (12 0) 3.7 ABEHJ 2 橙 20 

れる。燃焼部は床面より僅かに掘り込まれ、底面に小

ピットが穿たれていた。

ピットは 4本検出されている。いずれも浅く、主柱

穴として良いかは不明て｀ある。壁溝はほぱ全周する。

出土遺物は少なく、ロクロ土師器の高台椀（第101図

2 • 3) と小皿（ l)、土師器小型甕（ 4)が検出され

ている。 3の高台椀内面はヘラミガキが丁寧に施され、

黒色処理されていた。時期的には10祉紀後半頃と推定

される。

第93号住居跡（第102図）

第93号住居跡は、 E•F-2·3 グリッドに位置

し、重複する第94~97号住居跡を切っている。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.74m、短径3.60

m、深さ 0.03mを測る。主軸方向はN-98°-Eを示す。

床面は平坦て‘‘全体に堅く締まっていた。カマドは東

壁の南寄りに設置され、燃焼部は大きく壁を掘り込ん

て構築されている。火床面は床面とほぼ同じ高さて連

続している。煙道部は水平方向に長く延びていた。燃

焼部及び煙道部の壁は強く被熱していた。

ピットは 5本検出された。 Pit1~ 4は主柱穴配置

となるが、深度は浅い。 Pit5はカマドの反対側の壁際

に設けられるピット（カマド対向ピット） と考えられ

る。 1号土横は北東コーナーに検出された。深さは10

cmと浅い。壁溝は東壁を除いて巡っていた。

出土遺物は少ない。第102図 1• 3~5 • 7~ 9が本

住居跡から出土したが、周辺住居跡からの混入遺物も

含まれているようて‘‘ある。本住居跡に伴うものはロク

ロ土師器高台椀（ 4• 5) と、厚甕（ 7)てある。 5

は内面をヘラミガキ調整し、黒色処理を施す。 7は日

縁部が短く「＜」の字に折れ、胴部外面を粗く削って

いる。 a寺期は10憔紀後頃と考えておきたい。

第94号住居跡（第102図）

第94号住居跡は、 E~2•3 グリッドに位置する。

遺存状態は極めて悪く、床面は削平されていた。重複
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第102図 第93~95号住居跡・出土遺物
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SJ97 

。色

C 

~W///,I 

SJ93 

1 暗褐色土 ローム粒・焼土プロック・粘土プロソク少量

2 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少醤

3 灰褐色土 焼十．粒・焼七プロック少lil:、粘土プロック多量（カマド崩壊上）

4 灰褐色七 焼土粒・粘土粒、粘七ブロック少械（カマド崩壊上）

5 灰褐色士 粘上粒少議（カマド崩壊上）

6 灰褐色上 焼十粒・粘土粒少屈

7 灰褐色士 焼土粒・粘土粒微見

2塁

ロニー ロ6
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第43表 第93~95号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 倫""晶― 底径 胎 L 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 02. 0) 2 8 DE 2 橙 10 SJ9J 

2 須恵高台坪 l 5 (6.8) HI J 1 灰 20 SJ95末野産

3 須忠閲台杯 2.1 (7 0) B HI J 3 灰 15 SJ93本野産

4 高台椀 (15 2) 6.6 (9 4) HJ 3 にぶい橙 20 SJ93ロクロ上師器

5 高台椀 (14 0) 3.7 HJ 2 にぶい黄橙 15 SJ93内黒ロクロ上師料

6 甕 (22.0) 5 0 HJ 2 にぶし、杓 10 SJ94 

7 痰ぶ (25.0) 14 6 DHJ 2 にぶい褐 25 SJ93 

8 坪 1 8 5 6 BDEHJ 2 橙 60 SJ93 ， 七錘 K 4 60cm 最大径130cm 孔行035cm 正協7.93 g SJ93 

遺構との新旧関係は、第92。93号1打呂跡に切られてい

た。第95• 96号住居跡との関係は不明確て‘‘あるが、第

96号住居跡より新しく、第95号住居跡より古い可能性

がある。

平面形は方形て‘‘、規模は長径3.91m、短径2.60m（現

在長）、主軸方向はN-83"-Eを示す。

カマドは検出されなかった。ピットは 1本あるが、

伴う可能性は低い。壁溝は北壁を中心に辛うじて確認

されたが、住届南半に向かって消滅していた。

出上遺物は極めて少なく、図化可能な追物は第102

図6の土師器甕のみてある。 6はいわゆる「コ」の字

状日縁甕て‘‘、盛時の姿を保っている。時期は不明確て‘‘

あるが、遺構及び、出土土器から 9祉紀後半頃と推定

される。

第95号住居跡（第102図）

第95号住居跡は、 E•F-3 グリッドに位置する。

遺存状態は極めて悪く、北東コーナ一部周辺のみ床面

が遣存し、南壁部は遺構の範圃が辛うじて判明したの

みて‘あった。

重複遺構との新旧関係は、第93• 97号住居跡に切ら

れていた。第94号住居跡との関係は不明確てあるが、

本住居跡の方が新しい可能性がある。

平面形は方形て‘‘、規模は長径4.40m、短径1.98m（現

在長）、主軸方向はN-4・-Eを示す。

カマド及び、その他の付属施設は検出されなかった。

出土遺物は極めて少なく、第102図 2の須恵器高台

杯の底部が検出されたのみてある。 3も2の須恵器高

台杯と同形態て‘本住居跡に伴う可能性がある。時期的

には、 9世紀後半てあろう。

132 

第96号住居跡（第103図）

第96号住居跡は、 E 。F-2グリッドに位置する。

多数の遺構と重複し、第91・98号住居跡を切り、第93・

97号1主居跡に切られていた。第94号住居跡との関係は

不明確て‘‘あるが、本住居跡の方が古い可能性がある。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径3.44m、短径2.85m、

深さ 0.05mを測る。主軸方向はN-128°-Eを示す。

床面は平坦て‘ある。カマドは東壁の中央に設置され、

燃焼部は壁を切り込んて‘、いる。上面は第97号住居跡に

削平され遺存状態は悪い。ピットは 1本検出されたが、

柱穴てはない。

本住居跡に伴う遺物は検出されなかった。時其月は不

明確だが、 8世紀～ 9批紀後半の中に収まるてあろう。

第97号住居跡（第103図）

第97号住居跡は、 F-2•3 グリッドに位置する。

重複退構との新旧関係は、第95• 96号住居跡を切り、

第93号住居跡に切られている。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.38m、短径3.29

m、深さ 0.10mを測る。主軸方向はN-78°-Eを示す。

カマドは束壁の中央からやや南寄りに設置される。

燃焼部は壁を大きく掘り込んていた。

ピットは 3本検出された。深度は浅く柱穴となるか

どうか不明て‘ある。

出土造物は比較的まとまっている（第104図）。底部

ヘラケズリされる粗製の杯類(1~7)、須恵器高台椀

(11・ 12)、「コ」の字状日縁甕などがある。羽釜 (15)

は重複ずる第93号住居跡に帰属するものと思われる。

壺 (16) は混入てある。本住居跡の時期は 9世紀末葉

~10世紀初頭頃て‘ある。
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第103図 第96~98号住居跡
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1 暗褐色七 焼十フロック・粘tプロソク多鼠

2 暗褐色上 ローム粒・焼土粒・焼上フロック少堆

3 暗褐色上 口＿ム粒・焼上粒

4 暗褐色十 ローム粒・焼十．プロック少星

5 暗褐色土 ローム粒少量

6 黒褐色上 ローム粒・焼上粒少屈

SJ 9 6カマド

1 黒褐色＿十 焼土プロック・炭化物多量

2 暗褐色土 焼＿十粒・炭化粒少伍

3 黒褐色上 焼土粒少塁

SJ90 
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第44表 第97号住居跡出土遺物観察表

番芳 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (13.0) 4 0 HJ 2 橙 20 SJ94 • 97 

2 坪 (13. 0) 3.4 HJ 2 橙 25 

3 坪 (13.0) 4.4 HJ 2 にぶい褐 20 

4 坪 (13. 0) 4 3 (8.0) HJ 2 にぶい褐 60 No.2 

5 坪 (12 0) 3.8 (6.4) HJ 2 にぶい褐 30 

6 杯 (13. 4) 3 8 (7.4) ABDHJ 2 橙 30 カマド

7 皿 13.5 2 5 6.5 HJ 2 椅 25 

8 須恵杯 (13 0) 4.6 (5.4) AHJ 3 にぶい橙 15 軟質一部還元

， 須恵高台椀 (13. 0) 4.3 HI J 1 灰 15 カマド木野産内面摩滅

10 須恵高台椀 (14.0) 3.8 HI J 1 青灰 15 木野産

11 須恵高台椀 (13.8) 3 r 3 - 7 0 AHJ 1 灰白 60 No.l底部外面爪跡状圧痕款質上師器的

12 須恵高台椀 (14. 2) 5.3 5.6 HJ 3 灰 70 No.5還元焔焼成

13 珈ュ込こ (20.8) HJ 2 橙 40 No.4 

14 叩式 (20.4) 6 0 DEH I J 2 にぶい橙 15 カマド

15 羽釜 (18.0) 6 4 ADEH I J 3 橙 15 カマド

16 壺 4.2 9.5 BHJ 2 黒褐 100 No.3内面はにぶい赤褐
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第104図 第97号住居跡出土遺物
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第98号住居跡（第103図）

第98号住居跡は、 E-2グリッドに位置する。重複

する第91号住居跡を切り、第96号住居跡に切られてい

る。第90号住居跡との新旧関係は不明だが、本住居跡

の方が新しい可能性がある。

平面形は方形て‘‘、残存規模は長径2.67m、短径2.28

m、深さ 0.02mを測る。主軸方向はN-3T-Eを示す。

カマドは検出されなかった。ピットは 1本あるが、

伴うものてはない。

出土遣物はないため、住居の時期は不明確て‘ある。

第99号住居跡（第105図）

第99号住居跡は、 F-2グリッドに位置する。西半

は調査区外に延びるため、遺構の詳細は不明てある。

住居北側に第100号住居跡と第 5号溝跡が重複する。

第 5号溝跡との新旧関係は不明確て‘あったが、第100

号住居跡は本住居跡を切っていることが判明した。

平面形は方形と推定され、規模は長径5.28m、短径

3.33m（攣長）、深詞．36mを測る。主軸方向はN-

56°-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘‘、堅く締まっていた。カマドは北

東壁のやや南寄りに設置されている。燃焼部は壁内に

おさまり、煙道部は壁外に長く延びる。

ピットは 7本検出された。 Pit1 • 2は深さ 60cmを越

え、主柱穴と考えられる。貯蔵穴はカマド右脇のコー

ナ一部に設けられている。深さ 34cm。

壁溝はカマドを除いて巡っている。北西壁て‘‘は二重
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第105図第99• I 00号住居跡
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1 暗褐色土 ロームプロソク・焼上粒・焼士プロソク、

粘士プロック多量（カマド崩壊上）

2 黒褐色上焼士粒・焼土プロソク多凡粘上プロック少屈

（カマド崩壊十）

3 黒褐色上焼土粒多せ、焼土プロック、粘上プロック少量

（カマド崩壊上）

4 黒褐色土 ロームプロック多量、焼土プロック少量

（カマド崩壊土）

5 黒褐色土焼土粒・焼土プロック多呈（カマド崩壊土）

6 極暗褐色t 焼土粒多醤、焼土プロック

7 極暗褐色土 ローム粒・焼土プロソク・炭化物粒・焼上粒少量

8 極暗褐色土 焼土粒多量、焼土プロック微繕
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1 黒褐色七 ロームプロック・焼上粒・炭化物粒少量

2 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック・焼土粒少量

3 暗褐色上 ロームプロック少燈

4 黒褐色七 焼土粒多量、焼上プロック・炭化物粒少鼠

5 黒褐色ナ 焼土粒・炭化物粒多量、粘十プロック少凧

6 黒褐色十， ロームプロック少量、焼士粒・炭化物粒少母

7 赤褐色土 焼士層、焼土ブロック多駐
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第106図 第99• I 00号住居跡出土遺物
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第45表 第99• I 00号住居跡出土遺物観察表

番号 器柿 日径 器高 底径 胎 t 焼成 色調 残存半 備 考

1 坪 (11 0) 2.8 DEH 2 にぶい橙 20 SJ99カマド内

2 杯 (10.0) 2 7 DEH 2 にぶし、褐 20 SJ99カマド内貼Iぷ内

3 杯 (11. 4) 3 2 DEH J つ 橙 30 SJ99 

4 坪 (11 0) 3. 0 DE 2 にぶい橙 30 SJ99 

5 坪 10 6 3.0 DE 2 にぶい杓 90 SJ99 

6 J不 (12 0) 4 1 DEH 1 杓 60 SJ99 

7 坪 (12 0) 1 8 ADE 3 橙 10 SJ99貼床内

8 坪 (10. 8) 4.4 AE 1 にぶし、褐 25 SJ99 ， 杯 (12 0) 3.l DE 1 橙 40 SJ99 

10 Jィ； (15 0) 4 5 ADE 1 橙 10 SJ99 日縁部内外面ミガキ風

11 杯 13 5 4 6 DEH 2 にぶし、橙 80 SJ99 No. 1 

12 坪 17.0 5 8 DE 2 にぶい橙 45 SJ99 

13 坪 (13 0) 3.6 E 1 にぶい赤褐 15 SJ99 

14 杯 (12 0) J9. 「J ADE 2 にぶい橙 20 SJ99 

15 冊 (16 0) 3 6 AE 2 にぶし、褐 25 SJ99 

16 皿 (16 0) 2.8 ADE 3 橙 5 SJ99 

17 須忠蓋 (12 0) 2.9 E 1 灰 20 SJ99胎上梢選微細な白色粒子多量東海産？

18 功ふ栢く (22 2) 7.3 ADE 1 にぶい赤褐 80 SJ99 No. l • 3 口縁部内面煤付許

19 珈訳 (21 2) 34.5 5.0 ADEH 2 橙 70 SJ99 No. 2。5 • 6 

20 品坪 8.9 (13. 4) ADH 1 にぶい赤褐 55 SJ99 

21 小型壺 (10.0) 5 0 DE 1 にぶい橙 15 SJ99 

22 小塑壺 (14. 7) 5 2 D I 1 にぶい赤褐 45 SJ99 

23 壺 (20.0) 15 6 DEH 1 にぶし、橙 25 SJ99 

24 甕 10 9 (10 0) BCJ 1 にぶい橙 70 snooカマド厚甕粗い礫多内面ロクロナデ

25 珈式 12.2 4 4 BDH 1 にぶい赤褐 40 SJ99貼床内

26 灰釉段皿 (12. 8) 1 5 6 4 H 1 灰白 80 snoo灰釉泊け掛け東濃産

27 t錘 長 (3.78)cm 最大径121cm 孔径0.30cm 重贔5.14g 明赤褐 SJ99 

28 上錘 長 495cm 最大径150cm 孔径0.45cm fil斌930 g にぶい橙 SJ99 

29 上錘 長 550cm 最大径145cm 孔径3.50cm 重是8.36g にぶい橙 SJ99 

30 土錘 K 5 43cm 最大径095cm 孔径0.40cm 重拭4.07g 橙 SJ99 

31 十．錘 長 5.00cm 最大径1.60cm 孔径040cm 重星1043 g にぶい橙 snoo 

に巡っており、一度建て替えられたことが判明した。

出土遺物は比較的多い（第106図 1~23 • 25。

27~30)。日縁部が内屈、または内湾する北武蔵型杯(1

~ 6。11・12) と砲弾形の甕（18。19)が基本セット

となる。皿（15) も伴うものてあろう。 17は須恵器杯

蓋て‘‘、日縁部外面に沈線が廻る。胎土は精選され、白

色徴粒子が日立つ。天井部は逆時計回りの回転ヘラケ

ズリ。東海産か。時期的には 7世紀後半て‘あろう。

第100号住居跡（第105図）

第100号住居跡は、 E。F-2グリッドに位置する。

第99号住居跡を切り、第 5号溝跡に切られていた。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径3.58m（推定）、短径

2. 74m、深さ0.15mを測る。主軸方向はN-91°-Eを

示す。

床面は概ね平坦てある。カマド周囲の床面には薄く

炭化物が堆積していた。カマドは東壁の南寄りに設置

され、燃焼部は壁を切り込んて｀いる。カマド及びその

周囲には構築材と思われる板石が散乱していた。ピッ

トは 1本検出された。

出土遺物は極めて少なく、甕（第106図24)と灰釉陶

器段皿 (26)、土錘 (31)が1点検出されたのみてあ

る。甕は器壁が極めて厚く、粗い礫を多量に合む。外

面は粗いヘラケズリ、内面はロクロ調整が施される。

段皿は底部回転糸切り、高台は退化している。灰釉は

漬け掛けて‘‘ある。口縁部を故意に打ち欠いた形跡があ

る。東濃産、虎渓山 1号窯式頃と思われる。住居の時

期は10祉紀後半頃と思われる。
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第101号住居跡（第107図）

第101号住居跡は、 E-3グリッドに位置し、多数の

遺構と重複する。新旧関係は第102• 103。104• 105 • 

106号1打吾跡のすべてを切っている。掘り込みは極めて

浅く、はば床面が露出していた。

平面形は横長方形て、、、規模は長径3.19m、短径2.25

m、深さ0.05mを測る。主軸方向はN-87°-Wを示す。

床面は平坦てある。カマドは西壁の北寄りに設置さ

れ、燃焼部は壁外に切り込んて‘‘いる。燃焼部底面は床

面と同一深度て続き、強く被熱していた。

ピット他の付属施設は検出されなかった。

出土遺物は検出されなかった。住居の時期は不明確

てあるが、遺構の形態や切り合い関係から、 10世紀後

半～11世紀代のものと推定される。

第102号住居跡（第107図）

第102号住居跡は、 E-3グリッドに位置する。多数

の遺構と重複し、新旧関係の不明確な部分も残るが、

第63• 65 • 103 • 104 • 106号住居跡を切り、第101号住

居跡に切られている。第105号住居跡との関係は不明

確て‘あった。第104号住居跡は本住居跡の南壁をほば

共有する形て‘‘重複することから、第104号住居跡から

本住居跡に建て替えた可能性がある。

平面形は横長方形て‘‘、規模は長径4.34m、短径2.93

m、深さ0.12mを測る。主軸方向はN-92°-Eを示

す。床面は概ね平坦てある。カマドは東壁の中央に設

置され、燃焼部は壁を切り込んて構築されている。

ピットは 4本検出され、主柱穴配置をとるが、深度

はあまり深くない。カマド前面に土壊が1基検出され

た。床下土墟と思われる。

出土遺物は周辺住居から混入したものが多く、帰属

する遺物を抽出するのが難しい（第108• 109図）。 1

~ 5が本住居跡から出土した。他に15• 19 • 32~34が

他住居との接合資料て‘、ある。

2は体部未調整て‘‘底部をヘラケズリ調整される。や

や深めて‘丸底気味の器形て‘‘ある。 9匪紀中葉以降一般

化する坪の先駆形態と思われる。 32の甕はカマドから

出土しており、本住居跡に帰属する遺物と考えて良い。

武蔵型甕日縁部片て、典型的な「コ」の字状日縁甕に

はなっていない。 2の杯とも時期的に合致する。 5の

須恵器坪は内面に同心円状当て具痕が付く。底部外面

は、中心部が糸切か当て具痕か判別しがたい。周辺部

は回転ヘラケズリ調整される。末野産て‘‘、混入資料と

思われる。住居の時期としては 9祉紀前半中心と考え

ておく。

第103号住居跡（第107図）

第103号住居跡は、 E-3•4 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第101・102• 104 • 106号住

居跡に切られている。第105号住居跡との関係は不明。

第107号住居跡との関係も不明確て‘あるが、本住居跡

の方が新しい可能性がある。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径4.34m、短径3.32

m、深さ0.35mを測る。主軸方向はN-82°-Eを示す。

床面は概ね平坦てある。カマドは東壁の南寄りに設

置される。ピットは 1本検出された。

出土遺物は比較的多い。第108図6～第109図31が本

住居跡から出土した遺物て‘ある。他にも重複住居と接

合した資料が数点ある。口縁部が内湾、または直立す

る北武蔵型坪と暗文坪、皿、口縁部が「く」の字に折

れる甕などがセットとなる。 29の甕は胴部外面が指押

さえ調整され、削られていない。底部も砂が付着し、

未調整て‘ある。在地怪と思われるが、系譜は不明。 34

は湖西産のいわゆる「出尻底」の坪て‘ある。本住居跡

に伴う可能性が高い。 3の須恵器坪は、秋間産と思わ

れる。腰部以下が回転ヘラケズリ調整される。本住居

跡に伴う可能性があろう。住居の時期は、 8世紀初頭

前後てあろう。

第104号住居跡（第107図）

第104号住居跡は、 E-3グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第103• 106号1切習跡を切り、第

101・102号住居跡に切られている。第105号住居跡との

関係は不明て‘ある。カマドの位置が第102号住居跡の

それとほぼ重なり、南壁も一致することから本住居跡

から第102号住居跡に建て替えた可能性がある。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.32m、短径3.13
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第107図第IOI~107号住居跡
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第108図 第102~I04 • I 06 • I 07号住居跡出土遺物(I)
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第109図 第102~|04• I 06 • I 07号住居跡出土遺物(2)

=

-

{

下

_

文
バ
丁
7

―-7 ¥ 
---_-z_J--

□二三 ロ
＼ 

□□□□□ 
ロロニロ
口一

／ミ

疇

｀ロエ

―—□// 

＼二／

二―---—
l 

1-
38 

口口［二 41 ロ
0 10cm 

39 I I l l•4 

m、深さ0.10mを測る。主軸方向はN-88°-Eを示す。

床面は概ね平坦てある。カマドは東壁の北寄りに設

置されるが、上面は第102号住居跡のカマドに破壊さ

れ、遺存状態は悪い。燃焼部は壁を切り込んて‘‘いるも

のと思われる。

ピットは 1本検出されたが、伴うものてはない。

出土遺物は少なく、土師器坪・皿・甕・壺が検出さ

れた（第109図35~41)。ほとんどが混入遺物と思われ

るが、 39の甕が最も新しい様相をもつ。典型的な「コ」

の字状日縁甕に変化する以前の形態てある。住居の時

期は 9靴紀前半中心と考えておく。

第105号住居跡（第107図）

第105号住居跡は、 E-3グリッドに位置する。遺構

密集区の一角にあり、第63• 65 • 101・102• 103 • 104 

号住居跡と重複する。第101・102・104号住居跡よりも

古いものと思われるが、他の遺構との関係は不明て‘‘あ

る。

第102号住居跡と重なる位置に壁ラインが辛うじて

確認されたのみて、形態や規模等の詳細はほとんど不

明てあった。主軸方向はN-7°-Wを示す。

カマドは検出されなかった。ピットは 2本あるが、

伴うか否か不明。

遺物は検出されず、住居の時期も不明て‘ある。

第106号住居跡（第107図）

第106号住居跡は、 E-3グリッドに位置する。第

103 • 107号住居跡を切り、第101・102• 104号住居跡

に切られていた。

乎面形は長方形と推定され、残存規模は長径4.38

m、短径3.66m、深さ0.15mを測る。主軸方向はN-

156°-Wを示す。
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第46表 第102~|04• I 06 • I 07号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 盆閲 底径 胎 +. 焼成 色調 残存辛 備 考

1 昇 (11 0) 2.4 BDEI 1 橙 20 SJ102 

2 坪 (12. 4) 3 6 ADEHJ 2 椿 40 SJ102 

3 須恵杯 (14 0) 3 3 EH 1 灰白 30 S]102 • 104秋1:il庄か

4 甕 2.8 (7 0) EHJ 2 にぶい褐 20 S]102 

5 碩恵埓 1 3 (8 4) EH I J 1 灰 15 SJ102/li部内外面当具痕あり木野在

6 杯 (1 1 6) 3.1 AI 2 橙 40 SJ103 

7 杯 11 6 3 5 D 1 橙 65 SJ103 

8 昇 12 4 3.8 DEHJ 2 橙 100 SJ103 ， 杯 (11 0) 3.6 EHJ 2 にぶい橙 20 SJ103 

10 杯 (12.0) 3 6 BDHJ 2 にぶい黄橙 30 SJ103 

11 杯 (13.4) 3 5 AEHJ 2 にぶい褐 25 SJ103 

12 昇 (12 0) 2 4 D 1 橙 10 SJ103 

13 坪 (13. 0) 3 0 DEHJ 2 にぶし、橙 15 S]103 

14 杯 (13 4) 4 0 ADE 2 橙 65 SJ103底部黒斑

15 杯 (15 6) 4 3 EHJ 2 橙 40 S]l02 No.6 S]l03 

16 杯 (16 0) 3 8 DE 1 橙 15 SJ103 

17 昇 (17. 4) 5 6 DI 2 橙 25 SJ103 

18 皿 (15 6) 3.6 DE 2 黄橙 20 SJ103 

19 J•イ； (20 0) 3 4 AEHJ 2 にぶい橙 20 SJ102 • 103 

20 杯 (20 0) 4 0 DEHJ 2 橙 20 SJ103 

21 坪 12.4 3 1 7.2 DEHJ 2 橙 100 SJ103 No7内面放射状暗文

22 杯 17 0 6.1 BDEH 1 にぶし、赤褐 90 S]103 No.3 

23 杯 (16. 2) 6.9 ADE 3 にぶい褐 30 SJ103カマド底部黒斑

24 珈ュ、C 23 4 11 1 EHJ 2 橙 45 SJ103 No.l SJ106 No.6 

25 甕 16 8 (5 0) HJ 2 にぶし、褐 40 SJ103 No.6 

26 壺 (25 8) 5 9 DE 1 橙 10 SJ103 

27 甑 6.1 (11 0) ADE 1 明赤褐 15 SJ103 

28 珈ユべ (22.4) 17.5 DEHJ 2 橙 60 S]103 No.4 

29 甕 12 l (8.4) EHJ 2 にぶしヽ褐 30 S]103 No.2 

30 甕 (20 0) 4 3 DEH 3 明赤褐 15 SJ103 

31 甕 2.5 (7 6) BHJ 2 橙 40 SJ103 

32 み工尽柘 (22.0) 0一,.:,、う DH 2 橙 40 SJ102カマド SJ103• 104 

33 皿 (14. 9) 4.0 DE 1 浅黄橙 30 SJ102 • 103 

34 碩恵高台杯 (15.0) 4 8 (10.0) HJ l 灰I’l 40 SJ102 • 103湖西庄出尻瓜

35 坪 13 2 4 5 HJ 2 にぶい黄橙 60 SJ104 

36 杯 (13 0) 2.5 DE 2 橙 10 SJ104 

37 杯 (14. 0) 2 8 DE 2 橙 10 S]104 

38 甕 (20.0) 9 2 HJ 2 にぶし、橙 10 SJ104 

39 甕 20.0 8.1 HJ 2 にぶい橙 70 SJ104 

40 咋上Ci 10 0 7 0 EHJ 2 にぶい褐 40 SJ104 

41 台付甕 3 4 (10 8) AEHJ 2 橙 20 SJ104 

42 ミニチュア (6.0) 4.5 AHJ 2 橙 60 S]107 No.1 

床面は概ね平坦て‘‘ある。カマドは南西壁の中央に設

置され、燃焼部は壁を切り込んている。ピットは 1本

検出されている。壁溝はカマドを除いて巡っている。

出土遺物はない。時期は不明確て‘あるが、重複関係

から、 8憔紀初頭以降 9祉紀前半以前という限定はて‘

きる。

第107号住居跡（第107図）

第107号住居跡は、 E。F-3グリッドに位置する。

第106号住居跡に切られている。第103号住居跡との新

旧関係は不明確てあるが、本住居跡の方が古い可能性

0
 

しヽ高
r~ 

力

平面形は方形と考えられるが、南壁に張り出し部が
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存在する。規模は長径4.18m、短径1.94m（現在長）、

深さ 0.07mを測る。主軸方向はN-98°-Eを示す。

床面はほば平坦てあった。カマド・ピット等の付屈

施設は検出されなかった。

出土追物は第109図42のミニチュア士器が 1点検出

されたのみてある。 1い因跡の時期は不明確て‘あるが、

7胤紀代か。

第108号住居跡（第110図）

第108号住居跡は、 E-3。4グリッドに位置する。

床佃は既に削平され、カマドのみ検出された。重複遺

構との新旧関係は、第63• 65 • 109。110号住居跡を切

っていた。形態。規模などの詳細は不明て‘‘ある。

カマドは西峡に設けられている。カマドの主軸方向

はN-126"-Wを示す。側壁は強く被熱していた。燃焼

部は壁を切り込み、細長い煙道部に移行する。燃焼部

底面には石製支脚が残されていた。また、燃焼部前面

には浅い掘り込みが伴っている。

カマドから出土した遺物はない。但し、重複ずる第

109 • 110号住居跡から出tしたロクロ土師器高台椀

（第110図1・2)は、他の出七遺物と時期的に大きく

晃なり本住居跡に帰属する可能性が高いものと考える。

住居の時期は不明確ながら、ロクロ土師器から 10祉紀

前半～中頃と推定しておきたい。

第109号住居跡（第110図）

第109号住居跡は、 D•E-4 グリッドにイ立置する。

重複遺構との祈旧関係は、第110号住居跡を切り、第

62 • 65。71• 108 • 113号住居跡に切られていた。但

し、第65• 71号住居跡との関係は不明確て‘‘ある。東壁

は第110号住居跡と一致し、主軸も揃うことから、第

110→109号住居跡に建て替えたものと考えられる。

平面形は正方形て、、規模は長径4.60m、短径4.30

m、深さ 0.08mを測る。主軸方向はN-9T-Eを示す。

床面は平坦て‘ある。カマドは東壁の南寄りに設沼さ

れる。燃焼部から煙道部にかけては浅く掘り込まれ、

壁外に延びている。

ピットは 4本検出され主柱穴配置を採るが、深度は

いずれも浅い。壁溝は全周する。
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出士遺物は重複する第108・110号住届跡と混在し、明

確に分離て‘‘きない（第110曇 111図）。 1 • 2は第108号住

居跡、 3• 4 ・11は第110号住居跡に帰属する。 8の須恵

器高台椀は明らかな混人てある。 1。2• 8を除くと、

出上上器の時期差はあまり見られない。第110号住居

跡とは継続的な建て替えと考えられることから、時期

についてもはば同一時期と捉えても誤りないてあろう。

8批紀初頭を中心とした時期と推定しておきたい。

第110号住居跡（第110図）

第110号住居跡は、 E-4グリッドに位置する。重複

退構との新旧閃係は、第108・109・ lll号一住居跡に切ら

れていた。第114号住居跡との関係は微妙て‘‘あるが、本

住居跡の方が古い可能性がある。遺構配置から、本住

届跡から第109号住居跡に建て替えられたものと推定

される。

平而形は正方形て‘‘、規模は長径3.66m、短径3.44

m、深さ 0.16mを測る。主軸方向はN-91°-Eを示す。

カマドは東壁の南寄りに設置される。燃焼部はほぼ

壁内におさまり、煙道部が壁外に延びている。

ピットは 4本検出された。主柱穴配置を採るが、い

ずれも深度は浅い。壁溝は全周する。

出土遺物は第108• 109号住居跡と混在し、明確に分

離て‘きないものがある（第110。111図）。 3。4の上師

器杯と 11の甕は本住居跡に伴う資料て‘ある。住居の時

期は 8枇紀初頭前後と思われる。

第111号住居跡（第112図）

第111号住居跡は、 E-4グリッドに位置する。第

63。110号住居跡を切っている。第105号住居跡との関

係は不明て‘ある。

平面形は長方形て、規模は長径3.91m、短径3.06

m、深さ 0.23mを測る。t軸方向はN-85°-Eを示す。

床面は平坦て‘、中央部を中心に堅く締まっていた。

カマドは東壁の南寄りに設置され、燃焼部は壁を大き

く切り込んて‘‘いる。

ピットは 4本検出されたが、深度は浅く主柱穴とし

て良いか判然としない。壁溝は部分的に途切れている。

出土遺物は土師器杯。甕・高杯・甑。台付甕がある
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第110図 第 108~110号住居跡・出土遺物(I)
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第111図第108~||0号住居跡出土遺物(2)
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第47表 第108~||0号住居跡出土遺物観察表

番9J 器種 ロ径 益ロロ古四 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 高台椀 13.4 5 9 (7.4) DHJ 2 にぶい黄橙 65 SJ108~llOロクロ土師器

2 高台椀 (15 1) 4.8 ADE 3 にぶい橙 25 SJ108~110内面ミガキ＋黒色処理

3 好 (12 0) 3.0 DHJ 2 にぶい橙 20 SJll()体部上半未調整

4 杯 (12 4) 4.0 DEHJ 2 橙 25 SJl]O体部上端わずかに無調整部あり

5 坪 (12. 0) 3.5 EHJ 2 にぶい黄橙 15 SJ108~110カマド

6 昇 (12.0) 3.0 DE 1 にぶい橙 10 SJ108~110 

7 坪 (12 0) 2.9 DE 1 橙 20 SJ108~110 

8 須恵高台椀 4 1 7 0 EH I J 3 灰白 10 SJ108~110カマド末野産， 珈立べ (20.2) 4 3 BDEI 2 にぶい橙 10 SJ108~110 

10 皿 (20.1) 3 3 DE 2 にぶい橙 5 SJ108~llO 

11 珈式 20.9 CDEH 2 にぶい橙 20 SJllOカマド No.l 

（第112図）。

土師器坪は体部無調整て‘ヽ、平底風の底部をもつ浅身

の形態て‘‘ある(1~ 8• 12)。甕は武蔵型て‘‘、いわゆる

「コ」の字状口縁甕に移行する前段階のものてある。

13の小型高杯は、内屈日縁坪に台を付けたものて‘、混

入と考えた方が良い。 10• 15も同様に混入てあろう。

住届の時期としては、 8世紀後葉～ 9世紀初頭前後と

考えておく。

第112号住居跡（第113図）

第112号住居跡は、 E -4グリッドに位置する。カマ

ドから南東コーナーにかけて、第 8号溝跡に卜韮旺消IJ

平されていたが、遺構の全容は把握てきる。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径4.0lm、短径3.28

m、深さ 0.24mを測る。主軸方向はN-77°-Eを示す。

床面は全体的に堅く締まっていた。住居埋上はロー

ムブロックが多量に含まれ、人為的な埋め戻しの形跡

を留めていた。

カマドは東壁の南寄りに設置され、燃焼部から煙道

部にかけて壁を大きく切り込んていた。第 2層下面が

火床面に相当する。第 3層は掘り方て‘ある。右袖内に

は土師器甕（第114図18)が埋設されていた。カマドの

補強材に使用されたものと考えられる。

ピットは 4本検出されたが、いずれも浅く主柱穴に

はならないてあろう。また、カマド前面の床下から上

横が検出された。いわゆる床下土堀と思われる。壁溝

はカマド周囲を除さ、全周する。

出土遺物は上師器坪を主体に、皿・甕・壺、須恵器

坪と石製の権が検出されている（第114図）。上師器坪

は扁平な器形て‘ヽ、底部は丸底気味、体部に無調整部を

残すタイプが主体て‘‘ある。須恵器の坪は南比企産て‘‘底

部回転糸切後周辺部がヘラケズリされている。 21は悼

秤に用いる石製の権と思われ、側面上部から上面にか

けて孔ヵ汀む直する。 9 • 11~13は混入てあろう。住居

の時期は 8憔紀中頃～後葉頃と考えられる。
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第112図 第 111号住居跡・出土遺物
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第48表 第111号住居跡出土遺物観察表

番号 賂柾 II 径 器晶 底径 胎 +. 焼成 色調 残存ギ 愉 考

1 杯 (11. 4) 3 0 AEH 1 にぶし、橙 35 

2 坪 02.6) 3 3 (10.2) DEH 2 にぶい橙 70 

3 坪 (11.6) 2.5 DEH 2 橙 25 

4 杯 (11.0) 2 7 (8  4) DEH 2 にぶい柁 15 

5 Jィ； (12.0) 2 4 (9 2) AD 2 明褐 15 

6 坪 (12 0) 3 1 (10 2) DEI-I 2 暗褐 20 

7 坪 (12.0) 2.9 00. 5) ADE 2 1こぶし、t登 25 

8 坪 (13 0) 3.3 (11 0) ADE 1 明赤褐 15 ， 杯 1 5 (8 0) ADE J にぶい赤褐 15 賠文

10 杯 (15. 0) 3 6 DEH 2 橙 15 

11 坪 (15 0) 2.8 ADE 3 にぶい橙 15 

12 杯 (13 0) 2 9 DEH 3 にぶい賛橙 20 

13 高杯 10 2 6 5 7.0 ABCD 2 にぶい赤褐 95 No.l 

14 台付甕 3 2 (9.0) DEH ］ 橙 65 No.10 

15 甑 7 6 (5  2) BEH 1 にぶい赤褐 25 

16 式珈 (23 0) 10 0 ADE 2 橙 40 No.3 • 5 • 8 • 10 

17 壺 (28 0) 9 5 DEH 2 にぶい褐 15 No.4 • 12 

18 甕 (20 9) 17 7 ADEH 2 明赤褐 40 No.2 • 3 • 5~ 9 

第113図 第112号住居跡
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1 極暗褐色上 焼土プロソク・炭化フロJク・粘土プロック多量（カマド崩壊十）

2 極暗褐色士 ローム粒・焼土プロソク多址、炭化物粒・粘上プロノク少屈（カマド崩壊十）

3 褐 色 上 ローム粒・ロームプロック多塁、焼士粒・焼七プロソク少是（カマド崩壊上）

4 暗褐色上 ローム粒少燥、焼七粒多量、焼十プロソク（人為堆積）

5 暗褐色上 焼上粒・焼七フロノク・炭化物粒多塁（人為堆積）
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第114図 第112号住居跡出土遺物
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第113号住居跡は、 D•E-4 、 E-5 グリッドに位

置する。重複遺構との新旧閃係は、第114• 115号住居

跡を切り、第116号住居跡に切られる。第14号掘立柱建

物跡との関係は不明確て‘あるが、本住居跡の方が新し

大型の住居跡て、、平面形は整った正方形、規模は長

径5.49m、短径5.49m、深さ0.02mを測る。主軸方向

はN-97°-Eを示す。

床面は平坦て‘比較的堅く締まっていた。カマドは東
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第49表 第112号住居跡出土遺物観察表

番号 料種 ロ径 益"',・itmhJ • 底径 胎 L: 焼成 色凋 残仔ギ 備 考

1 坪 (12 0) 3 3 DHJ 2 にぶし、橙 30 

2 坪 12.6 3 2 DE 2 橙 95 No.2 

3 坪 (13 0) 3.5 DHJ 2 橙 60 No.2 

4 杯 12 7 3 3 DHJ 2 にぶい橙 75 

5 杯 13.5 3.8 DHJ 2 橙 85 

6 坪 (12.0) 2.3 DEH 2 橙 15 

7 坪 (12.4) 3.1 DHJ 3 橙 50 

8 坪 (13.0) 2.8 DEHJ 2 にぶい黄褐 15 ， 坪 (12 0) 3.0 (9.6) DEHJ 1 にぶい橙 5 

10 昇 (15.0) 2 9 HJ 2 にぶい橙 55 

11 坪 (15.0) 4.3 ADE 1 にぶい橙 20 

12 坪 (14 0) 3 9 EH 1 にぶい褐 10 カマド‘

13 昇 (18 0) 3.8 DEHJ 3 浅質橙 10 

14 須恵坪 (12 4) 3 5 7 4 FHJ 1 灰褐 70 南比企庄底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ

15 須恵坪 (13.2) 3.4 7.4 FHJ 1 灰 50 南比企産底部同転糸切り後周辺ヘラケズリ

16 ミニチュア (6.2) 3.5 EH 1 にぶし、橙 10 掘り方

17 殉コ3、 21.0 18 5 ABDEHJ 2 にぶい褐 60 No.l 

18 珈ュく (21.4) 14.4 ADH 1 明赤褐 60 カマド袖内

19 甕 (20 0) 4 0 HJ 2 にぶい褐 15 

20 壺 23.6 7.0 ABDH 1 橙 95 

21 権 長 7.45cm 最大幅4.40cm 孔径0.60cm 厚さ3.40cm 重贔132.29g 

第50表第113号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 上 焼成

1 坪 (10 0) 2.2 ABD 1 

2 坪 (12 8) 3 4 BD 2 

3 坪 (13.8) 3 7 (8 2) ABE 1 

4 llll (20.0) 3.2 ADE 2 

5 須恵皿 (13 0) 2 0 6.4 HI J 1 

6 須恵llil 13.4 2 6 5 5 HI J ］ 

7 小型壺 (10 0) 7 5 DHJ 2 

8 須恵甕 1.8 (14 0) EH 1 

壁の南寄りに設置され、幅狭の燃焼部に長く延びる煙

道が付く。燃焼部左右の側壁には板石が据えられ、そ

の間辺にも板石が散乱していた。カマド構築材に用い

られていたものと考えられる。第4• 7層下面iが火床

面と思われ、その下部に掘り方をもつ。

ピットは 4本検出された。配置から主柱穴と考えら

れる。壁溝はカマドを除き、全周する。

出土遺物は少ない。器種としては土師器杯と皿・小

型壺、須恵器皿・甕がある（第115図）。 2はカマド内

から出土しているが、おそらく混入と思われる。 3の

土師器坪、 5 • 6の須恵器皿、 8の甕が本住居跡に帰

属するものと考えられる。住居の時期としては 9世紀

後半と考えられる。

色調 残存率 備 考

橙

橙

明赤褐

橙

灰

灰

橙

灰

10 

20 カマド

10 

10 

60 底部完存末野元

75 末野産

30 

10 内面自然釉付着胎上梢選東金f産？

第114号住居跡（第116図）

第114砕住居跡は、 E-4グリッドに位置する。第

110号住居跡カマドを西壁が切り、上面を第113・115号

住居跡に削平されていた。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.43m、短径3.18

m、深さ 0.06mを測る。主軸方向はN-61°-Eを示す。

床面は平坦てある。カマドは東壁の南寄りに設置さ

れ、燃焼部は壁を切って掘り込まれている。

ピットは 4本配置されるが、いずれも浅く主柱穴と

なるかどうかは不明てある。壁溝は全周する。

出土遺物は少ない。第116図 1は東壁際から出土し

た上師器杯て‘‘ある。扁平な丸底の土器て‘、日縁直下か

ら底部にかけてヘラケズリ調整される。 2は住居中央
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第115図 第 113号住居跡。出土遺物
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第116図 第114号住居跡・出土遺物
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第51表 第114号住居跡出土遺物観察表

番号 器秤 II 径 益叩古向 底径 胎 七 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 10.8 3.0 DHJ 2 にぶい褐 95 No.l 

2 須恵長頸瓶 13.2 H 1 灰 90 No. l湖西産か肩部自然釉

3 須恵蓋 (18.0) 2 9 HI J 2 灰 20 末野産

4 杯 (16 0) 2 7 D 1 明赤褐 5 

やや西寄りの位置から出土した須恵器長頸瓶て‘ある。

緻密な胎土て湖西産か。 3は須恵器かえり蓋てある。

日綜部内面に弱いかえりが付く。末野産て‘‘ある。

出土遺物から、住居の時期は 8備紀前半 (1/4期）頃

と考えられる。

第115号住居跡（第117図）

第115号1主居跡は、 E-4グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第114号住届跡を切り、第113・

116号住居跡に切られていた。第14号掘立柱建物跡と

の新旧関係は不明てある。

平面形は正方形て、、規模は一辺3.22m、深さ 0.08m

を測る。主軸方向はN-110°-Eを示す。

床面は平坦て‘‘ある。カマドは東岐の南寄りに設置さ

れ、燃焼部の先に細長く延びる煙道部が続く。

ピットは 2本検出された。 Pit1はカマド前面に位

置し、掘り方または床下t墟と考えられる。 Pit2は伴

うものてはない。

壁溝はカマドを除いて全周する。

出土遺物は少ない。第117図 1~5 • 7が本住居跡か

ら出土した。 上師器杯とロクロ土師器高台椀がある。

1 • 2の杯は重複住居との接合資料て‘ある。 4は第113

号住居跡に帰属するものかもしれない。 7はPit]出

土て‘あるが、重複する第116号住届跡に帰属するもの

と考えられる。結局、遺構に確実に伴う資料は不明瞭

てある。重複住居跡との関係から住居の時期は、 8憔

紀前半以降、 9世紀後半以前という限定がてきるのみ

てある。
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第117図 第 115• 116号住居跡・出土遺物
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第52表 第115• 116号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 七 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (11.8) 3.2 DHJ 2 にぶい橙 40 SJ114 • 115 
2 坪 (14 2) 3 8 DH] 2 にぶい橙 60 S]113 • 115 
3 材 (17 0) 3 5 D 1 橙 5 SJ115 
4 JII1 (14 0) 2 7 D 1 棺 10 SJ115 
5 皿 (16. 0) 3 8 DHJ 2 にぶい橙 10 S]115 

6 小皿 9.4 2.4 4 6 EHJ 2 にぶい橙 80 SJ116カマド

7 高台椀 (14 0) 3 8 EHJ 2 にぶい黄橙 25 SJ115ピット 1 ロクロ土師器

8 高台椀 (15 0) 3 6 HJ 2 にぶい橙 15 SJ116ロクロ上師器内面ヘラミガキ

第116号住居跡（第117図）

第116同住居跡は、 E-4•5 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第113• 115 • 118~120号住

居跡を切っている。また、第14号掘立柱建物跡とも重

複するが、掘立柱建物跡柱穴がカマドの火床面の下か

ら検出され、埋土中に焼土や炭化物が合まれないこと

から、本住居跡の方が新しいことが判明した。南壁部

は第 6号井戸跡に切られていた。

平面形は横長方形て‘‘、規模は長径5.49m、短径4.24

m、深さ0.07mを測る。主軸方向はN-89'-Eを示

す。床面は平坦て‘‘ある。カマドは東壁の南寄りに設置

され、煙道が壁外に延びている。壁溝は南壁の一部を

除いて巡る。ピット他の付属施設は検出されなかった。

出土遣物は少ない。第117図6のロクロ土師器小皿

はカマド内から出土した。 8の高台椀は内面ヘラミガ

キ調整される。 7の高台椀は重複する第115号住居跡

から出土したものてあるが、本住居跡に帰属するてあ

ろう。住居の時期は11批紀前半頃と推定される。

第117号住居跡（第118図）

第117号住居跡は、 D•E-5 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第 2号不明遺構を切ってい

た。第 3砕井戸跡との関係は、調査当時本住居跡の方

が新しいと考えたが、遺物の検討の結果、本住居跡の

方が古いものと判断した。

平面形は縦長の長方形て、、規模は長径4.15m、短径

3.06m、深さ0.10mを測る。主軸方向はN-105'-E

を示す。

床面は概ね平坦て｀ある。カマドは東壁のほぼ中央に

設置され、燃焼部は壁を切り込んて‘、いる。
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ピットは 2本検出されている。深度が浅く柱穴とな

るか否か不明てある。壁溝はカマドを除き巡っている。

出土遺物は土師器の坪・ 1Ill・甕・壺・台付甕、須恵器

の盤・皿・高台杯・壺類がある （第118図）。第118図8.

21 • 22は明らかな混入てある。土師器杯は口縁部が内

屈または内彎ずるタイプて占められている(1~7)。

2 • 4の杯と 15• 16の壺はカマド内から出土した。住

居の時期は 7憔紀末葉～ 8世紀初頭頃と考えられる。

第118• 119号住居跡（第119図）

第118• 119号住居跡は、 E-5グリッドに位置す

る。第118号住居跡は、第119号住居跡下面から検出さ

れた。ほぼ相似形をなし、カマドが僅かに南にずれる

ことから第118→119号住居跡に建て替えたものと判

断した。しかし、第118号住居跡の床面が明瞭に検出て‘

きず、あるいは第119号住居跡の掘り方と考えた方が

自然かもしれない。重複遺構との新旧関係は、第14号

掘立柱建物跡・第 2号不明遺構を切り、第116• 120号

住居跡に上面を削平されていた。

平面形は長方形て‘ある。第119号住居跡はカマド右

脇に突出部がある。第118号住居跡の規模は長径3.32

m、短径2.64m、主軸方向はN-113°-Eを示す。第

119号住居跡の規模は長径4.09m、短径2.65m、深さ

0.20mを測る。主軸方向はN-119°-Eを示す。

第119号住居跡の床面は、貼床され概ね平坦て‘ある

が、全体に軟弱だった。カマドは東壁の南寄りに設置

されていた。燃焼部から煙道部にかけて壁を切り込ん

て構築されている。

ピットは第118号住居跡底面から 6本検出されたが、

柱穴にはならないてあろう。その他の付属施設は検出
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第118図 第 117号住居跡・出土遺物
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第53表 第117号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 11 径 ．斥99L汀9古司 底径 胎 士 焼成

1 杯 12.0 2 5 ABCDE 1 

2 杯 (12. 0) 3.5 EHJ 2 

3 坪 (12 0) 3.5 AEHJ 2 

4 昇 (ll.O) 2.5 DHJ 2 

5 杯 (10. 0) 3 2 HJ 2 

6 杯 (12. 0) 3 5 HJ 2 

7 坪 13 0 2 3 DE 2 

8 坪 (14 0) 3 6 00.0) DHJ 2 ， 皿 16.0 2.0 ABCDE 1 

10 昇 (20.2) 3 2 AEHJ 2 

11 皿 20 0 3.3 ABCDE 1 

12 杯 (18.0) 3.5 AHJ 2 

13 皿 22.0 2.6 ABCDE 1 

14 台付甕 5.1 (12 0) HJ 2 

15 珈式 (22.0) 10.2 BDEHJ 2 

16 甕 (22.0) 5.5 EHJ 2 

17 珈瓦 (22.0) 4 8 DEHJ 2 

18 須恵甕 (22.0) 2 8 BEHJ 3 

19 碩恵盤 (24 0) 3.5 EHH 1 

20 碩恵甕 3.7 HI J 1 

21 須恵皿 1.1 (6.0) HI J 1 

22 須恵高台椀 1 5 (6.6) HI J 1 

されなかった。

出土遺物は全て破片てある。器種的には土師器杯

類・甕類・須恵器高台椀・皿・瓶類・ロクロ上師器坪．

椀類などがある（第119・120図）。第119図1~6が第

118号住居跡出土遺物、 7~29が第119号住居跡から出

土した。大きく 8世紀前半、 9棋紀後半、 10糀紀後半

以降の 3時期の遺物が混在する。ロクロ土師器 (21~

第54表 第I18 • 119号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 益＂＂ 古向 底径 胎 上 焼成

1 昇 12 0 2 2 HJ 2 

2 坪 (12 0) 3.0 BDEHJ 2 

3 杯 (12.0) 4 () (7. 8) D 2 

4 坪 (16 0) 3 8 ADE J つ

5 須恵皿 1 9 (7 4) HI J 2 

6 乖式 2 8 3 5 EHJ 2 

7 杯 (12 4) 3.5 DHJ 2 

8 杯 (13 0) 3.3 HJ 2 

， 昇 (10 0) 3 0 DE 2 

10 杯 (13 0) 2.8 ADE 2 

1 1 坪 (14 0) 2 5 HJ 2 

12 坪 (12 0) 2 6 DE 2 

13 杯 (11.0) 2.1 BDE 2 

14 坪 (14 0) 2 3 DE 2 

15 皿 (16 0) 2 3 ADEH 2 

16 杯 (14.0) 3.0 ADE 1 

大寄 I区

色調 残存率 備 考

にぶい橙 10 

にぶい杓： 30 カマド No.8

にぶい黄橙 40 

橙 25 カマド

橙 20 

橙 15 

橙 10 

にぶい橙 15 床直

にぶい橙 10 

棺 20 

橙 10 

橙 20 

にぶい橙 5 

にぶい橙 40 

橙 30 カマド No.12

にぶい橙 15 カマド No.l

にぶい褐 10 床直

灰白 10 群馬産か

灰 10 群馬元か

灰 10 未野産

褐灰 20 末野産

灰黄褐 20 末野産

24)は重複する第116号住居跡に伴うものと推定され

る。 3• 5~ 8。12・ 17~19 • 25~28は、上面の第120

号住居跡とほぼ同一時期の遺物てあり、ここては第

120号住居跡に帰属させておく。

小片がほとんどてはあるが、結果的に 1• 2 • 4 • 

9 ~11・13~16• 20を第118• 119号住居跡に伴う遺物

と考えておきたい。時期は 8世紀前半と考えられる。

色調 残存率 備 考

橙 10 S]118 

にぶい橙 10 SJ118 

にぶい黄橙 10 SJ118体部無調整

橙 10 S]118 

黄灰 30 SJ118末野産

にぶい赤褐 65 SJ118 

橙 40 SJ119カマド

灰黄褐 15 SJ119内外面黙色処理

にぶい橙 20 SJ119 

椿 10 SJ119 

にぶし、橙 15 SJ119 

にぶい橙 5 S]119 

にぶい褐 15 SJ119 

にぶい橙 10 SJ119カマド

橙 5 SJ119カマド

橙 10 SJ119内面放射暗文
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第119図 第118• I 19号住居跡・出土遺物(I)

／／  
／ 

/ 

氏
T

゜

＼二」／／

ロロニ／／

口
¥//4 

SJ716 

\\—ニニーン：

SJ 1 1 8カマド

1 暗褐色上 焼十・焼土プロック・灰混入 ＼ 

／ ：ロ
□ 
ローロニー／

SJ119 

ロニ／

口 口
＜
 ロニ□□／2

SJ 1 1 9 

1 暗褐色土焼土プロック少姑、灰褐色粘上プロソク・ 1火褐色十粒多量 4 暗褐色土． ローム粒・焼上粒多頃、炭化物・屎褐色粘上プロック少邊

2 暗黄褐色土 ローム・ローム粒多量、焼七粒少量 5 暗褐色土焼土粒多量、炭化物粒少量

3 暗黄褐色土 ローム粒・ロームプロソク多量、焼土プロック少柑 6 暗褐色上焼土粒・炭化物粒少星（卜屑住居跡埋土）

。
」

10cm 
+•ー···― l l •4 

2 rn 
—t --11 :60 

-156 



大寄 I区

第120図 第118• 119号住居跡出土遺物(2)
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番号 器種 「I 径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

17 須恵高台椀 (12 4) 5 8 (6.6) HI J 1 にぶい黄橙 70 SJ119木野産

18 須恵高台椀 (14.0) 4.5 HI J 1 灰 20 SJ119木野産

19 須恵高台椀 3 5 8.4 HI J 1 灰 100 SJ119末野産

20 須恵瓶 1 5 (12.0) HJ 1 灰 15 SJ119黒色粒子含む秋間産か

21 高台椀 (14 0) 2 4 AD  2 灰白 5 SJ119内面ミガキ＋黒色処理ロクロ士師器

22 庫台椀 2 7 (9.0) BHJ 2 橙 15 SJ119ロクロ上師器

23 高台椀 3.0 8.0 EHJ 2 にぶい橙 60 SJ119 ロクロ土師器

24 坪 1.6 4 8 EHJ 2 にぶい褐 60 SJ119ロクロ土師器

25 甕 (18.0) 8.0 EHJ 2 にぶい橙 15 SJ119 

26 小汗ニヒlj珈ュて (12 0) 7.6 HJ 2 褐 20 SJ118 • 119 

27 台付甕 7.2 8 6 EHJ 2 にぶい橙 100 SJ119 

28 台付甕 3.2 (12.2) HJ 2 橙 40 SJ119 

29 土錘 長 4.95cm 最大径165cm 孔径040cm 正械1002 g 灰黄褐 SJ119 

第120号住居跡（第121図）

第120局1打因跡は、 E-5グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第ll8・ll9・121号住居跡、第 2

号不明遺構、第45号土墟を切り、第ll6号住居跡に切ら

れている。

平面形は横長の方形て‘‘、規模は長径4.23m、短径

157 

3.64m、深さ0.06mを測る。主軸方向はN-94°-Eを

示す。

床面はやや凹凸が顕著てある。カマドは東壁の南寄

りに設置され、燃焼部は壁を切り込んて‘‘いる。

ピットはない。貯蔵穴は、南東コーナーに設けられ

ていた。
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第121図 第120• 121号住居跡・出土遺物(I)
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出上遺物は比較的多い（第121• 122図 1~20 • 

22~34)。器種としては須恵器坪・皿・高台椀・高台皿・

甕、土師器杯・皿・甕・ロクロ土師器高台椀．杯など

がある。第121図 1~3・5・8・11~13は北東コーナ

一周辺部、 32はカマド内から出土した。これらは住居

に伴う追物と考えて良い。 13の土師器杯は見込み部に

ラセン暗文を並列に施し、中心部付近には格十状の箆

描、体部内面に放射状暗文が施されている。須恵器は

1点を除き、末野産てある。

第122図 第120• 121号住居跡出土遺物(2)

本住居に伴う遺物は 1~ 5、 7 ~17、28• 29 • 31・

32等てあろう。 18~22は本住居跡に伴う遺物て‘はな

い。重複する第121号住居跡に帰属するものも合まれ

ている。また、ロクロ土師器 (23~27)は第116号1打片

跡、あるいは第124号住居跡の西壁が本住居上面まて‘‘

及んていたとすれば、第124号•住居跡に伴う可能性も

ある。住居の時期は 9批紀後半てある。

第121号住居跡（第121図）

第121号住居跡は、 E-5グリッドに位置する。カマ
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第55表 第120• 121号住居跡出土遺物観察表

番号 器秤 II 径 器高 底径 胎 f. 焼成

1 須恵lllL 13 6 2 5 6.5 B I J 2 

2 須恵ml 12 9 2 2 7.5 B I J 1 

3 須恵皿 (13.0) 2 2 (5.4) BEIJ 2 

4 須忠坪 (1 3) J つつJ BEIJ l 

5 須恵杯 12.0 3.4 5.9 EI J 1 

6 須恵J不 (12. 0) 3 () FH 1 

7 須恵皿 1 0 (5.0) E I J 1 

8 須恵高台椀 J っ r3 6 2 EI J 2 ， 須忠器椀 (18 0) 4 2 BI J 2 

10 須恵高台皿 (18. 0) 3.2 EI J 2 

11 坪 (12. 3) 3 2 (9.2) ADE 1 

12 杯 13 4 4.2 7 4 ADHJ 2 

13 杯 (13.4) 4 0 (8.0) ABDEH 1 

14 JJTI. (14 0) 2.0 ABHJ 1 

15 皿 (14 0) 2.6 (8 8) EH 1 

16 皿 (13 6) 2.7 (8 9) DEF 1 

17 皿 (12 8) 2.6 ADE 1 

18 皿 (13 0) 2.8 EHJ 2 

19 皿 (20 0) 3 0 AEHJ 2 

20 皿 (20 2) 2 9 DH 2 

21 杯 (12 0) 2.3 ADH 2 

22 杯 (13. 0) 3 3 DEHJ 2 

23 高台椀 (12 0) 4.0 DEH 2 

24 高台坪 3 7 (8 0) EHJ 2 

25 高台椀 2 8 8.6 D EH 2 

26 杯 0 8 (7.0) EHJ 2 

27 坪 2 3 5.0 AEHJ 2 

28 珈字 (20.4) 7 4 EH] 2 

29 甕 (20.4) 8 0 EH] 2 

30 冴式百 (20.0) 6.2 BEHJ 2 

31 小型甕 (10. 8) 4.7 HJ 2 

32 珈ュ＜ 4.1 3 5 ABD 1 

33 須恵甕 HI J 1 

34 須恵甕 HI J 1 

ドの掘り方が辛うじて検出されたのみて‘ヽ、形態や規模

等の詳細は不明て‘‘ある。重複追構との新旧関係は、第

116 • 210 • 123号住居跡に切られている。第110号士壊

との関係は不明てある。第45号土樅は撮り方の一部か

もしれない。

平面形は方形系と推定される。推定規模は長径4.00

m、短径2.14mてある。

カマドは南壁に設置されているが、掘り方が検出さ

れたのみて詳細は不明て‘ある。

ピットは 3本検出された。遺構との関係は不明。

出土遺物はカマド掘り方から坪が 1点出土している

（第122図21)。重複する第120号住居跡から出土した

色調 残仔率 備 -YJ : 

灰褐 50 SJ120 No.5 

灰黄褐 50 S]120 Nol2末野産

灰 35 S]120 No.11末野産

褐灰 25 SJ120木野庄

暗青灰 85 SJ120 No2末野産

灰 10 SJ120南比企産

灰 20 SJ120/k野栢

灰 70 SJ12() No.13未野庄

灰 20 SJ120貯蔵穴木野虹

灰 5 SJ120高台剥落末野産

にぶい橙 45 SJ120 No.I日縁部内外面に油煙

橙 100 SJ120 No.3体部指押え底部ケズリ

褐灰 35 SJ120 No.4放射暗文→ラセン暗文

にぶい褐 10 SJ120体部指押え

にぶい赤褐 20 SJ120 

にぶい褐 15 SJ120白色針状物質人る

明赤褐 10 SJ120 

橙 15 S]120 

橙 20 SJ120 

橙 5 SJ120 

橙 10 SJ121カマド掘り方

橙 30 SJ120 

にぶい褐 15 SJ120ロクロ十師器黒色処理

にぶい黄橙 45 SJ120ロクロ上師器内面黒色処理ミガキ

橙 50 SJ120ロクロ上師器底部外面ヘラ記号

にぶい褐 75 SJ120ロクロ土師器

橙 100 SJ120ロクロ七師器

橙 30 SJ120 

橙 15 SJ120 

にぶし、橙 10 SJ120 

にぶい黄褐 15 SJ120 

橙

暗灰

灰黄褐

60 SJ120 No.14 

破片 SJ120外面ナデ内面同心円苫て具末野産

破片 SJ120外面平行叩き末野産

第122図18~20• 22はあるいは本住居跡から混入した

ものかもしれない。 1主居の時期は不明確てあるが、 8 

軋紀前半頃と考えておく。

第122号住居跡（第123図）

第122号住居跡は、 E•F-4 グリッドに位置する。

第123号住居跡にカマド上面を削平され、第 8号溝跡

に住居北西コーナ一部を破壊されていた。

平面形は長方形て‘、規模は長径3.19m、短径2.56

m、深さ 0.12mを測る。主軸方向はN-84°-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘ある。カマドは東壁の南寄りに設

置され、上面は第123号住居跡に削平されていた。底面

の堀り込みは浅い。
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第123図 第122• 123号住居跡。第29号土塙・出土遺物
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第56表 第122• 123号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 岱高 底径 胎 上 焼成

］ 杯 (11 4) 4.2 6 6 DEHJ 2 

2 杯 12 8 3 9 8.2 EHJ 2 

3 須忠高台椀 (14 0) 5 9 I J 1 

4 須忠甕 HI J 1 

5 杯 EH 2 

6 杯 DEH 1 

7 坪 (12 0) 3 1 EHJ 2 

8 坪 (13. 0) 2 9 II J 2 ， 杯 (13.0) 3 5 DEHJ 2 

10 坪 (1 4. 0) 3 2 HJ 2 

11 杯 17.2 4 3 BDEHJ 2 

12 甕 (20 0) 5.7 DEHJ 2 

13 壺 (20.0) 7.7 EHJ 2 

14 甕 (21.0) 10 0 EHJ 2 

ピットは 1本検出されたが、住居に伴うか否か不明

てある。また、住居中央部の床面から土横が 1基検出

された。いわゆる床下土墟と思われる。

出土遺物は土師器杯と甕・壺がある（第123図 7

~14)。士師賂杯は、扁平て‘‘底部はやや丸底風となる北

武蔵型杯が主体てある。甕は器壁の薄い武蔵型甕て‘‘、

日縁部は緩やかに外反する(12・14)。時期的には 8世

紀中葉を中心とした段階と思われる。

第123号住居跡（第123図）

第123号住居跡は、 E • F-4 • 5グリッドに位置す

る。重複する第121・122号住居跡を切っていた。第29

号土墟との関係は不明確て‘あるが、あるいは本住居跡

の掘り方の一部かもしれない。

色凋 残存率 備 考

桁 60 S]123 

にぶい橙 95 SJ123床面

灰 30 SJ123掘り）j本野哨

灰 破片 SJ123末野哨外面擬格了叩き内血判具痕

明褐 小片 SJ123放射状陪文

明褐 小片 SJ123放射状隋文

にぶし、橙 15 SJ122 
にぶい黄棺 30 SJ122 

柑 15 SJ122 
にぶい赤褐 50 S]122 

にぶい褐 75 SJ122 

橙 15 SJ122 

橙 40 SJ122 
にぶい褐 30 SJ122 

第124号住居跡（第124図）

第124号住居跡は、 E-5•6 グリッドに位置ずる。

掘り込みが浅く、床面の大半は削平されていた。カマ

ドの一部と掘り方が辛うじて残存していたのみてある。

重複遺構との祈旧関係は、第 2与不明遺構を切り、第

43与土堀に切られていた。第82・125号住居跡との関係

は不明確てある。

平面形は方形系と椎定され、推定規模は東西長2.65

m、南北長2.35m、主軸方向はN-92°-Eを示す。

カマドは東壁に設置され、細長く延びる煙道部が検

出された。 4層上面が火床面と思われる。

ピットは 2本検出され、いずれも住居跡に伴うもの

と考えられる。 Pit2はカマド対向ピットか。

平面形は長方形て、、規模は長径3.79m、短径3.12

m、深さ 0.02mを測る。主軸方向はN-7°-Eを示す。

出t遺物は少ない。ロクロ土師器小皿（第124図 1).

高台椀（ 2)、非ロクロの皿（ 4)、高台椀（ 5)？、灰

釉陶器高台皿（ 3) と砥石 (6) が出土した。小皿は

Pit]内から出上した。底部回転糸切て、、須恵器坪をス

ケールダウンした形態てある。灰釉皿は東濃産と考え

られ、灰釉は漬け掛けされている。住居の時期は10批

紀後半と推定される。

床面は概ね平坦てある。カマドは北壁の中央に設置

されるが、燃焼部の底面付近が辛うじて残ったのみて‘、

詳細は不明て‘ある。

ピットは 2本検出されたが、住居の柱穴てはなかろ

う。七痰は 2基あり、床下土墟または掘り方と考えら

れる。西壁際の溝状の落ち込みは掘り方てあろう。

出土遺物は少なく、t師器杯、須恵器高台椀・甕が

検出された（第123図 1~6)。土師器杯は平底て、、体

部が直線的に開く（ 1• 2)。時期的には 9世紀末葉～10

世紀初頭頃と考えられる。
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第125号住居跡（第124図）

第125号住居跡は、 E-5•6 グリッドに位置する。

極めて揺り込みが浅いうえ、第43・ 112号土横、 SX5

（倒木痕）に破壊され、遺存状態は悪い。第124号住居

跡との新旧関係は不明確て‘あるが、本住居跡の方が古
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第124図 第124• 125号住居跡・出土遺物
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第57表 第124号住居跡出土遺物観察表

番り 器種 日径 各＂旦ナ I；m」J— 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 芳J 

1 小皿 9 6 3 1 3.8 ABEJ 2 橙 75 Pitlロクロ上師器

2 高台付椀 2.1 (6 0) BD 2 灰白 40 内面ミガキ＋黒色処理ロクロ土師器

3 灰釉皿 (16 0) 2 4 BH 3 灰白 10 東濃産

4 llll (18.0) 3.0 BEI 2 明赤褐 10 体部指押え底部ケズリ

5 椀か (14 0) 6 2 DI 1 にぶい黄橙 15 内面黒色処理非ロクロ

6 砥石 奴 783cm 最大幅560cm 厚さ 3.40cm 重蜆10005 g 

い可能性が高い。第120号住居跡との関係は不明。

平面形は歪んだ横長方形て、規模は長径3.70m（現

在長）、短径3.llm、深さ0.02mを測る。主軸方向は

N-90°-Eを示す。
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床面は削平されていた。第 3• 4附は SX5埋士て‘‘

ある。カマドは東壁の南寄りに設置され、底面の火床

面被熱層が僅かに残るのみてある。ピットは 2本検出

された。

出土遺物はない。時期も不明とせざるを得ない。

第126号住居跡（第125図）

第126号住居跡は、 D-6グリッドに位置し、第 1号

溝跡に北験部周辺を破壊されている。

平面形は正方形て‘ヽ、規模は長径3.52m、知径3.08

m、深さ 0.12mを測る。主軸方向はN-91°-Eを示

す。床面はやや凹凸をもつ。カマドは北東コーナーに設

置されたものと思われるが、第 1号溝跡によって失わ

れている。カマド前面の床面には焼十ーが堆積していた。

ピットは 4本検出されたが、本住居跡に伴う可能性

は低い。

舷溝は西壁から南横にかけて巡っていた。

出土遺物は少なく、土師器坪と甕が検出されている

（第125図）。 3の上師器坪と 4の土師器小型甕はカマ

ド周辺から出土した。住居の時期は 9計紀木～10机紀

初頭頃に位置づけられよう。

第127号住居跡（第126図）

第127号住居跡は、調査区北東部のB。c-6 • 7グ

リッドに位置する。東側に第129~131号住居跡が近按

して構築されている。カマド下部に第 4号溝跡が重複

するが、本住居跡の方が新しいことが判明した。

平面形は長方形て、規模は長径4.58m、短径3.41

第125図 第126号住居跡・出土遺物
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第58表 第126号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 益＂＂ I笥'~. 底径 胎 土 焼成 色調 残存亭 備 ぢ

1 坪 02.4) 3 2 EH] 2 橙 15 

2 坪 (14.0) 3 0 AEHJ 2 橙 10 

3 坪 (13 0) 4 6 (6.8) DHJ 2 にぶい黄橙 65 カマド No.8

4 小升ーヒII珈エベ (14 4) 10 8 ADEHJ 2 褐 40 カマド No.11

5 冽式百 3.5 (10 0) ADEHJ 2 褐 15 カマド
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m、深さ 0.09mを測る。主軸方向はN-91"-Eを示

す。床面は概ね平坦てあった。住居埋上は粘性の強い

暗褐色土て、大きな土層変化は認められなかった。

カマドは東壁の南寄りに設置される。燃焼部は壁を

切り込み、細長く延びる煙道部が続く。燃焼部底面は

浅く掘り込まれ、帖t製の支脚が据えられていた。

横溝は全周する。

れなかった。

ピットその他の付属施設は検出さ

第126図 第127号住居跡。出土遺物

、
V

,
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B 54.20 B' 

出土遺物は少ない。土師器杯。小皿・高台椀・甕と

須恵器甕の破片がある

理が施されている。

（第126図）。

の高台椀て‘‘、底部が判落している。カマド内出上て‘‘住

居に伴うものと考えられる。

3はロクロ土師器

4も同タイプて‘‘、内黒処

1 • 2も伴うものてある。 5。7.

8は混入て‘‘あろう。住居の時期は10世紀末～11世紀初

頭頃と推定される。

1 にふい黄褐色上 暗褐色土・ロームプロ・ノク、下面は赤化（煙道天井部）

2 暗褐色十焼上粒多屈、白色粒

3 暗褐色上焼十粒・焼士プロ・Jク多景、 I火少塁

4 黒褐色土焼土微塁（カマド煙通掘り方）

5 暗褐色 十焼上粒・炭化物粒・白色粒微世
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第59表 第127号住居跡出土遺物観察表

番号~ 器種 II 径 器高 底径 胎 上 焼成

1 小皿 (10 0) 2 5 (4 6) AHJ 2 

2 杯 1.5 (8.0) DHJ 2 

3 高台椀 14 7 5.3 AEHJ 2 

4 I切台椀 (13. 7) 2.9 BDE 1 

5 今ヱ柘 (22.0) HJ 2 

6 須忠甕 HI J 1 

7 須恵甕 HI J l 

8 須恵甕 HI J 1 

第128号住居跡（第127図）

第128号住居跡は、調杏区北端のB-7グリッドに

位置する。住居北半は調査区外に延び、退構の詳細は

不明てある。重複遺構との新旧関係は、第 4号溝跡、

第129号住居跡、第27号上堀を切り、第130号住居跡に

切られていた。

平面形は方形系と推定されるが、歪みがある。規模

は長径2.14m、短径1.60m（現在長）、深さ0.10mを測

る。主軸方向はN-71"-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘ある。カマドは東壁に設置され、

底面の掘り込みはあまり認められない。

ピットその他の付属施設は検出されなかった。

出七追物は 2点あるが、第128~130号住居跡出土遺

物となっており本住居跡に伴う保障はない（第127図

1 • 2)。 1 • 2は8匪紀前半段階と思われるが、住居

の時期は不明とせざるを得ない。

第129号住居跡（第127図）

色調 残存平 備 考

浅黄橙 10 ロクロじ師器

にぶし、椅 30 底部中央木調賂（離れ砂か）

にぶい黄橙 55 カマドロクロ七師器

桁

灰褐

灰［I 

灰

｝火

5 内外血ヘラミガキ内血黒色処埋ロクロ十．師器

10 

破）＇，• 木野産

破片 末野庄

破片 木野洋

130号住屈跡から出土した可能性もあり、明確に分離て‘‘

きない。住届の時期も不明て‘ある。

第130号住居跡（第127図）

第130号住居跡は、調査区北端のB-7グリッドに

位置する。大半は調査区外にあるため、遺構の詳細は

不明てある。断面観察から、第128号住居跡を切ってい

ることが判明した。一応、住厨跡としたが、小型てあ

るため確定はてきない。

平面形は方形系て‘‘、規模は長径0.59m、短径0.38m

（現在長）、確認面からの深さ0.05mを測る。主軸方向

はN-87°-Eを示す。

ピットは 1本検出された。他の付属施設は検出され

なかった。

確実に帰属する逍物はない。第127図 1• 2は第128・

129号住居跡から出上した可能性もあり、出土遺構を限

定てきない。住居の時期は不明てある。

第131号住居跡（第128図）

第129号住居跡は、 B•C-7 グリッドに位置する。 第131号住居跡は、調査区北東部のC-7グリッド

に位固する。第42号上壊が重複しているが、本住居跡

の方が新しい。

北壁部は調査区外に延び、全容は不明てある。重複遺

構との祈旧関係は、第 4号溝跡を切り、第128号仕居跡

に切られていた。

平面形は正方形と推定され、規模は長径3.32m、短

径3.08m（現在長）、深さO.llmを測る。t軸方向は

N-94'-Eを示す。

床面は平iHてある。カマドは東壁に設置されていた。

底面の掘り込みはなく、強く被熟した痕跡は認められ

なかった。

ピットは 2本検出された。壁溝は全周する。

確実に帰属する遺物はない。第127図1• 2は第128・

平面形は横長方形て‘ヽ、規模は長径3.70m、短径2.80

m、深さ 0.20mを測る。主軸方向はN-5 °-Wを示す。

床面はやや起伏をもつ。カマドは北壁の東端に設置

されている。燃焼部は壁を切り込んて構築される。底

面は僅かに窪み、第 3層が火床面となる。左側の袖は

帖上が残存していたが明確には検出されなかった。燃

焼部には、土器と共にカマド構築材に使用された板石

が崩壊した状態て残されていた。

ピットは 1本南東コーナーから検出された。カマト‘‘
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第127図 第128~130号住居跡・第27号土塙。出土遺物
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4 暗赤褐色土 ローム・白色粒．灰・焼上塊少泣、焼＿l．粒多量
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2 暗褐色上ローム粒・焼上粒・白色粒冬陪

3 黒褐色土 ローム粒・焼上粒微孟、白色粒少吊

4 暗褐色十 ローム粒多毘、焼土粒・白色粒少枯

5 黒 褐 色 J_ ローム粒多日、白色粒・焼士粒少届

6 暗褐色七ローム粒多lil:、白色粒・焼土粒少星
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第60表 第128~|30号住居跡出土遺物観察表

番，，； 1 器種 I 口 径 1 器品 1底径 1 胎 十 1焼成 1 色調 1残存率 備 考

1 杯（12.O) I 2. 3 I I A 

2 須恵甕 2.3 I (9.0) I HJ 

2 にぶし、黄橙 10 I SJ128~130 

l 灰 50 I SJ128~130底部「 X」のヘラ記号秋間庄か

対向ピットて‘‘、住居に伴うものと考えられる。壁溝は

カマドと Pit1周囲を除き巡っていた。

出土遺物の大半はカマド内から検出された（第128

図）。 1～ 4はロクロ土師器の小皿てある。 4は日縁部

に油煙が付着し、灯明皿として使用されたものと思わ

れる。 5はロクロ土師器の無台坪、 6~8は高台椀て‘‘

ある。大小の 2種があり、 7は内面黒色処理、 8は内

面ミガキと黒色処理が施されている。 9は器壁の厚い

甕て‘胴部外面に粗いケズリが施される。住居の時期は

10世紀末葉～11世紀初頭頃と考えられる。

第132号住居跡（第129図）

第132号住居跡は、調査区北東部のc-7 • 8グリッ

ドに位置する。

小型の住居跡て‘ヽ、平面形は横長方形て‘ある。規模は

長径3.10m、短径2.16m、深さ 0.14mを測る。主軸方

向はN-101"-Eを示す。

床面は貼床されやや起伏をもつ。床面下には掘り方

が検出された。カマドは東壁の南寄りに設置される。

燃焼部は壁を切り込み、細長い煙道部が続く。燃焼部

から煙道部の側壁は強く被熱していた。燃焼部底面に
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第128図 第 131号住居跡。出土遺物
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プロック・火山灰微量

2 暗褐色士 焼土粒・焼土プロック多量

3 黒褐色土 焼土粒・焼土プロック微量

（灰居）

4 黒褐色土 ローム粒多量

5 暗褐色上 ローム粒・ロームプロック多最、

火山灰微紐

6 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック少羅、

火山灰微触

7 暗褐色土 ローム粒少量

8 黒褐色土 ローム粒少量、ロームプロック

9 黒褐色土 ローム粒微展

10 黒褐色土 ローム粒多是
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第61表 第 131号住居跡出土遺物観察表

番号 監稲 日径 器高 底径 胎 l: 焼成 色調 残存率 備 考

1 小皿 (10.0) 2 6 (5.5) HJ 2 橙 25 カマドNo.3ロクロ七師器

2 小皿 9.9 2.7 6 4 AEHJ J つ にぶい橙 80 カマドNo.2 • 4 ロクロ土師器

3 小皿 (10 0) 2.1 ADH rJ ] 淡橙 10 ロクロ土師器

4 小皿 10 0 2.7 6 4 HJ 3 にぶし、橙 100 No. l ロクロ土師器口縁部両面に油煙付着

5 坪 1 8 BEHJ 2 橙 20 No. 6 ロクロ上師器底部回転糸切り

6 高台椀 (l(J 6) 5 8 (8 0) BHJ 3 にぶい橙 30 カマドNo.7 ロクロ土師器

7 高台椀 (14 0) 6 2 7.9 BHJ 2 にぶい橙 40 ロクロ七師器内面黒色処理

8 出台椀 2 9 6 8 HJ 2 橙 80 カマドNo.5 ロクロ上師器内面ミガキ， 甕 (24 0) 12.5 HJ 2 にぶい褐 20 カマド

10 上錘 長 (3.55)cm 最大径150cm 孔径0.35cm 重量693 gにぶい橙
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第129図 第132号住居跡。出土遺物
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1 暗褐色土焼土粒少罷

2 黒褐色七 焼十粒多拉

3 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量

4 褐色土 ローム粒多量、焼土粒・火山灰微届

5 暗褐色土 ローム・ロームプロック微量

6 黒褐色土 ローム粒少吊、焼土粒多凩

7 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少塁

8 褐色上ローム粒多屈

9 黒褐色土 ローム粒・焼上粒微星

IO 褐色土 ローム粒少量、ロームプロック・火山灰微蚤

11 黒褐色土 焼土粒微屈、炭化物粒少最

12 黒褐色七 ローム粒少星、ロームプロック多駐

13 褐色 土 ローム粒・火山灰微量
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第62表 第132号住居跡出土遺物観察表

番号 悩種 11 径 益""-的-'.・ 瓜径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 (13,0) 3.9 7 0 BEJ 2 にぶい橙 45 

2 昇 11. 3 3 7 5.8 DH I J 3 戌黄 80 カマドNo.5 酸化尉須恵器的黒斑末野産

3 俎忠晶台杯 (13 0) 4 9 (6.2) HI J 2 灰fl 30 粗い胎七末野産

4 須恵椀 (14 0) 4.5 EH I J 1 灰 10 東金子産か

5 高台椀 (14 0) 6.6 7.7 EH I J J 、） 灰黄 65 カマドNo.l • 2 須忠器的木野産歪みあり

6 （高台）椀 (15 0) 4 7 ADE 3 橙 25 ロクロ整形？体部手持ちヘラケズリ

7 閲台椀 (15 6) 5 2 6 8 H 1 灰fI 30 灰釉刷毛塗り外面無釉大原 2号窯式か東濃産

8 灰釉高台皿 (12 2) 2.7 (6  0) EH 2 灰オリーブ 15 灰釉漬け掛け東遠江庄輪花？， 緑釉椀 (14 0) 2 8 H 1 青灰 5 東濃産深緑色の釉

10 甕 (20 0) 11 3 DE 2 橙 15 カマドNo.4 

11 甕 4.5 (13 0) ADEHJ 2 にぶい橙 20 

12 甕 7 3 (4 0) AE 1 黄橙 30 器峡厚い

13 器台 3 6 ADEH 2 明赤褐 80 カマドNo.7 

14 上下＿ 長径280cm ，切さ2.50cm 孔径070cm 重星17.58 gにぶい赤褐貯蔵穴

は支脚据え付け孔と思われる小孔が検出された。また、

覆土中にはカマド構築材と思われる板石が3点崩壊し

た状態て残されていた。

ピットは 3本検出された。 Pit1は貯蔵穴か。 Pit

2 • 3は伴うか不明てある。

出土遺物は土師器坪類・甕、須恵器杯類、灰釉陶器、

緑釉陶器、土玉などがある（第129図）。］は非ロクロ

の杯て、体部は指押さえとナデ、底部もナデ調整と恩

われ、ケズリは不明瞭てある。 2と5は同一の胎土と

焼きてある。 2は円外面に黒斑状の焼き斑が観察され

る。片岩を含む粗い胎土て‘ヽ、末野哨と推定されるが、

須恵器として良いか疑問がある。 3は灰色て‘‘明らかに

還冗烙焼成されている。非常に粗い胎土て、片岩を多

量に合む。作りも雑て‘ヽ、器壁は原い。末期的な須恵器

てある。末野産。 6は土師器て、、ロクロ整形しているか

もしれない。体部外面は手持ちヘラケズリ調整される。

7は東濃産の灰釉陶器椀てある。内面のみ灰釉が刷毛

塗りされる。日縁部内面に沈線が巡り、体部外面のケ

ズリはない。底部は糸切り痕が残る。大原 2号窯式と

恩われる。 8は灰釉陶器小皿てある。索地土は粗く、

第63表 第133号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 七 焼成

1 杯 (13. 4) 4 3 6 8 AHJ 2 

東述江産の可能性が高い。灰釉は漬け掛け、体部の削

り調整はない。底部回転糸切てある。 9は緑釉陶器皿。

索地土は灰色に堅く焼けている。緑釉は深緑に発色し

ている。東濃産と思われる。甕（10• 12)は器形と調

整に「コ」の字状日縁甕の影秤も見られるが、日縁部

形態や器壁の厚さは退化傾向が如実に現れている。 13

は混人てある。住居の時期は10憔紀前半と考えられる。

第133号住居跡（第130図）

第133号住居跡は、調査区北東端部のC-8グリッ

ドに位置する。

平面形は縦長の長方形て‘ヽ、規模は長径3.89m、短径

2.80m、深さ0.03mを測る。主軸方向はN-101°-E

を示す。

床面はやや凹凸がある。カマドは東壁の中央に設置

され、燃焼部は壁を切り込んて、いる。第 3層↑面iが火

床面と思われる。

ピットは 4本検出されたが、いずれも深度が浅く、

主柱穴となるか否か不明てある。

出土遺物は土師器杯、須恵器坪、土師器甕がある（第

130図）。主にカマドから出土している。 1は土師器昇

色調 残存率 備 考

にぶい橙 60 カマド体部下半＋底部ケズリ

2 須恵坪 (14.0) 3.1 EH I J 1 灰 10 カマド末野産

3 甕 (19.0) 7 0 EHJ 2 にぶい褐 15 

4 甕 (19 0) DEHJ 2 1こぶしヽ 褐 30 カマド
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第130図第133号住居跡・出土遺物
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1 褐 色 土焼土粒・焼土プロック多爵

2 褐 色 土ローム粒・焼土粒少屹

3 にぶい黄褐色土 焼土粒少嵌

4 暗褐色土焼土粒・炭化物粒少量

5 黄褐色土ロームプロック多量

6 褐 色 土ローム粒・ロームプロック少量
□口 3

て、体部下位と底部をヘラ削り調整している。 2は須

恵器杯て末野産。 3• 4は「コ」の字状口縁甕て‘ある。

住居の時期は 9枇紀後半に位置付けられる。

第134号住居跡（第131図）

第134号住居跡は、 C • D-6 • 7グリッドに位置

し、重複する第 4号溝跡を切って構築されていた。

平面形は縦長の長方形て‘‘、規模は長径3.49m、短径

2.13m、深さ 0.15mを測る。主軸方向はN-104°-E

を示す。

床面は概ね平坦て‘‘あった。堆積状態は概ね自然堆積

第64表 第134号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 11 径 器高 底径 胎 上 焼成

1 高台椀 (14.0) 3.3 BHJ 2 

0 10cm 
1 1 1 1 4 

と判断された。カマドは東壁の南端部にやや斜め方向

に設置されていた。燃焼部は壁を切り込み、側壁は強

＜被熱していた。また、底面にも被虎桐良跡が認められ、

覆土中からt器が多く出土した。

ピットは 3本検出されたが、柱穴にはならないてあ

ろう。貯蔵穴はカマド前面の南壁際に位置する。断面

観察から住居埋没時には開口していたことが判明した。

壁溝はカマド固囲を除き巡っている。

出土遺物は、ロクロ上師器の椀皿類と上師器甕、須

恵器甕がある（第131図）。 1～ 3はロクロ土師器高台

色調 残存率 備 考

にぶい褐 25 カマドNo.7 ロクロ上師器

2 高台椀 (14.0) 3 3 ABDEH 2 橙 15 ロクロ土師器

3 高台椀 (15 0) 3 6 DEHJ 2 にぶい黄褐 35 カマドロクロ土師悩

4 小Jlll 10 6 2 3 5.4 EHJ 2 にぶい褐 80 カマドNo.9 ロクロ土師器

5 須忠甕 B HI J 1 にぶい橙 破片 末野産外面平行叩き内面同心円当て具

6 須恵甕 EH I J 1 黄灰 破片 未野咋外面平行叩き無文‘!!lて具

7 鉢 (26 0) 12 1 DEHJ 2 にぶい赤褐 25 カマドNo.10

8 甕 17.8 18 6 11.3 BI J 2 にぶい赤褐 70 カマドNo.5胴部外面粗いケス汎末野産， 
司ユベE 1 3 4 0 BH I J 2 にぶい黄褐 100 木野虹
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第131図 第134号住居跡・出土遺物
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SJ 1 3 4 

1 暗赤褐色土 ローム粒・白色粒・焼土塊少量、焼土粒多量

2 暗褐色土ローム粒多量、焼土粒・白色粒少量

3 極暗赤褐色土焼土

4 黒褐色土ローム粒少量、焼土粒・白色粒多量

5 黒褐色土ローム粒・焼土粒・白色粒少量

6 黒褐色土ローム粒・白色粒少量、焼土粒微最

7 黒褐色上ローム粒・白色粒多呈、ロームプロック・焼土粒多景

8 黒褐色土ローム粒・白色粒少量、ロームプロック・焼土粒微量

9 黒褐色土 ローム粒多量、ロームプロック・焼土粒微量、白色粒少量

10 黒褐色土ローム粒・焼土粒・白色粒少量

11 にぷい黄褐色土 ローム粒多最、白色粒少量

B 54.20 B' 

9_ _c: 
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口
口□ロ口／
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□□~ 

・ニこへ‘
I 

口 叫彎 凰 ＇ 

＼、二，
O 10cm 
にニニ 1 1 113 114 

O 5cm 

椀と思われる。 4はロクロ土師器小皿て‘‘底部は回転糸

切り。 7は鉢か。 8は広口の小型甕て‘‘ある。礫を多量

に含む極めて粗い胎土て‘‘、胴部は粗いヘラケズリ調整

が施されている。須恵器甕は混入か。住居の時期は10

世紀末葉～11世紀初頭と考えられる。

第135号住居跡（第132図）

第135号住居跡は、 D-8グリッドに位置する。東壁

から北壁にかけては調査区外に延びている。掘り込み

が浅く、南壁部周辺は壁が立ち上がるが、他の部分は

床面が露出していた。硬化面の残存範囲て‘‘規模を確定

した。
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第132図 第135号住居跡・出土遺物
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SJ 1 3 5 

1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・白色粒少量

2 黒褐色土 ローム粒・白色粒少最、焼土粒多量

3 暗褐色土 ローム粒多量、白色粒少量

4 黒褐色土 ローム粒・白色粒少量、焼土粒微磁

SJ135Pit 

1 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・白色粒少量

2 黒褐色土 ローム粒・白色粒少量、焼土粒微量

3 黒褐色土 ローム粒多量、焼土粒微量、白色粒少量

4 暗褐色土 ローム粒多量、白色粒少量

5 褐色土ローム粒多量

平面形は長方形と推定され、規模は長径3.40m、短

径3.83m、深さ0,10mを測る。主軸方向はN-165°―

Wを示す。

床面は南壁部がやや深く、全体に堅く締まっていた。

カマドは南壁の西寄りに設置され、壁を切り込んてい

る。火床面付近が残っているに過ぎず、詳細は不明て‘‘

ある。

ピットは 6本検出された。 Pit3は深く、柱痕が残る

ため、柱穴とするに十分てあるが、他のピットは浅く

配置も不規則てある。

出土遺物は土師器高坪が1点検出されたのみて‘ある。

古墳時代前期の遺物と思われ、混入の可能性が高い。

住居の時期は不明とせざるを得ない。

第132図 1は土師器小型高坪脚部片てある。残存高

m
4
 

c
:
 

0
1
 

ー

4.5cm。胎土に石英、長石、砂粒を含み焼成は良好。に

ぶい橙色を呈し、図化部の約65％残存する。脚部外面

は縦方向のヘラミガキ調整。

第136号住居跡（第133図）

第136号住居跡は、 D-6. 7グリッドに位置する。

重複する第137• 142号住居跡及び第4号溝跡の全てを

切っている。本住居跡と第137号住居跡とは主軸が一

致し、東辺を共有する形て‘‘重複することから、第137→

136号住居跡に建て替えたものと考えられる。

平面形は横長の長方形て‘‘、規模は長径3.90m、短径

2. 74m、深さ0.20mを測る。主軸方向はN-89°-Eを

示す。

床面は概ね平坦て‘‘全体に堅く締まっていた。カマド

は東壁に 2基検出された。 1号カマドは重複関係や埋
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第133図 第136• 137号住居跡・出土遺物
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1 暗褐色土 ローム粒．礫少薩、白色粒多昼、炭化物粒・焼土粒微菫

2 暗褐色土 ローム粒・白色粒多鼠、ロームプロック・焼土粒微量

3 黄褐色土ロームプロック主体

4 黒褐色土ローム粒・白色粒多扇、焼土粒．礫少量

5 黒褐色土ローム粒・白色粒．礫多悟、焼土粒微械

6 暗褐色土ローム粒・白色粒多量、ロームプロック微械

7 黄褐色土ローム粒・ロ＿ムプロック・白色粒多星

8 暗褐 色 土 ローム粒・白色粒少捐、ロームプロック・白色粒・炭化物粒多塁

9 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック少披、白色粒多械

10 にぷい黄褐色土 ローム粒・白色粒・ロームプロック少櫂

11 赤褐色土焼土プロック

12 黒褐色土ローム粒・白色粒少量

13 にぷい黄褐色土 ローム粒・白色粒多量

14 黒褐 色 土 ローム粒・白色粒・焼土粒・炭化物粒微量、ロームプロック少量

〔

口

＼ 

ロニ口

15 黒褐色 土 ローム粒・白色粒ロームプロック・焼上粒・褐灰色粘土プロック少量

16 にぶい黄褐色土 ロームプロック少械、ローム粒・白色粒多星

17 褐 色 土ローム粒・白色粒多鼠、ロームプロック主体

18 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック・白色粒多量、炭化物粒少羅

19 黄褐色土ロームプロック主体

20 暗褐色 土 ロームプロック・ローム粒多盤、白色粒・褐灰色粘士プロック微量

21 にふい黄褐色土 ローム粒・ロームプロック・炭化物粒・焼土粒多景、白色粒少景

22 暗赤褐色土焼土プロック主体（カマド火床面）

23 黄褐色土ロー ムプロッ ク多塁

SJ!36Pit 

1 褐 色 土ローム粒・白色粒多罷

2 にぶい黄褐色土 ロームプロック

3 黒褐色土ローム粒・白色粒少呈

4 黄褐色上ロームプロック

＼ニニ
゜l

 

2m 
•—- 1160 

＼ 

口ーニロ--―---- -~---- — 

10cm 
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第65表 第136• 137号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 血＂＇！ l山mJ← 底 径 胎 上 焼成 色調 残存半 備 考

1 小llJl 9 4 2.5 5 0 DEH 2 橙 85 SJ136 ロクロ上師器

2 小皿 10.0 2 6 5.4 ADE 2 棺 100 S]136 Pit 5内

3 小皿 1. 7 4 3 ADH 2 橙 20 SJ136カマド 2 ロクロ士師器

4 小1111 (9 4) 2.6 (4 6) ABDHI 2 橙 25 SJ136 • 137ロクロ上師器

5 （高台）椀 (13. 8) 4 0 DEJ J 0 橙 30 S]136 • 137 ロクロ上師器

6 高台椀 3.9 (9 4) ADE 2 にぶい黄橙 40 S]136カマド2

7 羽釜 (23.2) 10.1 ADE 1 橙

土の状況から第137号住届跡に伴うものと考えられる。

2号カマドが本住居跡に対応する。東壁の南端に設け

られ、燃焼部は壁を切り込み、細長く煙道部が延びて

いる。燃焼部から煙道部の側壁は強く被熱していた。

ピットは 7本検出された。 Pit1はカマドに正対す

る南西コーナーに位置し（カマド対向ピット）、本住居

跡に伴うものて‘、ある。深さ 55cm。Pit5は埋土中からロ

クロ土師器小皿の完形品が出土した。 Pit2は2号カ

マドの対面に位置することから、第137号住居跡のカ

マド対向ピットと考えるのが妥当て‘あろう。

出土遺物は少ない。ロクロ土師器の小皿と高台椀、

羽釜が出土しているが、重複する第137号住居跡の遺

物が混じる（第133図）。第133図 1~ 3の小皿と 6の高

台椀は本住居跡に伴う遺物と考えられる。 2は完形て‘‘、

Pit 5内から出土している。住居の時期は11憔紀前半

代と考えられる。

第137号住居跡（第133図）

第137号住居跡は、 D-6• 7グリッドに位置する。

第4号溝跡を切って構築され、第136号住居跡に建て

替えられたものと考えられる。

平面形は横長方形て、推定規模は長径3.30m、短径

2.44m、深さ0.13mを測る。主軸方向はN-90°-Eを

示す。

カマドは第136号住居跡 1号カマドが本住居跡に伴

うものと判断される。燃焼部は壁を大きく切り込んて‘‘

構築され、細長く延びる煙道部が続く。燃焼部から煙

道部の側壁は強く被熱していた。

第136号住居跡 Pit2が本住居跡に伴う、カマド対

向ピットと思われる。深さ 41cm。壁溝は残存部につい

ては巡っている。

10 SJ136カマド 1 ロクロ整形

出上遺物は少ない（第133図）。第133図7の羽釜は 1

号カマドから出土したものて‘ヽ、本住居跡に伴う資料て‘‘

ある。 4のロクロ土師器小皿と 5の高台椀は第136号

1主居跡と本住居跡のどちらに帰属するのか確定て‘‘きな

い。本住居跡から第136号住居跡に継続して建て替え

られたことから、時期的にはほぱ同一段階と見て良い

てあろう。住居の時期は11憔紀前半と推定される。

第138号住居跡（第134図）

第138号住居跡は、 E-7グリッドに位置する。壁溝

のみ残存し、床面は既に削平されていた。第139号住居

跡の床面下から壁溝が検出され、本住届跡の方が古い。

第141号住居跡との関係は不明て‘ある。また、第12号掘

立柱建物跡との新旧関係も不明確て‘あるが、本住居跡

の方が古い可能性がある。

平面形は歪んだ方形て‘‘、規模は長径3.76m、短径

3.27m、深さ 0.02mを測る。主軸方向はN-93°-Eを

示す。

床面は削平され遺存しなかった。カマドは検出され

なかった。可能性としては第53号土壊と重なる位置に

存在したと見ることもてきる。

ピットは 5本検出されたが、柱穴にはならないてあ

ろう。壁溝は全周する。

出土遺物は検出されなかったため、住居の時期に関

しては第139号住居跡構築以前という限定がてきるの

みてある。

第139号住居跡（第134図）

第139号住居跡は、 D•E-7 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第138・140・141号住居跡を

切っている。

平面形は整った正方形て‘‘、規模は長径3.06m、短径
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第134図 第138~142号住居跡・第53号土壊・出土遺物
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4 にぶい黄褐色土 ローム粒多量、焼土粒・白色粒少羅
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第66表 第139号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (12 0) 1.3 DE 2 橙 10 

2 須恵高台椀 (14.0) 3 5 AB 2 明赤灰 10 

3 杯 12.7 3.3 8.5 AHJ 2 

4 甕 (23.0) 5.8 AEHJ 2 

5 甕 (21.0) 7.3 DEHJ 2 

2.99m、深さ0.02mを測る。主軸方向はN-118°-E

を示す。

床面は平坦て｀ある。カマドは東壁の南寄りに設置さ

れ、燃焼部は壁を切り込んて構築されていた。

ピットは 5本検出されたが、いずれも浅く住居の柱

穴になる可能性は低い。壁溝は南西コーナーを除き全

周する。

出土遺物は少ない。土師器の杯・甕、須恵器椀があ

る（第134図）。 3の土師器坪、 4 • 5の甕はカマド内

から出土した。住居の時期は 9憔紀中葉を中心とした

時期と思われる。

第140号住居跡（第134図）

橙

橙

褐

第140号住居跡は、 D•E-7 グリッドに位置する。

第139号住居跡と重複し、本住居跡の方が古いものと

考えられる。

平面形は正方形と推定され、規模は長径3.43m、短

径3.27m、深さ0.02mを測る。主軸方向は N-

147.5°-Eを示す。

床面は平坦て‘‘ある。カマドは検出されなかった。ピ

ットは壁に掛かって 1本検出されたが、住居に伴うも

のてはない。

出土遺物はない。住居の時期は第139号住居跡構築

以前という限定がてきるのみて、詳細は不明てある。

第141号住居跡（第134図）

第141号住居跡は、 D-7グリッドに位固する。重複

遺構との新旧関係は第142号住居跡を切り、第139号住

居跡に切られている。第138号住居跡との関係は不明

てある。また、第12号掘立柱建物跡との新旧関係も不

明確てあるが、本住居跡の方が古い可能性がある。

平面形は正方形と推定され、規模は長径3.28m、短

径3.05m、深さ 0.02m を測る。主軸方向はN-130°—

100 カマドNo.l 

10 カマドNo.5 

15 カマドNo.3 • 4 

Eを示す。

カマドは検出されなかった。ピットは 3本あるが、

住居に伴うか否か不明。

遺物は検出されなかった。住届の時期は第139号住

居跡構築以前という限定がてきるのみて‘‘、詳細は不明

てある。

第142号住居跡（第134図）

第142号住居跡は、 D•E-7 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第136• 141号住居跡に切ら

れている。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径2.51m、短径2.43

m、深さ 0.02mを測る。主軸方向はN-7°-Eを示す。

カマドは検出されなかった。ピットは 2本あるが、

柱穴となるか否か不明てある。

出土遺物はない。住居の時期も不明て‘ある。

第143号住居跡（第135図）

第143号住居跡は、 E-8グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第144号住居跡と第63号土堀に

切られていた。遺構の遺存状態が悪く、詳細は不明て‘

ある。

平面形は方形系と推定され、規模は長径3.73m、短

径0.90m（現在長）、深さ0.04mを測る。主軸方向は

N-4°-Wを示す。

床面は平坦て‘‘ある。カマドは検出されなかった。

確実に伴う出土遺物はない。第135図2• 3 • 8 • 9 

は本住居跡、または第144• 145号住居跡から出土した

遺物て‘ある。 2のやや日径の大きい模倣坪は本住居跡

に帰属する可能性があろう。時期は不明確てあるが、

7匪紀代と推定される。

第144号住居跡（第135図）

第144号住居跡は、 E-8グリッドに位置する。重複
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第135[叉1 第143~|45号住居跡・第63号土堀・出土遺物
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SJ143・ 144・ 145 

1 暗褐色土 ローム粒少屈、ロームフロック微量

2 暗褐色土 ローム粒多塁、ロームプロック少塁

3 暗褐色土 灰白色粘土プロック多星

4 暗褐色士~ 焼土粒・焼土ブロック多臣

5 暗褐色上 焼土粒多量、炭化物粒微呈

6 黒褐色士 ローム粒多墓、ロームプロック少爵、焼上粒

炭化物粒微罷

7 黒褐色士 ローム粒・ロ＿ムプロック・焼土粒微最

8 褐色土 ローム粒少量、ロームプロック微呈

9 黄褐色土 ロームの崩壊土

0
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口
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第67表 第143~|45号住居跡出土遺物観察表

番号 話種 ロ径 ｛99円，tI山nJ• 底径 胎 lこ 焼成 色調 残存率 備 衷J— 

1 杯 9 0 2 9 BDHJ 2 橙 100 S]144 Pit 1 

2 杯 (12 0) 3 3 DHJ 2 にぶい褐 15 SJ143~145 

3 坪 (1 1 0) 2 8 AEHJ 2 桁 20 SJ143~145 

4 杯 12 0 4 1 DEHJ 2 橙 60 SJ144 

5 坪 12 4 4.4 DEHJ 2 橙 75 SJ144 No. 2 

6 台付甕 (16.8) 20 1 (12 4) BHJ 2 にぶい赤褐 70 SJ144 No. 1 

7 小＊土＇） 珈式 02.0) 3 7 DEHJ 2 椿 10 SJ]44 

8 叫上＜F 16.0 4.6 HJ 2 にぶし、褐 75 S]143~145 ， 甕 16.9 5.0 AHJ 2 

遺構との新旧関係は、第143• 145号住居跡、第16• 64 

号土墟を切り、西壁部ては第3号溝跡が覆土上部に乗

っていた。

褐

平面形は正方形て‘‘、規模は長径4.56m、短径4.34

m、深さ0.07mを測る。主軸方向はN-lT-Wを示す。

床面は平坦てあった。カマドは北壁の中央に設置さ

れ、燃焼部は壁内におさまる。袖は粘土を積み上げて

構築されていた。煙道部は削平されており遺存しない。

ピットは 5本検出された。 Pit1はカマド脇にあり、

貯蔵穴と考えて良かろう。 Pit2~5は主柱穴配置を

採るが、深度は浅い。

出土遺物は第135図 1、4~7が本住居跡から出土

した。 2 • 3、8 • 9は第143~145号住居跡出土て帰

属関係が不明確てある。 1は丸椀タイプの杯て‘ヽ 、日縁

部がやや内湾気味に直立する。体部から底部はヘラケ

ズリ。 Pit1から出上した。 5の杯は南壁際、 6の台付

甕は北東コーナ一部から出土した。住居の時期は 7世

紀末葉～ 8枇紀初頭前後て‘あろう。

第145号住居跡（第135図）

第145号住居跡は、 E-8グリッドに位置する。第

144砕住居跡床面下から検出された。第144号住居跡を

そのままスケールダウンした形態て、、入れ子状に重複

することから、建て替えもしくは、第144号住居跡の掘

り方と見るのが妥当てあろう。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.04m、短径2.85

m、主軸方向はN-71°-Eを示す。

床面は削平されている。壁溝状の溝が検出されたの

みて‘、カマド・ピット等の付属施設はない。

本住居跡に確実に伴う出上遺物はないが、第144号

60 SJ143~145 

住居跡との関係から、同時期またはその直前段階に位

置付けられよう。

第146号住居跡（第136図）

第146号住居跡は、 E-6グリッドに位固する。重複

遺構との新1日関係は第 4号溝跡を切り、第 2号溝跡・

第112号土墟に切られていた。

平面形は横長方形て‘‘、北東コーナーに張出部が付く。

張出部に沿って壁溝も巡ることから、確実に移行に伴

う施設て‘ある。規模は長径4.06m、短径2.83m、深さ

0.25mを測る。主軸方向はN-83°-Eを示す。

床面は全体に堅く締まっていた。概ね平坦て‘あるが、

Pit 1の東側は貼床され、若干高まりが認められた。

カマドは東壁の南端に設置される。燃焼部は壁を切

り込んて構築され、細長く延びる煙道部に続く。燃焼

部から煙道部にかけての側壁は強く被熱していた。袖

は認められず、燃焼部と床面はあまり段差無く続く。

カマド前面の南東コーナー付近の床面には灰の薄い堆

積層が広がっていた。燃焼部内にはロクロ土師器の高

台椀と、甕、カマド構築材の一部と思われる角礫が残

されていた。

ピットは 2本検出されている。 Pit1はカマドの対

壁のコーナーにあり、遺構に伴うものてある（カマド

対向ピット）。

出土遺物はロクロ土師器小皿・高台椀、土師器甕、

須恵器高台椀・壺・甕がある（第136図）。ロクロ土師

器小皿は底部ヘラ切りと思われる。 2の高台椀は Pit

1出土。内面と日縁部外面をヘラミガキ、内黒処理を

行っている。体部下端はヘラケズリ調整。 3は高台部

を欠く。内面は黒ずんているが、黒色処理とは嬰なる
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第136図 第 146号住居跡・出土遺物
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第68表 第146号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 七 焼成 色調 残存率 備 老J~• 

1 小皿 (9.8) 2.2 6.4 DHJ 2 橙 45 底部ヘラ切りかロクロ土師器

2 高台椀 (17.2) 6.6 (8 0) BHJ 2 にぶい橙 30 Pit 1 ロクロ土師器内面ミガキ＋黒色処理

3 高台椀 14 9 4 8 HJ 2 にぶい褐 90 カマドNo.l ロクロ土師器内面黒色処理？

4 高台椀 2.7 EHJ 2 にぶい橙 40 ロクロ上師器内面ミガキ

5 須恵高台椀 2.5 (6.0) HJ 1 灰 25 

6 須恵壺 (20.0) 2.0 HJ 1 灰 10 末野産？

7 甕 (24.2) BH I J 2 にぶい褐 10 胎上粗い

8 甕 29.9 (8 6) HJ 2 にぶい褐 55 カマドNo.2 • 3 

， 須恵甕 HI J 1 灰 破片 末野産

ようてある。カマド内出土。 7• 8は非ロクロの厚甕。

7は胴部縦ケズリ。 8は日縁部を欠く、胴部は縦方向

の粗いヘラケズリ調整。カマド内出土。 5 • 6 • 9は

混入。 9の内面は二次的に磨った痕跡があり、墨痕状

の黒いシミが残る。転用硯か？。住居の時期は10世紀

末葉～11椎紀初頭頃と考えられる。

第147号住居跡（第137図）

第147号住居跡は、 E•F-6 グリッドに位置する。

第1号井戸跡によって東壁部を切られていた。第 8号

掘立柱建物跡との関係は、本住居跡の方が新しい可能

性が高い。西壁部に段差が付くことからカマドの位置

は変えないて‘‘、建て替え（縮小）を行った形跡がある。

建て替え後の住居跡を第147a局住居跡、建て替え

前を第147b号住居跡とすると、第147a号住居跡の平

面形は正方形て、、規模は長径2.41m、短径2.0lm、深

さ0.18mを測る。第147b号住居跡は長方形て‘‘、規模は

長径2.68m、短径 (2.41)m、深さ0.06mを測る。主

軸方向は両者共通て‘N-86'-Eを示す。

第137図 第147号住居跡・出土遺物
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第69表 第147号住居跡出土遺物観察表

番号 器秤 ロ径 器高 底径 胎 上 焼成

1 （高台）椀 (10 0) 2 3 BDE 2 

2 高台椀 (16.0) 3.5 ADEH 2 

3 高台椀 1 9 EH 2 

4 高台椀 1 8 EH 1 

5 高台皿 3 5 6.2 DE 2 

6 甕 3.0 (10. 0) EHJ 2 

床面は概ね平坦て‘‘全体に堅く締まっていた。カマド

は東壁の南端に設固され燃焼部全面は緩やかに窪む。

袖はない。

色調 残什率 備 考

にぶし、橙 10 内面ミガキ＋黒色処理ロクロ土師謡

にぶい橙 10 内面ミガキ＋黒色処理ロクロt師器

にぶい黄橙 75 No. l 内面ミガキ＋黒色処理ロクロ七師器

にぶい黄橙 95 No. 2 内面ミガキ＋黒色処理底部「 X」ヘラ記号

にぶい黄橙 80 Pit 1胎七精選搬入品かロクロ上師器混入？

にぶい黄橙 25 

を示す。

床面は平坦て‘‘ある。カマドは検出されなかった。ヒ°

ットは 2本あるが、 1主居に伴うか否かは不明て‘ある。

ピットは 2本検出された。 Pit1は第147a号住居跡

西壁際に掘り込まれ、カマド対向ピットと考えられる。

出土遺物は、ロクロ土師器小皿（第138図4)と、高台

椀 (7• 10)がある。 4は底部を欠き、口縁部には油煙

が付着する。 7は内面ヘラミガキと黒色処理が施され

る。住居の時期は10世紀末葉～11世紀初頭頃てあろう。

第149号住居跡（第138図）

出土遺物は少ない。ロクロ土師器の高台椀（第137図

l ~4) と台状底部をもつ皿？、甕がある。 1 ~ 4は

内面ヘラミガキと黒色処理が施される。 4の底部には

「X」印のヘラ記号が記されている。 5は台状（円柱

状）底部をもつものて、胎土も精選され、非在地産と

考えられる。底部は糸切りてある。住居の時期は10世

紀後半～11世紀初頭頃と考えられる。

第148号住居跡（第138図）

第148号住居跡は、 E-6 • 7、F-7グリッドに位

置する。重複遺構との新旧関係は、第 7号掘立柱建物

跡を切り、第 2号井戸跡に北西部を切られていた。第

149号住居跡との関係は、第149号住居跡床面の遺存状

態から本住居跡の方が新しいものと判断した。

平面形はやや歪んだ方形て‘‘、規模は長径3.90m、短

径3.50m、深さ0.02mを測る。主軸方向はN-68°-E

第70表 第148• 149号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 上 焼成

1 小皿 10 4 2.0 6.5 BHJ 2 

2 小皿 (10 0) 2 7 4.9 AEHJ 2 

3 小皿 (9 8) 2.2 (7.4) HJ 2 

4 小皿 10 0 2 2 BH 1 

5 高台椀 (14.0) 6 9 8.4 HJ 2 

6 高台椀 (15.0) 4.6 BD 1 

7 高台椀 2.9 EJ 2 

8 高台椀 3 0 BEH 3 ， 高台椀 2.1 (6 0) DH 1 

10 高台椀 2 3 (9.8) ABDH 2 

11 羽釜 (2 5. 1) 9 6 EJ 2 

第149号住居跡は、 E•F-6 、 F-7 グリッドに位

置する。北壁部を第 2号井戸跡に切られ、カマドから

東壁部を第148号住居跡に切られていると判断した。

平面形はやや横長の方形て、、規模は長径3.29m（現

在長）、短径2.84m、深さO.llmを測る。主軸方向は

N-90"-Eを示す。

床面は平坦て‘‘堅く締まっていた。カマドは東壁の南

寄りに設置され、燃焼部は壁を切り込んている。第 2

層下面が火床面、第 3• 4層は掘り方て‘あろう。明確

な袖は確認て‘‘きなかった。

ピットは 4本検出された。 Pit1はカマド対向ピッ

トて、確実に伴うものて‘ある。

色調 残存率 備 考

にぶい橙 100 SJ149カマド底部ヘラケズリ ロ縁片口風

にぶい橙 60 SJ149ロクロ土師器

にぶい褐 40 SJ149底部ヘラ切りロクロ七師器

にぶい褐 50 SJ148口縁部の内外面に油煙付着

にぶい橙 45 SJ149カマド内面ミガキ体部風化

にぶい橙 20 SJ149カマド内面ミガキ＋黒色処理

にぶい黄橙 35 SJ148内面ミガキ＋黒色処理ロクロ土師器

にぶい黄橙 70 SJ149ロクロ七師器

にぶい橙 60 SJ149ロクロ上師器

にぶい褐 10 SJ148ロクロ土師器

褐 10 SJ149ロクロ整形土師質
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第138図 第148• 149号住居跡・出土遺物
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出土遺物はロクロ土師器小皿（第138図1~3）、闇

台椀 (5・6・8・9)、土師質羽釜（11)がある。小

皿は体部が直線的に延びる 1• 3が底部ヘラ切り、体

部に丸味をもつ 2が底部回転糸切りてある。高台椀は

器形や高台形態、調整方法にバラエティーがある。羽

釜はロクロ整形て酸化烙焼成されている。住居の時期

は10憔紀末葉～11匪紀初頭頃と考えられる。

第150号住居跡（第139図）

第150号住居跡は、 E•F-7 グリッドに位置する。

第7号掘立柱建物跡及び第20号土横を切っている。

平面形は横長方形て、、規模は長径3.93m、短径2.56

m、深さ0.15mを測る。主軸方向はN-93"-Eを示

第139図 第150号住居跡・出土遺物
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第71表 第150号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 士 焼成 色調 残存率 備 考

1 小皿 9 6 2.3 5.0 ABHJ 2 橙 60 底部回転糸切りロクロ七師器

2 高台椀？ (12.0) 2.4 D 1 にぶい褐 5 内面ミガキロクロ土師器

3 高台椀 (15.0) 3.5 EHJ 2 にぶい橙 30 ロクロ土師器

4 高台椀 2 6 8.9 DEHJ 1 橙 50 Pit 1 ロクロ土師器

5 高台椀 1.5 (6.0) AHI 2 にぶい橙 25 内面ミガキ十黒色処理ロクロ土師器

6 高台椀 3.0 8.5 AEHJ 1 にぶい橙 100 カマドNo.4 ロクロt師器

7 甕 1.5 7.8 A I J 2 

第151号住居跡（第140図）

第151号住居跡は、 E•F-7·8 グリッドに位置す

る。第 2号溝跡に北東コーナ一部を削平されていた。

平面形は概ね正方形て‘‘、規模は長径4.40m、短径

3.95m、深さ0.05mを測る。主軸方向はN-108°-W

を示す。

橙

床面はやや起伏をもち、床面下に掘り方が検出され

た。カマドは西壁の南寄りに設置され、燃焼部は壁内

におさまっている。袖は粘土を用いて構築されていた。

ピットは 5本検出された。 Pit1~4は主柱穴配置

をとるが、深度はいずれも浅い。壁溝はほぼ全周する。

出土遺物はカマドとその周辺部から多量に検出された

（第140~142図）。全て土師器て‘̀ 、器種としては杯類を

主に、鉢、小型甕、甕、壺、甑がある。

土師器の坪は重なった状態て出土したものが多い。

カマド左脇には、下から順に19• 12 • 7 • 14 • 10 • 11 

の土師器坪が6枚、入れ子状に重なって出土した。ま

た、その横の壺（40)、甕（34)に挟まれた位置に18・

20 • 8 • 3 • 24の坪が5枚、本来重なったものが横倒

しになった状態て出土した。南壁際からは17と21が同

様に重なって出土している。

土師器の坪は薄手て‘‘、作りの良い一群(1~17・24)

と厚手て雑な作りの一群（18~23)に大きく分かれ

る。前者のなかても、胎土が粉っぱく、手に付着する

土器が多く認められる（ 1• 3 • 4 • 7 • 8 • 10 • 12 • 

13・24)。このタイプは黒斑が無く、雲母状の微粒子を

含む点が共通する特徴て‘ある。口径11cm大が主体をな

すが、大型杯（14~16) も含まれる。大型坪には日縁

下端に沈線を巡らすものがある(14• 15) が、基本的

に体部のケズリによって口縁下の稜を作り出すタイフ°

90 底部木葉痕ナデ消す

が主流て‘‘ある。

後者は体部が深く、丸椀風て‘‘ある。底部のヘラケス‘

リは雑て‘‘、全体に厚手の作りてある。黒斑の認められ

るものが多い。

鉢や小型壺はほとんどの上器が体部下位に二次被熱

の痕跡が残る。器面が剥落するものも認められる。甕

は胴部が長く延びるタイプて‘ヽ、砲弾状になるもの(34)

と胴部が直線的になるもの、やや膨らみをもつもの

(35)がある。土師器杯類と甕の特徴から、 1担国の時

期は 7椎紀前半～中頃と考えられるて‘‘あろう。

第152号住居跡（第143図）

第152号住居跡は、 F•G-2 • 3グリッドに位置す

る。重複遺構との新旧関係は、第80号土墟と第 3号不

明遺構を切っている。第 3号不明遺構は、風倒木痕と

思われる。

平面形は正方形て、、規模は長径3.04m、短径2.88

m、深さ 0.15mを測る。主軸方向はN-90°-Eを示す。

床面は平坦て‘全体に堅く締まっていた。カマドは東

壁のほぼ中央に設置され、燃焼部は壁を切り込んて‘‘ぃ

る。底面の掘り込みは浅く、ほぼ底面が火床面か。埋

土には焼土が多量に含まれ、第 1~3層はカマド崩落

土と考えられる。

ピットは 4本検出された。主柱穴配置をとるが、深

度はいずれも浅い。

出土遺物は少なく、いずれも小片てある（第143

図）。いわゆる模倣杯(l• 4 • 5) と北武蔵型坪 (2.

3) がある。模倣坪は退化形態、北武蔵型杯は口縁部

が内湾気味に短く直立するタイフ゜てある。時期的には

7世紀後半～ 8世紀初頭頃の土器群てあろう。
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第140図 第151号住居跡・出土遺物(I)
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第141図 第151号住居跡出土遺物(2)
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第142図 第151号住居跡出土遺物(3)
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第72表 第151号住居跡出土遺物観察表

番号 器柾 ll 径 伍ロhロ． l 占nJ ＾ 底 径 胎 l△ 焼成 色調 残存辛 備 考

1 杯 11 0 3 3 AEHJ 1 橙 100 No.28 • 32粉っぱい無黒斑

2 杯 11 3 3 4 AEHJ 1 橙 95 No.45 

3 坪 11 6 3 7 AH 1 橙 95 No. 7粉っぱい無黒斑

4 坪 12.0 4 0 EHJ 1 橙 100 No.42無黙斑

5 坪、 (10. 7) 3 1 EH 1 にぶしヽ 褐 60 No.29 

6 坪 (11 6) 3 1 HJ 1 にぶい黄褐 45 No. 3 

7 坪 11.2 3.7 AEI-I 1 橙 100 Nol2粉っぽい無黙斑

8 坪 11.5 3.8 EH 1 橙 100 No 5粉つばし、無黒斑， 杯 12.4 3.4 BEH 1 橙 70 カマド No17

10 杯 11 4 3 8 EH 1 橙 100 No.10粉っぽし、無黒斑

11 坪 11 8 3 8 DEHJ l にぶし、橙 100 No.9内面黒色処理

12 杯 11 4 3 9 EH 1 橙 100 No.13粉っぽい無黒斑

13 杯 (12 0) 2 8 ADEHJ 1 橙 40 No52粉っぱし、無黒斑

14 坪 (15 5) 5.8 AEH 1 椿 100 No.11底部烹斑内面ヘラナデロ縁下端沈線

15 杯 16 0 5 l AEH 1 橙 100 No.25口縁下沈線

16 坪 04.2) 4.8 HJ 2 橙 60 カマドNo.18底部黒斑

17 杯 12 6 4 7 EHJ 1 橙 90 ]¥o.27底部ヘラキズ無黙斑

18 坪 12 3 4 5 DEHJ 2 にぶい橙 100 No.15 • 22 • 56 
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番り 器種 口径 器高 J氏径 胎 -I上← 焼成 色調 残存率 備 考

19 坪 10.6 4.8 BDH 1 にぶし、橙 100 No.14黒斑

20 坪 10.5 4.5 BDEH 1 橙 100 No. 4 

21 杯 10 4 4.8 BDHJ 2 にぶい橙 100 No.26 

22 坪 8 8 4.4 BDEHJ 2 棺 100 No.40 

23 坪 (10 4) 4 () DEHJ 2 橙 90 No.19器表面剥離黒斑

24 杯 12 6 3.3 EHJ 1 橙 100 No.8粉っぱし、無黒斑

25 鉢 (14 0) 5 3 BHJ 2 にぶい褐 20 No.48 

26 鉢 (18 0) 3.8 HJ 2 にぶい褐 20 

27 鉢 14 2 9 2 8.2 BDEJ 2 にぶい橙 55 No46 • 47 • 49胴部卜闘誹且し、 ミガキ

28 小型壺 (18.6) 8.5 (9.6) AEH 1 にぶい橙 45 No.50底部器面剥落（二次被熱）

29 小型壺 (13.6) 8 8 BDEHJ 2 にぶい橙 40 No.30 • 33 

30 小升ニrl).珈式 15 0 13.7 7 0 BDHJ 2 にぶい褐 80 No. l器面刹落（二次被熟）

31 小型壺 13.2 13 2 BDH 1 灰黄褐 90 No.23 

32 小型壺 (14 4) 17 6 5.2 HJ 2 橙 65 No.24胴下位二次被熱

33 小型壺 11 0 9 0 BHJ 2 にぶい橙 85 No.51外面黒斑

34 暉寧 (22.0) 31.6 5 4 AHJ 2 にぶい赤褐 60 カマドNo.6 

35 甕 (20 6) 9.9 HJ 2 にぶい橙 15 No.34 

36 坑五fC (24.4) 11.5 ABDHJ 2 にぶい橙 80 カマドNo.21• 23 

37 甕 19 9 BDHJ 2 にぶし、褐 40 No.16 

38 甕 (21.0) 8.2 BHJ 2 にぶい褐 45 No.39 

39 壺 17 9 BDHJ 2 にぶい橙 90 カマドNo.3 

40 症"' 19.7 BDHJ 2 にぶし、褐 75 カマドNo.2丸底

第143図 第152号住居跡・第80号土壕・出土遺物
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第153号住居跡（第144図）

第153号住居跡は、 F-3グリッドに位潰する。第

154号住居跡と重複し、本住居跡の方が新しい。カマド

が並列し、主軸もほぱ一致することから第154→153号

C 

口＼口／言

口 ロ

口

-C 

SJ 1 5 2 

1 極暗褐色上 焼上粒多量（カマド崩落上）

2 極暗褐色土 焼七プロック多祉（カマド崩落土）

3 極暗褐色土 焼土プロック少量（カマド崩落土）

4 暗褐色土 ローム粒、焼土粒・焼土プロック多量

5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒少贔

6 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少屈

7 極暗褐色七 焼土プロック・炭化物粒多母

21鷹

口
l l ツー贄er

住居跡に建て替えたものと考えられる。

平面形は横長方形て‘‘、規模は長径4.05m、短径3.04

m、深さ 0.28mを測る。主軸方向はN-75°-Eを示

す。床面は平坦て‘‘ある。カマドは東壁の南寄りに設置
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第73表 第152号住居跡出土遺物観察表

番号 謡種 11 径 .仕nuナ→ I山nJ▲ 底 径 胎 +. 焼成 色調 残存率 備 芸コ

1 坪 (11 0) 2 1 ABD 2 橙 5 貼床

2 坪 (13. 0) 2 3 DEH 2 明赤褐 5 貼床

3 杯 04.0) 3 0 ADE 2 橙 5 

4 比 (12 0) 3 2 ADE 3 椿 10 有段II縁

5 杯 (12 0) 2 3 DEH 2 明赤褐 10 

され、第154号住居跡カマドと並列している。燃焼部は

ほぱ壁内におさまり、底面は床面を僅かに掘り込んて‘‘

構築されている。煙道部は壁外に長く延び、側壁上部

は強く被熱していた。抽は白色～灰褐色系の帖上を用

いて構築されていた。

ピットは 7本検出されたが、いずれも浅く柱穴と見

るのは無理があろう。上墟は 2基検出されている。床

下土墟または、掘り方と考えられる。壁溝は全周する。

出土遺物は極めて多い（第145~148図）。主に覆七下

層から床面にかけて、礫と共に多数の土器が投棄（放

棄？）されたような状態て‘検出された。

器種としては、上師器坪・皿・椀。鉢・小型甕・甑・

甕・台付甕・壺、須恵器盈・小烈壺・甕などがある。

土師器杯（第145図 1~28)は日縁部が内湾乃至内湾気

味に直立するタイプが主体を占める。大きさは日径11

cm前後の小梨品が最も多く、 14cm前後の中型品、 16cm

を越える大型品がある。皿も＇崖鼠て‘‘存在し (29~42)、

日縁が逆「ハ」の字状に開くものが主体となる。甕は

日縁部が「く」の字状に折れ、胴部上位て膨らむもの

と、直線的に延びるものがある。調整は胴部上位に横

乃至斜めケズリが施される。

第74表 第153号住居跡出土遺物観察表

番り 器種 日径 器高 底径 胎 上 焼成

1 坪 11.0 3 3 DHJ 2 

須恵器蓋は身受けのかえりが付く (43)。日径11.5cm

前後の杯とセットになるものてあろう。末野産。住居

の時期は 7世紀末葉～ 8祉紀初頭頃て‘ある。

第154号住居跡（第144図）

第154号住居跡は、 F-3グリッドに位置する。重複

する第153号住居跡に切られていた。第153号住居跡と

は東壁を共有し、カマドが並列すること、主軸がほば

一致することから、本住居跡→第153号住居跡に建て

替えたものと考えられる。

平面形は正方形て、、、規模は長径3.64m、短径3.42

m、深さ 0.20mを測る。主軸方向はN-7T-Eを示す。

床面はほば平坦て‘‘ある。カマドは東壁の南寄りに設

置されるが、燃焼部は第153号住居跡構築段階に破壊

され、遺存していなかった。煙道部は細長く壁外に延

び、側壁上部は被熟していた。

ピット・壁溝は検出されなかった。

出上遺物は少ない（第149図）。土師器の杯と鉢があ

る。 3• 4は混入と思われる。重複関係からは第153号

住居跡に先行するが、遺物の時期は、ほぼ同一段階と

思われる。

色調 残存半 備 考

にぶし、橙 75 体部上位無調整

2 杯 (11. 0) 2 3 DEH 2 橙 40 体部上位無調整

3 杯 (11.0) 2.4 AD 1 明赤褐 40 体部卜位無調整

4 坪 (10.0) 2.9 DEH 2 橙 30 体部上半無調整

5 杯 11. 4 3 7 DHJ 2 にぶい橙 65 No. 6 • 7体部上半無調整

6 杯 11.8 3 6 DEH 2 橙 100 No.70 f本部上半無調整

7 坪 (13 0) 2 7 DH] 2 にぶい橙 15 体部上半無調整

8 杯 (11.1) 3 1 DEH 2 橙 45 体部上半無調整， 坪 (11.6) 2 7 DHJ 3 にぶし、橙 15 SJ153 • 154体部卜半無調整

10 坪 (12. 2) 3 0 DHJ 2 橙 80 体部上位無調整

11 杯 (13 0) 3.3 DHJ 2 橙 20 No.32体部上端無調整

12 坪 (12.6) 3.3 AHJ 2 にぶい赤褐 20 体部土端無調整
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第144図 第 153• 154号住居跡
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SJ 1 5 3 

1 褐灰色土 褐灰色粘土プロソク

2 赤褐色上 焼土プロック（天井部崩落ェ）

3 褐色土 ローム粒・炭化物粒・白色粒少柏、

焼土プロック多量

4 暗褐色土 ローム粒・白色粒少星、焼土粒多量

5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・白色粒微凪

6 暗褐色七 ローム粒・白色粒・炭化物粒少量、

焼土粒多塁

7 暗褐色土 ローム粒・白色粒微量、焼土粒少羅

8 暗褐色土 ローム粒・白色粒微量、ローム

ブロック少量

9 暗褐色土 ローム粒含む

SJ 1 5 3掘り方

1 暗褐色土灰

2 黒色上焼t・炭化物少量（灰溜まり）

3 黒色土 ロームプロック・焼上・灰

4 褐色土ロームに暗褐色上

SJ154 カマド

1 暗褐色上 焼土・焼土粒多量、焼土プロック・

炭化物少置

2 褐色土焼土少量

3 暗褐色土 ローム多量、ローム粒少量

汽。
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第145図 第 153号住居跡出土遺物(I)
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第146図 第 153号住居跡出土遺物(2)
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第147図 第153号住居跡出土遺物(3)
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第148図 第 153号住居跡出土遺物(4)
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牙9壬r^万口 賂秤 11 径 斥uui-.1,'~•ユ1▲ 底 径 胎 •I -▲ 焼成 色調 残存率 備 考

13 杯 (13.0) 3 0 DHJ 2 にぶし、橙 20 体部卜錨端無調整

14 杯 (14 0) 3 0 DHJ 2 にぶし、橙 15 体部上位無調整

15 坪 (12 0) 4 5 DHJ 2 にぶい黄橙 15 口縁直下まてケズリ

16 杯 11 4 4 4 DHJ 2 棺 100 カマド No.52• 76体部上半無調整

17 杯 13 6 4 0 BDHJ 2 桁 60 No.49体部上位無調整

18 坪 (14 0) 4 3 DHJ 2 にぶい橙 30 口縁直下まて｀ケズリ

19 坪 (14 0) 3 9 ADE 2 橙 25 No.73 

20 Jィ： (14 0) ~ l ADI 2 橙 20 体部上半無調整

21 杯 (11 0) 2.3 DEH 2 橙 20 体部＿j--平無調整

22 杯 11 4 3 7 BDI-IJ 2 にぶし、橙 60 No. 4 • 5 • 46体部上端無調整

23 杯 13.4 4.3 DEHJ 2 にぶい橙 40 No.52 • 62体部卜．位無調整

24 坪 (16 0) 5.0 DEHJ 2 橙 30 口縁直Fケズリ

25 坪、 (16. 0) 5.0 DEHJ 2 にぶい橙 20 体部卜位無調整

26 杯 16.0 3.8 BDHIJ 2 棺 100 No. l 11縁直―ド無調整

27 杯 (18.0) 3.5 DHJ 2 にぶい褐 30 SJ153+154体部上位無調整

28 坪 (20 0) 4.3 DHJ 3 橙 10 No20体部上位無調整

29 皿 (16.0) 2.9 DEH 2 橙 10 

30 皿 15.4 3.6 DHJ 2 にぶい褐 45 No. 8 • 12。27

31 皿 (19.4) 4.5 DEH 2 橙 65 No.15 • 76 • 81 

32 肌 (20.0) 4.2 EHJ 2 にぶし、橙 20 カマド ll縁直ドからケズリ

33 JITI. (17.0) 3.1 HJ 2 にぶい賀橙 10 口縁直下からケズリ

34 皿． (16.0) 2.6 ADH 1 橙 10 

35 皿 (20.6) 3.3 DHJ 2 にぶい黄橙 10 ロ綜直―ド僅かに無調整

36 皿 (16.0) 2.4 ADI 2 明赤褐 15 ロ縁直下からケズリ

37 皿 (15.8) 3.4 ADE 1 橙 50 口縁直下からケズリ

38 皿 (18.0) 3.9 ADI 2 橙 20 No.84口縁直下からケズリ

39 皿 (20.0) 2.3 DHJ 2 にぶい橙 10 No.17 

40 皿 20.8 3.3 ACDH 1 にぶい橙 70 No.78日縁直ドからケズリ黒斑

41 llll. (19. 7) 2.3 DE 2 杓 25 口縁直下からケス｀リ

42 皿 (20 0) 4.3 DHJ 2 橙 10 体部上端無調整

43 須恵蓋 (13.2) 3 3 HI J 1 灰 30 末野産つまみ欠落

44 須恵小型壺 (5.6) 2 4 HJ 1 青灰 25 末野産か

45 椀 (12 0) 5 8 DHJ 2 にぶい買橙 25 黒斑あり

46 鉢 12.4 7 1 9 4 BDEHJ 2 にぶい褐 100 No.56雑な成整形歪みあり黒斑

47 小Jf-LlJ 珈式 (16. 9) 15 0 7.0 DEH 1 にぶい橙 65 No.64二次被熱により底部器面剥落

48 小刑ーヒ罪 15.6 14.5 DHJ 2 にぶい橙 90 No, 2 • 77底部～胴部黒斑

49 小if土lj嘩式 17 2 19 5 (10.0) DHJ 2 にぶい褐 80 No.16 • 40胴部ド位被熟し、器面剥落

50 甑 (20.0) 14 1 2.8 DEJ 2 椿 30 No.69 • 80 • 82カマド

51 甑 21.6 11. 0 HJ 3 にぶい赤褐 70 No.SO 

52 鉢 (26.0) 8.2 ADEH 2 にぶい橙 15 内面黒色

53 甕 22.2 32 5 HJ 2 にぶい橙 70 No.16 • 18 • 21 • 22 • 47 

54 吋瓦百 22 7 33.9 5.8 DEH 2 にぶい褐 90 No. 2 

55 舞式 (22.0) 7 l DEHJ 2 橙 80 No.19 

56 坑ェ栢て 24.2 33 7 4 2 DHJ 2 橙 70 No. 1 • 2 • 18 • 22 SJl 54 

57 甕 21.6 5 6 DEH 3 にぶしヽ 褐 60 No.18 • 19 • 44 

58 珈式 (17. 0) 7 0 DEHJ 2 にぶい橙 30 

59 吋土k 22.4 18 0 BDHJ 2 にぶい橙 70 No.11 • 16 

60 罪武 (22 0) 9.0 DHJ 2 にぶい橙 30 No.58 • 59 • 61 

61 罪式 16 7 AHJ 2 橙 40 No.13 • 14 • 16 • 40 

62 珈ぇ,c 21.6 BHJ 2 にぶい褐 65 No.26 • 58 • 61 • 63 S]154 

63 甕 17.6 (5 8) DEH 2 灰褐 30 No.78 

64 台付甕 13.2 14 8 ADE 2 にぶい橙 90 No. 3 外面二次被熟器面剥落

65 台付甕 7.1 11. 5 DEHJ 2 にぶい橙 80 No.53 
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番号 器柿 II 径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考~

66 叫式百 2.3 4.1 HJ 2 黄灰 60 No.18 • 40底部楕円形に歪む

67 甕 3 3 5 () HJ 2 にぶし、褐 70 No.23 

68 珈試 3 3 (8 0) DHJ 2 黄灰 35 外面ナデ、氾入か

69 甑 6 1 (12. 2) DEHJ 2 にぶい赤褐 15 :-Jo.78 

70 壼 (26. 0) 6.3 DEHJ 2 （こぶし、橙 20 No. 8 • 48 

71 虚 (24 0) 6 8 HJ 2 杓 15 カマド

72 誼' 18 2 6 5 HJ 2 にぶし、橙 70 No．消滅

73 壼 (22 0) 7.0 BEHJ 2 にぶい橙 25 No.36 

74 字心← 13 0 HJ 2 にぶい褐 45 No.12 • 13 

75 壺 16 0 DEHJ 2 にぶし、桁 45 No. l 

76 壷 2 5 (9 0) HJ 2 橙 20 No.18 

77 須忠甕 HJ l 灰 破片 平行叩き＋圃心円当て只黒色粒—f秋間産

78 須恵甕 HJ 1 灰 破片 未野産か平行叩き後ナデ

79 須恵甕 HI J 1 灰 破片 本野産擬斜格子叩き十い］心円叫て具

80 須恵甕 HJ 1 灰 破片 平行叩き＋同心円当て具秋間産？

81 須恵甕 HI J 1 灰 破片 末野産擬斜格子叩き十同心円当て具

82 軽石 長5.70cm 最大幅5.10cm 厚さ230cm 重址5530 g角閃石安山岩

83 不明七製品 長465cm 最大径2.95cm 厚さ080cm 重是11.93 gにぶい黄棺

第149図 第154号住居跡出土遺物
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第75表 第154号住居跡出土遺物観察表

器号 器種 II 径 賂高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

l 坪 12 0 3 1 DHJ 2 橙 45 口縁上位無調整

2 坪 13 4 4.0 DHJ 2 にぶい橙 50 体部上位無調整

3 坪 (20.0) 2 8 DE 2 橙 10 カマドf本部 l一＿位無調整

4 杯 (14 0) 3 4 EH 2 明赤褐 10 

5 坪 (16.0) 5.2 DE rJ ] にぶい橙 20 

6 材 (16 0) 2.7 DE 2 橙 10 

7 鉢 (22.0) 6.5 ADE 2 にぶい橙 10 

第155号住居跡（第150図）

第155号住居跡は、 F-4グリッドに位置する。第

156号住居跡と第 8号溝跡に切られていた。

平而形は正方形て‘‘、規模は長径4.98m、短径4.91

m、深さ 0.15mを測る。主軸方向はN-8'-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘ある。 カマドは当初東壁の中央に

設置されたものと考えたが、出上遺物などからこれは

第156b丹住居跡のものと判断した。一方、北壁の壁溝

が切れる部分の内側に焼土の堆積箇所が認められたた

め、 ここにカマドが設けられたものと考えた。ほとん

と〗良跡をとどめておらず、

明て‘ある。

カマドの具体的な構造は不

ピットは 4本検出された。 Pit1~ 4は主柱穴配置

を採るが、深度は浅い。壁溝はカマドが存在したと思
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第150図 第155• 156号住居跡・出土遺物(I)
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SJ156a 

l 暗褐色土 焼七粒多培、焼七粒プロソク少塁

2 暗褐色土 ローム粒、焼上粒少塁

3 暗褐色土焼土粒多塁

4 暗褐色七 ロームフロック、焼七粒少犀

5 黒褐色上ローム粒少邊

.,I 

C 54.70 二．．込 D' 

E

l

 E F _F  

SJ 1 5 6b 

1 褐色土焼土少量、灰褐色粘十多址

2 褐色土焼土・焼土粒多量、焼上プロソク少慨（天井部）

3 暗赤褐色上 焼上・焼土粒多量

4 暗褐色土焼上・焼上粒多柏、灰褐色粘十粒少置

5 暗褐色七焼士粒少量

6 暗褐色t焼士粒少量

7 暗褐色土焼土・焼土プロノク・灰褐色粘十少峨

8 暗赤褐色土 焼上プロック多量（天井崩壊ナ）

9 暗褐色土焼土・焼土粒・炭化物粒多吊

10 黒色土焼土少量、灰、炭化物籾

11 暗褐色土 ローム粒少量、焼士多培（掘り方）

12 暗褐色土 ローム・ロームプロック多量、炭化物粒少屈

13 暗褐色土 ローム・ロームプロソク少量、焼十拉多堡

14 暗褐色土炭化物粒少章（貼り床？）

焼土

2m  
l : 60 

ctsr3 

10cm 
—-+------~-,"4 
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われる部分を除き全周する。

出土遺物は少なく、遺物の一部は用複する第156号

1主居跡に帰属するものが合まれている（第150・151図）。

第151図 6の土師器坪が、唯一本住居跡から出上した。

やや扁平化した丸底風の底部て‘ヽ、体部上半は無調整て‘‘

ある。 1討習跡の時期は 8世紀中頃と考えられる。

第156号住居跡（第150図）

第156号住居跡は、 F-4グリッドに位置＿する。重複

遺構との新旧関係は、第155• 157号住居跡を切り、第

8号溝跡に切られていた。一度建て替えた住居跡と考

えられ、古段階の住居跡を第156b号住居跡、建て替え

後のそれを第156a号住屈跡とする。北墜と南堕ライ

ンをそのままに、東から西に平行移動したものと考え

られる。

第156a号住居跡は、平面形は長方形と推定される

が、西半部は規模が確定てきない。出土遺物から見て、

第155号住居跡西壁付近まて‘‘延びていたものと推定さ

れる。推定規模は長軸長4.50m、短軸長3.30m、深さ

0.15mて｀ある。主軸方位は、 N-112°-Eを示す。

カマドは東壁の南寄りに設けられている。燃焼部は

壁を切り込んて構築され、細長く延びる煙道部に続く。

第151図第155• I 56号住居跡出土遺物(2)

r --- - -―――□9 -こニ---J"

--------

燃焼部から煙道部の底面はほぼ平坦て‘ヽ、側壁は被熟し

ていた。ピットは 3本検出された。 Pit1は第155号住

屈跡床面を切っており、本住阻跡に伴う可能性が高い。

西壁際に存在したカマド対向ピットかもしれない。Pit

2 • 3は伴うか否か不明。深度は浅い。壁溝は仕居西

1で未確認て‘あるが、本米巡っていた可能性が高い。

第156b号1主居跡は、第157号住居跡を切り、第156a号

住居跡及び第 8号溝跡に切られていた。平面形は横長

の長方形て、、規模は長径3.28m、知径2.61m、深さ 0.20

mを測る。主軸方向はN--112"-Eを示す。

伽紺は概ね平坦てある。カマドは東壁の南端に設置

され、住居の主軸に対してやや傾いている。燃焼部は

繋を切り込んて構築され、細長く延びる煙道部に続く。

↓燃焼部から煙道部にかけての側壁と燃焼部底面は強く

被熱していた。焚日部両端には袖石が直立した状態て‘‘

遺存している。焚日部前面はピット状の掘り方を持つ。

ピットは 1本西壁際の南端に掘り込まれていた。住

居に伴うカマド対向ピットと考えられる (Pit1)。他

のピットは中横段階の所産て‘ある。

出土遺物は少ない。第150図 2のロクロ七師器高台

椀と第151図4の羽釜は第156a号住居跡から出土した。

こ＿＿

第76表 第155• 156号住居跡出土遺物観察表
m
4
 

c
:
 

O
l
 

ー

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 羽釜 (21.2) 11 5 BDEJ 2 明黄褐 10 SJ156b 

2 （高台）椀 2 9 EH 2 橙 lO S]156aロクロ上師謡

3 高台椀 2.7 (8 6) AEH 2 橙 15 SJ156bロクロ土師器

4 羽釜 (27 6) 22.7 HJ 2 にぶしヽ褐 30 SJ156a No. l 

5 姦平 (26.0) 10.8 I J 2 にぶし、赤褐 10 SJ156b No. 2 胴部卜闘隷馬調整

6 杯 (14 0) 3 9 EHJ 2 橙 20 SJ155体部上端無調整
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羽釜は非ロクロ整形て、胴部は粗いハケメ調整の後、

ヘラケズリが施されている。第150図 lの羽釜と 3の

ロクロ土師器高台椀、第151図5の甕は第156b号住居

跡出土てある。羽釜と甕も非ロクロ整形てある。住居

の時期は11憔紀中頃に位置付けられる。

第157号住居跡（第152図）

第157号住居跡は、 F-4グリッドに位置する。第

158号住居跡にカマド上面を切られ、第156乃住居跡に

住居北西部を切られていた。

平面形はほぱ正方形て、、規模は長径2.74m、短径

2.49m、深さ 0.15mを測る。主軸方向はN-101°-E

を示す。

床面ははば平坦て‘ヽ、カマド前面を中心に堅く締まっ

ていた。カマドは東壁の南寄りに設置される。燃焼部

は競を掘り込んて‘,f闘築されている。底面はほば平坦て‘‘、

休面を僅かに掘り込んて‘、いた。カマド脇の南東コーナ

一部にはピットが 1本確認された。貯蔵穴てあろう。

他にピットは 5本検出されたが、伴う可能性は低い。

七墟は 3基検出されている。 1号七墟はカマド前面の

床下土堀て‘、土面は貼床されていた。 2号土堀はカマド

対向ピットの可能性もあるが、深さは18cmと浅い。 3

号七墟は、重複する第156b号住居跡のカマド前面の

掘り方て‘‘ある。

出土遺物は極めて少なく、カマド内から羽釜が 1点

検出されたに留まる（第152図2)。 2は土師質の羽釜

て、形態は整っておりロクロ整形か。時期は不明確て‘‘

あるが、羽釜の存在から 10槻紀後半頃と椎定される。

第158号住居跡（第152図）

第158号住届跡は、 F-4グリッドに位置する。重複

逍構との新旧関係は、第157号住居跡を切り、第 2号溝

第77表 第157• 158号住居跡出土遺物観察表

番局 器種 口径 器高 底径 胎 +. 焼成

1 坪 (12 0) 1 5 E 2 

2 羽釜 (22 0) 7 0 DHJ 1 
J r) 円筒埴輪 DEHJ 2 

4 円筒埴輪 DHJ 2 

5 円筒埴輪 DEHJ 2 

6 円筒埴輪 DEHJ 2 

7 円筒埴輪 DHJ 2 

跡に切られていた。第159号住居跡との関係は、当初第

159号住届跡重複部にカマドが存在しないことから、本

住届跡の方が古いものと考えた。

平面形は方形と推定され、残存規模は長径2.63m、

短径2.12m、深さ 0.15m を測る。t軸方向はN-76°—

Eを示す。

床面は概ね平坦てある。カマドは検出されなかった。

ピットは 1本南西コーナー付近から検出された。深さ

36cmて、規校や位置等からカマド対向ピットとなる可

能性がある。

出土遺物は土師器日縁部小片（第152図 1)と円筒埴

輪片 (3~6)が検出されたのみてある。 3は日縁部、

4は透孔部、 5は突帯（刻落）部、 7は底部てある。

埴輪片は住居に伴うものてはない。遺構の切り合い関

係から見て、 11匪紀前半代の住居跡と考えておきた

し‘o

第159号住居跡（第153図）

第159号住居跡は、 F-4•5 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第158• 160号住居跡を切

り、第 2号溝跡・第85号土漿に切られていた。

平面形は横長方形て‘ヽ、東壁の北端に張り出し状の施

設を伴う。比較的大型の住居跡て‘‘、規模は長径6.66

m、短径5.85m、深さ0.21mを測る。主軸方向はN-

79'-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘‘全体に堅く踏み固められていた。

住居中央からやや西よりの床面には、 4箇所被熱した

痕潤が残されていた。

カマドは東壁の南寄りに設置され、燃焼部から煙道

部は壁を切り込んて構築されている。燃焼部底面と側

壁上面は強く被熟し、両側壁には片岩系の板石が据え

色調 残存率 備 考

橙 5 SJ158 

浅黄棺 20 SJ157 No. 1胴部ナデ上師質

にぶい赤褐 破片 SJ158口縁部片

棺 破片 SJ158円形透孔

にぶい赤褐 破片 SJ158突帯直下

橙 破片 SJ158 

にぶい褐 破片 SJ158底部片
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第152図 第157• 158号住居跡。出土遺物
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第153図 第 159号住居跡・出土遺物(I)
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第154図 第159号住居跡出土遺物(2)
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第78表 第159号住居跡出土遺物観察表

困砂 器柿 ロ径 9丘'"~rl山mJ• 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

］ 杯 (10.0) 2 4 DEHJ 3 橙 15 

2 牙、 (14 0) 3.3 DEH 2 浅黄橙 15 

3 坪 (13 8) 3.0 ADH 2 橙 10 

4 小lllL (8. 9) 2.1 (3.5) EH 1 橙 30 SKl ロクロ土師器

5 狽恵高台杯 (14.0) 4.5 (11 0) H 1 灰臼 30 底部旧転ケス｀リ秋間産か

6 甕 (20 0) 7.0 EHJ 2 にぶい橙 10 カマド

7 珈式 (20 0) 8.5 HJ 2 にぶい橙 15 SKl ロクロ整形

8 甕 (19 0) 6 9 EHJ 2 にぶい褐 15 机い胎土胴部タテケズリ， 土錘 K4.30cm 最大径1.45cm 孔径0.40~0.55cm 正贔815 g灰黄褐

10 須恵甕 HI J 1 灰 破片 カマド末野産外面平行叩き

11 須忠甕 FHJ 1 灰 破片 カマド南比企産外面平行叩き

られた状態て‘‘残されていた。カマドの補強施設と考え

られる。

ピットは 8本検出されているが、確実に伴うものは

ない。土墟は 2基検出された。 1号土堀はカマドに対

面する南西コーナー部にあり、住居跡に伴うものてあ

る。カマド対向ピットてあろう。 2丹土墟は上面に貼

床されており、床下土檬と考えられる。

壁溝は二重に巡っている。外側の壁溝は北・西壁と

南壁の西半から検出された。内側のそれは東壁と南壁

を共有する形て‘‘、相似形に巡っていた。上面に貼床さ

れていたため、拡張前の住居壁溝と考えられる。その

他、北壁から住居の中心部に向かって、溝が1条検出

された。聞仕切り溝か。

東壁北端の拡張部は、当初土墟の重複と考えたが、

床が平坦に続き、断面観察によっても明瞭な切り合い

が見られなかったため、住居に伴う施設てあるとの結

論に達した。

出土遺物は少ない（第153・154図）。第153図4のロ

クロ土師器小1Il1と7のロクロ整形甕は、 1砕七壊から

出土したものて‘‘、住居に伴う遺物と考えられる。 8の

厚甕は極めて粗い胎土て、、胴部は縦方向のケズリ調整

が加えられている。覆土出土てあるが、やはり遺構に

伴うものと考えられる。 1~ 3、 5・6・10・11は混

入と思われる。 5の須恵器坪Bは群馬産、おそらく秋

間産と思われる。底部は回転ヘラケズリ調整される。

住居の時期は11匪紀前半～中頃と考えられる。

第160号住居跡（第155図）

第160号住居跡は、 F-5グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第99号土城を切り、第159号住居

跡に上面を削平されている。

平面形は整った正方形て、、規模は長径4.43m、短径

4.35m、深さ 0.30mを測る。主軸方向はN-llT-W

を示ず。

床面は平坦て‘‘全体的に堅く締まっていた。カマドは

南西壁の南寄りに設置されているが、上面が削平され

ており、詳細は不明て‘ある。柚部は左袖基部が僅かに

残り、右袖はほとんど遺存していなかった。

ピットは13本検出された。 Pit1~5 ・11は主柱穴と

考えられる。 Pit3 • 11、Pit4 • 5は2本近接して存

在し、建て替えがあったことを示している。

-203-



大寄 I区

第155図 第 160号住居跡。第99号土塙。出土遺物

可
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第79表 第160号住居跡出土遺物観察表

番号 闘柾 ロ径 器高 底径 胎 1- 焼成

1 杯 (14.0) 3.5 DHJ 2 

2 昇 (12 0) 2.5 AH 1 

3 杯 (11.0) 3 0 DEHJ 2 

4 須恵長頸瓶 4 3 BHJ 1 

5 台付甕 4 6 ABHJ 2 

6 罪式 (5.0) HJ 2 

7 壺 (18 0) 5.8 BDHJ 2 

8 甕 (22 0) 9.4 BDHJ 2 ， 須恵甕 HI J 1 

貯蔵穴はカマド左脇の南コーナ一部に設けられてい

る。楕円形て‘長径1.20m、深さ0.55mて‘‘ある。

出土遺物は少なく、小片がほとんどてある（第153

図）。 小振りの上師器校倣杯 (3)や、内屈日縁杯（ 1)

と土師器長胴甕等がある。住居の時期は 7世紀後半

～末葉前後て‘あろう。

第161号住居跡（第156図）

第161号住届跡は、 F-6グリッドにイ立置し、第 4号

溝跡を切って構築されていた。

大寄 I区

色調 残介率 備 考

橙 15 体部卜端無調整

橙 15 

にぶし、橙 20 器面荒れ

灰 15 末野荏か

橙 60 

にぶい橙 30 

椿 10 

にぶい褐 10 

灰黄 破片 木野税外面擬格—f叩き内面[h]心円 ‘I,' て具

は降灰が掛かり、重ね焼きされた器種の高台範囲のみ

灰が抜けている。底径は段皿のそれよりも小さく、段

Jfilとセットになる高台椀と共に焼成されたものと推定

される。底部は回転糸切りて高台は低い。東濃産。丸

石2丹窯式段階か。 2はロクロ土師器高台椀、 3は無

台椀て、、内面ミガキと黒色処理が施されている。 Pit1 

出t。 4はロクロ整形甕てヽ、底部は阿転糸切り。胴部

外面はナデ調整される。 5は須恵質の瓶。胎tは粗く厚

手の作り。住居の時期は11匪紀前半頃てあろう。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.20m、短径2.76

m、深さ0.27mを測る。主軸方向はN-83°-Eを示す。

第162号住居跡（第157図）

第162号住居跡は、調査区西端のG-2• 3グリッド

に位置する。南西コーナー付近は調査区外に廷びてい

る。第163号住居跡及び第9号溝跡と重複し、本住居跡

の方が新しい。

床面は平坦て‘‘、全体に堅く踏みしめられていた。カ

マドは東壁の南端に設置され、燃焼部は壁を切り込ん

て構築され、細長く延びる煙道部に続く。燃焼部から

煙道部にかけての側壁卜面面は良く被熱していた。燃焼

部底面は一段低く掘り込まれていたが、これは掘り方

て、火床面は第 4層下而が相当する。焚日部付近は中

憔のピットによって攪乱を受けていた。

ピットは 8本検出された。 Pit1は、カマドに対面す

る南西コーナーに掘り込まれ、深さ 24cm。カマド対向

ピットと考えられる。 Pit2はPit1の北側に按して

掘り込まれている。形態や深さが近似するが、上面に

貼床が認められ、 Pit1開口時には併存していなかっ

たものと考えられる。他のピットは住居に伴う可能性

は低い。

出上遺物は少ない（第156図）。 1は灰釉陶器段皿

て、床面から約 3cmほど浮いた位置て‘ヽ、裏返しの状態

て出土した。日縁部外面にヘラ状工具による刻みが付

き、輪花椀の可能性がある。灰釉は漬け掛けて、内面

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.90m、短径3.40

m、深さ0.18mを測る。主軸方向はN-91°-Eを示

す。床面は平坦てある。カマドは東壁のほぼ中央に設

置される。燃焼部は壁を切り込んて構築される。袖部

は流失しており、明確に検出てきなかった。

住居中央部から土壊が2基検出された。上面には貼

床が施され、埋土はロームプロックを多量に含む埋め

戻し土て、床下上壊と考えられる。壁溝はカマドの北

側の壁沿いに検出された。ピットは検出されなかった。

出土遺物は土師器坪・皿・甕、須恵器皿・高台椀．

甕などがある（第157図3• 4 • 6~22)。土師器皿 (6)

は重複する第163号住居跡からの混入遺物と思われる。

また、須恵器甕（18~20) も混入か。須恵器皿 (7)、

高台椀（10)、土師器甕（17)はカマド内から出土した。

須恵器供膳器は全て末野産てある。出上遺物から、住
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第156図 第161号住居跡・出土遺物
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第80表 第161号住居跡出土遺物観察表

釆191昇J 監 柾 II 径 丘UL仕!l;m,/ • 瓜径 胎 l- 焼成 色調 残介率 備 考

1 灰釉段肌 12 4 2.1 6 8 HJ 1 灰I9」 70 No. l灰釉漬け掛け輪花東濃庄丸石 2り窯式

2 閲台椀 2.8 6 6 AEHJ 2 にぶい黄橙 90 No. 2 ロクロ十師器

J r 椀 (16. 0) 5 9 10 4 HJ 2 にぶい黄橙 60 Pit]内面ミガキ十烹色処理

4 甕 4 () (10 0) ABEIJ 3 にぶし、赤褐 25 底部[nl転糸切りロクロ整形

，r ） 須恵瓶 8.0 (12 0) EHJ 2 灰臼 20 在地佳焼き甘い混入

6 鉢 (22 0) 7.3 EI--[ 2 にぶい黄褐 3 「

7 羽釜 12 7 EH I J 2 橙 10 No. 3 ロクロ幣形上師質混入‘)

8 t錘 長 (205) cm 最大径114cm 孔径035cm 瓜械1.79 g にぶい黄橙， 上鉾 長 460cm 最大径l15cm 孔径035cm 重足4.29g にぶい黄棺

居の時期は 9柾紀後半と考えられる。

第163号住居跡（第157図）

第163号住居跡は、 G-2グリッドに位置する。住居

西‘ードは調査区外に延び、南側は第162号住居跡に切ら

れていたため、形態や規模などの詳細は不明てある。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長径2.95

m、短径1.83m、深さ 0.13mを測る。t軸方向はN-

45°-wを示す。

瓜ifliは平坦て‘、ある。カマドは検出されなかった。壁

溝は一部を除き巡っていた。ピットは壁に掛かって 1

本検出されたが、逍構に伴うものてはない。

出土遺物は少なく、上師器杯が3点検出されている

第81表 第162• 163号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 11 径 器高 底径 胎 +. 焼成

1 坪 (11 8) 3.0 AH 1 

2 坪 (11 0) 2 7 DEH 2 

3 坪 (14 0) 3 4 ADH 2 

4 杯 (12 6) 3 2 ADH 2 

5 杯 (18 0) 5 2 DEH 2 

6 llll (19 2) 4 3 DEHJ 3 

7 碩恵皿 (15 3) 2.5 6.8 HI J 2 

8 須忠llll 15 4 2.7 7.0 BH I J 2 ， 須恵高台椀 (16 0) 6 2 (6 8) HI J 1 

10 須恵高台椀 7 7 BH I J 1 

11 須恵高台棺 (1 7 0) 6.7 HI J 1 

12 須恵高台椀 (12 8) 5.2 (6 8) HI J 1 

13 須忠（高台）椀 (13 0) 4.4 HI J 1 

14 須恵（高台）椀 (13 8) 4 8 HI J 1 

15 甕 (18 4) 9 9 ADEH 2 

16 笏式百 (16 0) 7 0 AEHJ 2 

17 甕 (18 0) 9 0 ADEHJ 2 

18 須恵甕 HI J 1 

19 須恵衰 HI J 1 

20 瑣恵長頸瓶 HJ 1 

21 須恵甕 HJ 1 

（第157図 1• 2 • 5)。また、雨複する第162号住居跡

から出土した皿（第157図6)も本住居跡に帰属する可

能性が高い。 1 • 2は混人かもしれない。 5の大振り

の杯と 6の皿を基準に 7憔紀末葉～ 8世紀初頭頃の住

居跡と考えておきたい。

第164号住居跡（第159図）

第164号住居跡は、 F• G-4グリッドに位阻する。

第8号溝跡が北西コーナ一部を掠めている。

平面形は正方形て｀、規模は長径3.66m、短径3.53

m、深さ 0.23mを測る。主軸方向はN-8T-Eを示

す。床面は概ね平坦て‘、カマド前面から住居中央付近

が墜く締まっていた。カマドは東壁の南寄りに設置さ

色調 残存率 備 考

にぶい橙 20 SJ163粉っぱい

橙 25 SJ163 

にぶい橙 10 SJ162 

にぶい赤褐 15 SJI62 

にぶい橙 15 SJ163 

橙 30 SJ162 

褐灰 60 SJ162カマド No.3未野栢

にぶい橙 80 S]162 No. 2末野産

灰 25 SJ162末野産

灰 80 SJ162 No. l木野産

灰 20 SJ162末野産高台糾離

賠青灰 30 SJ162木野兄

灰 15 SJ162末野産

灰 15 SJ162木野産

1こぶしヽ 褐 15 SJ162 

にぶし、褐 35 SJ162 

にぶい褐 15 SJ162カマド No.2 

灰 破片 SJ162末野産平行叩き＋同心円当て具

灰 破片 SJ162末野産乎行叩き＋同心円当て具

褐灰 破片 SJ162充地不明（東金了産？）胴部カキ目

灰 破片 SJ162群馬（藤岡産か）擬格子叩き後ナデ

22 七錘 長 (315) cm 最大径150cm 孔径030cm 電絨602 gにぶい赤褐 SJ162 
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第157図 第162• 163号住居跡・出土遺物(I)
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第158図 第162• 163号住居跡出土遺物(2)
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れ、燃焼部は壁を僅かに掘り込んて‘、いる。袖部は流失、

または取り外されたものと思われ、検出されなかった。

ピットは 9本検出されたが、住居に伴う柱穴は不明確

てある。また、 1キ居中央部の床面下から土墟が1基検

出された (SK1)。床下土壊と思われる。壁溝は途切

れている。

出土遺物は土師器杯・皿・甕．壺がある（第159

図）。土師器坪は日縁部が内湾するものと、直立するも

のがあるが、後者が基準となろう。住居の時期は 8龍

紀前半頃と考えられる。

第165号住居跡（第160図）

第165号住居跡は、 F• G-4グリッドに位置する。

第2号溝跡が縦断し、西壁部は第86号上漿、カマド先

端部は第158号住居跡によって切られているが、遺構

の規模や形態は判明する。

平面形は長方形て、、規模は長径3.98m、短径2.85

m、深さ 0.20mを測る。主軸方向はN-2"-Eを示

ず。床面は全体に南に向かって傾斜していた。カマド

第82表 第164号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ 径 斥"口介． I 占n― J 底 径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

］ 杯 (14. 0) 3 9 ADE 1 にぶい橙 15 

2 坪 (13 0) 3 7 DE 2 橙 10 

3 坪 02.8) 3 7 DHJ 2 にぶい橙 60 カマド体部卜パ位無調整

4 杯 13 2 3 4 DHJ 2 にぶい橙 65 体部上位無調整

5 皿 (16.0) 3.5 BDHJ 3 橙 30 

6 壺 (22.0) 6.0 HJ 2 にぶい褐 20 

7 甕 (21 0) 5 2 EHJ 3 橙 10 胴部上端ヨコケズリ

8 罪忘 16.6 ADEH 1 明赤褐 30 
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第159図 第 164号住居跡・出土遺物
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は北壁の東寄りに設置され、燃焼部から煙道部にかけ

て壁を切り込んて‘‘いる。袖はあまり明確て‘はなく、左

袖は検出されなかった。

ピットはカマド脇と北西コーナー付近にあるが、い

第83表 第 165号住居跡出土遺物観察表

ずれも住居に伴うものてはない。壁溝は北西コーナー

が途切れるが、ほぼ全周する。

出土遺物は少なく、全て小片てある（第160図）。土

師器の杯・皿・小型甕、須恵器長頸瓶・甕が検出され

番号 器種 日 径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (13. 0) 3 4 DHJ 2 にぶい橙 20 

2 杯 (14 0) 3.9 ADH 2 明赤褐 5 

3 坪 (13. 0) 2.9 ADH 2 橙 20 カマド

4 llIL (20. 0) 2 5 DEHJ 1 橙 10 

5 小ザーヒlJ瑾上へ→ (16 0) 6.1 DEHJ 2 にぶい橙 20 

6 須恵長頸瓶 (12 0) 3 9 HJ ］ 灰白 10 黙色粒了吹き出す秋間または湖西産

7 碩恵長頸瓶 HJ 1 灰 破片 沈線＋櫛描波状文木野産か素地十相い

8 須恵甕 HI J 1 灰 破片 末野産擬格子叩き＋ltJ心円当て具ナデ消し， 須恵甕 HI J 1 灰黄 破片 末野産擬格了叩き＋同心円：りて具
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第160[1] 第165号住居跡・出土遺物
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2 暗掲色上焼十微情流人r
3 8音褐色十焼l多祇 流 入上

4 黒色七灰 屑

5 黒色上 ローム粒・焼上． I火混人

6 渇色」・・ ロームプロソク混人 掘りも

7 暗褐色土 ロームフロック多塁掘り方

8 被熱焼七火床面

SJ I 6 5 

9 暗褐色上 ローム粒・焼七多棗

10 褐色土

ll 褐色上ロームフロック混入掘り方

m卯2
"
 

．．蓼・̀

□□□-／ □言［

ー

ー
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5cm 

c
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ー

ている。 1は模倣坪て古墳時代後期、 2 • 3は北武蔵

型杯て‘9枇紀代、 4は皿て‘8世紀初頭頃か。 6~ 9は

須恵器瓶・甕類て‘時期的には不明確て‘あるが、皿と同

一段階か。時期決定可能な資料に乏しく、住居印代は

不明確てある。カマド内から出上した杯（ 3) を甚準

にすれば9枇紀代となろう。

第166号住居跡（第161図）

第166号住居跡は、 F•G-5 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第167号住屈跡を切り、第

159 • 168砕住居跡・第85号土墟に切られていた。

平而形は正方形て‘‘、規模は長径3.08m、短径2.92

m、深さ 0.15mを測る。主軸方向はN-2 °-Eを示す。
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第161図第166~|68号住居跡
町

一·-f-←—→---

焼土

F
-

□¥ 
SJ168 P; 

G 

SK85 

山 1

C54.70 
SJ168 P、 C

-

G 54.60 SJ166 カマド 1 G' 
＼ -_ _--—-—-------
｀` 
SD2 』 乱 DI 

D 54.60 

SJ 1 6 6 

1 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量

2 黄褐色ナ 貼り床 部分的に貼っている

3 暗褐色土 ロームプロック多址

SJ 1 6 6カマド 1

E 54.70 E 1 暗褐色土 焼土多呈、白色粘土プロック混入SJ168 
2 暗褐色士 焼ナプロック 白色粘土フロック多塁

3 黒色土灰炭化物多世

SJ 1 6 6カマド 2

4 黄褐色士焼士粒多星埋め戻し十

5 暗褐色士焼十．粒・灰多屈

SJ 1 6 8カマド

1 暗褐色土 ローム粒・赤色粒・白色粒少塁

E旦70 F 
2 暗褐色上焼土粒少械

3 暗褐色土 焼土粒多量

4 赤褐色上焼土

SJ 1 6 8 

5 暗褐色士 ローム粒・ロームフロック・赤色粒 白色粒多贔

6 暗褐色十 ローム粒・ロームプロソク・赤色粒微量

SJ I 6 8 Pit I 

7 暗褐色土 焼上粒少屈

2m 8 暗褐色土 ロームプロック多星、焼上粒少盤160 
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第162図 第166• 168号住居跡出土遺物
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床面はやや凹凸が顕著てあった。住居中央部が堅く

締まり、壁周辺はやや軟弱て‘ある。カマドは 2基検出

された。 1牙カマドは北壁の東寄りに設置され、先端

部を第85与土堀に破壊されている。側壁上面は被熱し

ていた。袖は検出されなかった。

土・灰が多址に含まれていた。

は判然としないが、

2号カマドは東壁の

南寄りに設履されているが、上面は第168号住居跡の

床が乗っており掘り込みのみ検出された。埋土には焼

2基のカマドの構築順

2号カマドから 1号カマドに付け

替えられた可能性がある。

ピットは 5本検出された。いずれも深度が浅く、柱

穴にはならないてあろう。壁溝は 2号カマドを除き、

全周する。

出t遺物は土師器の杯・甕・台付甕、須恵器の皿・

高台椀、土錘がある （第162図 1~7 • 17 • 18)。4の

須恵器高台椀は重複する第168号住居跡から出土した

が、本住居跡に帰属するものと思われる。 8の土師器

坪も第168号住居跡出土てあるが、本住居跡に伴う可

能性が高い。土師器甕は典型的な「コ」の字状口縁甕

て、胴部が強く張る。須恵器はいずれも末野産て‘‘ある。

遺物のセット関係から、住居の時期は 9匪紀後半～末

葉頃と考えられる。

第167号住居跡（第161図）

第167号住居跡は、 F•G-4 • 5グリッドに位置す

る。重複する第159・166号住居跡、第85号土壊に切ら

れており、遺構の詳細は不明て‘ある。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長径3.84

m、短径1.40m、深さ0.07mを測る。主軸方向はN-
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第84表 第166。168号住居跡出土遺物観察表

釆国 ',J '・ 悩 秤 日径 9 M9  9C,,口’,J • 底抒 胎 I 焼成 色調 残存令 備 考
9-

1 杯 (l3 0) 3 1 EHJ 2 1こぶし、黄桁 10 SJ166 2号カマド

2 煩恵llll. (13. 0) 2 5 (5 8) EH I J 1 眈青灰 30 SJ166本野庄

3 珀忠閲台椀 (1 3 8) 4 9 (7 2) HI J 2 にぶ lヽ褐 30I • SJ166 

4 須忠高台椀 4 3 7 () AH I J 1 灰褐 60 SJ168木野産

5 甕 (20 0) 3 5 BEHJ 2 にぶ＼、棺 15 SJ166 
6 甕 20 6 20 4 DHJ 2 にぶし、t豆 40 SJ166 

7 台付甕 2 5 (9 0) DEHJ 2 1こぶし、橙 60 S]l66 

8 坪 (12 0) 3 9 DEHJ 2 桁 15 SJ168 ， 高台椀 (l(i o) 2.9 EH 2 ｝火黄褐 10 SJ168ロクロ上師器内面ミガキ十黒色処理
10 品台椀 (13 0) 6 () (8 0) EHJ 2 褐 20 SJ166ロクロ上帥器
11 閲台椀 l 9 (8 2) AEHJ 2 橙 40 S]166 • 168ロクロ土i:iji悩
12 小肌 1 1 4 0 ADII 2 橙 80 SJ168／氏謡糸切り

13 小皿 1 2 4.0 H l 棺 80 SJ166 • 168底部糸切り胎十精選

14 羽釜 BJ 2 にぶし、，｝ド褐 破片 SJ168 Pit 1 I阜而ダ了釘喘ifll4ヽ｝＇，
15 皿 (18 0) 3 8 DHJ 2 橙 20 SJ168 
16 J•イ、 (18 0) 5.0 ADE 2 にぶし、橙 10 SJ168 
17 上綽 長 825cm 贔大径160cm 孔行050cm 巫羅1964 gにぶい褐 SJ166 

18 土魯乖 長 (:125) cm 最大径1.70cm 孔径025cm 正贔744 gにぶい祉椿 SJ166 
19 i：錘 長 (480) cm 最大抒150cm 孔径035cm 重械882 g明赤褐 S]168 

5°-Wをポす。

床面は削平され、周溝状に巡る掘り方が辛うじて残

るのみてある。カマド・ピット府の付属施設は検出さ

れなかった。

出土退物は検出されす、爪複遺構との関係から 9肌

紀後半以前という限定がてきるのみて‘‘、住居の正確な

年代は不明とせざるを得ない。

第168号住居跡（第161図）

第168号住居跡は、 G-5グリッドに位置する。重複

遺構との祈旧閃係は、第166号住店跡を切り、第88・98

号上堀に切られていた。また、カマド煙道部は第171号

住居跡と重複する。新旧関係は徴妙て‘‘あるが、被熱焼

tの状況から本住届跡の方が祈しいものと判断した。

平面形は横k方形て‘‘、東既北‘ドに張り出し状の施設

を伴う。規校は長径4.75m、短径4.15m、弘出部4.65

m、深さ 0.18mを測る。主軸方向はN-86"-Eをぷ

す。

床伯iは概ね平坦て‘ヽ、全体に堅く締まっていた。カマ

ドは東壁の南端に設置される。燃焼部から煙追部にか

けては屹を切り込んて構築され、燃焼部底Ihiと側既は

被熟していた。底rl'i［ははばフラットて‘‘床1hiとの段差は

あまりない。袖は存在しなかった。

-214 

ピットは 5本検出された。南西コーナーには、カマ

ド対向ピット (Pit1)が掘り込まれていた。深さ 43

cm。Pit2 • 3は深度も深く柱穴と見て良いかもしれな

い。 Pit4は掘り方の一部か。 Pit5は中椛の所産てあ

る。壁溝は途切れながら巡っていた。特に張出部にも

壁に沿って巡ることから、一体の空間てあることを示

している。また、 Pit2とPit3を結ぶライン状に間仕

切り状の溝が検出された。阿様に張出部から1土）出中央

に向かって、間仕切り状溝が2条検出されている。

出土逍物は少なく、上帥器坪・皿、ロクロt師器高

台椀・小皿、羽繁、上錘が検出されている（第162図4.

8 ~16・19)。このうち、ロクロ土帥器高台椀(9~11)

と小皿（12・13)、羽釜（14) が確実に伴う遺物と考え

られる。 13の小皿は胎十ムが精選されている。住居の時

期は11川紀前半頃と考えられる。

第169号住居跡（第163図）

第169号住居鱈は、 F•G-5·6 グリッドに位置す

る。床面は削平されており、東半部の規模や形態は確

定てきなかった。遺構の追存状態は極めて悪い。重複

遺構との祈旧閃係は、第 8号溝跡と第170号住居跡に

切られている。第 4号溝跡との関係は不明て‘ある。

平I仇形は方形系と推定され、規模は長径2.7m前後



備定）、短径2.44mてある。五軸方向はN-24"-E

を示す。

床面は削平され、状況は不明。カマドは北璧の西寄

りに設置されているが、上面に第 8号溝跡が重なって

おり、詳細は不明てある。埋上中には焼上が多拭に合

まれていた。

ピットは住居内及び舷に掛かって14本検出された

が、確実に遺構に伴うものはない。

出十：遺物は少なく、ロクロ七師器高台椀の口縁部小

片（第163図8) と須恵器甕胴部片 (9)があるのみて‘

ある。高台椀は重複する第170号住居跡に伴うものて‘‘

あろう。甕は外面平行叩き、「X」状のヘラ記号？が残

る。内面は同心円文当て見。時期に関しては第170号住

居跡以前という限定がてきるのみて‘、具体的な年代は

不明とせざるを得ない。

第170号住居跡（第163図）

第170号住居跡は、 G-5•6 グリッドに位置する。

重複退構との新旧関係は、第169号住居跡・第 4号溝跡

を切り、第168• 171号住居跡に切られていた。遺構の

退存状態はあまり良くない。

平面形は横長の長方形て‘ヽ、規模は長径3.80m、短径

2.56m、深さ0.23mを測る。主軸方向はN-90"-Eを

示す。

残存部の床面は平J:Rて、第171同住居跡のそれとほ

ば同一［前てある。カマドは東壁の南寄りに設置されて

いる。上面は第171号住居跡に削平され、燃焼部の被熱

面が辛うじて残存ずるに過ぎない。

ピットは 4本検出された。 Pit1はカマドと対面ず

る西壁コーナーにあり、住居に伴うピット（カマド対

向ピット）と老えられる。壁溝は南壁を除き検出された。

出土遺物は少なく、七師器の杯（第163図 1~4. 

6)、ロクロ上師器小皿 (5)、)享甕底部（ 7)が検出さ

れた。ロクロ土師器小皿は北西コーナー部から検出さ

れ、確実に住居に伴う遺物て‘ある。 7の厚甕も伴出遺

物と考えて良い。底部は砂底て‘ある。土師器坪は混入と

考えられる。住居の時期は10批紀後葉～11槻紀初頭頃

と考えられる。
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第171号住居跡（第163図）

第171号住届跡は、 G-5•6 グリッドに位置する。

重複遺構との祈1日関係は、第168・170号住居跡、及び

第4。9号溝跡を切っている。

平而形は横恥方形て、、規模は長径4.52m、短径3.69

m、深さ 0.28mを測る。主軸方向はN-107°-Eを示

す。床面はやや起伏を持つ。全体に墜＜踏み固められ

ていた。カマドは東壁の南寄りに設置されている。燃

焼部は堕を掘り込み、細長く延びる煙道部に続く。燃

焼部から煙道部にかけての側隈と燃焼部底面は強く被

熱していた。燃焼部底面はほば床面と同一レベルて続

いている。袖部は明確てはない。但し、袖部に相当ず

る位置の壁際に、白色枯上が僅かに残されていた。

ピットは 5本検出されている。 Pit]は南西コーナ

一部にあり、カマド対向ピットと考えられる。深さ69

cm。七堀は 1基カマド北側の壁際から検出された。部

分的に白色枯七が張られた状態て‘検出された (SK1)。

出土遺物はロクロ上師器小皿（第164図10~12)、灰

釉陶器段皿（13)・灰釉陶器高台椀（14)、須恵器高台

椀（15。16)、ロクロ土帥器高台椀（17~19)、土師器

坪 (20)、ロクロ土師器広日壺 (21)、羽釜 (22~29)、

上師器甑 (30)、須恵器甕 (31~33)が検出された。こ

のうち、上師器坪、甑、須恵器高台椀、甕は混入てあ

る。ロクロ土師器小皿は日径8~9 cm代、底部は回転

糸切り。11は部分的に還元している。灰釉陶器段皿(13)

は底部を欠く。内佃の段は弱く、降灰により、釉の範

囲は不明。外面の釉は薄く、施釉範囲は不明瞭。灰釉

漬け掛けと思われる。胎上から東濃産て‘ある。虎渓山

1号窯式か。灰釉陶器高台椀（14)は日縁部内血に沈

線が一条巡る。灰釉は漬け掛けて‘ヽ、胎土はやや砂っぱ

い。東濃痒と思われる。虎渓山 1号窯式か。

17のロクロt師器高台椀は内面ミガキと黒色処理

が施されている。羽釜は全て士師質て‘‘、非ロクロ整形

とロクロ整形の両者がある。 23と24は酷似しており、

同一個体と思われる。時期は10祉紀後半～11憔紀と考

えられる。
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第163図 第169~171号住居跡・出土遺物(I) ＜
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第164図 第169~171号住居跡出土遺物2)

ごロニニロご王ここニ5(19

＇ クタ

三 □／［／一

ニー6 三／17 □□□
□□ 

□
2
7
[
 

口晶ロ晶□
 

ロ
1

-
]
 

―--―
 ―-

―
-
-― 
ー

＿―
l
 二

ーーロ［口 23 ‘,'’ 
8
パ

`

o

 □[ 
ー

ー

31 
(1/3) 

32 
(1/3) 

10cm 

5cm 

-217-



大寄 I区

第85表 第169~|71号住居跡出土遺物観察表

番り 器秤 II 径 糾高 瓜抒 胎 I. 焼成 色凋 残介亭 備 ど←

1 坪 (12. 0) 2 7 ADEH 2 にぶし、橙 10 SJ170 

2 坪 (13 0) 2 5 EH 2 にぶい赤褐 25 SJ170 

3 杯 (13 0) 2 5 EHJ 2 ｛こぶし、橙 l5 SJ170 日縁直ドケズリ

4 坪 (16. 0) 3 7 DEIIJ 2 ｛こぶし、褐 15 SJl 70 1本部卜位無凋整

5 小Jlll lO 0 2.6 5 2 DEH 1 にぶし、杞 80 S]170 No・ l 

6 jィ (14 0) 3.5 HJ 2 にぶし、橙 20 SJ17()体部上位無調幣

7 珈ュ、→ 2 5 (9 6) DEH 1 にぶい橙 45 SJ170底部砂J氏

8 高台椀 (14. 0) l 8 EH 2 にぶし、橙 5 SJ169内面ミガキ＋黒色処理， 姐忠氣 HI J 1 I火 破片 SJ169外面「 X」ヘラ叫号？末野和

10 小llil 8 4 l 9 5 2 HJ 2 杞 60 SJ171底部糸切りロクロ十師岱

11 4ヽrm. 9 0 l 9 「,) J ‘J HI J 1 黄灰 70 SJ171部分的に還）じしているロクロ七帥器

12 小皿 9 6 2 2 5 8 DEH l 棺 70 S)171底部糸切り ロクロ士師器

13 灰釉段皿 (12 0) 1. 4 H 1 灰口 10 SJ171内面降灰外面灰釉泣け掛け（小明瞭）

14 ｝火釉高台椀 (14 0) 4 3 H 1 灰白 10 S]171内血沈線灰釉泊け掛け

15 須恵高台椀 (14 0) 4 0 HJ 3 灰 15 SJ171末野痒か

16 姐恵高台椀 1 6 (8.0) HI J 1 灰 20 SJ171木野産

17 閲台椀 0 9 DEH 2 にぶし、褐 45 SJ171 ロクロ上師器

18 高台椀 2 2 (7  0) DHJ 2 にぶい橙 20 S]171カマドロクロ十師認

19 高台椀 2 7 (8 0) ADH 2 にぶしヽ 怜 25 SJ17] ロクロ士師岱

20 昇、 (1 2 0) 4 1 EHJ 2 1こぶしヽ 褐 20 SJ171 

21 広口壷 (20 0) 4 4 EHJ 2 橙 10 SJ171 ロクロ整形

22 羽釜 (20 0) 6.2 BEHJ 2 にぶい褐 10 S]171 fl色粗粒了多非ロクロ雑な作り

23 羽釜 (23 0) 4.8 EHJ 2 にぶしヽ 褐 10 SJ171 ロクロ整形 No.24と同一個体

24 羽釜 (26.0) 12 8 BH I J 2 にぶし、褐 15 SJ171カマドロクロ整形＋ヘラケス汀）

25 羽釜 BEJ 2 灰褐 5 SJ171雑な作り

26 羽釜 BEJ 2 灰褐 5 S]171胎上机い

27 羽釜 BDE 1 橙 5 SJ171 ロクロ整形か鍔判落十師質

28 羽釜 AEII 1 にぶしヽ 褐 5 SJ171 

29 羽釜 BEJ 2 灰褐 5 SJ171 

30 甑 12 3 (11 0) HJ 2 にぶし、橙 20 SJ171 

31 須忠甕 HI J 1 灰 破片 SJ171末野窟平行叩き＋同心円当て只

32 須恵裂 HI J 1 灰 破片 SJ171末 野産平 行1111き＋lwl心円占て具

33 須恵甕 II I J 1 灰 破片 SJ171木野産中行叩き＋同心円‘りて具

第172号住居跡（第165図）

第172号住）ぷ跡は、 G-4 • 5グリッドに位置ずる。

直径85cm、深さ 50cm。埋土は焼土粒子混じりの褐色土

てある。貯蔵穴内からは七師器坪が10点まとまって出

tしている。重複する第 4号井戸跡、第71• 87号土横に切られてい

る。西撃から北璧部てはI木而が削平され、掘り方から

プランを推定した。

小型の住居跡て‘平lhi形は正方形と椎定される。規校

は一辺2.90m、深さ 0.10mを測る。主軸方同はN-

96°-Eをホず。

カマド前面のI木訓は墜く締まっていだ。カマドは東

舷の南寄りに設置され燃焼部は璧を切り込んて‘‘いた。

遺存状態は極めて悪く、袖は検出されなかった。

カマド右脇のコーナ一部からは貯蔵穴が検出された。

上堀は 1基、住居北西部から検出された。掘り方の

一部か。また、住居中央部から検出された第71号土堀

は確認段階ては住居を切っているように恩えたが、床

誦が削平されていることから、あるいは住居の床下土

堀となる可能性もある。

壁溝は検出されなかったが、周溝状に掘り方が巡っ

てし、た。

出上遺物は、全て土師器杯てある（第165図）。カマ

ド内から 1点出tしたがその他の大半は貯蔵穴から検
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第165図 第172号住居跡・出土遺物
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第86表 第172号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存半 備 ー表Jと

1 坪 (12 0) 3.3 EHJ 2 褐 20 No. 2 • 7貯蔵穴

2 杯 12.4 3 7 8 0 EHJ 2 にぶい褐 85 貯蔵穴底部黒斑

3 杯 (13.0) 3.8 (8.6) EHJ 2 にぶい褐 60 No. l貯蔵穴

4 杯 (12. 0) 3.7 (8 2) AEHJ 2 にぶい褐 30 貯蔵穴底部～体部ド端黒斑

5 坪 (11.0) 4.0 AEHJ 2 橙 20 カマド

6 坪 12 1 4 0 8 0 EHJ 2 にぶい褐 65 No. 2貯蔵穴

7 坪 (12, 6) 4.1 8.4 HJ 2 褐 60 No. 4貯蔵穴

8 坪 02.8) 3.7 (8 2) AEHJ 2 にぶい褐 45 貯蔵穴， 坪 (12.4) 4 1 (8 1) AEHJ 2 にぶい褐 60 No. 6貯蔵穴

10 坪 12.2 3.4 (7.8) EHJ 2 にぶい褐 70 No. 3貯蔵穴

11 杯 13 4 3 2 (8.2) AEHJ 2 にぶい褐 70 No.10貯蔵穴底部黒斑歪み大きい

12 坪 (14 0) 3.1 HJ 2 にぶい褐 20 No. 2 

出された。基本的な形態は共通し、体部上位を指押さ

えし、口縁部は屈曲して立ち上がるタイプてある。ま

た、底部は平底乃至平底気味に作り、ヘラケズリ調整

される。体部は指押さえか軽いナデ調整てある。やや

深身のものと浅身のものがある。住居の時期は 9憔紀

後半てある。

第173号住居跡（第166図）

第173号住居跡は、 G-4グリッドに位置する。遺構

の遺存状態は極めて悪く、掘り方が辛うじて残るのみ

てあった。重複する第 9号溝跡を切り、第23号溝跡に

切られていた。第174号住居跡との関係は不明てある。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.27m、短径3.05
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m、深さ0.02mを測る。主軸方向はN-20°-Eを示

す。床面は削平されていた。カマドは北壁の中央に設

置されるが、掘り方部分が残るのみて｀、詳細は不明て‘‘

ある。断面観察により、風倒木痕を切っていることが

判明した。

付属施設は、北壁から東壁にかけて壁溝が検出され

たに留まる。ピットはない。

出土遺物は少なく、いすれも小片てある（第166図

1 • 3 • 4)。 1の坪はカマド内から出士した。出七遺

物は 7椛紀後半～ 8世紀前半頃と思われるが、住居の

時期に一致するか否かは不明てある。重複する第 9号

溝跡との関係から、 7川紀後半以降とするに留めたい。

第174号住居跡（第166図）

第174号住居跡は、 G-4グリッドに位置する。床面

は削平され、掘り方が残るのみて、遺存状態は極めて

悪い。直複遺構との祈旧関係は、第 9号溝跡を切り、

第166図 第173• 174号住居跡・出土遺物
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1 暗褐色土 ローム・ローム粒少贔、焼土・焼土プロック多量

（カマド掘り方）

2 暗褐色土 ローム・ロームプロック多塁、焼土少量（！屈り方）

3 暗褐色士 ローム・ロームプロック多羅（貼り床）

_C' 4 褐色上 0ーム粒少量

SJ 1 7 4 

1 赤褐色土被熱焼土（硬化）

2 暗褐色上 ローム粒・焼土粒少塁

2m 
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第87表 第173• 174号住居跡出土遺物観察表

番号 器柾 II 径 ；；num. ;n,J • 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (10. 0) 2 1 DEH 3 橙 15 SJ173カマド

2 杯 (12. 0) 1. 7 ADH 2 橙 5 SJ174 

3 肌 (18 0) 2.3 AEHJ 2 にぶい橙 10 SJ173 

4 卜hーi・“ (19 0) 4.2 ADE 2 橙 15 SJ173 
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第2号溝跡・第106号土堀に切られていた。第173号仕

届跡との祈旧閃係は不明て‘ある。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径3.65m、短径3.02

m、深さ0.06mを測る。主軸方向はN-25°-Eをポ

す。床面は削平されていた。カマドは北壁の東寄りに

設置され、燃焼部底面のみ残存し強く被熱していた。

上部構造は削平され不明て‘ある。

付属施設は検出されなかった。

出土遺物は土師器坪の細片が 1点検出されたのみて‘‘

ある（第166図2)。住居の時期は、重複する第 9号溝

跡との関係から 7肌紀後半以降という限定がてきるの

みてある。ただし、カマドがコーナー近くに寄り、底

面が被熱するという特徴から見ると、 10槻紀後半以降

の可能性があろう。

第175号住居跡（第167図）

第175号住居跡は、 G•H-5 グリッドに位置ずる。

重複する第 9号溝跡の上部に構築されていた。

平向形は横長方形て‘ヽ、規模は長径3.96m、短径2.61

第167図 第175号住居跡・出土遺物
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第88表 第175号住居跡出土遺物観察表

乎食巧旦 器 種 ll 径 ＂在円il' ·I古百—J 底 径 胎 士 焼成

1 坪 (12. 0) 3.2 ADEH 2 橙

2 高台椀 2.5 (8.0) DHJ 2 橙

大寄 I区

m、深さ 0.15mを測る。主軸方向はN-16'-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘‘、全体に竪く締まっていた。カマ

ドは北壁の東端に設置され、カマド主軸は北壁に対し

てやや斜行する。燃焼部は壁を切り込み、細長く延び

る煙道部に続く。底面はほばフラットて床面との段差

はあまりない。燃焼部底面と側壁は被熱していた。ま

た、燃焼部底面には小ピットが穿たれており、支脚を

据え付けた孔と考えられる。燃焼部手前の壁際に片岩

系の板石が 3点散乱していた。カマド構築材の一部て‘‘

あろう。

ピットは10本検出された。 Pit1は南東コーナーに

あり、カマド対向ピットと考えられる。底面は 2段に

掘り込まれ、深さ58cm。他のピットの帰属は不明確て‘‘

あるが、その大半は中世段階の所産と考えられる。

壁溝はカマドを除き全周する。また、南壁から Pit7 

に向かって浅い溝が延びていた。住居に伴う施設と考

えられ、間仕切り溝の可能性がある。

色調

出土遺物は少なく、土師器坪とロクロ土師器高台椀

残存率 I
15 

SJ 1 7 5 

1 暗褐色士 焼七プロック・粘土ブロック多贔、

下面に灰堆積（天井崩落士）

2 暗褐色土焼上プロソク少塁（天井崩落十．）

3 黒色土焼土微塁（流入上）

4 暗褐色土焼土粒多最

5 暗褐色七 焼七粒多塁、炭化物粒少母

6 黒色t ローム粒少星

Pit 1 

7 褐色土ローム粒多屈

8 暗褐色土 ローム粒少怪

9 黒色土 ローム粒・ロームプロック少量

ロニ／
ニ 2

ジ乏

2閲

゜ 玲守

備 考

40 Iロクロ上師器
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があるのみてある（第167図 1• 2)。住居形態から兄

て、ロクロ土師器高台椀が住居に伴う遺物と考えられ

る。時期は10椎紀後半～11枇紀と推定される。

第176号住居跡（第168図）

第176号住居跡は、 H-5グリッドに単独て‘位置する。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径2.73m、短径2.39

m、深さ0.15mを測る。主軸方向はN-93'-Eを示

す。床面は概ね平坦て‘ヽ、全体に堅く締まっていた。カ

マドは東岐の南端に設置されている。燃焼部は壁を切

り込んて構築され、先端に石製支脚が据えられていた。

煙道部は削平されている。焚日から燃焼部にかけての

ある。 11は坪部が浅く、高台は高いタイプてある。 12

は杯部は深く高台は低い。内面はミガキと黒色処理が

施されている。 17は鉢としたが、判然としない。体部

はロクロ整形されるが、口縁部は指頭（非ロクロ）て‘‘

折り返し、雑な指ナデが施されている。体部ド半は手

持ちヘラケズリ調整、底部はナデて‘‘切り離し痕は確認

てきない。 18は大型の甕て‘ヽ、胴部は縦方向のナデ調整

が施されている。ケズリは不明瞭て‘ある。住届の時期

は10惟紀後半と考えられる。

第177号住居跡（第169図）

第177号住居跡は、 F•G-6 グリッドに位置する。

底面は被熱していた。底面はほぼ平坦て‘ヽ、床面との段

差はない。

ピットは 2本検出された。 Pit1は北東コーナーに

位置する。深さ24cm。Pit2は遺構に伴わない。壁溝は

カマドを除き全周する。

出土遺物は比較的まとまっている（第168図）。ロク

ロ土師器小皿（第168図1~8)、ロクロ土師器高台椀

(9~16)、鉢（17)、甕（18)がある。ロクロ土師器

小皿は 8点出上し、日径 9~10cm前後と小振りてあ

る。器高は2.0cmと浅いものと 2.9cmとやや深いものが

ある。闇台椀も 8点出土しているが、形態差はかなり

第89表 第176号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器晶 底径 胎 上 焼成

1 小皿 (10 0) 2.4 5.0 EHJ 3 

2 小皿 (9.6) 2 5 (5.0) EHJ 2 

3 小llII. (10 0) 2 5 6.6 HJ 2 

4 小皿 (10.0) 2.8 5.4 AEHJ 2 

5 小皿 (10.0) 2 9 (6 2) AH I J 2 

6 小皿 9.4 2 0 5.2 HJ 1 

7 小皿 9.2 2.7 5.3 DEHJ 2 

8 小皿 (10.2) 2 9 (5.8) ADEHJ 2 ， 高台椀 (14 2) 6 7 7 8 HJ 3 

10 高台椀 13.2 6 4 7.2 DHJ 2 

11 高台椀 (14. 6) 6.3 8.8 BHJ 2 

12 高台椀 15.5 6 9 7 9 EHJ 2 

13 高台椀 3 1 8.4 DHJ 2 

14 高台椀 4.4 7 5 BHJ 2 

15 高台椀 (13.6) 4 5 BDHJ 2 

16 高台椀 2 6 (8.2) HJ 2 

17 鉢 15.3 9 2 7.0 BDEHJ 2 

18 冽平百 (28 0) 17.1 DEHJ 2 

床面は削平されており、辛うじて方形の掘り方と思わ

れる掘り込みが検出されたのみて、遺構の遺存状態は

極めて悪い。重複遺構との新旧閃係は、第4号溝跡を

切り、第171・179号住居跡・第73号土墟に切られてい

た。第178号住居跡との関係は不明確て｀あった。また、

第4丹溝跡との関係についても不明とした方が良いか

もしれない。

平面形は横長の長方形て、規模は長径5.29m、短径

3.16m、深さ 0.06mを測る。主軸方向はN-16°-Wを

示す。

床面は削平されていた。カマドは検出されなかった。

色調 残存率 備 考

にぶし、橙 40 ロクロ上師器

にぶい橙 40 カマドロクロ上師器

にぶい褐 40 ロクロ七師器

にぶい橙 65 ロクロ上師器

にぶい褐 40 ロクロ土師器

にぶい橙 90 No. 6 ロクロ七師器

にぶし、橙 85 ロクロ土師器底部糸切り

橙 45 ロクロ土師器

橙 55 No.12 • 15 ロクロ整形

にぶい橙 80 No. 3 ロクロ土師器

にぶい黄橙 60 No. 5 ロクロ土師器

にぶい黄橙 70 No.14ロクロ上師器内面ミガキ＋黒色処理

にぶい橙 80 No. 4 ロクロ土師器

にぶい褐 60 No.10 ロクロ七師器

にぶい褐 30 No.15ロクロ土師器

にぶい橙 50 ロクロ土師器

にぶい橙 100 No. 6 ロクロ土師器ナデ後胴部下半ケズリ

にぶい褐 20 No. 2 胴部弱いケズリ後ナデ調整
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第168図 第176号住居跡・出土遺物
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ピットその他の付属施設も介在しない。

出土遺物は検出されなかった。住居の時期も不明確

て、重複遺構との関係から 10世紀後半以前という限定

がてきるのみてある。

第178号住居跡（第169図）

第178号住居跡は、 F•G-6 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第177• 179号住居跡を切

り、第73号上堀に切られていた。第73号土墟は北壁ラ

インに沿って住居内におさまる形て掘り込まれていた。

断面観察から住居を切っているのは聞違いなく、形態

や大きさ、埋土の状況から、廃絶した住居を利用した

廃届墓の可能性があろう。

平面形は横長の長方形て‘‘、規模は長径3.63m、短径

2. 70m、深さ 0.38mを測る。主軸方向はN-102°-E

を示す。

床面はほぼ平坦て‘‘、カマド前面から住居中央部にか

けて堅く踏み固められていた。カマドは東壁の南端に

設置され、燃焼部と煙道部は壁を切り込んて構築され

ている。燃焼部は床面から僅かに掘り込まれ、底面と

側壁は被熱していた。煙道部は燃焼部から一段高く連

続し、水平方向に延びる。

ピットは 4本検出された。 Pit1は南西コーナーに

位置し、住居に伴うカマド対向ピットと考えられる。

その他のピットは住居に伴うものてはない。

出土遺物は少ない。ロクロ土師器小皿（第170図 1

~3)、ロクロ土師器高台椀（ 4)、羽釜 (5）、小型甕

(6)、鉢（第171図27)が検出されている。 2の小皿

は完形て‘‘、西壁際から出土した。鉢はカマド内出土。

住居の時期は10世紀末葉～11棋紀初頭と考えられる。

第179号住居跡（第169図）

第179号住居跡は、 F•G-6 グリッドに位置する。

重複遺構との新1日関係は、第74号土墟を切り、第178号

住居跡・第73号上壊に切られていた。

平面形は整った正方形て、、規模は長径5.28m、短径

5.06m、深さ 0.24mを測る。主軸方向はN-90°-Eを

示す。

床面はほぱ平坦て‘、住居中央部の床面は堅く硬化し

ていた。カマドは東壁のやや南寄りに設置されている。

燃焼部はほば壁内におさまり、煙道部が壁外に短く立

ち上がる。第 5層は掘り方て‘、その上面が火床面と考

えられる。燃焼部の先端付近、中央からやや北に寄っ

た位置に土製支脚が据えられていた。袖は白色枯土を

用いて構築されているが、かなり流出しており、遺存

状態はあまり良くない。

ピットは14本検出された。 Pit1~ 4は主柱穴てあ

る。他のピットに関しては伴う可能性は低い。

貯蔵穴は、カマド脇の南東コーナーに設けられてい

た。不整円形て‘‘、長径1.08m、深さ47cm。

出土遺物は比較的多い（第170図 7~21・第171図

22~27)。特にカマド及びその前面から多量に出土し

た。第170図19・20、第171図23の長胴甕はカマド前面

の床面に潰れた状態て出土した。カマド架構材に使用

されたものか。 7~9の土師器杯と須恵器高盤 (15)

は貯蔵穴から出土した。

出土遺物は土師器坪 (7~14)、土師器甕（16~20・

22・23・25)、土師器壺 (24)、土師器甑（26)、須恵器

高盤（15) と土製支脚（21)がある。土師器杯は北武

蔵型杯がt体て‘ヽ、日縁部が内湾するものと短く直立す

るタイプがある。須恵器高盤は口縁直下から坪部外面

は回転ヘラケズリ、一部ケス｀リが及ばない範囲がある。

また、昇部下端はロクロナデされる。脚部は欠く。好

部内面はナデ調整。胎土に片岩を合み、末野産と考え

られる。住居の時期は 8椎紀初頭頃と考えられる。

第180•181号住居跡（第172図）

第180• 181号住居跡は、 F-7グリッドに位置し、

2軒重複している。新旧関係は不明確てあるが、第181

号住居跡の方ヵ浮斤しいものと思われる。重複遺構との

新旧関係は、第182号住居跡・第77号土堀を切り、第70・

78号土壊に切られていた。第79号土猥は住居主軸に直

交する長方形土壊て‘、内部からロクロ土師器小皿と高

台椀が 2枚重なった状態て出土しており、第180号住

居跡廃絶後構築された廃屋墓の可能性が高い。

第180号住居跡の平面形は横長方形て‘‘、規模は長径

4.29m、短径3.04m、深さ0.10mを測る。主軸方向は
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第169図 第177~179号住居跡
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1 暗褐色土 焼土・焼土粒多棗、焼土プロック・灰褐色粘土少泣

2 暗褐 色土 焼＋・焼土粒多藷、焼土プロック少足

3 暗褐色土 焼f・＿・焼＿i-プロック・灰褐色粘土多盤

4 暗褐 色上 焼上粒・焼t：プロック・灰褐色粘土少泣

5 暗褐 色士 焼上・炭化物粒少逗（カマド掘り方）

6 渇色土焼t．炭化物粒少品

7 暗褐 色上 ローム・ローム粒・焼土粒少贔

8 暗渇 色土 ローム・ローム粒多昼

9 暗褐色土 SJ179壁溝

SJ 1 7 9貯蔵穴

10 暗褐色上 ローム・ローム粒少；；；、焼土・焼土粒多磁

11 暗黄褐色土 ローム・ロームプロック冬並

12 暗掲色土 ローム粒多贔、炭化物粒少紐

13 暗放掲色土 ローム・ローム粒冬滸、焼 I少足

SJ 1 7 8 
11 暗褐色 I: 焼j•粒・焼 I．プロック少泣

15 暗掲色土 ローム粒・ローム多贔、焼土粒少吊

16 暗貸褐色＿L ローム・ローム粒少呈

17 暗褐色土 ローム・ローム粒多逗、ロームプロック

焼土・焼土プロック少届

18 暗 褐色 土 灰褐色粘i：少最、ローム・ローム粒多昼

19 暗褐色＿!. ローム粒少望

2(I 暗赤褐色土 焼＿七粒・炭化物粒多塁

21 被 熱焼t

認 暗 褐 色 上 ローム・ローム粒・ロームプロック多並、焼十粒少紐

゜ヒ＝ニ

認 暗掲色土 ローム，口＿ムプロック少贔

叫 暗褐色土 口＿ム粒冬棗、ロームプロック少塁

ぷ5 暗黄褐色土 ローム粒多旦

加暗 褐 色土 ローム粒多品、ローム粒少近

四褐色土ローム粒多；；

28 暗褐 色土 ローム粒少屋（掘り方）

29 暗褐色．j・ ローム粒均ーに含む SJ178pi'1

30 暗褐色 1 ローム粒少筵、炭化物粒多塁 SJ178pi'1

予。 31 暗褐色土 ローム粒多扇 SJ178pitl
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第170図 第 178• 179号住居跡出土遺物(I)
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第171図 第178• 179号住居跡出土遺物(2)
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第90表 第178。|79号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 “＂U_,l--l白nl^ 底 径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 小皿 (9 6) 2.2 5 0 HJ 2 にぶい橙 60 SJ178底部糸切り ロクロ土師器

2 小皿 10.0 2.8 4 9 ADHJ 2 橙 100 S]178 No. 1底部糸切りロクロ上師器

3 小皿 (10 2) 2.4 4 5 DHJ 2 にぶい褐 80 SJ178底部糸切り ロクロ土師器

4 晶台椀 3 0 (8.0) DH 2 にぶい黄橙 25 SJ178 ロクロ七師器

5 羽釜 DH 2 橙 5 SJ178 

6 小刑ニヒ珈ょs̀ (20 4) 9 0 BHJ 2 褐 15 SJl 78 No. 1 

7 坪 11.2 3.1 DEHJ rJ ) 橙 90 SJ179貯蔵穴 No.l 

8 坪 11.2 3 3 DEHJ 3 怜 100 SJ179貯蔵穴， 杯 (10 8) 3 0 HJ 3 橙 40 SJ179貯蔵穴

10 坪 10.4 3.0 DEHJ 3 橙 100 SJ179 

11 杯 00.0) 2 7 EHJ 3 橙 45 S]179 

12 坪 (11 8) 3 1 HJ 2 にぶし、橙 40 S]l79カマド

13 坪 (12 0) 3 3 EH 1 にぶい黄橙 10 SJl 78 • 179 

14 坪 (18 0) 4 5 DEH 1 橙 5 S]179 
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番号 器柾 口径 伍ロil-ロ二l占mJ― 底 径 胎 十一 焼成 色調 残存舟 備 考

15 須恵高盤 (21.8) 5 5 B I J 1 灰黄褐 30 SJ179貯蔵穴 No.2 木野産

16 甕 (21 0) 9.4 BEHJ 2 にぶい橙 2 SJ179カマド No.2 

17 甕 (21 4) 7 5 DEHJ 2 橙 30 SJ179カマド No認

18 珈丞 (21 6) 6 3 EHJ 2 にぶい橙 15 SJl 79 No. 8 

19 珈式 22 8 31.1 DHJ 2 にぶい橙 70 SJ179カマド No.IO• 12 
20 瑾4m、 (20 0) 33 5 (4.0) DEH 2 にぶい橙 80 SJ179カマド No.5 • 8 

21 土製支脚 15.3 7.2 EH 1 にぶい赤褐 65 SJ179カマド No.l外面被熱

22 珈平 (21 0) 8 9 HJ 2 橙 35 SJ179貯蔵穴

23 甕 16 6 28.7 HJ 2 にぶい橙 70 SJ179カマド No.11

24 壷 (21.0) 12.3 DHJ 2 にぶし、橙 30 SJl 79 No. 4 

25 裂 (23.6) 18. 7 HJ J , 橙 60 SJ179カマド No.6 • 9。10

26 甑 26.6 14.9 HJ 2 褐 60 SJ179カマド No.4 • 7 

27 鉢 (22.5) 7.7 DEH 2 褐 15 SJ178カマド No.l 

第172図 第 180• 181号住居跡・出土遺物
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第91表 第180• 181号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 II 径 呑ロロi古四 底径 胎 —l_ 焼成

1 小冊 (10. 4) 3 1 4 7 HJ 2 

2 小皿 1. 5 (4 0) EH 1 

3 坑式¢ 3 3 (4 0) BEJ 1 

4 甕 21 2 16 7 EHI 1 

5 羽釜 5.4 AH] 1 

N-88°-Eを示す。

床面は平坦て‘‘全体に堅く締まっていた。カマドは東

壁の南寄りに設置され、燃焼部は床面をやや掘り込ん

て‘いる。煙道部は燃焼部から段を持って立ち上がり、

水平方向に延びる。ピットは 1本検出された。 Pit]は

南西コーナーにあり、住居に伴うカマド対向ピットと

考えられる。壁溝はカマドを除き全周する。

第181号住居跡はカマド周辺が検出されたにとどま

り、遺構の詳細は不明て‘ある。カマドは第180号住居跡

カマドの上面に重なり、燃焼部側壁上面は被熱してい

た。床面の状況は不明てある。その他、付属施設とし

てピットが 1本検出されている。

大寄 I区

色調 残存率 備 ぢ

にぶい橙 60 SJ180 Pit 1 ロクロ土師器

棺 20 SJ181ロクロ 1：師器

にぶい黄橙 25 SJ181 

にぶい橙 20 SJ180カマド

にぶい褐 15 SJ181非ロクロ胴部外面ナデ

方が辛うじて残仔したに過ぎず、追存状態は極めて悪

い。袖部は検出されなかった。

ピットは 2本検出されたが、遺構に伴う可能性は低い。

出土遺物は土師器杯が1点検出されたに留まる（第

173図 1)。体部無調整の平底風杯と思われ、 8侃紀後

半～ 9枇紀代か。小片てあるため、必ずしも住居に伴

う保証はないが、重複遺構との関係から見る限り特に

罰齢はない。

第183•184号住居跡（第173図）

出土遺物は少ない。第172図 1と4は第180号住居跡

から出土した。 1は第180号住居跡 Pit1の西壁際か

ら出七したロクロ土師器小皿て‘、ある。やや器高が高く

小型杯に近い。 4は厚甕て‘ヽ、胴部上端は横ヘラケズリ、

以ド縦及び斜めケズリが施されている。第172図 2.

第183• 184号住居跡は、 F•G-7 グリッドに位置

する。重複する第182• 185号1主居跡を切っていること

が判明した。第183号住居跡と第184号住居跡の関係に

ついては、 2軒の重複と考えたが、床面は同一レベル

て続き、断面観察によっても明瞭に切り合い関係が捉

えられなかった。第184局住居跡のカマドが検出され

なかったことから、第184号住居跡から第183号住居跡

に建て替えられたものと判断した。第184号住居跡と

した部分を第183号住居跡の張り出し状施設と考えれ

ば、両者は一体の住居となる可能性も否定てきない。

3 • 5は第181号住居跡出土。 5は非ロクロの羽釜て丁I

縁部を欠く。胴部外面は指ナデ。住居跡の時期は不明

確てあるが、第180号住居跡は10世紀後半、第181局住

居跡は10胤紀末葉以降となろう。

第182号住居跡（第173図）

第182号住居跡は、 F-7グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第77号上墟を切り、第180(181)・

183 • 184号住居跡、第70号上堀に切られていた。遺構

の遺存状態は悪く、詳細は明らかにてきなかった。

平面形は方形系と推定される。残存規校は長径3.57

m、短径2.62m、深さ 0.05mを測る。主軸方向はN-

94°-Eを示す。

床面はほぼ削平されていた。カマドは東壁の南寄り

に設置されるが、ローム・焼土粒子を多贔に含む掘り

第183号住居跡は平面形はやや横長の長方形て‘‘、規

模は長径3.46m、短径2.58m、深さ0.10mを測る。主

軸方向はN-1°-Eをホず。

床面は概ね平坦てある。カマドは東壁の南端に設け

られていたが、第185号住居跡調査時に削平してしま

い、燃焼部の掘り方が辛うじて遺存するのみてある。

掘り方上面は被熱し、その前面は炭化物と灰層が広が

っていた。

ピットは 3本検出された。 Pit1は南西コーナ一部

に位置する。住居に伴うカマド対向ピットと考えられ

る。深さ 54cm。Pit2は上面に貼床され、住居よりも古

い。Pit3は住届よりも新しく、中祉の所産と考えられる。
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第173図 第182~|84号住居跡・出土遺物
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第92表 第182• 183号住居跡出土遺物観察表

番号 器柿 口径 益""I,笥.- 底径 胎 十一 焼成

1 坪 oo o) 2.7 DEH 2 

2 小皿 2.0 (4.0) AEH 1 

3 高台椀 (15 0) 3 7 DH  2 

4 閲台椀 (14 0) 5.0 DEH 2 

5 甑 2.0 (19 6) DEJ 3 

6 羽釜 BEJ 3 

7 羽釜 BDEJ 2 

8 湖釜 BDEJ 1 ， 羽釜 AEJ 1 

第184号住居跡は南北長2.40m、第183号1主居跡の西

壁ラインよりも 0.95m西に張り出す。壁溝は北壁から

西壁にかけて検出された。ピットは 4本検出されてい

る。 Pit1は伴う可能性もあるが、他のピットは遺構に

帰属ずるものてはない。

出土遺物は少なく、全て第183号住居跡から検出さ

れた（第173図2~9)。3 • 4はロクロ土師器高台椀

て‘、 3は内面ミガキと黒色処理が施されている。 2は

ロクロ土師器小皿。 5は土師質の甑と思われる。ロク

ロ整形。 6~9は土師質の羽釜。ロクロ整形のものと

非ロクロのものの両者がある。時期は10世紀後半～11

匪紀初頭頃と考えられる。

第185号住居跡（第174図）

第185号住居跡は、 G-7グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第183• 186号住居跡及び第75芳

土墟に切られている。

平面形はやや歪んだ長方形て‘ヽ、規模は長径4.52m、

短径3.42m、深さ0.18mを測る。主軸方向はN-90'―

Eを示す。

大寄 I区

色凋 残存率 備 考

橙 10 SJ182体部無調整

にぶい橙 20 SJ183 ロクロ上師器

にぶい橙 10 SJ183 ロクロ上師器内面ミガキ＋黒色処理

橙 40 S]183 • 185ロクロ七師器

明赤褐 10 SJ183七師質

にぶい黄褐 5 SJ183上師質ロクロ整）I多か鍔低い

にぶい橙 5 SJ183土師質非ロクロ胴部タテケズリ

にぶい橙 5 SJ183七師質非ロクロ下端にケズリ痕

橙 5 S]183 No. 4 土師質ロクロ整形鍔部欠失

うな状況て出上した。 6は深身て‘‘大振りの杯。体部下

半はヘラケズリされる。 7• 8は須恵器坪て‘ある。 7

は完形の杯て、底部糸切り無調整。やや厚手て‘ヽ、日径

に対する底径比が大きい。秋間産て｀ある。 8はやや大

振りて‘‘、薄手て‘ある。焼きは悪い。末野産て‘‘ある。 9

は末野産の須恵器高台椀。 10は灰釉陶器滑瓶の口縁部

片て、、住居中央部の床面から出土した。外面全体に灰

釉が掛かるが、やや発色が悪い。作りは丁寧て‘‘、頸部

に沈線が2条巡る。内面は絞り痕。胎土は緻密て‘‘、黒

色粒子の吹き出しが日立つ。猿投産、 K-14号窯式の

範疇と考えられる。 11~15は土師器壺甕類。 14の甕日

縁部は弓状に外反する。 15の日縁部は「コ」の字状に

近づいている。 16は須恵器甕胴部片。時期的には 9世

紀前半と考えられる。

第186号住居跡（第174図）

第186号住居跡は、 G-7グリッドに位置し、第185

号住居跡を切っている。

平面形は横長方形て、、規模は長径3.73m、短径2.44

m、深さ0.10mを測る。主軸方向はN-20°-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘ヽ、カマド前面の床面は特に堅く踏

み固められていた。カマドは東壁の中央に設置される。

燃焼部は壁を切り込んて‘‘構築される。袖は遺存してい

なかった。

床面はやや起伏があり、カマド前面を中心に堅く締

まっていた。カマドは北壁の東端に設置されている。

燃焼部は壁を切り込んて構築され、煙道部は同一レベ

ルて続く。燃焼部と床面の段差はあまりなく、燃焼部

底面は被熱している。ピットは 4本検出されたが、いずれも1打呂に伴うも

のてはない。壁溝は住居西半て部分的に確認された。

出土遺物は、カマド及び住居北東部から比較的まと

まって検出されている（第175図l~16)。 1~6は土

師器杯。 5は完形品て‘南東コーナ一部に流れ込んだよ

ピットは 8本検出された。 Pit1 • 2はカマドに対面

する南東コーナーに位置し、住居に伴うカマド対向ピ

ットと考えられる。深さはやや浅く 24cm。他のピット

は中世の所産と推定される。

-231-



大寄 I区

第174図第185• 186号住居跡
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出土遺物は少なく、ロクロ土師器高台椀と羽釜片が

検出された（第175図17~19)。17は内面ヘラミガキと

黒色処理、 18は内面ヘラミガキ調整されるが、黒色処

理は施されない。 19はロクロ整形の羽釜片て‘、 Pit1出

土。住居の時期は10糀紀後半～11椎紀初頭て‘‘あろう。

第187号住居跡（第176図）

第187号住居跡は、 F-7•8 グリッドに位置する。

重複遺構との新旧関係は、第188舟住居跡を切り、第

83 • 84号土横に切られていた。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径4.59m、短径4.52

m、深さ 0.18mを測る。主軸方向はN-79°-Eを示

す。床面は平坦て‘‘、住居中央付近からカマド前面にか

けて硬化していた。カマドは東壁の南寄りに設置され、

燃焼部は壁内にほぱおさまる。袖は白色粘土を用いて

構築されているが、遺存状態はあまり良くない。

ピットは16本検出された。 Pit1~4は配置と深さ

から主柱穴と考えられる。他のピットの帰属は不明て‘

ある。

貯蔵穴はカマド右脇の南東コーナー部に設けられて

いる。楕円形プランて長径0.75m、深さ0.34m。底面

は2段に掘り込まれている。

出土遺物は少なく、土師器坪と甕、須恵器甕が検出

されている（第176図）。 1 ～ 5は浅身の模倣坪て‘‘、ロ

縁部の立ち上がりは短く、日縁下の稜も弱くなってい

る。 6は深椀風て‘‘、カマド内から出土した。住居の時

期は 7世紀前半と推定される。
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第175図 第185• 186号住居跡出土遺物こ＿＿＿
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第93表 第185• 186号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 t 焼成

1 坪 12 0 3.6 9 0 EHJ 2 

2 坪 (12. 0) 3 6 (8.8) EHJ 2 

3 坪 3 2 DEH 2 

4 坪 (12. 2) 3 5 (10.6) DEHJ 2 

5 坪 12.0 3 8 EHJ 2 

6 坪 (13. 9) 4 7 (9.2) EH] 2 

7 須恵坪 11 3 3.8 6.8 H 1 

8 碩恵坪 (13 6) 3.3 6 8 ABHIJ 2 ， 須恵高台椀 17.3 8.1 9 1 EH I J 3 

10 灰釉浄瓶 10.4 H l 

11 小型壷 11 3 10.5 7.2 ADEHJ 2 

12 小型甕 (14.0) 9.9 DEH 3 

13 甕 20.8 19.3 7.4 DEHJ 2 

14 乖丞 18 6 26 5 4.6 ADHJ 2 

15 甕 25 1 31 6 7 3 AEHJ 2 

16 須恵甕 BH I J 1 

17 高台椀 (14.0) 4 2 DEH l 

18 高台椀 2 4 (7.0) EHJ 2 

19 羽釜 DEH 1 

第188号住居跡（第176図）

第188号住居跡は、 F-7 • 8グリッドに位置し、重

複する第187号住居跡に切られていた。平面形は長方

形て‘‘、規模は長径4.13m（現在長）、短径3.25m、深さ

0.10mを測る。主軸方向はN-13°-Wを示す。

床面は平坦て‘‘、第187号住居跡の床面とほば同一レ

ベルて続く。カマドは検出されなかった。

ピットは南壁に掛かって 1本検出されたが、遺構に

伴うものて‘‘はない。

出土遺物は検出されなかった。住居の時期は不明確

て‘‘、第187号住居跡との関係から 7世紀前半またはそ

れ以前という限定がてきるのみてある。

第189号住居跡（第177図）

第189号住居跡は、 F-8グリッドに位置し、重複す

第94表 第187号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 益nnでr百』J← 底 径 胎 十一 焼成

1 杯 (12.0) 3 1 HJ 3 

2 坪 (12. 0) 3 5 EH] 2 

3 坪 (12 0) 2.9 AEJ 2 

4 坪 (11 8) 2 8 ABCDE 1 

5 坪 (11.0) 2.3 ABCDE 1 

6 坪 (15 0) 5.5 HJ 3 

7 甕 3.1 4.6 EHJ 2 

8 須恵甕 BEHJ 1 

色調 残存率 備 考

橙 85 SJ185 No. 9 

にぶい橙 45 SJ185 No.10 

橙 60 SJ185 

橙 50 SJ185 No. 7 11縁打ち欠き？

にぶい橙 100 SJ185No.5 

橙 10 S]185体部ド半＋底部ケズリ

灰 100 SJ185 No. 3黒色粒子多秋間産

にぶい橙 60 S]185 No.10酸化烙焼成に近い末野産

にぶい橙 90 SJ185 No. 2末野産焼き甘い二次被熱痕あり

灰オリーブ 90 SJ185 No.12猿投産 K-14号窯式黒色粒子含む

褐 95 SJ185 No. 8 

にぶい褐 20 SJ185 

橙 90 SJ185 No. 4 

にぶい褐 60 S]185 No. 1 

にぶい褐 70 S]185 No. 6 

灰 破片 SJ185 No.11木野産平行叩き＋同心円当て具

浅黄橙 10 S]186内面ミガキ＋黒色処理

にぶい黄橙 30 SJ186内面ミガキ

にぶい黄橙 5 S]186 Pit 1 ロクロ整形

る第94号土堀に切られていた。

平面形は正方形を基本とするが、北壁と南壁に張出

部を設けている。規模は長径3.94m、短径3.06m、深

さ0.06mを測る。主軸方向はN-102'-Eを示す。

床面は概ね平坦てある。カマドは東壁の南端に設置

されている。カマド主軸はやや南に振れている。燃焼

部は繋を切り込み、細長く延びる煙道部に続く。

ピットは 5本検出された。 Pit1は南西コーナー部

にあり、住居に伴うものと考えられる（カマド対向ピ

ット）。 Pit2~4は中世段階のものと推定される。 Pit

5は床面が乗っており、住居よりも古い。深さ1.26m

と非常に深く、井戸跡の可能性が高い。

土壊は 3基検出された。 1。2号土横は床下土墟と

思われる。 3号土横に関しては、カマド前面に灰層が

色調 残存率 備 考

橙 40 粉っぱい索地土

橙 30 

にぶい橙 15 

明赤褐 10 口縁下端沈線

橙 10 

橙 70 カマド No.l粉っぱい索地土

橙 60 

灰白 破片 群馬産（藤岡産か）平行叩き
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第176図 第187• 188号住居跡・出土遺物

＜
 

SK83 111 

17 砂p16

0poB◎p◎P ど□
p13 

12 

IP11 

夏7

SJ187 

｀゚皇
＜ ． 

C 54.50 _C' 

D
 

D' 

｀ 

V̀ 

＜
 

a
 

SJ 1 8 7 

1 暗褐色士~ ローム粒・ロームプロック・白色粒・

赤色粒多量

2 黒褐色士 ローム粒微盪

3 黄褐色土

カマド

4 黒褐色土 焼土塊・白色粘上多屋

5 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック少触

｀ 尋

＼ロニ／ ロニ／

g
 

2m 
--,"60 

□ こ

＼三よ

ピヽーl -1 113 ]呼
0 5cm 

広がっていたため、住居に伴うものと判断した。南壁

の張り出しは 3号土壊と一体と考えられ、あるいは住

居以前の土堀の可能性もある。北壁の張出部は住居に

付設されていたものと考えて良い。

出土遺物は少なく、ロクロ土師器の小皿、高台椀、

甕、羽釜が検出されている（第177図）。いずれも小片

て‘‘、全体の器形が判明するものはない。 3の甕は器壁

が厚く、底部は砂底て‘‘ある。 4の羽釜は土師質て‘‘、鍔

は低い。時期は10肌紀末葉～11憔紀前半と推定され

る。
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第177図 第189号住居跡・出土遺物
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第95表 第189号住居跡出土遺物観察表

番号 器秤 日径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 小皿 (11.0) 1.4 DEH 1 浅黄橙 10 ロクロ土師器

2 高台椀 (14 0) 4.1 ABEH 3 にぶい黄橙 20 

J つ 甕 8.1 (10 0) EHJ 2 褐 15 Pit 1底部粗砂付着

4 沿］釜 EH 2 にぶい褐 5 土師質

第190号住居跡（第178図）

第190号住居跡は、 H-3• 4グリッドに位置し、住

居北東部は攪乱を受け大きく扶り取られている。第22

号掘立柱建物跡との新旧関係は不明。第 6号柵列との

関係は本住居跡の方が古いものと考えられる。

平面形は比較的整った正方形て‘ヽ、規模は長径3.90

m、短径3.60m、深さ0.22mを測る。主軸方向はN-

69"-Eを示す。

床面は全体に平坦て、、壁際を除き、堅く踏み固めら

れていた。

カマドは東壁の南寄りに設置され、燃焼部は壁を切

り込んて‘‘いる。燃焼部底面は緩やかに窪み、細長く延

びる煙道部に続く。燃焼部側壁上部は強く被熱してい

た。カマド袖は白色粘土を用いて構築されていたが、

かなり流失しており、遺存状態はあまり良くない。

ピットは 3本検出された。 Pit]は貼床を除去した

段階て‘検出された。深さ 16cmと浅く、壁から底面にか

けて白色粘tが薄く敷かれていた。性格は不明て‘ある。

Pit 2 • 3は住居床面を切っていた。

貯蔵穴はカマド右脇の南東コーナー付近に位置する。

方形プランて‘ヽ 、長径42cm、深さ22cm。埋土上層から完

形に近い土師器杯が出土している。

出土遺物は少ないが、完形、または残存率の高い土

師器坪と甑が検出された（第178図）。第178図 1は貯蔵

穴内出土。小振りの坪て、日縁部が短く立ち上がる。

2はカマド脇の床面から出土した。完形。 3は住居中

央南壁寄りの覆土下層から出土した。日径14.6cmとや

や大振りてある。 1~ 3の坪はいずれも体部上端から

底部にかけてヘラケズリ調整が施されている。 4の甑

はカマド右脇の壁直ドに横倒しの状態て‘検出された。

住居の時期は 7世紀後半と考えられる。
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第178図 第190号住居跡・出土遺物
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6 暗褐色上 ロームプロック混入
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第96表第190号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 益ロロ古向 底径 胎 士 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 10.5 3.3 EHJ 2 にぶい褐 95 No. 3貯蔵穴

2 坪 10 4 3.7 EHJ 2 にぶい橙 100 No. 2底部黒斑

3 坪 14.6 5 7 EHJ 2 橙 95 No. 4 

4 甑 26.0 29 9 (10.8) BDEHJ 2 橙 90 No.] 内面木ロナデ＋ミガキ

第191号住居跡（第179図）

第191号住居跡は、 H • I -3グリッドに位置する。

住居の大半は調査区外に延びており、カマドと東壁部

が検出されたに留まる。東側に隣接する第192号住居

跡とカマドが切り合い、本住居跡の方が新しいことが

判明した。

平面形は方形系と推定され、規模は長径2.79m、短

径0.74m （現在長）、深さ 0.08mを測る。主軸方向は

N-74°-Eを示す。

床面は貼床され、南に向かってやや傾斜している。

カマドは東壁の中央からやや南寄りに設置されていた。

燃焼部から煙道部にかけて、壁を切り込んて構築され、

底面には灰層が薄く堆積しそいた。袖部は明確に検出

てきなかった。

貯蔵穴はカマド脇のコーナ一部に設けられている。

深さ 34c皿
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出上遺物は須恵器の小型甕（壺） と土師器杯の破片

が検出されたのみてある（第179図 1• 2)。須恵器甕

は未野産と思われる。焼きは良い。 2の土師器杯は体

部は無調整て‘］やや平底風の底部に移行するものと思

われる。住居の時期は不明確てあるが、 8肌紀後半頃

てあろうか。

第192号住居跡（第179図）

第192号1打吾跡は、 H・ I -3グリッドに位置し、第

191号住居跡と重複し、本住居跡の方が古い。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径3.38m、短径3.25

m、深さ0.12mを測る。主軸方向はN-82°-Eを示

す。床面は平坦てある。住居埋土はロームブロック・

ローム粒子混じりの暗褐色土て‘‘、人為的に埋め戻され

た形跡が認められた。

カマドは東壁のほぱ中央に設置され、燃焼部から煙

道部は舷をやや切り込んて構築されていた。抽部は検

第179図 第191• 192号住居跡・出土遺物

‘-
ァ 可

' 、 .9 _E ,、 2B 1,  

¥、‘‘‘---/ / I 

、ヽ- / 

SK1 

SJ192 

叫

¥C-D-

C 54.80 二

D 54.50 D'E  

ロニニ／

□□□/ 
ロニ／

＼口三／

SJ I 9 Iカマド

1 暗褐色 rロームフロック多鼠

2 暗褐色土口＿ム粒多械

3 陪褐色上 ローム粒少星、焼 •1 フロ）ク多吊（天井崩洛上）

4 黒褐色t I火多贔（！火屑）

SJ I 9 I 

5 灰褐色上軽凸 A少量（耕竹十）砂質

6 暗灰褐色t 軽石＼少貼（耕作上）砂質

7 褐色 1- 旧表十

8 暗缶色七 焼七・焼上粒多凩、炭化物拉少悶

9 暗褐色t 口＿ム・ロームプロソク多屈、焼上粒．

炭化物粒少炉

10 賠~褐色上 ロームフロック・焼十・焼十粒少星

11 暗褐色十 ローム粒・焼上少旦

12 暗掲色上 口＿ム・ロームプロ・ノク少星（貯穴）

13 廿音黄褐色上 ローム・ロームプロック多塁（掘り方）

SJ 1 9 2 

1 暗褐色ナ ローム粒、霜降り状（人為的埋士）

2 暗褐色十 ローム粒・焼土粒多凧

3 黒色上焼上少械、灰多拭（灰図）

4 暗褐色十 ローム粒・焼十．粒多棗
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第97表 第191 • 192号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 II 径 器高 底径 胎 」 焼成

1 嘩ェヘ` (16. 8) 16.0 B I J 1 

2 杯 (12 0) 2.6 DE 2 

3 坪 (11 0) 2.4 DEH 2 

4 坪 (14.0) 3.2 DEH 2 

5 坪 (14.0) 2.5 CDEH 1 

6 皿 (20.0) 3.2 DH 2 

7 皿 (20.0) 2.5 EH 2 

出されず、住居廃絶時に片づけられた可能性が高い。

ピットはカマド両脇から 2本、既に掛かって 2本、

合計4本検出されたが、件届に伴う可能性は低い。

壁溝はカマドを除き全周する。西壁部の壁溝は壁か

ら50cmほど内側を巡っており、一度拡張されたものと

考えられる。

七横は 2基検出された。 1号土壊はカマド前面に位

置し、上面には床面が乗っていた。床下土横と考えら

れる。 2号土堀は北西コーナ一部にあり、揖り方の一

部かもしれない。

出土遺物は少なく、土師器坪 3点と皿が2点検出さ

れたに過ぎない（第179図3~ 7)。いずれも小片て‘‘、

器形の判明するものはない。 5の内面には放射状暗文

が施されている。丸底の杯、暗文杯、皿の組み合わせ

から、住居の時期は 8肌紀前半と考えて良かろう。

第193号住居跡（第180図）

第193号住居跡は、 H•I-3·4 グリッドに位置す

る。第22号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不

明確てある。調査時の所見ては、本住居跡床面下から

第22号掘立柱建物跡 Pit]が検出され、本住届跡の方

が新しいものと判断した。

平面形は正方形て規模は長径4.07m、短径3.58m、

深さ 0.25mを測る。主軸方向はN-96°-Eを示す。

床面は全体に平坦て‘ヽ、壁際を除き、堅く踏み固めら

れていた。カマドは東壁の南寄りに設置される。燃焼

部はほば壁内におさまり、煙道部は急角度て‘‘壁外に立

ち上がる。袖は白色粘土が用いられておらず、あまり

明確なものてはない。

ピットは 2本検出されたが、遺構に伴うものてはな

い。壁溝は部分的に途切れていた。

大寄 I区

色調 残介率 備 —¥' ム

暗緑灰 15 S]l91未野産

棺 10 S]191 

橙 15 SJ192カマド

にぶい橙 10 SJ192 

橙

黄橙

橙

5 S]192内面放射贈文

10 S]192 

5 SJ192 

出土遺物は少なく、土師器坪と皿。甕が検出されて

いる（第180図）。 1は完形の坪て‘ヽ、南壁際の床面から

出土した。日縁部は直立し、体部はやや扁平化してい

る。 2の坪はカマド内出土。 3• 4は丸底深身の杯。

4はほば床面出土。 6の壺はカマド内出土。 7 • 8の

甕は同一個体と思われる。日縁部は水乎方向に強く折

れ、胴部器壁は薄い。住居跡の時期は 7批紀末葉～ 8

憔紀初頭頃と考えられる。

第194号住居跡（第181図）

第194号住居跡は、 H-4グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第195号1打計跡、第21号掘立柱建

物跡を切っていた。

平面形は横長方形て‘‘、規模は長径3.82m、短径2.63

m、深さ 0.12mを測る。主軸方向はN-89'-Eを示す。

床面は全体に平坦て‘‘、堅く踏み固められていた。カ

マドは東壁の北寄りに設置される。燃焼部は壁を切り

込んて構築され、中備のピット (Pit14)の攪乱を受け

ている。袖はあまり明確なものてはない。

ピットは17本検出されたが、大半は中匪のピットと

考えられる。カマド前面にある Pit2からは土師器杯

と須恵器高台皿が、 Pit3からは土師器恥甕、須恵器

高台椀の破片が出土しており、住居に伴うものと思わ

れる。

土横は 2基検出されている。 1号土堀は上面に床面

が乗っており、床下土堀または、掘り方の一部と思わ

れる。 2号土墟は北西コー、ナ一部にあり、深さ 48cmと

深い。貯蔵穴の可能性もあるが性格は不明て‘ある。底

面からは、土師器小型甕の破片上にミニチュア土器が

3点並んだ状態て出土した。

出土遺物は少ない（第181図）。第181図1~3はミニ
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第180図 第193号住居跡・出土遺物
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第98表 第193号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 仕"a-r•m古l 底径 胎 士 焼成 色調 残存率 備 考

1 杯 12 2 3.6 ADHJ 2 橙 100 No. l 

2 牙、 (14.0) 4.0 HJ 2 にぶい褐 20 カマド

3 坪 (13 0) 4.7 AEH 2 にぶい黄橙 20 底部黒斑

4 坪 13 8 4.7 DEHJ 2 にぶい褐 75 No. 4 底部黒斑

5 皿 (17.0) 4.9 EHJ 1 にぶし、橙 20 

6 壺 (24.0) 6 9 EHJ 2 橙 15 カマド

7 甕 (26.0) 10 0 DEHJ 2 にぶい褐 20 No. 3 

8 甕 9 5 4 0 EHJ 2 褐 20 No. 2 

チュア土器て‘ある。 1 • 3は2号土墟、 2は西壁際か

ら出土した。いずれも同一形態て、、、底部は平底てやや

突出気昧。ナデ調整。体部は指頭ナデ、

ナデが施されている。

整（指押さえ）、底部は平底となる。

口縁部はヨコ

4 • 5は土師器坪。体部は無調

6 ~1]は須恵器椀

皿類て‘‘、末野産と思われるが、

ない。 12• 13は「コ」の字状口縁甕て＼器壁はやや厚

く、やや形態に崩れがみられる。 14• 15は小型甕、

そらく台付甕てあろう。 16は小型の鉢か。住居の時期

は、

7 • 8は片岩が含まれ

お

9世紀末葉頃に位置付けられる。
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第195号住居跡（第181図）

第195号住居跡は、 H-4グリッドに位岡する。重複

遺構との新旧関係は、第21号掘立柱建物跡を切り、第

194号住居跡に切られていた。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径4.36m、短径3.58

m、深さ0.05mを測る。主軸方向はN-89"-Eを示

す。床面は概ね平坦て‘‘ある。カマド前面は堅く締まっ

ていたが、壁際はやや軟弱て‘あった。カマドは東壁の

南寄りに設置され、燃焼部は壁を切り込んて構築され

ていた。袖部には白色粘土が僅かに残存していた。

ピットは 5本検出されたが、柱穴と考えられるもの

はない。壁溝はカマドのある南東コーナ一部周辺を除

き巡っていた。また、北峡から壁ラインに直交するよ

うに溝が延びていた。間仕切り溝か。

出土遺物は少ない（第182図）。 1は深身の土師器坪

て、底部を欠く。体部は無調整て‘、 1本部下端にケズリ

が人る。帖七積み上げ痕を明瞭に残す。 2は小刑（台

第99表 第194号住居跡出土遺物観察表

釆田993 '̂ 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成

1 ミニチュア 5 2 1.8 3 6 HJ 2 

2 ミニチュア 5.2 2.2 3 6 HJ 2 

3 ミニチュア 6 0 2 2 3.3 DHJ 2 

4 坪 (12 0) 3 () AEH 1 

5 杯 (12 0) 3 4 (7.1) AEH 1 

6 須恵坪 (12 6) 3 3 (6.0) DH I J 3 

7 須恵高台llJl (14.0) 2.7 ADHJ 2 

8 須恵高台坪 (14. 0) 5.0 (7.0) AH 2 ， 須恵高台椀 (15 0) 5 () HI J 2 

10 須恵高台椀 (16. 0) 2.9 HIJ 1 

11 須恵高台椀 2.9 (7 0) AH I J 3 

12 暉式 (18. 0) 4 7 ABDH 2 

13 珈式 (18. 4) 4.2 DEH 2 

14 小1七flj．細武 (13. 4) 10.8 HJ 2 

15 小型甕 (12. 0) 5.0 DEHJ 2 

16 鉢？ (8.0) 4.1 AEH 2 

第100表 第195号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 11 径 認高 底径 胎 上 焼成

1 坪 (12.4) 5 0 DEHJ 2 

2 小JfニヒlJ~乖式 12.4 9.8 DEHJ 2 

3 珈ュc (19 0) 6 5 DEHJ 2 

4 甕 (20.6) 11 8 DEHJ 2 

5 珈式 11.0 EHJ 2 

6 台付甕 2 7 10 2 DEHJ 2 

7 須恵甕 5 5 (16 4) EH I J 1 

大寄 I区

付）甕て‘‘カマド内出土。 3~ 5は典型的な「コ」の字

状口縁甕て‘ある。 4と5は同一個体かもしれない。 7

は須恵器甕底部て‘ある。時期的には 9世紀後半て‘‘ある。

第196号住居跡（第183図）

第196号住居跡は、調査区西端の I-3グリッドに

位置する。住屈西半は調査区外に延び、また攪乱の影

曹て這構の詳細は不明てある。

平面形は方形と推定されるが、南壁の壁溝外側にも

掘り込みが認められた。既溝ラインよりもやや外側に

膨らみ、建て替えに伴うものか、明確にてきなかった。

規模は長径4.06m、短径3.03m（現在長）、深さ 0.06m

を測る。主軸方向はN-81"-Eをポす。

床面は平坦て‘ヽ 、貼床は 2枚確認された。カマドは東

壁の南寄りに設置され、燃焼部はやや壁を切り込んて‘

いた。底面は緩やかに窪み、第 4層が掘り方、その直

上が火床面となろう。袖は検出されなかった。

ピットは 4本検出されたが、柱穴は不明てある。 Pit

色調 残存半 備 考

にぶい橙 75 No. 3 SK 2内

にぶい褐 95 No. l 

にぶい褐 100 No. 5 SK 2内

にぶい橙 15 Pit 2 体部無調整

橙 20 Pit 3 体部無調整

灰 40 未野産軟質

棺 25 Pit 2 末野光？内面甫ね焼き痕

にぶい質橙 15 末野産か

褐灰 15 SK 1 末野産

灰 15 Pit 3 本野産

にぶい黄橙 30 末野産

褐 15 

橙 15 

にぶい橙 25 ¥Jo. 4 • 6 外面二次被熱

にぶい褐 20 

にぶい黄褐 25 SJ194+195確認面

色調 残存辛 備 考

にぶい褐 30 精み上げ痕明腔体部無調整体部下端ケス‘l)

橙 80 S]195カマドNo.l + 194 

橙 20 No. 4 

にぶい橙 20 No. 2 

にぶい褐 60 カマド No.l • 2 

橙 100 No. 3 

灰 60 No. 5 末野産
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第181図 第 194• 195号住居跡・出土遺物
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第182図 第195号住居跡出土遺物

~6 

第183図 第196号住居跡・出土遺物
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4は上面に貼床が乗っている。土堀は 1基、北東コー

ナー内側から検出された。床下土壊または、掘り方の

一部て‘あろう。

壁溝はカマドを除き巡っている。南壁側の壁溝内側
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第101表 第196号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 七 焼成

1 坪 (12.0) 3.0 DEH 2 

2 昇 (13 0) 2 7 AEH 2 

3 皿 (15.0) 2 8 DEH 2 

4 皿 (16. 0) 3 6 EH 2 

5 杯 (16 0) 2 0 DEH 1 

6 甑 (30.0) 9 9 DEH 2 

7 鉢 (9.0) 5.0 DEH 1 

8 鉢 (14.0) 6.0 AEH 2 

にも溝が巡るが、これは掘り方と思われる。

出土遺物は少ない（第183図）。土師器の坪・皿・鉢・

甑があるが、 1 • 5 • 7 • 8は攪乱士内から出土した

ものて、確実に遺構に伴う遺物とは断定てきない。 1.

2の土師器杯は扁平化した丸底風のタイプて□1は日

縁下に無調整部を残す。 2は日縁直下からケズリが施

される。 2の坪と皿の存在から、住居の時期は 8憔紀

前半と考えられる。

第197号住居跡（第184図）

第197号住居跡は、 l-4グリッドに位置する。重複

遺構との新旧関係は、第198号住居跡を切り、南西コー

ナ一部を第199号住居跡に切られていた。また、南壁の

内側は溝状に延びる攪乱によって床面が削平されてい

る。第198号住居跡とは主軸もほぱ一致し、時期も近い

ことから建て替えの可能性が高い。

色調 残存率 備 考

にぶい橙 30 攪乱内

にぶい橙 25 SK 1 

にぶい橙 10 

にぶい橙 15 

橙 10 攪乱内

にぶい黄橙 10 

にぶし叶登 35 攪乱内

明赤褐 25 攪乱内

て、貯蔵穴かもしれない。 Pit2~ 4は遺構に伴うもの

てはない。

壁溝は南壁から西壁にかけて巡る。北壁部は掘り方

と重なって不明瞭て‘あった。

出土遺物は少ない。第184図2の椀は本住居跡と重

複する第198号住居跡の破片が按合した。 4はカマド

から出土した土師器の甕て‘ある。日縁部が弓状に外反

するものて‘、「コ」の字状口縁甕に移行する前段階の形

態てある。住居の時期は不明確て‘あるが、 8世紀末葉

~ 9祉紀初頭頃と思われる。

第198号住居跡（第184図）

第198号住居跡は、 I-4グリッドに位置し、重複す

る第197号住居跡に切られていた。

平面形は横長方形て‘、規模は長径3.66m、短径3.03

m、深さ 0.03mを測る。主軸方向はN-85°-Eを示す。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径3.19m、短径2.58

m、深さ0.03mを測る。主軸方向はN-91°-Eを示

す。床面は平坦て‘、全体に堅く踏み固められていた。

カマドは東壁の中央に設置される。燃焼部は壁を切り

込んて構築され、底面は床面を僅かに掘り込んて、いる。

第6層が掘り方と考えられ、その直上面が火床面て‘‘あ

ろう。

床面はほば露出していた。全体に平坦て‘堅い。カマ

ドは東壁の南寄りに設置される。燃焼部は壁を切り込

んて‘‘構築されている。先端付近は中糀のピットの攪乱

を受けていた (Pit4)。燃焼部底面は緩やかに窪み、

更に一段掘り込まれていた。掘り方と思われる（第 4

層）。袖部は遺存していなかった。

ピットは 4本検出された。 Pit1は住居に伴うもの

第102表 第197• 198号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成

1 坪 (12 0) 3 7 (9.6) DEH 2 

2 椀 (20 0) 4 0 ADEH 2 

3 ち式栢 (22 0) 9 1 ADEH 1 

4 瑾コベ、 (21 0) 7 8 ADEI 2 

ピットは検出されなかった。壁溝は東壁北半を除き、

巡っていた。

出土遺物は少ない。第184図 lは覆土出土の上師器

杯てある。底面は平底風となり、ヘラケズリ調整され

色調 残存率 備 考

にぶい賛褐 10 SJ198体部無調整

橙 10 SJ197 • 198 

にぶい黄褐 15 S]198カマドNo.l

橙 5 SJ197カマド
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第184図 第197• 198号住居跡・出土遺物
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1 暗褐色土 焼 1一粒少泣

2 暗褐色土 ローム粒多呈

3 暗祀色 r焼土粒・焼＿じプロック多泣、灰混入

4 暗褐色上焼土粒多塁

5 赤褐色土 被熱焼 rプロック（火床面か）

6 累褐色土 ローム粒・焼土混入

7 暗褐色ナ ローム粒・ロームフロック多泣

SJ 1 9 7 カマド

1 昭褐色ヒ焼土微扇

2 暗掲色十 ローム粒・焼十粒・焼土プロソク名泣（天井崩落土）

3 黒色土灰多呈

4 黒色土 ロームプロック・焼土プロック・灰多棗（掘り方）

5 黄褐色土 ロームプロック多蘇

6 暗褐色土焼土粒少泣（流入上）
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る。体部は無調整てある。

甕て‘ある。住届の時期は不明確て‘あるが、

~9世紀初頭頃と推定される。

第199号住居跡（第185図）

第199号住居跡は、

3はカマド内出土の土師器

8憔紀末葉

I -4グリッドに位置する。第

200号住居跡の上面にカマド火床面と思われる硬化し

た被熱層が確認された。また、 その西側に直径75cm、

深さ 31cmのピットが検出された。おそらくカマド対向

ピットとなるものと考え、 その範囲を住居跡と認定し

・ロロ
m
4
 

c
:
 

O
1
 

た。床面は削平されており、規模・形態等の詳細は不明

てある。新1日関係は、第197・200号住居跡よりも新しい。

出土遺物は Pit1から板状の礫が 2点検出された

のみてある。時期は不明確ながら、

が被熱することや、

カマド燃焼部底面

カマド対向ピットを持つことから

10性紀後半～11世紀段階の住居跡と推定される。

第200号住居跡（第185図）

第200号住居跡は、調査区南西部の I・ J -4グリッ

ドに位置する。重複遺構との新旧関係は、第199号住居
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跡、第17• 19号溝跡が覆土上面に被っていた。

平面形は正方形て‘ある。比較的大型の住居跡て‘‘、規

模は長径5.40m、短径5.02m、深さ0.20mを測る。主

軸方向はN-88°-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘ヽ、壁際を除き堅く踏み固められて

いた。カマドは東壁に 2基設けられていた。袖部や埋

土の遺存状態から、南側のカマド (2号カマド）から

北側のカマド(1男カマド）に付け替えられたことが

判明した。

1号カマド燃焼部は壁を切り込んて‘‘構築され、底面

第103表 第200号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 II 径 器高 底径 胎 土 焼成

1 杯 13 0 3 5 ADEH 1 

2 坪 12 6 3 7 ADEGH 2 

3 坪 12.3 3.7 ADGH 2 

4 坪 (12 6) 3.3 DEH 2 

5 杯 13.0 3 8 ADEH 2 

6 坪 (14.0) 3 9 DEH 2 

7 坪 (14 0) 4.1 DEH 2 

8 坪 11. 6 3.1 ADGH 2 ， 坪 (12.0) 3 2 DEH 2 

10 杯 (12 0) 2.9 DEH 2 

1 1 好 (12.8) 3.3 DEH 2 

12 坪 12 5 3.2 DEH 2 

13 坪 (13 8) 3.2 ADEH 2 

14 坪 (12 3) 3.1 DEH 2 

15 杯 (12 0) 3.0 DEH 2 

16 坪 12 2 2.5 DEH 2 

17 坪 (13.0) 2 9 ADEH 2 

18 坪 (13.0) 3 4 BDEH 2 

19 坪 15 0 3.1 ADGHJ 2 

20 杯 11.1 3 4 DEH 2 

21 坪 13.3 2 9 10 6 DEH 2 

22 杯 14.2 3 0 11. 2 DEH 2 

23 杯 (13 0) 3.4 (11 0) DEH 1 

24 皿？ (13.0) 3 0 DEH 2 

25 坪 13.2 3 9 DEH 2 

26 坪 (13.4) 3.1 ADEH 1 

27 坪 14.7 2.4 11 0 DEH 1 

28 杯 16 4 4 6 DEH 3 

29 坪 (16.0) 4 6 DEH 2 

30 坪 (16 8) 6 2 DEH 2 

31 皿 (14 0) 3.2 DEH 2 

32 皿 15.2 3.7 DEG 2 

33 皿 14.4 3 8 DEH 2 

34 杯 DEH 2 

35 坪 DEH 2 

36 須恵コップ形 (7  5) 5 5 5.9 BF 1 

37 須恵杯 (13 0) 3 3 (8.4) H 1 

は床而よりも掘り下げられている。第 6層は掘り方と

思われ、 6層卜面が火床面となろう。袖は白色枯十を

用いて構築されているが、カマド前面にかなり流出し

ていた。 2号カマドは方形の掘り込みて、燃焼部は壁

をやや切り込んて‘‘いた。袖は取り外されており、遺存

しない。

ピットは 7本検出された。 Pit1~ 4はt柱穴て、柱

痕が遺存していた。いずれも深さ 70cmを越え、非常に

深くしっかりした掘り込みてある。壁溝はカマドを除

き全周する。

色調 残存率 備 考

明赤褐 60 掘り方体部上端無調整

棺 25 体部上端無調整

橙 30 カマド 2 口縁直ドからケズリ

橙 40 体部上端無調整

橙 75 Pit 3 体部上端無調整

にぶい橙 20 体部上端無調整

橙 60 体部上位無調整

にぶい褐 25 体部上端無調整

橙 45 体部卜端無調整

橙 35 No.11体部ト一端僅かに無調整

橙 30 体部上位無調整

橙 70 体部上端無調整

橙 45 攪乱面体部卜^位無調整

橙 60 内底面「 X」線刻体部上端無調繋

にぶい褐 40 体部上位無調整

棺 45 l¥Jo.28体部上位無調整

明褐 20 体部上端無調整

橙 75 

橙 30 口縁直―ドからケズリ

橙 100 No. 7 底部黒斑体部土端無調整

にぶい橙 80 体部無調整

橙 75 歪みあり

にぶい橙 10 

にぶい橙 20 体部上端無調整

橙 95 No.15 

橙 50 No.13 p;］面放射暗文

橙 75 体部ヘラケズリ内面放射暗文内面荒れる

にぶい橙 100 No.16歪みあり

橙 30 

にぶい橙 25 

橙 40 柘t6

橙 90 No. 2 • 9 

橙 85 No.11 

橙 No. 9 内底面「 X」線刻

橙 No.10内底面「 X」線刻

灰 65 No.17底部＋体部下端回転ケズリ南比企産

灰 25 No.22秋間産底部ヘラ切り
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第185図 第199• 200号住居跡
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SJ199・200 

1 暗褐色十 ローム粒・焼土粒・白色粘 1ープロック少祉

2 白色粘土焼t粒少坑

3 暗褐色上 焼土プロソク多量（天井崩落上）

4 黒褐色十 I火・焼十・炭化物粒混人

5 黒褐色上 ローム粒・焼上・灰混入

6 渇色 ．I 粘上プロック微塁

7 被熱焼t焼十，屈

8 暗褐色上 ローム粒少屈焼十粒多塁

9 黒褐色」＇ 焼土粒・炭化物粒多罰

10 賭褐色ナ ローム粒多塁、焼上粒少赳

11 暗褐色士 ローム粒多屈

12 暗褐色上口＿ム粒多量

13 暗褐色ナ ロームプロソク・暗褐色上（掘り方埋上）

14 暗褐色t ロームプロソク・暗褐色十（掘り方埋土）

SJ 2 0 0 カマド 2

16 褐色上焼土粒霜降り状

17 黒色上 灰屑の一 部

SJ 2 0 0 柱穴

1 3音褐色七 ローム粒多塁、焼十．粒少ほ

2 暗褐色 十 焼土粒 微 塁

3 暗褐色上ローム粒少屈焼十・焼十粒多9i,

4 暗黄褐色上 ローム・ローム粒・ロ＿ムプロック多量（埋め戻し上）

5 暗黄褐色土 ローム・ローム粒・ロームプロック多枯

6 暗黄褐色上 口＿ムプロック・灰褐色柘t少鼠

7 暗褐色土 ローム・焼十・炭化物粒少屈

8 暗褐色七 ローム・ロームブロック多屈

9 暗黄褐色上 ローム・ローム粒多箆

10 暗褐色上 ローム・灰褐色粘t•プロ）ク少鼠

11 暗褐色十． ローム多塁、灰褐色粘土少紺
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第186図 第200号住居跡掘り方

<・ 

I ＜
 

——---t---

c
 

S' 

0円 SJ200 
掘リ方

D 

』 g
 

C 54.60 

D
 

＜
 

Cll 

a
 

_c 

D 

2m 
1 : 60 

番号 器種 ロ径 益""1戸5—1 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

38 壺 10.5 7 4 ABCD 1 にぶい橙 60 No.23 

39 壺 (21.0) 5 8 DEH 1 にぶい橙 20 Pit 2 

40 壺 (23.0) 6.8 ADE 2 にぶい橙 15 

41 壺 7.5 (10 2) DEH 1 橙 30 No.14カマド 2 カマド掘り方黒斑

42 小型台付甕 (17 0) 13 3 DEH 2 明赤褐 35 Noll • 12外面被熱48と同一個体

43 甕 (26. 6) 34 0 EHJ 2 橙 60 No.18 • 19 

44 甕 (22.8) 14.3 DEH 2 にぶい橙 30 

45 坑云百 (22 0) 9.5 ADEJ 2 にぶい橙 15 カマド 2段ケズリ

46 甕 19.9 6.4 ADEH 2 にぶい褐 40 

47 台付甕 15 2 20 8 12 5 EHJ 2 にぶい褐 60 No.10外面被熱

48 小型台付甕 6.3 (13. 4) DEH 2 明赤褐 25 No.12 42と同一個体

49 紡錘車 上径4.28cm 下径275cm f厚さ 1.50cm 重量3874 g No.27 
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第187図 第200号住居跡出土遺物(I)
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第188図 第200号住居跡出土遺物(2)
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床面を除去したところ、基本的に主柱穴の外側を周

溝状に掘り下げた形の掘り方が検出された（第186図）。

東壁際に不整形の小ピットが連続して揺られていた。

出土遺物は多い（第187・188図）。器種としては、上

師器の坪・皿・甕・台付甕・壺、須恵器の杯・コップ

形土器、石製紡錘車がある。土師器杯類の出土量が最

も多い。第187図1~20・25・28~30は北武蔵型杯て‘‘あ

る。 1は日縁部が短く内屈するタイプて‘型式的には古

い様相を持つ。主体は日縁部がやや長く内湾気味に直

立するタイプて‘‘、

は内面見込み部に「x」状の線刻がある。 28~30は深

椀タイプて‘ヽ 、日径は一回り大きく 16cm前後て‘ある。 26・

27は暗文坪。内面に放射状の暗文が施されている。

24? • 31~33は皿。

て‘‘ある。

第189図

—--—+ニ

SK105 

やや扁平なものてある。 14• 34 • 35 

ロ径は14~15cmとやや小型て‘あ

る。第188図43の土師器甕は器形がほぱ判明する資料

日縁部は「＜」の字状に折れ、胴部上半が膨

らむ。 42• 47 • 48は台付甕。 42と48は同一個体て‘ある

ことが判明した。
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須恵器は少なく、杯とコップ形土器がある。杯(37)

は底部ヘラ切り後軽いナデ調整されるものて‘‘、胎土か

ら秋間産と考えられる。

第201号住居跡は、

コップ形土器(36)は、体部下

端と底部が回転ヘラケズリ調整される。南比企産てあ

る。 1主居の時期は 8胤紀前半(2/4期）頃と考えられる。

第201号住居跡（第189図）

I -5グリッドに位置する。第

105号土堀を切ってカマドが構築されていた。カマドと

床面の一部が検出されたのみて、詳細は不明て‘‘ある。

平面形は方形と推定され、規模は長径2.25m、短径

1.10m（現在長）、深さ0.08mを測る。主軸方向はN-

95"-Eを示す。

床面は大半が削平され、

残存していたが、あまり硬化した部分はみられなかっ

た。 カマドは東壁の南寄りに設置され、焼土・灰を多

菫に合む。遺存状態が悪いため、具体的な構造は不明

確て‘‘ある。

カマドとその周囲が僅かに

ピットは 2本検出されたが、住居に伴うも

のてはない。

第201号住居跡・出土遺物

SJ 2 0 1 

1 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒．灰多址（カマド）

2 暗褐色土 焼土・炭化物粒多械（カマド）

3 暗褐色十 ローム粒少鰍

:/j) ＼ 

ご一ーニ—羹‘`03 
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第104表 第201号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備、 考

1 坪 (12.0) 3.8 DEH 2 橙 10 カマド

2 Jill (15.0) 3.8 DEH 2 橙 30 

3 須恵坪蓋 (19 0) 1 4 EJ 1 灰 5 末野産

4 須恵坪蓋 (19.0) 1 5 HJ ウJ 灰黄 5 カマド未野産

5 台付甕 3 0 ADEH 2 暗赤褐 50 

6 珈試 2 1 (4 0) DEH 2 にぶい黄橙 25 
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出七遺物は少ない（第189図）。土師器杯と皿・台付

甕甕、須忠器恙が検出されている。第189図 1のt帥

器杯と 4の須恵器蓋はカマド内出上。須恵器慕は 2点

あり、いずれも内面に身受けのかえりが付く。木野産。

住居の時期は 8肌紀初頭頃と考えられる。

第202号住居跡（第190図）

第202号住居跡は、 I-5グリッドに位置する。第

203号住店跡と重複し、本住届跡の方が新しい。両住居

は北壁を共有することから、第203号住居跡から本住

居跡に建て替えられたものと考えられる。

平面形は横長方形て‘‘、規模は長径4.42m、短径2.78

m、深さ 0.02mを測る。主軸方向はN-91°-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘あった。カマド前而から中央付近

の床面は堅く踏み固められていた。壁周辺は全体に軟

弱て‘あった。

カマドは東壁に 2基検出された。 1号カマドは東壁

の南よりに設けられ、燃焼部は壁を切り込んて‘‘いる。

袖部には白色粘上が僅かに認められたが、明瞭な袖部

てはない。底面は掘り下げられ、掘り方面を持つ。第

4層が灰層て‘ある。 2号カマドは東壁の北よりに検出

された。袖部は全く残されておらず、遺存状態から、

2号カマドから 1号カマドに付け替えられたものと考

えられる。

貯蔵穴は 1号カマド右脇の南東コーナ一部に設けら

れていた。不整円形て‘ヽ、南壁ラインよりも外側に膨ら

んて‘、いる。深さ35cm。貯蔵穴内からは土器がまとまっ

て出七した。また、対角線上の北西コーナーには 1号

土漿がある。上面には床が張られておらず、住居使用

時には開口していたものと考えられる。掘り方を除去

した段階て‘ヽ、北東コーナー、南西コーナーにもそれぞ

れ土墟が検出された (SK2。3)。掘り方か。

出七遺物はカマド及び貯蔵穴周辺から多量に検出さ

れている（第191• 192図）。器種としては土師器坪。

甕、須恵器高台椀。皿と土製紡錘車がある。 1号カマ

ドからは 2の土師器杯、 12• 140)須恵器高台椀、 24の

土師器甕、 28の小型甕、土製紡錘車 (22)が検出され

ている。貯蔵穴からは 4の土師器坪、 8の須恵器皿、

10 • 11・13の須恵器高台椀、 18~20• 29の上師器甕が

出土した。 18は混入てあろう。

土師器甕は「コ」の字状日縁甕の退化形態てある。

須恵器はほとんどが末野産と思われ、高台椀と皿が基

本セットとなる段階て‘、ある。住居の時期は 9祉紀末葉

~10祉紀初頭頃と考えられる。

第203号住居跡（第190図）

第203号住居跡は、 I-5グリッドに位置し、第202

号住居跡に切られていた。北壁の共有状況や出土遺物

から本住居跡から第202号住居跡に建て替えられたも

のと考えられる。

平面形は縦長の長方形てあるが、南東コーナーから

南舷部にかけての部分が明確に検出て‘きなかった。規

模は長径4.15m、短径3.15m、深さ 0.12mを測る。主

軸方向はN-88°-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘ある。カマドは東壁の南端に設置

され、住居の主軸に対して、カマドのそれはやや南に

振れている。燃焼部は惰円形の掘り込みを持ち、焼土・

灰が多鼠に含まれていた。袖は検出されなかった。

南西コーナ一部には土堀が 1基設けられていた。壁

ラインからやや外側に張り出すため、帰属関係に不明

確な点もあるが、住居に伴うと判断した。上師器坪(6)

が出上している。床面を除去した段階て‘、北西コーナ

ー、北東コーナーから上堀が検出された。掘り方てあ

ろうか。

出土遺物は土師器皿・甕、須恵器高台椀などがある

（第191・192図）。第191図6の土師器lIII.と 15の須恵器

高台椀はカマドから、 30の甕底部が覆土から出土し

た。その他、第202。203号住居跡のいずれに属するか

帰属関係が不明確な遺物もあるが、両住居跡出土遺物

はほぼ同時期てある。 9椎紀末葉～10肌紀初頭頃に位

置付けられよう。

第204号住居跡（第193図）

第204号住居跡は、 H-6グリッドに位置する。重複

する第 9号掘立柱建物跡を切り、第205号住居跡に切

られていた。カマドが2基設けられ、南壁部の壁ライ

ンと壁溝ラインが一致しないことから、建て替えられ
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第190図 第202• 203号住居跡・掘り方
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SJ202 カマド 1• 2 

1 褐色 l． 白色粘七プロソク多量（天井崩落上）

2 褐色土焼土プロソク・白色粘上プロソク多量

（天井崩落上）

3 暗褐色上焼上粒・炭化物粒．灰（天井崩落土）

4 黒色上 灰 ・焼上 粒 混入、 灰 屈

5 暗褐色十． ローム粒・焼土粒混入

6 茶褐色上地山上・焼上粒混人（掘り方の一部）

7 茶褐色土 ロームプロック少量

8 茶褐色士． ロームプロソク・焼上粒混入（貼りW)

9 暗褐色上 ローム粒・焼土粒・炭化粒粒混入

10 黒褐色士灰・焼七粒多塁

SJ202SK1・2 

11 黒褐色土焼上・炭化物粒．灰多匝

12 廿音褐色上 ローム粒・焼十プロJク多量

13 暗褐色十 白色粘土・白色粘土プロック含む

14 暗 褐 色土焼 土 粒微依

15 暗褐色土 ロームプロソク・白色粘Lプロック含む

16 白色 粘七 白色粘七屈

17 暗褐色十． ロームプロック多塁

SJ203 カマド

1 暗褐 色土焼土 粒多母

2 黒色上灰・焼上粒混人

3 暗褐色．I- K尭十プロ、ノク少棗

4 褐色 士． 口＿ムプロック・焼上プロック・円色

粘上多屋（天井崩落十か掘り方か不明確）

SJ 2 0 3 SK 1 • 2 

5 暗褐色十 焼十粒微贔、炭化ブロソク少量

6 暗褐色十 白色枯上プロソク少培、 5屑に類似

7 暗褐色上 白色粘七プロソク多挺

8 黄灰色粘＿土 暗褐色十混入

9 黒褐色七焼十粒・炭化物粒多蜀

10 暗褐色土 ロームプロック混人

SJ202・203掘り方

］］ 暗褐色上 ロームプロソク・焼十．粒多量

12 暗褐色上 白色枯l:プロソク混入

2濯，
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第191図 第202• 203号住居跡出土遺物(I)
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第192図 第202。203号住居跡出土遺物(2)
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第105表 第202• 203号住居跡出土遺物観察表

牙肴巧ロ 器種 11 径 -"M"一,古可 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

1 坪 (13 1) 3 0 DEH 1 柁 15 SJ202 • 203 1本部 1ヽ 位^ヘラケズリ

2 杯 12.2 4 0 AEH 1 にぶい橙 80 SJ202カマドNo.7体部無調整

3 昇 12 0 4.2 8.4 ADEH 1 棺 55 SJ202 • 203外面剥離

4 昇 12.2 4 2 8 2 ADHJ 2 橙 100 SJ202貯蔵穴No.7 体部無調整

5 皿 (12. 3) 2 4 (6 6) DEH 1 にぶい橙 20 SJ203カマド

6 坪 (13 0) 4 0 EH 1 橙 15 SJ203 SK 1体部ケズリ

7 狽悲、（高台）椀 (13 0) 2 8 EH 2 灰 15 SJ202 • 203木野産か

8 須恵jJll 12 4 2 2 5 9 HI J 3 暗灰黄 85 SJ202貯蔵穴No.9 • 18木野光

， 須恵皿 (12 0) 2 8 (5 6) E I J 2 肯灰 20 SJ202 • 203末野産

10 須恵高台椀 13.4 5 4 6 9 B I J 3 灰黄褐 95 SJ202貯蔵穴No.3 • 4 • 5軟質焼き甘い木野産

11 碩忠高台椀 (13 2) 5 7 6.6 BI J 2 灰 65 SJ202貯蔵穴 No2 木野産

12 須忠高台椀 (13 8) 5.7 (6.6) HI J 2 灰 20 SJ202カマドNo.4 木野発

13 須恵高台椀 (16.0) 5 7 (6.6) ABI 3 灰質 25 SJ202貯蔵穴 No.4 体部「 X」線刻末野産

14 須恵高台椀 (16.0) 7 4 (6 4) E I J 2 灰 25 SJ202カマド＋203木野産

15 須恵高台椀 16 0 7.4 7 0 B HI J 1 灰 95 SJ203カマドNo.l 木野産

16 須恵高台椀 4.4 (7 0) HI 3 灰黄 25 SJ202 SK 1末野産

17 須恵高台坪 2.9 5 4 BEI 2 暗青灰 35 SJ202 • 203 

18 乖式 (22.0) 7 0 ADEH 1 橙 l 5 SJ202貯蔵穴

19 甕 (19.4) 25.5 EHJ 3 橙 40 SJ202貯蔵穴No.5 

20 甕 19.6 21 6 2.2 ADEH 2 橙 60 SJ202貯蔵穴 No.6 • 13 • 14 

21 小汗土l)珈宇 (12.2) 6.1 DEHJ 2 橙 20 SJ202 No. 9 

22 紡錘車 直径490cm 孔径080cm 厚さ200cm 重址33.02 g にぶい赤褐 SJ202カマド No.8 

23 乖平 (20 0) 5.1 ADEH 1 橙 10 SJ202 No. 2 

24 甕 (19 0) 6.2 ADEH l 橙 20 SJ202カマドNo.9 

25 罪邸 (19 0) 5 3 DEH 2 橙 30 SJ202。203

26 甕 (20 0) 4 6 ADEH 2 橙 20 SJ202 • 203 

27 甕 (16 8) 6.7 ADEH つJ 橙 25 SJ202 No.16 

28 小*,ーヒ'J珈`尽 13 6 9 0 ADEH 1 橙 45 SJ202カマドNo.l 

29 迄五柘 19.3 3 0 ADEH 1 にぶい褐 85 SJ202貯蔵穴 No.3 

30 甕 5 7 (4.6) ADEH 1 にぶい橙 25 SJ203 
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た叶能性が高い。

平面形は正方形て‘‘、規模は長径2.99m、短径2.81

m、深さ 0.10mを測る。t軸方向はN-6'-Wを示

す。床面は概ね平坦て‘‘ある。覆土中層に硬化面が認め

られ、 1主居の建て替えに伴う貼尿層と考えられた。貼

床面は 1号カマドに伴うものて‘‘、北壁部まては及ばな

い。 2号カマドの段階から 1号カマド構築段階て‘若干

埋め戻して建て替えたものと判断される。 1号カマド

は南壁の西寄りに設置される。燃焼部は壁を切り込ん

て構築され、底面は被熱していた。床面との段差はな

い。カマドの主軸方向はN-176'-Eてある。

第193図 第204• 205号住居跡・出土遺物

°| 

E 

2砕カマドは北壁の東寄りに設置される。煙道部は

焼土を多量に合み、長く延びる。底面は床面を僅かに

掘り込み、灰層が形成されていた。灰層下部には第 9

号掘立柱建物跡ピットが掘り込まれている。

ピットは 3本検出された。 Pit2はカマド前面の掘

り方か。 Pit1 • 3は中祉の所産て‘ある。壁溝は 1号カ

マドから西壁部と 2与カマドから東壁・南壁部にかけ

て巡るが、 1号カマドの左右て‘ややずれる。

出土遺物は極めて少なく、ロクロ土師器高台椀（第

193図 3) と石製紡錘車（ 4)が検出されたのみてあ

る。高台椀は底部に粘土円板を張り付け、内部を窪ま

Q 

Q| 

SJ 2 0 4・カマド

1 暗褐色土 焼土フロック・白色粘上フロック多量、灰1位

2 暗赤褐色十 被熱焼上（火床面）

3 赤褐色土焼土

4 暗褐色土 焼上粒・焼上プロック多追（人井崩落土）

5 暗褐色土 ローム微量

6 茶褐色土貼り床面

7 賠褐色士 ローム粒・焼上粒少贔

8 黒色十灰層

9 黒色土柱痕 (SB9)

IO 暗褐色土 ロームプロック・暗褐色十混入 (Sll9)

彗。

SJ205 

1 暗褐色上 ローム粒・赤色粒多甘．

2 黒色士ローム粒・焼十粒多塁

3 赤褐色土焼土

4 暗褐色上 ローム粒・ロームプロック多量

5 暗褐色十 ローム粒・赤色粒微量

二 ／
□□―--1 ーー13 1!!c4m 
0 5cm 

＼ 

こ二／
□j3) 

ロ
ロ
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第106表第204• 205号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 11 径器高瓜径胎 十

1 小皿 9.4 I 1.9 I 6.1 I ABDHI J 

2 小皿 9.6 I 2.0 I 5.6 I ABHJ 

3 高台椀 3. 5 I (6. 0) I A I 

4 石製紡錘車 上径3.30cm 下径1.70cm 孔径0.70cm

焼成色凋残仔率 備

2 橙 100 I SJ205 No. 1 ロクロ上帥器

2 橙 85 I SJ205 11縁部内面に油坪

2 にぶい棺 15 I SJ204ロクロ上帥器

厚さ 1.35cm 瓜械17.27g SJ204 No. l 滑石製

考

せることて‘、高台状に整形している。時期は10憔紀後半

以降となろうか。

第205号住居跡（第193図）

第205号住居跡は、

複する第204号住居跡を切っている。

平面形は正方形て、規模は長径2.52m、短径2.36

m、深さ 0.14mを測る。主軸方向はN-112°-Eを示

す。床面は平坦て、、全体に堅く締まっていた。

南東壁の南端に設置されていた。燃焼部は壁を切り込

んて構築され、底孤は床面とはぱ同一レベルて続く。

側壁と底面は強く被熟していた。また、燃焼部中央に

は石製支脚が据えられた状態て‘‘残されていた。

囲にはカマド構築材に使用された石材が散乱していた。

ピットは 9本検出されたが、住居に伴う柱穴とは異

なる。 Pit9については伴う可能性もある。カマド対向

ピットと同様な性格かもしれない。壁溝は部分的に検

出された。

出土遺物は少なく、

H-6 • 7グリッドに位置ーし、重

カマドは

その周

ロクロ土師器小皿が 2枚検出さ

cm前後、器高2.0cm前後と小振りて非常に浅い。 2はロ

縁部内面に油煙が付着している。住居の時期は11胤紀

中頃に位置付けられる。

第206号住居跡（第194図）

第206号住居跡は、 H-8グリッドに位置し、風倒木

痕を切って構築されていた。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径3.61m、短径3.19

m、深さ 0.06mを測る。主軸方向はN-4"-Wを示

す。床面はほとんど削平された状態てあった。

は検出されなかった。

ピットは 6本検出されたが、いずれも中肌の所産て‘、

住居に直按伴うものはない。

出土遺物は上師器壺の破片が1点検出されたのみて‘

ある

カマド

（第194図 1）。第194図 1は上師器壺。推定口径

20. 0cm、器高3.4cmて、胎上に角閃石。日色粒子。砂沫立

を含む。焼成は不良て‘‘、灰褐色。胴部に横方向のケス‘‘

リ瞑が見える。住居の時期は古墳時代後期から古代と

思われるが詳細は不明てある。

れたのみてある（第193図 1• 2)。いずれも口径は9.5

第194図 第206号住居跡・出土遺物
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第207号住居跡（第195図）

第207号住居跡は、調査区東端0)H• I -8グリッド

に位置する。住居の大半は調査区外に延び詳細は不明

てある。また、第12同溝跡が覆士上部に乗っている。

平面形は長方形て‘‘、規模は長径6.19m、短径2.44m

（現在長）、深さ 0.17m を測る。主軸方向はN-lT—

Wを示す。

床面は概ね平坦て‘、全面貼床されていた。カマドは

検出されなかった。ピットは住居内から 2本、競に掛

かって 2本検出されたが、住居の柱穴とは異なるもの

と考えられる。壁溝は巡っている。

出土遺物は土師器小型壺が 1点検出された（第195

図 1)。1の小型壺は推定口径12.0cm、器高6.1cm。胎

土に赤色粒子・石英・角閃石を含む。焼成は普通て‘橙

褐色。残存率10％程度の小片て‘‘ある。時期は不明確て‘‘

あるが、古代の住居跡 (7~8世紀か）てあろう。

第208号住居跡（第196図）

第208号住居跡は、調査区南東部の I-6 • 7グリッ

ドに位置する。

平面形は横長方形て‘‘、規模は長径3.61m、短径3.03

m、深さ 0.28mを測る。主軸方向はN-17°-Wを示す。

床面は平坦て‘‘全体に堅く締まっていた。カマドは北

壁の西寄りに設置される。燃焼部は壁内におさまり、

細長く延びる煙道部に続く。燃焼部立ち上がり部分と

煉道部の側壁は強く被熱していた。燃焼部下雁は床面

を僅かに掘り込み掘り方面を形成する（第6層）。第5

層は灰層て‘‘、第 5層下面が火床面に相当する。袖は白

色粘土を用いて構築されていたが、上部はかなり流出

しており、遺存状態は余り良いとはいえない。

ピットは 2本検出された。いずれも小ピットて‘‘、柱

穴とは晃なる。他に中世の方形小ピットが掘り込まれ

ていた。壁溝はカマドを除き全周ずる。

第195図 第207号住居跡・出土遺物
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出土追物は少なく、上師器坪の小片と砥石が検出さ

れたのみてある （第196図）。

ゆる模倣杯て、同種の杯の中ても小型化しており、新

しい様相が窺える。砥石（ 4) は上部を欠く。四面共

に良く使い込まれ平滑て‘ある。刃傷状の条線が残って

いる。 1主見の時期は 7世紀中葉～後半て‘あろう。

第209号住居跡（第197図）

第209号住居跡は、調査区南東部の I・ J -7グリッ

ドに位置する。第16号溝跡がカマド煙道部上面に乗っ

ていた。また、第20号掘立柱建物跡が重複し、本仕居

跡の方が新しいものと考えられる。

第196図 第208号住居跡・出土遺物
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平面形は横長の不整方形て‘‘、規模は長径3.12m、短

径2.33m、深さ 0.16mを測る。t軸方向はN-102°―

Eを示す。

床面は壁際から中心部に向かって傾斜していた。

マド前面から中央部付近の床面は堅く踏み固められて

いた。カマドは東壁の南端に設置されていた。燃焼部

は壁を切り込んて構築され、底面には石製支脚が据え

られた状態て‘‘遥存していた。石製支脚から前面にかけ

て底面は強く被熱していた。また、被熱焼t屈の南側

には浅いピット状の掘り込みが検出された (Pit1)。

袖は検出されなかった。

1 褐色土焼～十プロック，白色粘上微墨（天井崩落t)

2 黒色七ピット没t（中世か？）
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第107表 第208号住居跡出土遺物観察表

番 号 器 種 日径器高底径胎 七焼成色

1 坪 10.0 I 3.01 IDEH I 2 橙

2 杯 (11.0) I 2.8 I I E H  I 1 にぶい赤褐

3 坪（140) I 2. 6 I I B D E  H I l 橙

4 砥石 長10.02cm 最大輻5.99cm 原さ6.20cm 重巌316.13g 

調 残存率

80 

10 

10 

備 考

「I綜ドに沈線

口縁下端沈線
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第197図 第209号住居跡・出土遺物
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第108表 第209号住居跡出土遺物観察表

番号 賂柾 ロ径 呑99リ介宦InJ• 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

1 皿 (11 0) 2 3 (7.2) AEJ 2 | 橙 20 ロクロ土師器

2 高台椀 (16. 0) 2.3 DH  2 にぶい橙 10 カマド内面ミガキ＋黒色処理ロクロ七師器

ピットは 2本検出された。 Pit2は伴うか否か不明

てある。また、南西コーナーには第20号掘立柱建物跡

Pit 2が掘り込まれていた。カマド対向ピットがある

とすれば、まさに同一位置に重なることになる。壁溝

は部分的に巡る。

北壁東部に半円形の張り出し状施設が検出された。

重複の可能性も考えたが、埋上は同一てあり、住居に

伴う施設と思われる。）木面は柘lーレベルて続いていた。

出土遺物は少なく、ロクロ土師器の小皿と高台椀が

検出された（第197図）。 1は小皿て‘‘推定口径llcm。底

部は阿転糸切り離し。 2はロクロ土師器高台椀。内面

ヘラミガキと黒色処理が施されている。住居の時期は

10廿紀末葉～ll肌紀初頭頃てあろう。

第210号住居跡（第198図）

第210号住居跡は、調査区南東部のJ-8グリッド

に位置する。第107号土墟を切り、第109号上猥に切ら

れていた。また、第17• 22号溝跡が覆土上面に乗って

し、た。

平面形は横長方形て‘ヽ、規模は長径3.00m、短径2.27

m、深さ0.09m。主軸方向はN-llT-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘ヽ、全体に堅く締まっていた。カマ

ドは東壁の南端に設置されている。燃焼部は壁を切り

込んて‘‘構築され、細技＜延びる煙道部に続く。燃焼部

と床面の段差はあまりない。燃焼部底面は強く被熱し、

石製支脚が据えられた状態て遺存していた。燃焼部脇

には小ピットが掘り込まれ (Pit4)、焼土・灰混じり

の土が詰まっていた。

ピットは 5本検出された。 Pit]は南西コーナーに

掘り込まれ、住居に付属するカマド対向ピットてある。

深さ26cm。Pit2 • 3も住居に伴うものてあるが、柱穴

とは異なる。

第107号土墟は上面に貼床されており、住居使用時

には開口していなかったことは明らかてある。床下土

墟または、掘り方の可能性がある。

壁溝は西壁に途切れる箇所があるが、他はカマドを

除き巡っていた。

出土遺物は少なく、ロクロ土師器高台椀と土師器甕

が検出されている（第198図）。第198図 1~ 3はロクロ

土師器高台椀て‘ある。 2は高台破片と思われ、高台は

非常に高い。歪みが顕著て‘ある。 Pit2出土。 4は土師
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第198図 第210号住居跡・出土遺物
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第109表 第210号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 II 径 器高 底径 胎 士 焼成 色調 残{f半 備 考

1 高台椀 (14 0) 3 1 DEH 2 にぶい橙 10 ロクロ土師器

2 高台椀 3 4 11. 8 DEH 1 橙 95 Pit 2高台部ロクロt師器

3 高台椀 2.1 BDEH 3 褐 20 ロクロ上師器

4 甕 1.3 (12 0) BI J 3 にぶい褐 20 底部ナデ

5 甕 (28.0) 5.3 ADJ 2 橙 15 胴部タテケズリ

器の甕底部。非常に器壁が原く、重最感がある。底部

はナデ調整。 5も上師器甕て‘ヽ 、口縁部は短く 「＜」の

字状に折れる。端部は面取りされている。胴部は縦方

向のヘラケズリ調整が施される。住居の時期は10世紀

後半～11世紀初頭頃と考えておきたい。

第211号住居跡（第199図）

第211号住居跡は、調査区南東端部のJ-8グリッ

ドに位置する。第212号住居跡とカマド部分が重複ず

る。カマド煙道部が確認されなかったことから、本住

居跡の方が古いものと判断した。また、第20与溝跡が

北壁上面に乗っていた。

平面形は横長方形て、、規模は長径3.82m、短径2.67

m、深さ 0.12mを測る。主軸方向はN-88°-Eを示す。

床面は概ね平坦て‘ヽ、堅く締まっているが、一部攪乱

を受けている。カマドは東壁の南寄りに設置される。

燃焼部は壁を切り込んて構築される。蝉道部は第212

号住居跡に切られていた。燃焼部側壁は被熱していた。

埋土には焼土と灰が多量に合まれている。燃焼部側壁

際には小ピットが一対穿たれている。カマド構築石材

の据え付け痕かもしれない。また、燃焼部底面にも小

ピットがあり、支脚埋設ピットか。

ピットは 2本検出された。 Pit1はカマドに対面す

る南西コーナーにあり、該期の住居に通有にみられる

カマド対向ピットと考えられる。深さ21cm。Pit2も伴

うものと思われるが、柱穴とは異なる。

出土遺物はロクロ土師器高台椀、ロクロ土師器小皿、

土師器甕、羽釜がある（第199図）。第199図 1のロクロ

土師器高台椀は小振りて‘ヽ、内面ヘラミガキと黒色処理

が施されている。 2~ 6はロクロ七師器小皿て‘‘ある。

いずれも小片て‘‘、口径は不安定てある。 7は厚甕て‘、
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胴部は縦方向のヘラケズリが施されている。 8.

10~12は土師質の羽釜。 8• 11 • 12は非ロクロ整形、

第199図 第211号住居跡・出土遺物
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第llO表 第2日号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 II 径 監高 底径 胎 十` 焼成 色調 残存率 備 考

1 高台椀 (11. 7) 5 4 5.8 ABDE 2 黄橙 65 内面ミガキ＋黒色処理

2 小］Ill (10 0) 3 0 (6.0) ADEH 2 にぶい黄橙 10 

3 小皿 (9 0) 2 0 EJ 1 にぶい黄橙 10 

4 小Jlll. 2 1 (5.0) ADEH 2 にぶい黄橙 20 

5 小llil. (11.0) 2 1 ADEH 2 にぶい黄橙 15 

6 小皿 (11.0) 2.3 ADEH 2 にぶい黄橙 10 

7 坑工式百 (22.0) 7 1 HI J 1 橙 15 胴部タテケズリ

8 羽釜 (20 2) 22.7 DEJ 1 にぶい橙 15 外面黒斑上師質非ロクロ， 甕 2 4 9 2 BDE 2 にぶい橙 85 底部ナデ器壁厚い

10 祁釜 BEHJ 2 橙 七師質ロクロ整形

11 羽笠 ABDHJ 1 にぶい橙 t師質非ロクロ 12と同一個体

12 羽釜 ABDHJ 1 にぶい橙 上師質非ロクロ 11と同一個体
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めて厚く、重贔感がある。底部外面はナデ調整。 1U呂

の時期は10匪紀後半てあろう。

第212号住居跡（第200図）

第212号住居跡は、調査区南東端部のJ-8グリッ

ドに位置する。住居の大半は調査区外に延び、西壁付

近が調査されたのみて‘ヽ、遺構の形態や規模等の詳細は

不明て‘ある。第211号住居跡と重複し、本住居跡の方が

新しいものと判断した。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長径3.50

m、短径0.52m、深さ 0.20mを測る。主軸方向はN-

7°-Wを示す。

床面の状況は不明。カマドは検出されなかった。ピ

第200図 第212号住居跡・出土遺物

ット状の掘り込みは 1本北西コーナ一部に検出された

が、掘り方の一部と考えられる。陪溝は西壁際に巡っ

ていた。

出土逍物はロクロ土師器高台椀が 1点検出されたの

みてある（第200図 1)。 1はロクロ土師器高台椀。小

振りの椀て‘ヽ、腰部の丸味が強い。推定口径11.4cm、器

高4.6cm、底径6.6cm。胎上に白色粒＋と砂粒、雲母状

の微粒子が含まれる。焼成は良奸て、、、色調は黒褐色。

約15％残存する。内外面、前面ヘラミガキと黒色処理

が施されている。仕居の時期は10憔紀後半と考えられ

る。
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（掘り万と思われる）
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(2) 掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡（第201図）

第1号掘立柱建物跡は、 B.C-1グリッドて検出

された。北西コーナーは調査区外に延びていた。重複

遺構との新1日関係は、第16• 17 • 18。20号住居跡、第

1号土墟を切っていた。第18号住居跡覆上を切ってい

ることは確認されているが、第17号住届跡との関係は

不明とした方がよいかもしれない。

3 X 3間の側柱建物跡と考えられるが、北西側の桁

行の柱穴は検出されなかった。また、南東側の桁行き

の柱穴配置は不揃いてある。建物としての企両性にや

や欠ける点があることは否めない。規模は桁行6.0m、

梁行4.50mほどに復元て‘‘きる。主軸方向はN-53°-E

を示す。

桁行の柱間は南東側ては西から1.5m• 1.5m • 3.0 

m、北東側梁行の柱間は約1.5mてある。

柱穴は楕円形が主て‘‘、 46~70cm、57~111cmて、方形

を呈するものもある。深さは26~58cmてある。

遺物は Pit4から上師器杯とロクロ土師器1lilが検

出されている（第201図）。 1はロクロ土師器1lilか。底

径は7.Scmと大きく、底部は回転糸切り無調整て‘ある。

胎土に赤色粒子・白色粒子・角閃石•砂沫立と雲母状の

微粒子が含まれる。焼成は良好て‘にぶい橙色。 2は土

師器杯か。非ロクロ整形に思えるが、表面が風化して

おり不明瞭てある。胎土は 1のロクロ土師器皿と類似

している。色調は鈍い褐色。建物の時期は不明確て‘あ

るが、遺構の切り合い関係や出土遺物から 10祉紀前半
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第201図 第 1号堀立柱建物跡。出土遺物 m/ 
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以降と推定される。

第 2号掘立柱建物跡（第202図）

黒褐色土ローム1立・白色粒少鼠

黄褐色七 4屈に近い

暗 褐 色 土 ロ ー ム 粒 少 塁 、 ロ ー ム

プロック多凧

10 黒 褐 色土ローム粒・白色粒多監

11 黄 褐 色 土 ロ ー ム 粒 ・ ロ ー ム

プロック多最

12 黄褐色士 4層• 8層に近い

口 ／
 

2m 
-」 1:60 

10cm 
9 1 : 4 

第2号掘立柱建物跡は、 B-2。3グリッドて検出

された。北半部は調査区外に延び、南側の桁行の柱穴

と西側の柱穴が検出されたのみてある。重複遺構との

新旧関係は、 第8。9号住居跡を切り、 第6号住居跡

及び、第 3号土横に柱穴上面を削平されていた。

建物規模は不明て‘ヽ、現状ては東西 2間、南北 1間が

確認された。規模は桁行3.80m、梁行1.90mほどに復

元て‘‘きる。主軸方向はN-78°-Eを示す。

柱間間隔は桁行・梁行ともに1.9m前後と思われる。

柱穴形態は楕円形または不整長方形て‘長径57~83cm、

深さは24~56cmてある。 Pit2 • 3からは柱痕が確認さ

れた。

出土遺物は土師器坪が 3点ある。第202図 1はPit

2から出土した土師器暗文杯の口縁部片てある。内面

に放射状暗文が施されている。他の 2点は重複する第

8 • 9号住居跡出土遺物として掲載してある （第29図
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第202図 第2号掘立柱建物跡・出土遺物
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SB 2 Pit 2 

l 黒褐色I・ ローム粒・ロームプロソク少塁

2 黒褐色土 ローム粒・ロームプロソク多凧

3 黒褐色上 ローム粒・ロームフロック微星

4 黒褐色士 ローム粒極多培、ロームプロyク微量

5 暗褐色ナ ローム粒・ロームフロソク1叔多紐

Pit3 

1 黒掲色七 ローム粒・ロームフロック少塁

2 黒褐色土 ローム粒多量、ロームプロソク少贔

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロソク多量

ロロ／
2m 

-----'100 

O 10cm 
I I -----j14 

1 • 5)。 1は第8号住居跡に伴う遺物と思われる。 5

はPit1から出土した北武蔵型杯てある。重複住居の

遺物とは時期的に異なり、本建物跡に帰属するものと

考えられる。

第202図1は土師器暗文坪。推定口径16.0cmて胎土

に赤色粒子・白色粒子・角閃石を合む。焼成は良好て‘‘、

明赤褐色。残存率10％程度の小片てある。建物の時期

は7祉紀後半～ 8憔紀初頭頃と考えられる。

第 3号掘立柱建物跡（第203図）

第 3 号掘立柱建物跡は、 C•D-3 グリッドて検出

された。北側に第 4• 5号掘立柱建物跡が重複し、南

側に第 6冑掘吃柱建物跡が按する。遺構密集区の一角

にあり、多数の遺構と重複していた。新旧関係は第37・

61号住居跡を切り、第36• 38 • 39号住居跡に切られて

いた。第64号住居跡との関係は不明確て‘あるが、本建

物の方が新しい可能性がある。また、第 4• 5号掘立

杜主建物跡との新旧関係は、明確に把捏てきなかった。

3 X 2間、南北棟の側柱建物て‘‘、規模は桁行6.9m、

梁行4.6m前後となる。主軸方向はN-13°-Wを示す。

柱間間隔は桁行、梁行共に2.3m前後に復元てきる。

Pit 1 • 4 • 5 • 9 • 10ては柱穴が複数重複する状況

が認められ、明確には捉えられなかったが、柱位置を

僅かにずらして建て替えられた可能性もある。また、

Pit 8、Pit9間は楕円形の溝状遺構て連結しており、

溝持ち掘立柱建物跡と考えられる。

柱穴形態は方形あるいは長方形を基調としており、

長径69~162cm、深さは35~83cmてある。

出土遺物は少なく、土師器杯、土師器甕、須恵器杯、

須恵器甕が検出された（第204図）。 1はPit1出土の

土師器凩推定日径12.0cm。胎土に白色粒子・角閃石

を含む。焼成は将通、色調はにぶい橙色。残存率10

％。体部は軽いナデ（無調整）、底部はヘラケズリ。 2

はPit3出土の土師器坪。推定日径11.0cm。胎土に白

色粒子・角閃石を合み、焼成は良好。色調は橙色。残

存率15%。体部はナデ、底部はヘラケズリ調整。底部

は平底風て‘‘ある。 3はPit4出土の須恵器高台椀。推

定日径14.5cm。胎土に石英・白色粒子・片岩を含む。

焼成は許通。色調は黄灰色。残存率10%。末野産て‘あ
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第203図 第 3号掘立柱建物跡
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SB 3 Pit!O 
1 黒褐色上ローム粒・白色粒多屈、焼上粒少量2 にぷい黄褐色土 ローム粒・ロームプロック多最
3 黒褐色土ローム粒少景
4 黒褐色土ロームプロック多量、ローム粒・

白色粒少贔
ローム粒・白色粒少最
ロームプロソク多監、ローム粒・
白色粒少贔

SB 3 Pit7 
1 黒褐色 t oーム粒・白色粒少量、焼t粒多量、

炭化物粒含む
2 黒褐色土 ローム粒・白色粒・焼上粒・ローム

プロック少量
3 黒褐色七 ロームプロック・白色粒・焼土粒少慨4 黒褐色土口＿ム粒・ロームプロソク少盪、白色

粒・焼土粒多鼠、炭化物粒含む
5 県褐色土ロームプロック・白色粒・焼土粒少凩6 にぶい黄褐色土 ローム粒・ロームプロノク多駐、

白色粒少塁
7 褐 色 上ローム粒・ロームプロック多塁
8 黒褐色七ローム粒・白色粒少吊
9 黒褐色七ローム粒・白色粒多岨、焼土粒少量、

ロームプロック含む
IO にぶい黄褐色土 ローム粒多量、白色粒少絨、ローム

プロヅク含む
11 褐 色 十ローム風化層

2閲

-266-



大寄 I区

第204図 第3号掘立柱建物跡出土遺物
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る。 4は土師器甕。 Pit4出土。推定口径22.0cm。胎土

に角閃石・白色粒子・雲母状微粒子を合む。焼成は普

通て、色調はにぶい橙色。胴部は横ヘラケズリ。残存

率10%。5は須恵器甕胴部下位の破片て‘Pit5出土。

胎上に赤色粒子・石英・白色粒子・片岩を含む。焼成

は普通。色調は黄灰色。外面は平行（擬格子）叩き、

内面は同心円文当て具痕が残る。末野廂。

建物の時期は不明確て‘‘あるが、重複遺構との関係及

び出土遺物から 8世紀後葉～ 9匪紀中頃迄の間に構築

されたものと推定される。

第 4号掘立柱建物跡（第205図）

第4号掘立柱建物跡は、 C-3グリッドに位置する。

重複遺構との新1日関係は、第27号住居跡を切り、第28・

30~32 • 38号住居跡に切られていた。第29岩住居跡及

び、第3• 5号掘立柱建物跡との新旧関係は不明て‘‘あ

る。

3 X 2間、南北棟の側柱建物跡て、、規模は桁行5.70

m、梁行4.20mてある。主軸方向はN-12°-Wを示す。

柱間間隔は、梁行は2.10mて‘揃うが、桁行は1.9m等

間には揃わない。

柱穴は径33~54cmの楕円形あるいは円形基調て‘‘、比

較的小型て‘ある。深さは29~67cm、隅柱が深くしっか

りしている。

出土遺物は、 PitlOから土師器坪、 Pit5から古墳時

代の高杯のいずれも小片が検出されたのみてある。第

205図 1は上師器坪。推定日径16.0cm。胎土に白色粒

子・角閃石•砂浪立を合み、焼成は良好て‘ある。色調は

褐灰色。残存率は10％程てある。 PitlO出土。出土遺物

から建物の時期を特定することは難しい。重複遺構と

の関係から 7憔紀前半以降、 9椎紀後半以前という時

期輻にはおさまるてあろう。更にいえば、第 3号掘立

柱建物跡と主軸がほぼ一致し、建物同士は重複するこ

とから、 2棟の建物跡は一定時間幅の中ての建て替え

とみることもてきる。 8甘紀後葉～ 9世紀中頃に位置

づけることもてきようか。

第 5号掘立柱建物跡（第206図）

第5号揖立柱建物跡は、 C-3グリッドに位置する。

重複遺構との祈1日関係は、第27号住居跡を切り、第

28~32号住居跡に切られていた。第 3• 4号掘立柱建

物跡との新旧関係は明確にてきなかった。

2 X 2間の総柱建物て‘‘ある。規模は桁行3.4m、梁行

3.4m。主軸方向はN-18"-Wを示す。

柱間はほぱ1.7m等間に揃う。柱間間隔が狭く、且つ

総杜ぢ也物という点から、高床の倉庫跡と考えるのが妥

当て‘‘あろう。束柱に相当する Pit9は長大な楕円形土

墟状の掘り方を持ち、断面観察によって柱痕が検出さ

れた。また、 Pit7には柱抜き取り痕と思われる土層が

観察された。

柱穴（柱掘り方）は楕円形あるいは方形て‘ヽ、やや規

格性に欠ける。全体に小型て‘直径40~85cm、深さは 8

~59cmてある。

出土遺物は少なく、 Pit3 • 4 • 8から土師器杯の小

片が各1点検出されたのみてある。 1点は小型の模倣

坪、 2点は口縁部が内湾する北武蔵型杯て‘、ある。

第206図 1は土師器杯。推定口径16.0cm。胎土に赤色

粒子・角閃石・白色粒子を含み、焼成は良好てある。

色調は橙色。残存率10%。Pit8出土。 2は小型の土師

器坪て‘‘ある。推定日径9.6cm、胎土に石英・角閃石・白色
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第205図 第4号掘立柱建物跡・出土遺物
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粒子・砂粒を含み、焼成は普通。色調は橙色。残存率

は10％程度。 Pit4出土。

建物の時期は不明確て｀あるが、重複遺構との関係か

ら7祉紀前半以降、 9世紀後半以前にはおさまる。晃

なる柱穴から、ほぼ同時期と思われる北武蔵型坪が出

土する点を考慮すると、 7世紀後半～ 8祉紀初頭頃の

建物となる可能性もある。

第 6号掘立柱建物跡（第207図）

第6号掘立柱建物跡は、 D-3グリッドに位置し、

第3号掘立柱建物跡柱穴と接する。第62~64号住居跡

と重複し、新旧関係は不明確て‘‘あるが、本建物跡の方

が新しい可能性が高い。

3X2間の総柱建物に復元て‘きるが、柱筋がややず

れ気味て‘‘、精査したにも関わらず Pit5 ・Pit 6に相当

する柱穴は検出されなかった。一部のみ置き柱（礎石）

建ちの建物て‘あろうか。また、 Pit5 -Pit 6、Pit7 -

Pitl2、Pit8 -Pit 9間の柱間が狭く、見方によって

は2X 2間の総杜建物の南側に庇が取り付く建物と考

えることもてきる。規模は桁行4.6m、梁行4.6mの正

方形て‘ヽ 、主軸方向はN-6"-Eを示す。

桁行の柱間は東側て‘は南から、1.2m• 1.7m • 1.7m、

梁行のそれは2.3mを基準線とするが、若干ずれる傾

向にある。

柱穴は円形あるいは楕円形基調て‘‘、直径36~90cm、

-268--



大寄 I区

第206図 第 5号掘立柱建物跡・出土遺物
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山

SB 5 Pit6 

1 黒褐色土ローム粒・白色粒微贔

2 黄褐色土ロームプロック主体

3 にぶい黄褐色土 ローム粒・ロームプロック・白色粒多届

SB 5 Pit? 
1 黒褐色土ローム粒・焼士粒・白色粒少量

2 暗褐色七ローム粒極多星、焼土粒・白色粒少H

3 黒褐色土ローム粒多量、焼十粒・白色粒少塁、炭化物

4 暗褐色土ローム粒多磁、焼土粒・白色粒少羅

5 暗褐色土ローム粒極多鼠、焼土粒・白色粒少凪、粘性上

SB 5 Pit 9 
1 黒褐色上ローム粒・白色粒微羅

2 黒褐色上ローム粒・白色粒少量

3 褐 色 t ローム粒・白色粒多虻

4 にぶい黄褐色土 ロームプロック主体

5 黒褐色士 ローム粒・白色粒少姑、ロームプロック多旦

c
 ¥ -T j □ 

¥1  
2 m O 1-0cm 

-4 1 6 0,  -1 | 1 4 

深さは30~73cmてある。 筋が通らず、柱穴規模や柱間も規格性に乏しい。規模

出土遺物は少なく、 Pit12から羽釜の鍔部破片と、模 は桁行3.8m、梁行3.8mとなるが、 Pit1 -Pit 3間は

倣坪小片が検出されたのみてある。建物の時期は不明 柱穴心心間て‘‘4.20mを測り、やや長い。主軸方向は

確て‘あるが、羽釜片の出土を根拠に10世紀後半～11世 N-26°-Wを示す。

紀頃の建物と考えておく。 柱間間隔はやや不揃いて‘‘、 Pit1 -Pit 7間、 Pit

第 7号掘立柱建物跡（第208図） 3 -Pit 5間、 Pit5 -Pit 7間がそれぞれ1.60m、

第 7 号掘立柱建物跡は、 E•F-7 グリッドに位置 2.20m、Pit1 -Pit 3間は2.10m等間となる。

する。重複する第148• 150号住居跡に切られていた。 柱穴形態は楕円形あるいは方形て‘‘、規模は直径

2 X 2間のほば正方形の側柱建物と考えられる。柱 27~63cm、深さは18~59cmてある。
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第207図 第 6号掘立柱建物跡
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出土遺物は検出されなかった。時期については重複

遺構との関係から 10性紀後半以前という限定しかて‘‘

きない。

第 8号掘立柱建物跡（第209図）

第8号掘立柱建物跡は、 E•F-5·6 グリッドに

位置する。重複遺構との新旧関係は、第 4号溝跡を切

り、第147号住居跡に切られていた。

桁行 3間、梁行 l間の東西棟の建物跡てある。梁行

の中間柱は精査したにも関わらず検出てきなかった。

規模は桁行5.7m、梁行3.8mに復元てきる。主軸方向

はN-80'-Eを示す。

桁行の柱聞は1.9m等間にはぼ揃うが、

8間、 Pit4 -Pit 5間はやや狭い。梁行は3.8m。柱

Pit 1 -Pit 

穴掘り方の形態は方形が悲調て、、、規模は径39~71cm、

深さは18~58cmてある。

出土遺物は検出されなかった。時期は不明確て‘ある

--270-



大寄 I区

第208図 第 7号堀立柱建物跡
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SB 7 Pit 1 

1 黒褐色上 ローム粒・白色粒少量、焼七粒微兄

2 暗掲色十 ローム粒多厨、白色粒少昂、焼十粒微足

3 暗褐色土 ローム粒多撻、白色粒・焼上粒少塁

冒。

が、重複仕居跡との関係から 10枇紀後半以前という限

定は口］能て‘ある。

第 9号掘立柱建物跡（第210図）

第 9 号掘立柱建物跡は、 H-6•7 グリッドに位阻

し、第204号住居跡と重複する。断面観察により、カマ

ド火床血下に Pit6が検出されたことから、本建物跡

の方が古いのは確実てある。

2 X 2聞、ほぼ正方形の建物て‘ある。総柱建物にな

る可能性を考え、建物中心部を精査したが、柱穴は検

出されず、側柱建物て‘あることが判明した。規模は桁

行、梁行共に3.6m。主軸方向はN-1r-wを示す。

柱間は1.8m等間にほぼ揃う。柱穴掘り方は、円形ま

たは楕円形て‘ヽ 、直径34~80cm、深さは30~67cmてあ

る。全体に小刑て‘深い柱穴が多い。

出上遺物は検出されなかった。建物の時期は不明確

てあるが、重複住居跡との関係から、 10肌紀後半以前

という限定はてきる。

第10号掘立柱建物跡（第211図）

第10号掘立柱建物跡は、 B-4グリッドに位置する。

重複する第11。12号住居跡を切って構築されていた。

現状ては 2X 2間の側柱建物と考えたが、北側桁行

の中間柱が存在しないことから、調査区外に延びる可

能性が高い。また、 Pit1に相当する北東隅柱は検出さ

れず、柱筋も全体にずれ気味て‘ある。規模は桁行4.20

m、梁行3.40m、主軸方向はN-89°-Eを示す。

桁行の柱間は2.10m、梁行は東側ては南から2.10

m• l. 30m、西側梁行は南から1. 80m、1. 60m とな

り、等間に揃わない。
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ロ掘立柱建物跡第209図第 8方
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柱穴掘り方は楕円形が主体て‘径31~65cm、深さは 9

~49cmて‘ある。

出土遺物は少なく、 Pit3から土師器杯のほぼ完形

品が 1点検出されたのみてある。第211図1は土師器

坪。口径12.lcm、器高3.4cm、底径8.Oc皿胎土に石英・

白色粒子・角閃石•砂沫立を含み、焼成は良好。色調は

橙色。全体に作りは丁寧て‘ヽ、日縁部ヨコナデ、体部は

無調整、底部は平底風て、ヘラケズリ調整されている。

建物の時期は重複住居跡との関係及び出土遺物から 9

世紀中葉～後半頃と推定される。

第11号掘立柱建物跡（第212図）

第11号掘立柱建物跡は、 C-4グリッドに位置する。

第34• 46号住居跡と重複し、本建物跡の方が新しい。

3 X 3間、南北棟の側柱建物と考えられる。規模は

g 

/ --- | 

f / _1 \—• B' 

u: I 

―̂ 

ol 

SB  8 Pit3 

1 黒褐色土 ローム粒多贔

2 黒褐色土 ローム粒多呈、ロー

ムプロック少量

3 黒褐色土 ロームプロック多い

2度

桁行5.4m、梁行4.2mてある。主軸方向はN-5°-W

を指す。

柱筋はほぼ通るが、柱間は一定しない。西側桁行の

柱間は北からl.5m・l.5m・2.4mて、東側は北から1.8

m • 0.6m 。l. 2m• l. 8mてある。東側桁行は Pitl2 を

除外すると、ほぼ1.8m等間に揃う。梁行の柱間は西か

らl. 2m• l. 2m· l. 8m となり、やはり等間には揃わな

し、

柱穴は楕円形あるいは方形て直径36~65cm、深さは

11~39cmと全体に浅い。

出t遺物は検出されなかっ元。建物の時期は、重複

する第46号住居跡との関係から 7世紀後半以降とな

るが、それ以上の限定は困難てある。
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第210図第 9号掘立柱建物跡
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第212図 第11号掘立柱建物跡
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第12号掘立柱建物跡（第213図）

第12号掘立柱建物跡は、 E-6 • 7グリッドに位置

する。重複遺構との新旧関係は、第 4号溝跡を切り、

第2号溝跡に切られていた。第138。141号住居跡及び

第2号井戸跡との関係は不明確て‘あるが、第138• 141 

号住居跡よりも新しく、第 2号井戸跡よりも古いもの

と考えた。

3 X 2間の東西棟の総柱建物て、、規模は桁行5.70

m、梁行3.80mてある。主軸方向はN-77°-Eを指す。

柱間間隔は桁行・梁行共にほぼ1.9m等間に揃う。側

柱の柱筋は Pit2 • 5が北側にはずれるが、概ね揃っ

ている。 Pitll・12は床束と考えられ、 Pit2 • 7を結

ぶ桁行ラインの柱筋からはややずれ気味てある。柱］く

は小型て‘‘径26~35cmの円形と 20~48cmの楕円形のも

のがある。深さは20~44cmと全体に浅い。

出土遺物は検出されなかった。建物の時期は不明確

てあるが、柱穴が小型て‘、 8 • 9憔紀に通有の掘り方

形態とは明らかに奥なる。また、中世の小型方形プラ

ンの柱穴とも相違する。中世と思われる第 2号井戸跡

よりも古い可能性が高く、消去法ながら、一応古代末

期、 10~11世紀段階の建物と推定しておく。

第13号掘立柱建物跡（第214図）

第13号掘立柱建掬跡は、 C•D-5 グリッドに位置

する。重複遺構との新旧関係は、第53号住居跡よりも

古い。第49• 51砕住居跡、第31号上堀との関係は不明

確て‘あるが、本建物跡の方が古い可能性がある。
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第213図 第12号掘立柱建物跡
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3 X 2間、南北棟の側柱建物てある。規模は桁行

6.30m、梁行4.20mてある。柱筋は通っているが、南

側梁行長が若干狭く、全体に台形配置となっている。

主軸方向はN-26°-Wを不す。

柱間間隔は2.lmを基準としたものと思われるが、

桁行の柱間は等間に揃わない。

柱穴掘り方は円形または楕円形て‘ヽ、直径36~54cm、

深さは14~41cmてある。

出上遺物は少なく、 Pit2からt師器坪と須恵器蓋

の破片が検出されたのみてある。第214図 lは土師器

模倣坪。推定口径11.0cm、残存高5.0cm。胎土に砂沫立と

礫を含み、焼成は将通。色調はにぶい褐色てある。残

存率は約10%。須恵器蓋は天井部の小片て‘‘、中～大型

製品て‘‘あろう。校倣坪は小振りて日縁部が長い。やや

晃質のt器て‘、ある。あるいは有段口縁杯の系譜下にあ

るものか。建物の時期は不明確てあるが、 7世紀後半

~8匪紀初頭頃と考えておく。

第14号掘立柱建物跡（第215図）

第14号掘立t主建物跡は、 E-4 • 5グリッドに位置

する。第113~116・118号仕居跡、第 6号井戸跡と重複

する。第116号住居跡及び第 6号井戸跡に切られてい

ることは判明しているが、他の遺構との新Irl関係は不

明確な点がある。第113• 118号住居跡よりも古い可能

性が高い。第114• 115号住居跡との関係は判然とせ

ず、一応本建物跡の方が祈しいものと考えた。

2 X 2間の側柱建物て‘‘ある。規模は桁行2.80m、梁

行2.80mに復元て‘‘きるが、東側梁行が心心聞て‘約2.40

m とやや狭く、台形に近い形態となる。東西棟の建物

とずると主軸方向はN-91°-Eを示ず。

柱聞間隔は、東西梁行てはほぼ等間に揃うが、南北
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第214図 第13号掘立柱建物跡・出土遺物
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のそれは不揃いてある。

柱穴は円形あるいは楕円形て‘‘径46~70cm、深さは

26~51cmてある。

出土遺物は少ない。 Pit5から須恵器高台椀と土師

器甕、 Pit7から土師器杯が検出されている。第215図

1は須恵器高台椀てある。推定日径14.0cm。胎土に白

色粒子・片岩・礫を合み、焼成は普通。色調は暗青灰

色てある。残存率約10%。Pit5出土。重複する第113

号住居跡に帰属するものと思われる。 2は土師器杯て‘

ある。推定日径12.0c皿胎土に角閃石・砂粒を含む。

焼成は普通。色調は橙色。残存率は約10％て‘ある。 Pit

7出土。 3は土師器甕。推定口径23.0cm。胎土に石英・

角閃石•砂粒を合み焼成は普通。色調はにぶい橙色。

残存率は約40％てある。

建物の時期は明確にて‘‘きないが、重複遺構との関係

から 8世紀前半以降9憔紀後半以前におさまる可能性

が高い。第215図2の土師器坪が建物の時期に近いと

すると 8世紀前葉～中葉頃となろうか。

第15号掘立柱建物跡（第216図）

第15号掘立柱建物跡は、 H-7グリッドに位置す

る。中匪段階の小ピット群の群在する一角から検出さ

れた。第16号揖立柱建物跡と重複するが、直接柱穴同

士の切り合いはないため新旧関係は不明て‘ある。また、

第5号井戸跡と重複し、本建物跡の方が古いことが判

明した。

3 X 2間、南北棟の側柱建物て‘、規模は桁行6.60

m、梁行4.40mてある。主軸方向はN-2 °-Wを示す。

柱間は桁行、梁行共にほぱ2.20m等間に揃う。柱筋
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第215図 第14号掘立柱建物跡・出土遺物
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は概ね揃っているが、東側柱筋の Pit9 • PitlOがやや

外に膨らんて‘いる。

柱穴掘り方は楕円形あるいは、方形て直径37~64

cm、深さは36~73cm。平面規模はやや小型て‘‘あるが、

深くてしっかりしたものが多い。柱穴埋土は黒褐色土

を基調としていた。柱は抜き取られたものと思われ、

明瞭な柱痕は認められなかった。

出土遺物は少なく、 Pit 7から土師器模倣杯の小片

が検出されたに過ぎない。第216図 1は土師器坪て‘ぁ

る。推定日径14.0cm。胎土に赤色粒子・白色粒子・角

閃石を含み、焼成は良好。色調は橙色て‘ある。残存率

は10％以下の小片。建物の時期は不明確て‘ある。出土

した土師器坪はおそらく混入と考えて良いものてある。

第5号井戸跡よりも古いことから古代て‘‘あることは間

違いないがそれ以上の限定は難しい。

第16号掘立柱建物跡（第217図）

第16号掘立柱建物跡は、調査区南東部のH。I-7 • 

8グリッドに位置する。第15号掘立柱建物跡と重複す

るが、柱｝：同士の切り合いはなく新1日関係は不明てあ

る。 また、重複する第12• 13牙溝跡に上面を削平され

てし、た。

2 X 2間の総柱建物て‘ある。規模は桁行4.80m、梁

行3.60mになる。主軸方向はN-56°-Wを示す。

桁行の柱間は2.40m

24~82cmてあるが、

(8尺）、梁行の柱間は1.80m

(6尺）等間にほぱ揃う。

柱穴は円あるいは楕円形て‘ヽ、直径52~92cm、深さは

Pit 5は規模が小さく、深度も浅

い。柱穴埋土にはローム粒子・ロームブロックが多量

に含まれ、 Pit 1は柱痕が確認てきた。

出土遺物は検出されなかった。時期に関しては、中

世小ピットが掘立柱建物跡柱穴を切っていたことから、

古代の範疇にはいることは間違いないが、

限定は難しい。主軸がかなり振れている点を重視すれ

ば、

それ以上の

7憔紀代に遡る可能性も十分あろう。

第17号掘立柱建物跡（第218図）

第17号掘立柱建物跡は、調査区南東部の I-7 • 8 
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第216図 第15号掘立柱建物跡。出土遺物

-. --ー・・テ I - (J 

ー 、 こ］ 口 □。ロロニ
i 

] 

口

゜一、 □-220ロニ20ロ― O

Qi 

Q ． 

A 54.60 
A' 

B
 B' 

＼□□／ 

2m 
==ll6D 

0 10cm 
卜＿ ＿ー一 —--i 94 

グリッドに位置する。第19号掘立柱建物跡と重複する

が柱穴同士の切り合いはなく、祈1日関係は不明て‘ある。

また、 Pit 1 • 2上面には第15号溝跡が乗っていた。

2 X 2間、ほば正方形の総柱建物て｀、規模は桁行

4.20m、梁行4.20mてある。主軸方向はN-12C-Wを

示す。柱間は2.10m(7尺）等間にはほ揃う。柱穴は

楕円形または不整円形て‘ヽ、直径46~97cm、深さは

22~70cmてある。柱穴埋土にはロームブロックが多鳳

に合まれ、柱は抜き取られだものと思われ、柱痕跡は

確認てきなかった。

出土遺物は検出されなかった。建物の時期は不明確

てあるが、 Pit6は中匪の小ピットに切られており、古

代の所崖て‘あることは間違いない。総札氾也物て‘ある第

16号掘宜柱建物跡と近核しており、時期的にも近い段

階てあろうか。

第18号掘立柱建物跡（第219図）

第18号掘立柱建物跡は、調査区南東部のG•H-7·

8グリッドに位沼する。第 9号溝跡と重複し、本建物

跡の方が新しいものと考えられる。

2 X 1間、ほば正方形の側柱建物てある。北側柱筋
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第217図 第 16号掘立柱建物跡
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の西側延長上にほば同一規模の柱穴が2本、等間隔に

並ぶが、対応する柱穴は検出されず、建物からは除外

した。規模は桁行3.20m、梁行3.20m、主軸方向はN-

1 °-Eを示ず。

桁行の柱間は1.60m等間、梁行は中間柱が無く、柱

間は3.20mてある。柱穴は惰円形あるいは方形て‘‘、南

側梁行柱穴が規模が大きく、北側のそれはやや小規模

てある。直径は46~97cm、深さは38~77cmてある。 Pit

5からは柱痕調が確認てきたが、他の柱穴埋土はロー

ムブロックを多量：に合む土壌て‘ヽ、柱痕は検出されなか

った。梁行中間柱を欠くが、柱穴自体は全体的に深く

てしっかりしており、 また、正方形の小規t莫建物て‘あ

ることから倉庫状の施設と推定される。

出土遺物は Pit1から土師器杯が 2点、士師器壺が

1点須恵器甕の小片が 1点、 Pit6から土師器杯が 2

点検出された。いずれも小片て‘ヽ、土師器坪は口縁部が

短く内湾ずる北武蔵型坪て‘ある。須恵器甕は外面平行

（概斜格f)叩き、内面同心円文当て具痕が残る。

第219図1は上師器坪。推定口径12.0cm、胎土に角閃

石・白色粒子を含み、焼成は普通てある。色調は橙色。

残存率は10％以下。 Pit6出七。口縁直下からヘラケス｀

リが施されている。

2は七師器坪てある。推定口径13.5cm、胎土に赤色

粒子・白色粒子・角閃石を合み、焼成は普通てある。

色調は橙色。残存率は約10%。Pit1出土。表面は風化

している。

3は大振りの土師器坪て‘‘ある。推定口径16.0cm。胎

土に日色粒＋・角閃石を合み、焼成は普通てある。色

調はにぶい橙色。残存率は10％以下。 Pit1出土。

4は土師器壺て‘ある。推定n径20.0cm。胎土に赤色
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第218図 第17号掘立柱建物跡

°i 01 口 し・I °| ＼＼ ＼ ＼ ＼、山i
/ 7ヽ 、＼＼ 

S817 

□ 
p6 (J  ゚I 

N 

I 

虹ロロ < ._o2- ¥ (-2 3 | ¥ ¥Iユ．、

) --~210 O ii | I I 
01 山 r、 0 山． 
・ 420

． A 54.60 A． ' 

m
6
0
 

ー
2
 

粒子・白色粒子・砂粒・角閃石を合み、焼成は良好。

色調は橙色。残存率は約15%。胴部はヘラケズリさ

れ、器壁は薄い。

出土遺物は 7軋紀後半～末葉段階のものが多い。お

そらく建物構築段階て‘、第9号溝跡から混入したもの

と思われる。第 9号溝跡との関係から 7世紀後半以降

となるが、それ以上の限定は難しい。 8世紀代か。

第19号掘立柱建物跡（第220図）

第19号掘立柱建物跡は、調査区東南部の I・ J -7 • 

8グリッドに位置する。第17号掘立柱建物跡と重複す

るが、柱穴同士の切り合いはなく新旧関係は不明て‘あ

る。重複する第17号溝跡は、掘立柱建物跡柱穴の上層

に被っており、本建物跡の方ヵ浙窟実に古いことが確認

された。また、中世の小ピットが柱穴を切っており、

古代の建物てあることは間違いない。

3 X 2間、南北棟の側柱建物て‘‘ある。規模は桁行

7.80m、梁行5.40m、主軸方向はN-1°-Wを示す。

柱間は桁行て‘‘概ね2.60m等間、梁行て2.70m等間に

復几てきる。柱間寸法は広く、特に、梁行ては 9尺等

間となる。柱筋ははば通っているが、梁行の中間柱は

棟持ち柱風にやや外側に張り出している。

柱穴掘り方は方形あるいは長方形て、、規模は長径

60~74cm、深さは26~92cmてある。 Pit2 • PitlOを除

いて深くてしっかりしたものが多い。柱痕が明瞭に検

出て‘きたものはなく、ほとんどが抜き取られたものと

思われる。埋土はロームブロック混じりの暗褐色tを

基調としていた。

出土遺物は須恵器の甕胴部小片が 1点検出されたの
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第219図 第18号揺立柱建物跡・出土遺物
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みてある。建物の時期は不明確て‘ある。

第20号掘立柱建物跡（第221• 222図）

第20号掘立柱建物跡は、調査区南端の I• J -6 • 

7グリッドに位置する。重複遺構との新旧関係は、第

209号住居跡、第17• 20号溝跡に切られていた。

本調査区内ては最大規模の建物て‘ある。東西棟、 4X

3間の身舎に南庇が取り付く。規模は桁行8.80m、梁

行6.80m、主軸方向はN-74'-Eを示す。

桁行の柱間は概ね2.20m前後となるが、北側柱列の

Pitl4 • Pitl5はややずれており、等間に揃わない。梁

行の柱間は1.80m等間に揃う。

庇の出は約1.40mて‘ある。庇柱は柱筋がきれいに揃

わず、柱間も等間にはならない。また、 Pit6 • Pit 7 

間には柱穴は検出されなかった。正面観（出入り口）

に関係するのだろうか。

柱穴は円形が主体となるが、南北の桁行柱を中心に、

村ラ冠が瓢鏑状に 2個連結するものが多く認められた。

一度建て替えが行われた可能性があろう。

柱穴直径は48~100cm、深さは22~73cmて‘ある。柱

痕または柱抜き取り痕は大半の柱穴て濯窟認てきた。北

側桁行ては、柱痕は柱掘り方の北に寄り、西側梁行て‘

は柱痕は柱掘り方の西側に偏していた。但し、南西隅

柱の Pit9のみ柱康が北東寄りにあり、柱筋はきれい

に通らない。

庇柱は身舎柱よりも一回り小さいが、深さは40cm前

後を測り、比較閻架い。

出土遺物は検出されなかった。建物の時期に関して

は第209号住居跡との関係から 10世紀後半以前て‘‘ある

ことは確実てあるが、上限は明確にてきない。
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第220閃 第19号掘立柱建物跡
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第221図 第20号掘立柱建物跡(I)
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第222図 第20号掘立柱建物跡(2)
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第21号掘立柱建物跡（第223図）

第21号掘立柱建物跡は、 H•I-4·5 グリッドに

位置する。第1 9 4 • 195号住居跡と重複し、 Pit7は第

194号住居跡の床面を除去して検出されており、本建物

跡の方が古いことが判明した。

3 X 3 (2)聞、南北棟の建物て‘ヽ、規模は桁行4.80

m、梁行4.40mになる。主軸方向はN-6°-Eを示す。

桁行の柱間は1.60m等間にはほ揃う。梁行は北側が
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2間、南側が 3間構成となっていた。北側の柱間は

2.20m等間となるが、南側て‘は西から1.60m• 1.60 

m・ l.20mとなり、等間には揃わない。

柱穴は円形または楕円形が主体て、、直径48~80cm、

深さは24~42cmてある。 Pit2が浅いが、他の柱穴は概

ね30~40cm前後て‘ある。

柱痕は Pit8て明瞭に確認て‘‘きた。 Pit4ては柱を

抜き取ったと思われる痕跡が認められた。他の柱穴て‘‘
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第223図 第21号掘立柱建物跡・出土遺物
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は明瞭に柱痕、または柱抜き取り痕跡を確認すること

はてきなかった。柱穴埋土はローム粒子混じりの褐色

土または暗褐色上を基調としており、柱痕には明るい

褐色上が充填されていた。

出土遺物は Pit4から、土師器甕の日縁部片が 1点

検出されたのみてある。第223図1は土師器甕て‘ある。

推定日径24.0cm前後。日縁部が「く」の字状に外反

し、胴部上端は横方向のヘラケズリ調整される。胎土

に角閃石・白色粒子・砂浪立を合み、焼成は普通て‘ある。

色調は橙色。残存率は10％以下てある。 Pit4出土。建

物の時期は、重複住居跡との関係から 9世紀後半以前

て‘ある。 Pit4出土の土師器甕が建物の時期を示す保

証はないが、一応8抵紀前半と考えておきたい。

第22号掘立柱建物跡（第224図）

第22号掘立柱建物跡は、 H~ 3 • 4グリッドに位置

する。北側梁行は深い攪乱を受けており、北西隅柱と

梁行中間柱は検出されなかった。第190• 193号住居跡

と重複し、新旧関係は不明確な点を残すが、調査所見

ては Pit1 • 2は第193号住居跡床面下から検出され

た。第190号住居跡との関係は不明て‘あった。

3 X 2間、南北棟の側柱建勁と考えられる。規模は

桁行6.30m、梁行4.60mに復元て｀きる。主軸方向は

N-13°-Wを示す。

桁行の柱間は等間に揃わず、南から 2.OOm • 2.00 

285-



大寄 I区

第224図 第22号掘立柱建物跡・出土遺物
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m • 2.30mとなる。梁行の柱間は2.30m等間てある。

柱筋はきれいに通っている。

柱穴形態は円形または楕円形て、、直径48~78cm、確

認面からの深さは14~54cmて‘ある。

出土遺物は Pit1から須恵器甕の胴部片、 Pit3 • 
Pit 4から土師器杯の小片が各1点検出されたのみて‘

ある。

第224図1は土師器杯て｀ある。推定口径11.0cm前後

と思われる。胎土に角閃石・白色粒子・砂沫立を含む。

焼成は普通て、色調はにぶい橙色。残存率は10％以

下。 Pit3から出土した。北武蔵型坪と思われ、日縁部

の下位は無調整て‘ある。

建物の時期は不明確てあるが、重複遺構との関係か

ら8世紀初頭以前となる可能性がある。但し、出土遺

物は時期的にやや下降するものが含まれ、明確な時期

決定の資料に欠ける。
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(3) 溝跡

第 1号溝跡（第225図）

第 1号溝跡は、調査区北東部D-5~8グリッドに

位置する。長さ約31mて‘‘、東端は調査区外に抜けてい

る。重複する第126号住居跡を切り、第32号土墟との関

係は小明てある。

最大輻1.10m、深さは概ね30cm前後、最大ても 60cm

9C‘ある。溝底の傾斜は東に向かって標高を下げている。

出土造物はない。時期は中且以降と椎定される。

第 2号溝跡（第22S図）

第 2号溝跡は，調査区東部のH-4グリッドから

E-8グリッドにかけて検出された。弓なりにカーブ

し、東端は調査区外に抜けている。溝跡の南西部ては、

約 6m隔たり、第 8局溝跡が平行し、北東部ては10m

程の間隔をあけ、第 1号溝跡が平行して延びている。

また、第 2号溝跡の北側には第 3• 10号溝跡が近按し

て存在する。おそらくこれらの溝跡と本溝跡は関連し

たものてあろう。第 4• 9号溝跡を始め、多数の遺構

と重複するが、全ての遺構を切っていた。

規模は長さ約59m、輻は一定せず、約40~110cmてあ

る。深さは10~25cm前後と比較的浅い。溝底の傾斜は

南から北、西から東に向かうに従い、標高を下げる傾

向にある。

出土遺物はない。時期は中祉以降と思われる。

第 3号溝跡（第225図）

第3号溝跡は、 E-7グリッドに位置する。ほぱ東

西方向に延びる溝跡て‘ヽ、南侃には第10号溝跡、第 2号

溝跡が近按して掘られている。両溝跡ともはば平行す

ることから一体の機能を担っていたのてあろう。

規模は、長さ約4.40m、輻25~60cm、深さ 10~20cm

程てある。溝底は概ね平坦てあるが、西端はやや深く

なる。

出土遺物は須恵器高台椀（第228図 1)と土錘（第228

図2)がある。いずれも混入と考えられる。溝跡の時

期は中憔以降と考えられる。

第4号溝跡（第226図）

第4号溝跡は、 B-7グリッドからJ-6グリッド

大寄 I区

にかけて、調査区東部を南北に貰くように検出されだ。

北端は調査区外に廷びLいる。多数の遺構と重複して

いる。第177号住居跡との新旧は不明てあるが、その他

の住居跡は全て溝跡を切っていだ。また、第 1• 2 • 

17号溝跡、第 8号掘立杜建物跡も第 4号溝跡を切って

いることが判明した。第 9号溝跡に関しては新1日関係

が判然としない。本溝跡と一体てあるか、または本溝

跡の方が新しい可能性もある。

規模は長さ 78m、幅は40~50cm、深さは 5~25cmと

全体に浅い。底面の傾斜は南が高く、北に向かうに従

って標高が―卜がる傾向にある。

出土遺物は少ない。第228図 3は須恵器の坪て‘G-

6グリソドから出tした。体部ド位～底部全面回転＾

ラケズリ闊整される。南比企産て‘8椎紀初頭～前半頃

のものてあろう。第228図 4は土師器小型（台付）甕。

混入と考えた方が良いかもしれない。

重複住居跡のほとんどが10世紀後半以降のものて‘‘

7 ~ 9軋紀代の住居跡が切り合わない点は注意される。

溝跡埋上には恒常的に水が流れた形跡は窺えないこと

から区画溝として機能したと考えている。第 9号溝跡

との関係が不明確てあるが、同時期とすれば、 7椛紀後

半～末薬、第 9号溝跡よりも新しい段階としても 8世

紀初頭～前半頃を中心に機能していた可能性があろう。

第 5号溝跡（第225図）

第5号溝跡は、 D-1~F-2グリッドにかけて検

出された。やや屈曲しながら南北に延びており、重複

する第91号住居跡、第99• 100号住居跡を切っていた。

規模は長さ約17m、幅は一定せず20~50cm程てあ

る。深さは10~50cmて、北に向かうに従って深くな

り、溝底レベルもドがっている。

出土遺物は少なく、土師器坪がある（第228図 5)。お

そらく混入と考えられ、溝跡の時期は第100号住居跡

との関係からみても中机以降となるものと考えられる。

第 6号溝跡（第225図）

第 6 号溝跡は、調査区西端のE-1•2 グリッドに

ある。南北方向にやや弧を描いて延びている。
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第225図 溝跡(I)
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規模は長さ約5.00m、幅30cm、深さ 10cm前後て‘ある。

出上遺物はない。時期も不明て‘‘ある。

第 7号溝跡（第226図）

第 7号溝跡は、 D-5グリッドに位置する。第78• 

79号住居跡に切られていた。第82号住居跡との関係は

不明確て‘‘あるが、本溝跡の方が古い可能性が高い。
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規模は長さ4.70m、幅は50~85cm、確認面からの深

さ30cm前後てある。埋土は暗褐色土から黒褐色土て‘‘

焼土粒子が含まれる。

出土遺物は上師器杯が 1点検出された（第228図

6)。おそらく、重複する第78号住居跡に伴なう遺物と

推定される。時期は 9世紀末葉以前てあることは確実

て‘‘、 8軋紀初頭以前となる可能性もある。性格は小明

てある。

第 8号溝跡（第226図）

第8号溝跡は、 E-3グリッドから G-2グリッド

にかけて位置する。第 2号溝跡の西側、約6m隔たり

平行していた。第112• 122 • 155 • 156号住居跡・第91

号土墟を切って構築されていた。また、第 9号溝跡と

重複し、本溝跡が切っていることが判明している。

規模は長さ4.40m、輻50~80cm、深さ 10~25cm前後

てある。溝底レベルは全体に平坦て‘‘あるが、中央付近

がやや深い傾向にある。

出土遺物は七師器杯が2点検出されている（第228

図7• 8)。遺構の重複関係からみて、いずれも溝跡に

伴うものてはない。第 2号溝跡と関連した溝と思われ、

時期は近憔以降と考えられる。

第 9号溝跡（第226図）

第9号溝跡は、 G-2グリッドから G-8グリッド

にかけて、調査区をほぱ東西に横断するように延びて

いた。重複する全ての住居跡と、第 2• 8 • 23号溝

跡、第76号土堀に切られていた。第 4号溝跡との関係

は不明確て‘‘あるが、ほぱ同時期か本溝跡の方が古いも

のと思われる。

規校は、長さ61.OOm、幅1.10~1.50m、深さ40~60

cm前後てある。溝底面はほば平坦て‘ヽ、調査区西端と東

端の溝底レベルを比較しても標高差はほとんどない。

埋土には砂沫立や礫は目立たず、水が流れた痕跡を見出

すことはてきなかった。

出土遺物は多い（第228~230図9~49)。七師器杯類

が多く、他に土師器甕・壺頴、須恵器蓋や長頸瓶・甕

の破片が検出されている。土師器坪は日縁部が内屈ま

たは内湾する北武蔵型坪が主体となり、日縁部が短く

大寄 I区

立ち上がる模倣坪系統の土器（14)、在地産暗文杯(23)

が伴う。須恵器蓋（44)はG-5グリッドの覆土上層

から出土した。小振りて宝珠つまみ、内面にかえりを

伴う。末野産てある。長頸瓶は頸部片。 3段成形の按

合面て凍ll離している。秋間産か。時期は 7棋紀後半～末

葉頃のものてほぱ占められ、比較的短時間て埋没した

ものと思われる。底面の傾斜が無く、水の流れた形跡

も認められないことから水路として機能した叶能性は

低いてあろう。区画施設か。

第10号溝跡（第225図）

第10号溝跡は、 E-7。8グリッドに位憤する。第

2号溝跡の北側に平行して延びる。長さ5.05m、輻50

cm、深さは 5cmと非常に浅い。溝底は西から東に向か

って僅かに傾斜している。

出土遺物はない。第 2号溝跡と一体のものと思われ、

時期は近世以降と推定される。

第11号溝跡（第225図）

第11号溝跡は、 F-5グリッドに位置する。第 2号

溝跡の南側にほば平行して検出された。 5本の小ピッ

トと重複するが、本溝跡の方が新しい。

規模は長さ5.40m、輻20~40cm、深さ 5~10cmてあ

る。

出土遺物はない。性格は―小明て‘‘あるが、第 2号溝跡

と一体的な関係にあるものと思われる。時期は近憔以

降と考えられる。

第12号溝跡（第226図）

第12号溝跡は、調査区南東部の I-7。8グリッド

に位置する。第16号掘立柱建物跡及び第207号住居跡

と重複し、本溝跡の方が新しい。掘り込みが浅く途中

が途切れており、本米は第14号溝跡とも重複するが、

関係は不明てある。

規模は長さ9.00m、幅は一定せず30~80cm、深さ 4

~10cmてある。

出土遺物はない。時期は不町てあるが、おそらく近

憔以降と推定される。

第13~15号溝跡（第226図）

第13~15号溝跡は、調査区南東部の I-8グリッド
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第226図 溝跡(2)
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に位置する。第12号溝跡に直交するように、 3本の溝

跡が平行して延びている。

第13号溝跡は長さ2.50m、幅60cm、深さ 5cm。第14

号溝跡は長さ1.45m、幅68cm、深さ 8cm。第15号溝跡

は長さ7.85m、幅80cm、深さ 5~10cmてある。いずれ

の溝跡も埋土や規模が近似し、相互に関連したものと

思われる。

出土追物は、第13号溝跡から須恵器甕底部片か検出

された（第230図50)が、追構に伴うものてはない。時

期は不明確ながら、おそらく近世以降の所産と推定さ

れる。

第16号溝跡（第226図）

第16号溝跡は、調査区南東部の I• J -7 グリッド

に位置する。第209号住居跡カマドの上面に乗ってい

た。

規模は長さ 4.95m、最大輻1.10m、深さは 6cm前後

と非常に浅い。ほぼ東西方向に軸を向け、西方にある

第19号溝跡の延長線上に当たる。おそらく両者は同一

の遺構と推定される。第19号溝跡からは近祉以降の陶

磁器片が出土しており、本溝跡も近性以降の所産と考

えられる。

第17号溝跡（第226図）

第17号溝跡は、調資区南端のJ-4 ~ 8グリッドに

位固する。はば東西方向に軸を向ける。第20号溝跡が

一部重複しつつ、平行する。おそらく一体の溝跡と思

われる。また、第200• 210号住居跡、第 4号溝跡と重

複し、本溝跡の方が新しいことが判明した。

規模は一部途切れる部分を含めて長さ 45m、輻

40~50cm、深さは10~20cm前後てある。溝底レベルは

大きな差はないが、東に向かうに従って僅かに標高を

下げる傾向にある。

出土遺物はない。時期は不明て‘あるが、近世以降と

思われる。

第18号溝跡（第226図）

第18号溝跡は、調査区中央部のF-5グリッドに位

置する。第 4号溝跡の西側0.6~2m程隔たっ-cほば

南北流する。南端は第169号1打居跡と重複する。祈旧関

大寄 I区

係は不明瞭て｀あったが、本溝跡の方が新しいものと判

断した。

規校は長さ約 7m、最大輻80cm、深さは5cm前後と極

めて浅い。出土遺物はなく、時期は不明てある。

第19号溝跡（第227図）

第19号溝跡は、調査区南西部の I• J -4グリッド

に位置する。第200号1打国跡の上面に乗っていた。掘り

込みが浅いために小定形上堀状の形態をなすが、本米

は東西方向に軸を向けていたものと考えられる。東側

延長上には第16号溝跡があり、おそらく同一遺構と推

定される。

規模は長さ6.60m、最大幅2.20m、深さは 5cm前後

と極めて浅い。

出土遺物は近世以降の陶磁器片と須恵器甕が 1点検

出されたのみてある（第230図51)。須恵器甕は混入て` ヽ

ある。時期は近世以降の所産と考えられる。

第20号溝跡（第227図）

第20号溝跡は、調査区南端の ]-4~8グリッドに

位置する。第17号溝跡と西端付近て重複し、部分的に

途切れながら南側を平行して廷びる。第200• 211号住

居跡、第20号掘立柱見許勿跡を切っていた。

規模は途切れる部分を含めて長さ約46m、幅30~50

cm、深さは 5cm程度と極めて浅い。

出土遺物はなく時期は不明て‘‘あるが、近世以降と推

定される。

第21号溝跡（第226図）

第21号溝跡は、 H-8グリッドに位置する。東端は

調責区外に延びている。第101・102号土堀との新旧関

係は不明てある。

規模は長さ 1.50m、幅35cm、深さ 15cm前後てある。

出土遺物はなく、時期は不明て‘ある。

第22号溝跡（第227図）

第22号溝跡は、調査区南東部の ]-8グリッドに位

置する。第210号住居跡の覆土上面に乗っていた。第

17 • 20号溝跡の北側に平行して延び、一連の溝跡と考

えられる。

規模は長さ2.20m、幅35cm、深さは 5cmと極めて浅
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第227図溝跡（3)
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第228図溝跡出土遺物(I)

SD3 SD4 

＼ 口／：

SD5 

I 
I 

I 
I 

I 

~2 
(1/3) 

c 

＼ 

ロニ／ SD8 SD9 

口 □ ロ
SD7 

口`三

□□□□ 
□□□ 
ローロ／

ロロニロ

□ 

三

ロ
ロロニ］

口

口

ロロニ／7

／
27 

[

-_

_

 — 
ー
ニ
i

`

-

一

―

―

 ,
9
 

）
 

-

>

/

 

[

9

f

 

、

[

『

'
,
.
,
9

―

―

[

 

―
〖□.
'
,
'

之

，
一
千
'
j
—
’

二，{
i
 □□4 

□26 

O 10cm 
にロー一,--」ロー14

O 5cm 

--293-



大寄 I区

第229図溝跡出土遺物(2)
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い。出土遺物はなく、時期は不明。おそらく近椛以降

と推定される。

第23号溝跡（第227図）

第23号溝跡は、 G•H-4 グリッドに位置する。第

2号溝跡の西側約0.50mにあり、ほば平行する。第］73

第230図溝跡出土遺物(3)
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号住居跡及び第 9号溝跡を切っている。

規模は長さ 3.00m、輻40~50cm、深さげ 5cm前後と

非常に浅い。

出土遺物はなく、時期は不明である。おそらく第 2

号溝と関連した溝跡と思われる。

S013 

＼ロニーノ
SD19 

49 
11/6) 

[. - -I1侶4m

5cm 

51 
(1/3) 

第111表溝跡出土遺物観察表

番り 器種 口径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存率 備 考

l 須恵高台椀 (18.0) 3.3 HI J 2 灰黄 15 SD3末野産

2 土錘 長 4.35cm 最大径155cm 孔径070cm 重址950 g にぶい橙 SD3 

3 須恵椀 2 7 (8 8) FHJ 1 灰 15 SD 4 南比企庄

4 甕 (11.0) 6.0 DHJ 2 橙 30 SD 4 

5 坪 2 1 DEH 2 橙 5 SD 5 

6 牙、 13 3 3 8 9 0 DEHJ 2 橙 90 SD 7 

7 坪 (12. 0) 2 8 DEH 2 橙 20 SD 8 

8 坪 15.6 4 7 DEHJ 2 橙 90 SD 8 ， 坪 10.4 3 4 DEHJ 2 橙 100 SD 9 

10 杯 (11 2) 3.1 DHJ 2 棺 35 SD 9 

11 坪 11 4 4 0 DHJ 2 橙 80 SD 9 

12 坪 13.0 4.3 DEHJ 2 橙 100 SD 9 

13 坪 (12 0) 3.6 DHJ 2 橙 25 SD 9 

14 坪 (11 0) 3 4 AHJ 0 J 橙 25 SD 9 

15 杯 (11 O) 3 5 HJ 2 橙 20 SD 9 

16 坪 10 6 3 7 DEHJ 2 橙 95 SD 9 

17 坪 11 0 3 0 HJ 2 橙 90 SD 9 

18 坪 (10 4) 3 3 HJ 2 灰褐 45 SD 9 

19 昇 (14. 0) 4 0 EHJ 2 にぶし、橙 15 SD 9 

20 坪 (14 0) 4.8 DHJ 2 橙 65 SD 9 

21 杯 (16 0) 4 2 HJ 2 にぶし、橙 15 SD 9 

22 坪 (12.0) 4.3 ADE 1 にぶし、橙 20 SD 9 

23 坪 (18 0) 5 8 ADE 2 にぶい橙 10 SD 9 内而放射暗文外面ケズリ＋ミガキ

24 坪 8 2 4.0 HJ 2 にぶい橙 70 SD 9 

25 坪 10,0 4.9 4 9 HJ 2 褐 90 SD 9 

26 小型壺 (8.6) 4 7 HJ 3 橙 15 SD 9 
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番号 器種 日径 器高 底径 胎 上 焼成

27 甕 (22.0) 6 0 DHJ 2 

28 甕 (18 0) 9 3 HJ 2 

29 甕 (22 0) 11.5 DEHIJ 2 

30 甕 (16 0) 6.9 EHJ 2 

31 甕 (20 0) 9 2 BH I J 2 

32 r皿~ Ti「.. ~ (20 6) 8 2 DHJ 2 

33 壺 (18.0) 7.5 EHJ 2 

34 壺 (22.0) 5 9 HJ 2 

35 壺 (19 0) 7.4 ABDHJ 2 

36 K 士hi- (17 0) 6.3 DHJ 2 

37 壺 (20 0) 9 2 AEHJ 2 

38 壺 (9 6) 7.5 HJ 3 

39 r —h土,-— 3.5 7.0 EHJ 2 

40 壺 7.4 6.8 EHJ 2 

41 壺 3.8 (7.6) BHJ 2 

42 壺 3.4 (5 0) HJ 3 

43 甕 2.8 (7.0) EH I J 2 

44 須恵蓋 9.6 2.8 FHJ 1 

45 須恵長頸瓶 10.7 EHJ 1 

46 須恵甕 EHJ 2 

47 須恵甕 HI J 1 

48 須恵甕 HJ 1 

49 須恵甕 HI J 1 

50 須恵甕 5 1 (12 0) AHIJ 1 

51 須恵甕 HI J 1 

(4) 井戸跡

第 1号井戸跡（第231図）

第 1 芳井戸跡は、 E•F-6 グリッドに位置ずる。

第147号住居跡を切って掘り込まれていた。

規模は直径1.35m、深さ2.00m、上面がやや崩落し

ているが、ほぼ筒状に掘り込まれていた。埋土は11層

に分かれ、覆土上層（第 4層）及び最下層（第11層）

には礫が多鼠に合まれていた。

出土遺物はない。時期は不明確て‘あるが、住居跡と

の切り合い関係から古代末以降、おそらく中世段階の

井戸跡と考えられる。

第 2号井戸跡（第231図）

第 2 号井戸跡はE•F-6 グリッドに位置する。第

2男溝跡に上面を切られ、第12号掘立柱建物跡を切っ

ている。

直径4.30m、深さは2.00m以上となる。調査終了

後、重機によって断面を断ち割ったところ、深さ約4

mになることが判明した。

色調 残存半 備 考

にぶい褐 20 SD 9 

橙 20 SD 9 

にぶい橙 15 SD 9 

にぶい橙 35 SD 9 

にぶい橙 20 SD 9 

にぶい黄橙 25 SD 9 

灰黄褐 15 SD 9 

にぶい橙 30 SD 9 

にぶい橙 30 SD 9 

にぶい橙 20 SD 9 

橙 15 SD 9 

橙 40 SD 9 

灰黄褐 80 SD 9 

橙 90 SD 9 

にぶい橙 40 SD 9 

橙 15 SD 9 

にぶい橙 25 SD 9 

青灰 90 SD 9南比企産

灰臼 80 SD 9秋間産か

灰臼 SD 9群馬産

灰 SD 9木野産

灰 SD 9末野産

灰 SD 9末野産

にぶい黄橙 15 SD13末野産

灰 SD19木野産

埋土は上層が黒褐色土や暗褐色土を主体に構成され、

深さ90cm前後の層位に拳大から人頭大の礫が多量に

投げ込まれていた。下層は褐色味の強い土壌て、、礫を

多鼠に含んて、いた。底面は礫層に逹していた。

出土遺物はほとんどなく、僅かに砥石が検出された

に留まる（第232図1)。時期は不明確て‘あるが、中世

段階に相当するてあろう。

第 3号井戸跡（第231図）

第 3 号井戸跡はD•E-5 グリッドに位置する。第

117号住居跡と重複し、本井戸跡の方ヵ浮斤しいものと判

断した。

形態はやや楕円形て‘ヽ 、長径3.70m、短径3.20mてあ

る。井筒はテラス面の中心部に掘り込まれていた。直

径1.50m、確認面からの深さは2.15mてある。

テラス面は深さ約50cmほどて、ほば平坦て‘ある。埋

土はローム粒子。ロームブロックを多量に含み、掘り

方と考えられる。井筒埋土上層は流れ込み土、第6層
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第231図第 1~6号井戸跡
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SE! 
1 暗 褐 色 土 ローム粒多量、白色粒・礫少最

2 黒褐色土 ローム粒・焼土粒微量、白色粒．礫少鼠

3 暗 褐 色 七 ローム粒多塁、ロームプロック・白色粒少屋、

灰色粘土微H
4 黒 褐 色 土 白色粒少殷、礫極多置

5 暗 褐 色 土 ローム粒・白色粒少最、灰色粘土プロック

多量、礫微量

6 暗褐色土 ローム粒．灰色粘土・白色粒少塁、焼上粒

微量、礫微星

7 暗褐色土 ローム粒・白色粒少歴、焼土粒微凪、

灰色粘土プロック多量

8 暗 褐 色 土 ローム粒・白色粒少星、灰色粘土プロック多呈、礫

9 暗褐色土 ローム粒・白色粒少量、灰色粘土

プロック・礫

10 暗褐色土 ローム粒・白色粒少H.、灰色粘上・礫

11 褐 色 上 ローム粒・白色粒少罷、灰色粘土プロック極多曼
SE2 

1 黒 褐 色 土 白色粒多量、小礫極多量

2 暗褐色上 ローム粒多紺、白色粒少鼠

3 黒褐色七 シルト質、ローム粒微量、白色粒少屋、小礫多塁

4 黒褐色土 シルト質、ローム粒・白色粒微凩、小礫少儀
5 褐色土ローム風化層

6 黒褐色土ローム粒極多蘊

7 黒褐色土 白色粒多吊、大・小礫極多量

8 暗褐色土 灰色シルトプロック含む、白色粒・小礫微堡

9 暗褐色土 灰色シルトプロック含む、白色粒・小礫少量

10 暗褐色土 シルト質、ローム粒少置、小礫多星

11 暗褐色七 ローム粒・粘土プロック多量

12 褐色 士 ロームプロyク・ローム粒・粘土プロック多塁

13 褐色上粘ナプロック・ロームプロック多量

14 黒褐色土

SE3 
1 暗褐色土 焼上・焼土プロソク多凩、炭化物少最

2 暗褐色上 ローム・ロームプロック・焼ナ多燥

3 暗褐色上焼士少量、灰褐色粘十

4 暗黄褐色上 ローム・ロームプロック多量

5 暗褐色土灰褐色粘土プロック少旦

6 暗褐色土 ローム・ローム粒・ロームプロノク多星、

焼土少吊、暗褐色土と暗黄褐色上の互屑

SE4 
1 暗褐色士 ローム・ロームブロノク・白色粒多緻、

焼土少呈

2 黄褐色土焼士・黄褐色粘士プロック少塁

3 黒褐色十 焼土プロソク・炭化物多量

4 暗褐色上 ローム粒・焼t・炭化物少塁

5 暗褐色十 ローム・ローム粒少量

6 暗褐色十 上屠は礫多量、下屈は焼土少星

7 暗褐色土ローム多塁、砂質

8 暗褐色七 ローム・ロームプロック多量、暗褐色土と

暗黄褐色土の互隔

S E 5 

1 暗褐色土火山灰（浅間Bl
2 暗褐色土 ローム粒多量、火山灰（浅間Bl
3 暗 褐色 土 ローム粒・炭化物微量

4 黒褐色土ローム粒少儀

5 暗褐色七 ロームブロック

6 暗褐色土 ロームプロックやや多い

7 暗褐色土礫多量

SE6 
1 暗褐色土焼土・焼上粒・炭化物粒多景

2 暗褐色土焼土・焼ナ粒・炭化物粒多屈

3 灰褐色土粘土多最、焼土少凩

4 暗褐色土炭化物粒・焼土粒少培

5 暗 褐色 上 ローム粒・ロームプロック少枯・

6 暗黄褐色上 ローム粒多紐、焼十粒少量

7 暗 褐色 上 2屑より暗い、ローム粒少せ、黒色

有機質土・白色粘上プロック混じる

。 2m 
ト — -=-—t•一 、一ー•- -_J ! NS[l 
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は暗褐色土と黄褐色士の互屈をなしていた。

出十遺物は多い（第232~234図2~44)。土師器坪・

皿・甕さ壺・台付甕．甑、須恵器杯・蓋・甕などの器

種があるが、重複する第117号住居跡からの混入品が

多く含まれているようてある。土師器杯ては第232

図6。13• 14、須恵器蓋(21)、須恵器坪 (22)、土師器

甕(24)、須恵器甕(38)等が本片戸跡に伴う可能性があ

ろう。須恵器坪 (22)は、南比企産。底部回転糸切り後

回転ヘラケズリ調整が施される。時期的には 8槻紀後

半頃と考えられる。

第 4号井戸跡（第231図）

第4号井戸跡はG-4 • 5グリッドに位置する。第

172号住居跡と重複し、本井戸跡の方が新しい。

形態は円形て‘ヽ 、規模は直径1.15m、深さは90cmと井

戸としては浅い。ほば円筒形に掘り込まれ、第 6層上

面に多景の礫が投げ込まれていた。

出土遺物はない。時期は不明てあるが、重複住居と

の関係から 10祉紀以降となる。

第 5号井戸跡（第231図）

第5号井戸跡はH-7 • 8グリッドに位置し、重複

する第15号掘立柱建物跡を切っていた。

形態は不整円形て‘ヽ、規模は直径2.15m、深さは1.80 

m以、卜となる。井筒部は楕円形て、長径1.60m。上部

はロート状に開いており、崩落部、または掘り方て‘あ

ろう。

埋土下層には礫が多贔に合まれ、上層には火山灰（浅

間B軽石）が認められた。

出土遺物は青磁碗羽釜須恵器甕、平瓦、埴輪片

がある（第234図45~51)。青磁碗（第234図45)は口縁

部小片て‘ヽ、外面に鍋蓮弁文を描出している。龍泉窯系。

50は円筒埴輪片。突楷部が糾落している。 51は馬形埴

輪片と思われる。遺物は時期、器種共に雑多てまとま

りがない。

青磁碗の出土からみると中世の井戸跡と考えられる

が、埋土上層に浅間B軽石が確認され、断面観察の所

見を考慮すると、古代に遡る可能性もある。浅間A軽

石を浅間B軽石と誤認したものか。古代または中椎て‘‘

あろうが、時期決定は保留しておく。

第 6号井戸跡（第231図）

第6号井戸跡は、 E-4. 5グリッドに位置し、第

116号住居跡を切って掘り込まれていた。

形態は円形て‘ヽ 、規模は直径2.00m、深さは1.60mて‘‘

ある。埋土上層には焼土・炭化物が多量に含まれ、最

下層には黒色有機質土が堆積していた。

出土遺物は丸瓦、土師器杯、須恵器高台椀がある（第

235図52~55)。丸瓦(52• 53) は凸面ナデ、凹面は布

目、 52は有段（丑縁）式て‘‘ある。

井戸の時期は、重複遺構との関係から古代末期以降

てあることは確実て‘‘、おそらく中憔段階の所産と推定

される。

第 7号井戸跡（第237図）

第 7 号井戸跡は、 F•G-3 グリッドに位置する。

第23号土壊として褐載したが、形態や規模から井戸跡

とする。

平面形は円形て‘‘、規模は直径98cm、深さ90cmて‘‘あ

る。断面は筒状に掘り込まれるが、底面に向かってや

や窄まっている。

出土遺物は須也器甕の破片が2点ある（第242図12・

13)。時期は不明確て‘あるが、古代の井戸跡の可能性が

ある。

第 8号井戸跡（第177図）

調査区東端のF-8グリッドに位置する。第189号

住居跡 Pit5が相当する。第189局住居跡北東コーナ

一部が遺構上面に乗っており、住居跡よりも古いこと

は確実て‘ある。

形態は円形て‘‘、規模は直径60cm、深さ1.26mてあ

る。ほば円筒形に掘り抜かれていた。直径の割に深度

の深いタイプて‘、大寄遺跡II区に類例が多い。

出土遺物はなく時期は不明確て‘あるが、大寄遺跡II

区て‘‘は古墳剛〖後期～奈良時代頃のものが多く、はば

同時期と考えておきたい。
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第232図井戸跡出土遺物(I)
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第233図 井戸跡出土遺物(2)
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第234図井戸跡出土遺物(3)
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第235図 井戸跡出土遺物(4)
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第112表 井戸跡出土遺物観察表

番号 器柾 ロ径 益＂＂ 古回 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 ぢ

1 砥石 長1065cm 最大輻5.40cm 厚さ320cm 重祉204.83g SE 2 

2 昇 (15. 5) 4 7 DE 1 にぶい橙 25 SE 3体部＋底部ケズリ

3 坪 (16. 0) 4 0 DEHJ 2 橙 15 SE 3 

4 坪 18.0 5 6 DEHJ 2 椿 100 SE 3 

5 Jィ； (12 4) 3 4 HJ 2 橙 25 SE 3 

6 昇 (14 0) 3 0 DEH 2 にぶい黄橙 20 SE 3体部上半無調整

7 坪 (14.0) 3 3 HJ 2 にぶい橙 20 SE 3 

8 坪 (14 0) 4 1 EHJ 2 にぶい橙 40 SE 3 ， 坪 (14 0) 3.6 DEHJ 2 にぶし、赤褐 90 SE 3 

10 昇 (14 0) 3 0 DEHJ 2 灰黄褐 10 SE 3 

1 1 坪 (14 0) 4 6 BEHJ 2 にぶしヽ褐 60 SE 3 

12 杯 12.9 3.3 EHJ 2 棺 80 SE 3 

13 坪 (13 0) 2 4 HJ 3 にぶい橙 15 SE 3 

14 杯 14.0 3 0 ADEHJ 2 にぶし、赤褐 65 SE 3 

15 昇 15 0 3 8 DHJ 2 にぶい橙 80 SE 3 

16 皿 (18, 0) 3 0 DEH 2 橙 20 SE 3 

17 皿 (19 0) 3 4 DHJ 2 にぶい橙 25 SE 3 

18 皿 (20 0) 2.3 EHJ 2 にぶし、橙 15 SE 3 

19 皿 (19 2) 2 6 HJ 2 棺 20 SE 3 

20 須恵蓋 2 0 ABI-II J 1 灰 40 SE 3木野産

-302 



番号 岱柾 11 径 ’命",.I—占9:l 底抒 胎 l:. 焼成

21 須恵蓋 1 6 EH I J 1 

22 須恵坪 12.6 3 4 7 0 FHJ l 

23 坑土Cヤ (18 6) 6 5 ADEHJ 2 

24 甕 (24 0) 9 8 ADEHJ 2 

25 小ザ-Llj珈 (12 0) 4 4 DEHJ 2 

26 叫写百 6 5 (5 0) DEHJ 2 

27 裂 (22 0) 8 8 BDEHJ 2 

28 甕 (24 0) 9 2 DI―I J 2 

29 甕 (24 4) 6 4 BDHJ 2 

30 今手柘C (20 0) 6 0 HJ 2 

31 甑 22 5 (9 0) ADI-1 J 2 

32 珈上ヽ 2 9 (8 0) DEHJ 2 

33 甕 J9 . r J (8 0) EHJ 2 

34 甕 3 8 (14 0) AEHJ 2 

35 琥写百 1. 9 (10.2) EHJ 3 

36 甕 3 2 8.6 DEHJ し‘う

37 台付甕 4 2 (9 0) EHJ 2 

38 須恵甕 17 0 (1 3 4) FHJ 1 

39 姐息甕 HJ 1 

40 須忠裂 BEHIJ I 

41 須恵甕 HI J 1 

42 須恵甕 BH I J 1 

43 須恵甕 BHJ 1 

44 項恵甕 BEHIJ 1 

45 青磁椀 (16. 0) 9＇）争りa 1 

46 羽釜 ADEJ 2 

47 須恵甕 (28 0) 5 l HI J 1 

48 姐恵甕 EHJ I 

49 平瓦 HJ 2 

50 | l l筒埴輪 DEHJ 3 

51 形象埴輪 DIIJ 2 

52 凡瓦 BDEJ 1 

53 丸凡 HJ 1 

54 坪 (13. 0) 4 2 (8 7) DEH 2 

55 須恵高台椀 1 9 (5 8) EI J 1 

(5) 土横

大寄遺跡 I区から検出された土堀は総数142基て‘あ

る。土撰の時期は、占代が57基（確実に 9世紀以降に

なる土漿は 3基）、中柑は 4基、縄文は 2悲、小明が78

悲てあった。不明の中には、中机に属する士檬が多く

合まれると思われる。

土堀の性格はが明なものがほとんどだが、一部に土

壊墓として考えられるものがある。

第73• 79号上堀は、どちらも住居の中に収まり、住

居が廃絶した後、構築されていることなどから、廃屋

墓の可能性がある。弟81~84号七壊は、平Ihi形がk方

大寄 I区

色調 残介、平 備 ぢ

灰 40 SE 3末野在

灰 65 SE 3 南比企産

にぶし、褐 40 SE 3 

橙 60 SE 3 

1こぶしヽ 褐 20 SE 3 

褐灰 40 SE 3 

1こぶし、t登 25 SE 3 

にぶし、杓： 15 SE 3 

橙 40 SE 3 

にぶし、橙 15 SE 3 

桁 15 SE 3 

にぶい褐 40 SE 3 

にぶい褐 60 SE 3 

にぶし、橙 20 SE 3 

にぶい賛橙 55 SE 3 

桁 100 SE 3 

にぶし、褐 50 SE 3 

賂灰 75 SE 3 鳩山産

灰 破片 SE 3黒色粒了秋間光

褐I火 破片 SE 3 末野庄 SJ42-25 と同——個体

）火 破片 SE 3 本野）岳平行 Il| Jき—1 ナデ無文 ‘1,1て具

灰 破片 SE 3 木野産擬斜格+u11き＋同心円当て只

灰 破片 SE 3黒色粒＋秋間産

褐灰 破片 SE 3末野韮乎釘叩き十伺心円古て具

灰オリーブ 10 SE 5龍泉窯系青磁椀辿弁文

にぶし、，JJ；褐 5 SE 5 

賠灰 10 SE 5 木野産

灰 破片 SE 5群馬哨か

灰 SE 5 凸趾縄叩き凹面布目痰明灰色て＂やや軟質

棺 破片 SE 5 凸帯剥離外面タテハケ内面ヘラナテ‘‘

桁 破片 SE 5 

灰黄 SE 6 

灰禎 SE 6 凸向縄叩き lllj面イh「1校骨哀あり

にぶし、橙 10 SE 6底部ケス゚ リ体部ナテ‘‘

にぶし、，）J;褐 25 SE 6末野庄

形、主軸が揃うこと、また、埋土が人為的に埋め戻さ

れていることなどから、中机の［．．壊輩群と考える。第

124号土漿からは人骨が出tしている。

以ド、各上壊について述べていく。

第 1号土凛（第236図）

第1号七堀は、 B-1グリッドに位置し、第 1号掘

立柱建物跡 Pit1に切られている。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径1.9m、短径0.61

m、深さ 0.14rnを測る。主軸方向はN-83°-Eを示す。

出土遺物はなかった。
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土城の時期は、第 1号掘立柱建物跡が10惟紀後半頃

とすれば、それ以前となる。

第 2号土壊（第236図）

第2号土壊は、 C-1グリッドに位置する。

平面形態は不整円形て‘、西側にピットが重複する。

規模は長径1.56m、短径1.40m、深さ 0.06mを測る。

遺物は、上師器杯（第242図l)がピットから出土し

ている。

第 3号土堀（第236図）

第 3 号土撰は、 B-2•3 グリッドに位置し、第 2

号掘立柱建物跡 Pit3を切っていた。

平面形態は不整円形て‘‘、規模は長径1.50m、短径

1.42m、深さ 0.16mを測る。

遺物は、底面より約 5cm浮いた所から、ロクロ土師

器小皿・甑（第242図2• 3)が出土している。

時期は、 lOt!t紀後半～11世紀と考えられる。

第4号土塙（第236図）

第4号土堀は、 B-2グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘、規模は長径0.9m、短径0.82m、

深さ 0.10mを測る。

出土遺物はなかった。

第 5号土壊（第236図）

第5号土堀は、 B-2グリッドに位置する。

平面形態は円形て、断面形は段を有する。規模は長

径0.64m、短径0.58m、深さ 0.32mを測る。

出土遺物はなかった。

第 6号土壊（第236図）

第6号土墟は、 C-6グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径0.59m、短径0.47

m、深さ0.26mを測る。

遺物は土師器甕（第242図4)が出土している。

時期は土師器甕の特徴から 8世紀前半と考えておく。

第 7号土壊（第76図）

第7号土横は、 D-2グリッドに位置し、第60号住

居跡に切られている。住居跡が10世紀後半～11世紀頃

に位置付けられ、土壊はそれ以前となる。

平面形態は、長方形だが、土漿西側は住居と重複し

ていて、不明て‘‘ある。土壊内には Pit1 • 2がみられ

る。規模は、長径1.80m、短径l.llm、深さ 0.09mを

測る。主軸方向はN-74°-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第 8号土堀（第236図）

第8号土壊は、 C-6グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.30m、短径1.08

m、深さ 0.22mを測る。主軸方向はN-53°-Eを示す。

遺物は群馬産と思われる須恵器甕（第242図5)が出

土している。内面に、平行当て具が使用されている点

に特徴がある。

第 9号土塙（第236図）

第9号土墟は、 C-7グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘ヽ、規模は長径1.22m、短径1.06

m、深さ 0.04mを測る。

出土遺物はなかった。

第10号土壊（第236図）

第10号土墟は、 C•D-8 グリッドに位置する。

平面形態は円形て、、規模は長径1.18m、短径1.08

m、深さ 0.22mを測る。

出上遺物はなかった。

第11号土壊（第236図）

第11号土墟は、 D-7 • 8グリッドに位置する。

平面形態は不整円形て｀、規模は長径l.OOm、短径

0.94m、深さ 0.13mを測る。断面形は段を有する。

出土遺物はなかった。

第12号土壊（第236図）

第12舟七墟は、 D-8グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径l.OOm、短径0.93

m、深さ 0.13mを測る。

出土遺物はなかった。

第13号土壊（第236図）

第13号土墟は、 D-8グリッドに位置し、第14号土

墟と重複する。

平面形態はおそらく円形て‘‘、規模は長径0.70m、推

定短径0.60m、深さ 0.07mを測る。

出土遺物はなかった。
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第236図 土壕（ I)
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新旧関係は、第14号土堀より古い。

第14号土塘（第236図）

第14号土墟は、 D-8グリッドに位置し、第13号土

堀と重複する。

平面形態は不整円形て、、規模は長径0.74m、推定短

径0.70m、深さ O.llmを測る。

出上遺物はなかった。

新旧関係は第13号土壊より新しい。

第15号土堀（第236図）

第15号七壊は、 D-6グリッドに位置する。

平面形態は不整形て‘‘、規模は長径2.08m、短径1.22 

m、深さ 0.32mを測る。主軸方向はN-71'-Eを示

す。断面形はレンズ状て‘‘、自然雄積て‘ある。

出土遺物はなかった。

第16号土壊（第241図）

第16号土堀は、 E-8グリッドに位置する。第144号

住居跡北壁に土堀南側を切られている。住居跡は 8肌

紀初頭前後に位置付けられ、土堀の時期は、それ以前

となる。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径2.88m、短径1.27

m、深さ0.80mを測る。主軸方向はN-32"-Wを示

す。断面は 2段に掘り込まれている。

出土遺物はなかった。

第17号土堀（第236図）

第17号土堀は、 D-5グリッドに位置する。

平面形態は方形て、南東の角にピットがある。規模

は長径1.28m、短径0.98m、深さ 0.46mを測る。断佃

形は箱型て‘4層に分かれる。焼土塊・炭化物を含む。

遺物は、第 1• 2層からの出上が多く、焼石が出土

している。北壁際の、床面からやや浮いた位置にロク

ロ土師器小皿（第242図6)が検出された。他にロクロ

土師器高台椀（第242図7) と羽釜（第242図 8~10)

が出土している。

時期は10槻紀後半～11憔紀と考えられる。

第18号土壊（第236図）

第18号土堀は、 E•F-8 グリッドに位置する。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径2.20m、短径0.58

m、深さ 0.14mを測る。主軸方向はN-4r-wを示す。

出土遺物はなかった。

第19号土壊（第236図）

第19号土堀は、 F-8グリッドに位置する。

平面形態は方形て‘‘、北西隅に掘り込みがある。規模

は長径1.52m、短径1.40m、深さ0.20mを測る。

出土遺物はなかった。

第20号土城（第236図）

第20号上堀は、 F-7グリッドに位置し、土堀北東

部分を第150号住居跡に切られている。

平而形態はおそらく長方形て‘‘、規模は長径1.44m

（残存長）、短径0.82m、深さ 0.12mを測る。主軸方向

はN-42"-Eを示す。

出土遺物はなかった。

第21号土堀（第101図）

第21号t墟は、 E-2 • 3グリッドに位置する。七

壊東側が第92号住居跡を切っている。

平面形態は不整形て、、、規模は長径1.33m、短径0.86

m、深さ 0.23mを測る。断面は 2段に掘り込まれる。

出t遺物はなかった。

第22号土壊（第236図）

第22号土堀は、 F-5グリッドに位置する。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径2.47m、短径1.34

m、深さ 0.22mを測る。主軸方向はN-59"-Eを示す。

遺物は土師器杯（第242図11)が出土している。 9匪

紀代の暗文杯てある。

第23号土城（第237図）

第23砕士痰は、検討の結果、第 7号井戸跡とした。

詳細は298ページを参照願いたい。

第24号土壊（第237図）

第24号士堀は、 D•E-2 グリッドに位置する。

平面形態は長方形に近い不整形て‘‘、ピット状の掘り

込みが4ヶ所みられる。土壊というよりも住居の一部

の可能性もあろう。規模は長径2.28m、短径1.60m、

深さ 0.34mを測る。主軸方向はN-19"-Wを示ず。遺

物は羽釜〇破片（第242図14)が出土している。

第25号土壊（第236図）
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第237図 土壊（2)
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第25号土墟は、 E-2グリッドに位置し、土横西側

が第 5号溝跡に切られている。溝は中匪以降なのて‘‘、

土痰の時期はそれ以前てあろう。

平面形態は不整円形て‘＼規模は長径1.08m、短径0.82

m、深さ0.30mを測る。断面は南西に段を有する。

出土遺物はなかった。

第26号土塀（第236図）

第26号土墟は、 D•E-1 グリッドに位置し、縄文

時代の住居て‘ある第 2号住居跡を切っている。

平面形態は方形て‘‘、規模は長径1.34m、短径1.12

m、深さ0.14mを測る。

出土遺物はなかった。

第27号土塀（第127図）

第27号土堀は、 B-7グリッドに位置し、土横東側

を第128号住居跡に切られている。住居は時期不明だ

が、古代てあることは確実て‘、土墟も古代またはそれ

以前て‘あろう。

平面形態はおそらく円形て‘‘、土堀内に 2つの掘り込

みがある。規模は、長径0.60m （残存長）、短径0.78

m、深さ 0.15mを測る。

出土遺物はなかった。

第28号土塀（第236図）

第28闘土墟は、 B-4グリッドに位置し、土堀北側

は調査区外となっている。

平面形態はおそらく円形て‘‘、規模は長径l.OOm、短

径0.60m（残存長）、深さ0.50mを測る。断面形は箱型

て‘3層に分かれる。

出土遺物は縄文土器（第18図 1~12)てある。遺物

の詳細については、 28ページを参照のこと。

時期は縄文剛t前期て｀ある。

第29号土堀（第123図）

第29号土壊は、 E•F-5 グリッドに位置し、第123

号住居跡と重複する。住居跡の掘り方の一部の可能性

がある。住居が9世紀末～10枇紀初頭と考えられ、土

堀の時期はそれ以前となる。

平面形態は不整形て、、規模は長径2.40m、短径1.14

m、深さ 0.14mを測る。主軸方向はN-8"-Eを示す。

遺物は数点出tしており、 その中には、縄文時甜

期堀ノ内式土器の破片が2点ある。

第30号土壊（第236図）

第30号土墟は、 C-2グリッドに位置し、上堀北側

を第21号住届跡に切られている。

平面形態は円形て＼規模は長径1.12m、短径l.OOm、

深さ 0.31mを測る。土層は単層てほぼ一括埋土てある。

遺物は阿玉台式t器の破片と礫が出土している（第

18図）。時期は縄文時代中期てある。

第31号土漿（第237図）

第31号土漿は、 C-5グリッドに位置し、第49b• 

50号住居跡を切る。

平面形態は不整円形て‘‘、規模は長径1.60m、短径

1.42m、深さ 0.20mを測る。

遺物は、土師器杯（第242図15)が出土している。

第32号土壊（第236図）

第32号t墟は、 C•D-5 グリッドに位置し、第 1

号溝跡と重複する。新旧関係は土墟の方が古い。

平面形態は惰円形て、、規模は長径0.96m、短径0.76

m、深さ 0.12mを測る。主軸方向はN-51°-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第33号土壊（第236図）

第33号土堀は、 C•D-6 グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て、南側にピットが掘り込まれて

いる。規模は長径0.94m、短径0.69m、深さ 0.14mを

測る。主軸方向はN-24°-Eを示す。

遺物は土師器鉢（第242図16)が出土している。

第34号土壊（第237図）

第34号土堀は、 c-6 • 7グリッドに位置する。土

壊南東側を、風倒木痕により壊されている。

平面形態は不整形て‘‘、規模は推定長径1.42m、短径

0.66m、深さ0.40mを測る。主軸方向はN-35°-Wを

示す。土層は 3層に分けられる。

出土遺物はなかった。

第35号土壊（第237図）

第35号上堀は、 B-3グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径0.90m、短径0.76
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第238図
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m、深さ 0.20mを測る。断訓形は 2段に掘り込まれ、

自然堆積てある。

出上遺物はなかった。

第36号土壊（第237図）

第36号土摺は、 B-2グリッドに位置する。

平面形態は円形て•,、規模は小さく、長径0.51m、短

径0.50m、深さ 0.18mを測る。

出上遺物はなかった。

第37号土塘（第237図）

第37号上堀は、 C-3グリッドに位置し、第30号仕

届跡と軍複する。祈1日関係は不明て‘‘、住屈に伴うもの

かも知れない。

平面形態ば怜円形て‘‘、規模は長径1.36m、短径1.04 

m、深さ 0.14mを測る。t軸方向はN-38'-Eを示す。

退物は上帥料ll旧坪（第242図17。18)が出七している。

第38号土凛（第237図）

第38号上横は、 C-1グリッドに位濯し、第 1号件

居跡（縄文時代）を切っている。

平面形態は楕円形て‘‘、規模はK径1.56m、短径1.10

m、深さ 0.22mを測る。主軸方向はN-86°-Eをぷす。

遺物はロクロ士師器晶台椀（第243図19)、土師器甕・

坪（第243図20• 21)が出上している。

第39号土壊（第237図）

第39号士墟は、 C-2グリッドに位置し、第38号土

漿と伺様に、第 1号住居跡（縄文時代）を切っている。

平面形態は円形て‘ヽ、規模は長径0.94m、短径0.82

m、深さ 0.23mを測る。

遺物は羽釜（第243図22)が出上している。

第42号土壊（第237図）

第42号t堀は、 C-7グリッドに位阻し、土墟の半分

↓ヽ」上を、第131号1主居跡に切られている。仕屈は10世紀

後半てあるため、土壊の時期はそれ以前と考えられる。

平面形態はおそら〈円形て‘‘、規模は推定て長径0.87

m、短径0.84m、深さ 0.20mを油lる。

遺物は上師器杯（第243図23)が出土している。

第43号土塘（第237図）

第43号土塙は、 E-5グリッドに位置し、第124。125

号住居跡、第 2• 5号性格不明遺構を切っている。

平面形態は長方形て‘、第124号住居跡 Pit2が土堀

西側角に市複する。規模は長径2.70m、短径1.60m、

深さ 0.35mを測る。主軸方向はN-67°-Eを示す。土

層は単脳て‘‘一括埋十工てある。

追物はロクロ上師悩高台椀（第243図24)、上帥闘杯 9

裂（第243図25~27)、羽釜（第243図28)が出上してい

る。 25~27は第 2号性格不明遺構に伴うものてある。

古代の腎穴状遺構の可能性がある。

第44号土堀（第237図）

第44号土壊は、 C-5グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘ヽ、規模は長径1.12m、短径0.96

m、深さ 0.15mを測る。

出七追物はなかった。

第45号土撰（第237図）

第45号十頻は、 E-5グリッドに位置し、第120。121

号住届跡と重複する。第120号住居跡に切られている。

第121号住屈跡の掘り方の一部かもしれない。

平面形態は不整形て‘‘、ピット状の掘り込みが、上堀

西側と南側にみられる。規校は長径1.84m、短径0.80

m、深さ 0.37mを測る。主軸方向はN-76°-Wを示す。

出上逍物はなかった。

第46号土塀（第237図）

第46号上標は、 D-3グリッドに位置し、第36丹住

居跡に切られている。住居は10~11椛紀と考えられる

のて‘ヽ、土墟の時期はそれ以前てあろう。

平面形態は方形て‘‘、規模は長径1.04m、短径0.96

m、深さ 0.30mを測る。上層は 3層に分かれ、自然雄

積と思われる。出七追物はなかった。

第47号土珊（第237図）

第47号士墟は、 D-3グリッドに位置し、第62号住

居跡に切られ、第48号土壊を切っていた。

平面形態は不整形て、士墟が 3店重なった様てある。

規模は長径1.84m、短径1.10m、深さ 0.24mを測る。

主軸方向はN-66"-Eを示す。

遺物は上師賂甕。坪（第243図29• 30)、ロクロ上師

器小皿（第243図31)が出上している。上撰に伴うもの
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第239図土塙（4)
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は小皿て‘ヽ 、土師器は第62号住居跡に伴うと考えられる

が、断定てきない。

第48号土堀（第237図）

第48号土墟は、 D-3グリッドに位置する。第62峙

住居跡、第 6号掘立柱建勁跡、第47・137号土壊と重複

する。第48号土墟が最も占い。

平面形態は円形て、、規模は長径1.04m、短径0.90

m、深さ 0.34mを測る。土層は 3層に分けられ、人為

的堆積と考えられる。

遺物は「コ」の字状日縁の土師器甕（第243図32)が

出土している。

第49号土塀（第237図）

第49号土墟は、 D•E-3 グリッドに位置し、第62·

63号住居跡を切っている。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.40m、短径0.92

m、深さ 0.18mを測る。主軸方向はN-26'-Wを示す。

遺物は土師器皿（第243図33)が出土している。

第50号土壊（第237図）

第50号土壊は、 E-5グリッドに位置し、第 5号性

格不明遺構を切っている。

平面形態は不整円形て＼規模は長径0.90m、短径0.60m、

深さ0.28mを測る。主軸方向はN-8°-Wを示す。

遺物は土師器皿（第243図34)が出土している。

第51号土壊（第237図）

第51号土堀は、 D-2グリッドに位置する。

平面形態は円形て、規模は長径0.98m、短径0.94

m、深さ0.10mを測る。

出土遺物はなかった。

第52号土堀（第237図）

第52号土堀は、 D-2グリッドに位置し、第59号住

居跡・第54号土横と董複する。第54号土墟に切られて

おり、この土壊と共に第59号住居跡の床下土城の可能

性がある。 1主居は 8世紀前半なのて、土壊の時期はそ

れ以前てあろう。

平面形態は不整形て、、ピット状の掘り込みが3ヶ所

みられる。規模は長径1.54m、短径0.90m、深さ 0.34

mを測る。主軸方向はN-90°-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第53号土壊（第134図）

第53号土壊は、 E-7グリッドに位置する。第138号

住居跡と重複するが、新旧関係は不明て｀ある。

平面形態は不整円形て‘‘、ピット状の掘り込みが2ヶ

所みられる。規模は長径1.16m、短径1.15m、深さ 0.26

mを測る。

出土遺物はなかった。

第54号土壊（第237図）

第54号土堀は、 C• D-2グリッドに位置し、第59

号住居跡・第52号土壊と童複する。新旧関係は、第52

号土堀を参照。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.41m、短径1.26

m、深さ 0.22mを測る。主軸方向はN-52°-Wを示す。

遺物は土師器杯・甕（第243図35~37)が出土している。

第55号土壊（第238図）

第55号土墟は、 D-3グリッドに位置する。

平面形態は長方形て‘‘、ピット状の掘り込みが4ヶ所

みられる。規模は長径2.08m、短径1.46m、深さ 0.90

mを測る。主軸方向はN-0゚ を示す。

出土遺物はなかった。

第56号土城（第238図）

第56与土墟は、 D•E-3 グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径1.22m、短径1.12

m、深さ0.18mを測る。

土壊の上面から礫が集中して出土している。図化て‘

きる遺物はなかった。

礫はほとんど力吐尭けていたが、焼土は確認されなかっ

た。屋外炉とは考えにくい。集石土横とするに留めたい。

第57号土堀（第237図）

第57号土墟は、 E-2グリッドに位置し、第90• 91 

号住居跡に切られている。第91号住居跡が 7世紀後半

なのて、土墟の時期はそれ以前てあろう。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径0.90m、短径0.56

m、深さ 0.10mを測る。主軸方向はN-3°-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第58号土壊（第237図）
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第240図土塙（5)
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第58号土横は、 E-2グリッドに位置する。

平面形態は不整形て‘‘、規模は長径1.54m、短径1.14

m、深さ 0.26mを測る。

遺物は土師器甕（第243図38)が出上している。

第59号土壊（第238図）

第59号土墟は、 E-5グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘ヽ、規模は長径0.94m、短径0.92

m、深さ 0.10mを測る。

遺物は末野産碩恵料甕（第243図39)が出土している。

第60号土塀（第238図）

第60号t堀は、 E。F-6グリッドに位置し、第 4

号溝跡と重複する。新旧関係は第 4号溝跡より古い。

平面形態は1月形て、、規模は径1.04m、深さ0.78mを

測る。断面形は箱型て‘‘、 7層に分けられる。

遺物は上師器杯（第243図40)が出土している。

第61号土堀（第238図）

第61号土墟は、 D-3グリッドに位憤し、第62号住

居跡と重複ずる。新1日閏係は不明て‘‘ある。

平面形態は不整形て‘‘、規模は長径1.88m、短径0.90

m、深さ 0.32mを測る。主軸方向はN-59'-Eを示す。

遺物は土帥器杯（第243図41• 42)が出土している。

第62号土堀（第238図）

第62号上横は、 D-2グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.92m、短径0.96

m、深さ 0.34mを測る。主軸方向はN-85"-Eを示す。

出土遺物はなかった。

第63号土塘（第135図）

第63号土墟は、 E-8グリッドに位置し、第143号住

居跡の東壁を切っている。住居が7世紀代と推定され

るのて‘ヽ 、土堀の時期はそれ以降て‘あろう。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径0.78m、短径0.60

m、深さ 0.17mを測る。主軸方向はN-74"-Eを示す。

出t遺物はなかった。

第64号土城（第241図）

第64号土横は、 E-8グリッドに位置し、第144号住

居跡に士墟南側を切られている。

平面形態はおそらく長方形て、、規模は長径1.38m

―-314 

（現在長）、短径0.89m、深さ 0.19mを測る。主軸方向

はN-28°-Wを示す。

出上遺物はなかった。

第65号土塙（第238図）

第65号十城は、 F-8グリッドに位置し、t壊東側

を第69号土墟に切られている。住居が8憔紀初頭前後

なのて、上堀の時期はそれ以前てあろう。

平面形態はおそらく円形て‘‘、規模は長径0.58m、短

径0.38m （残存長）、深さ 0.07mを測る。

出土遺物はなかった。

第66号土壊（第238図）

第66号十場魯は、 F•G-8 グリッドに位置し、t堀

の南西角を第67号七堀に切られている。

平面形態は方形て‘‘、規模は長径2.00m、短径1.74 

m、深さ 0.02mを測る。主軸方向はN-0を示す。

出上遺物はなかった。

第67号土堀（第238図）

第67号七堀は、 G-8グリッドに位置し、第66号七

墟を切る。

平面形態は円形て‘]規模は径1.20m、深さ0.10mを測る。

出七遺物はなかった。

第68号土塘（第238図）

第68号上堀は、 G-8グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径0.78m、短径0.70

m、深さ 0.28mを測る。

札＼土遺物はなかった。

第69号土壊（第238図）

第69号上壊は、 F-8グリッドに位置し、第65号土

墟と重複する。新旧関係は第65号上壊より新しい。

平面形態は小整形て‘‘、規模は長径1.89m、短径0.70

m、深さ0.10mを測る。

出上遺物はなかった。

第70号土塘（第238図）

第70号土壊は、 F-7グリッドに位置し、第180(181) 

号住居跡、第79号」上壊を切っている。重複する遺構が

10匪紀後半なのて‘‘、t壊の時期はそれ以降て‘あろう。

平面形態は長方形て、規模は長径2.42m、短径1.52 
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SK2 

l 暗褐色土ローム粒少H_

SK3 

1 暗 褐 色 土 ロ ー ム粒・ロームプロック

白色火山灰少凩

2 暗褐色土ローム粒多笙、ロームプロック・

焼土プロック少団

3 黒褐色土 ローム粒少履、ロームブロック多塁

SK4 

1 暗褐色土ロー ム 粒 少 掛

s k 8 

1 黒褐色土シルト質、火山灰（浅間B)

2 黒褐色土シルト質、ローム粒少械、火山灰

（浅間B)

SK9 

1 黒褐色十シルト質、ローム粒少li:

SK 1 0 

1 黒褐色土シルト質、火山灰（浅間B)

2 暗渇色土シルト質、ローム粒微屈、

火山灰（浅間B)

3 にぶい黄褐色上 ローム粒・ロームプロック多塁

SK 11 

1 黒褐色上シルト質、火山灰（浅間B)

2 暗褐色上シルト質、ローム粒微塁、

火山灰（浅間B)

SK12・13・14 

1 黒 褐 色 土 シ ル ト質、ローム粒・ローム

プロック多紐

2 褐 色 土ローム粒・ロームプロック多戯

3 黒 褐 色 土 シ ル ト質、ローム粒・ローム

プロック多梢

4 黒 褐 色 上 シ ル ト質、ローム粒・ローム

プロック多H

SK 1 5 

l 黒 褐 色 士 シ ル ト質、火山灰（浅問B)

2 黒 褐 色 七 シ ル ト質、ローム粒少贔

3 暗褐色土ローム粒多量

SK 1 7 

l 暗褐色上シルト質、焼土塊・炭化物多凧

2 暗褐色上シルト質、焼十塊・炭化物少量

3 暗 褐 色 土 シ ル ト 質 、 ロ ー ム 粒 ・焼上塊

炭化物少足

4 暗 褐 色 士 シルト質、ローム粒・ロームプロック

焼土塊多塁、炭化物少贔
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SK 1 8 

1 黒 褐 色 上 ロ ー ム 粒 多 塁 、 上1団からの攪乱十含む

SK 1 9 

1 暗褐色土ローム粒少鼠、ロームプロック混入

2 暗褐色七ローム粒微量

3 褐 色 上ローム粒極多量

SK24 

1 褐色 上 ローム粒・白色粒多量、ローム

プロノク・炭化物粒・焼土粒・少塁

2 暗褐色上ローム粒・白色粒多星、

ロームブロック少母

3 暗褐色土ローム粒・白色粒多塁、ローム

プロック・炭化粒少h↓

4 黄褐色七ロームプロック・黒色土斑状に含む

SK25 

1 黒褐色上ローム粒・ロームプロック少量

2 黒褐色土ローム粒少塁、焼十プロック微量

3 黒褐色土ローム粒少昼、ロームプロソク混人

SK 2 6 

1 黒 褐 色 上 ロ ー ム 粒 ・ 白 色 粒 多 量

2 黒褐色土ローム粒・白色粒多塁、ローム

プロック少械

3 黒褐色土ローム粒・ロームプロック

白色粒多届

SK28 

1 暗褐色上焼土・炭化物微撻、火山灰少凩

2 黒褐色土ローム粒・焼土・炭化物少塁

3 黒褐色上ローム粒やや多い

SK30 

1 暗褐色土ローム粒多祉

SK32 

1 黒褐色土シルト質、火山灰（浅間B)

2 黒褐色土シルト質、火山灰（浅問B)

SK33 

1 焦褐色ナシルト質、火山灰（浅間B)

2 黒褐色上シルト質、火山灰（浅問B)

SK34 

1 黒褐色士シルト質、ローム粒微絨、

火山灰（浅問B)

2 黒褐色土シルト質、ローム粒少量、

火山灰（浅間B)

3 暗褐色土シルト質、ローム粒多塁、

火山灰（浅間B)
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SK35 

1 黒褐色上 ローム粒・ロームプロック多量

2 暗褐色土 ローム粒・ロームプロック極多最

SK36 

1 黒褐色土ローム粒微壁

2 黒褐色土ローム粒多虻

3 暗褐色上 ローム粒・ロームプロック多凩

SK38 

1 暗褐色上ローム粒・白色粒多坦

2 にぷい黄褐色上 ローム粒・ロームプロック・

白色粒多絨

3 にぷい黄掲色上 ローム粒・白色粒多皇、ローム

プロック少量

4 黄褐色土ロームフロック

5 褐灰色土焼土粒・炭化粒・褐灰色砧土

プロック多量

土 ローム粒・ロームプロック・

白色粒多量、焼土プロック少棗

2 賃褐色上ロームプロック・褐色土斑状に含む

3 黄 褐色土 ロ ームプ ロ ック多 景

SK43 

1 暗灰褐色土ローム粒・炭化粒多塁、

火山灰（浅間B)

SK46 

1 暗 褐 色 士 ロ ー ム プ ロ ッ ク 少 盤

2 暗褐色土 ローム粒 ・ローム プロック少量

3 暗褐色土 ロームプ ロック・ ローム粒少星

SK48 

1 暗褐色士ローム粒・ロームプロック・

焼土粒少凩

2 暗褐色上 ローム粒・ロームプロック・焼土プ

ロック少量

3 黒褐色上ローム粒・焼士少煽、ローム

プロック多塁

SK54 

1 暗褐色上ローム粒・灰・ロームプロック・

焼土粒．灰多耐

2 暗褐色土ローム粒極多星、ロームプロック・

焼士粒少量、灰多贔
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s K 5 5 

1 黒褐色ナ ローム粒・白色粒多星，

焼j_粒・炭化粒少最

2 黒褐色上ローム粒・焼土粒・炭化

粒・白色粒少吊

3 黒褐色土ローム粒・ロームプロック・

白色粒少星

4 黄褐色十ロームプロソク

5 黒褐色上ローム粒・白色粒少最、

ロームプロック多履

6 黄 褐 色 土 ロ ー ム プ ロ ッ ク

7 黄褐色上ロームプロック

8 黄褐色t ロームプロソク

SK 5 6 

1 黒褐色上ローム粒・白色粒少星，

炭化物粒多量

2 にぶい黄褐色上 ローム粒・白色粒多呈、ローム

プロック少量

SK 5 B 

1 黒褐色土 ローム粒・ロームプロソク少禎

2 黒褐色上 ロームプロック多母、ローム粒少母

3 黒褐色上ロームプロック・ローム粒少量

4 暗褐色 t ロームプロック多量

SK60 

1 黄褐色tロームプロック

2 暗褐色土焼上粒・白色粒多量

3 暗黄褐色土 ローム・ロームプロソク多母

4 暗褐色土ローム・ローム粒多量、ローム

プロック少量

5 暗褐色七ローム多届、焼土少展

6 黒褐色上ローム粒・焼土粒少最

7 黒褐色上ローム多量、ロームプロソク少星

SK70 

1 暗 渇 色 土 ロ ー ム 粒 少 量 、 白 色 粒 多 景

2 暗褐色十口＿ムプロソク多量、焼土少足

SK71 

1 暗褐色士ローム・ロームプロ、ノク・焼土

焼土粒多呈

2 暗褐色ナ焼士粒少最、白色粒多量

3 暗褐色ナ ローム粒・焼土・炭化物少届

SK73 

l 暗褐色上ローム・ローム粒多竪、ローム

プロック少呈

2 暗褐色上ローム粒多景、ロームプDノク少H

3 暗褐色十ローム多最

4 黒 色 土炭化物

SK78・79 

1 暗褐色j： ローム粒・白色粒少厩

2 暗褐色士ローム粒・ロ＿ムプロゾク微星

3 暗 褐 色土 ローム粒・ロームプロソク少吊

4 暗褐色土ローム粒多凩

SK81・82・83・84 

1 暗 褐 色土 ローム粒・ロームプロック多届

2 暗褐色士． ローム粒・ロームプロソク多量

3 暗 褐 色土 ローム粒・ロームプロック少禎

4 暗 褐 色ナ ローム粒・ロームプロソク少量

SK87・90 

1 暗 灰褐 色七 ローム粒・白色粒多量、炭化物少是

2 暗灰褐色土 ローム粒・ロームプロソク・焼t少摂

3 黒 褐色 上ロ ーム 粒・ ロー ムプロック

白色粒多量、焼土少；；

4 黒褐色土ローム粒多景、ロームプロソク少量

SK 8 9 

l 暗褐色士焼十粒・炭化物

2 灰 白色 t灰 白色 粘土

SK 1 0 5 

1 灰褐色土ローム粒・ロームプ ロソク

焼七粒やや多い

2 暗褐色 土焼土粒 ・焼上プ ロック少 最

3 暗褐色十焼土粒・炭化粒．灰やや多い

SK 1 0 6 

1 暗褐色土ローム粒少量

SK 1 0 8 

l 暗褐 色土 ロー ム粒 多鼠 、炭 化物 少量

2 暗褐 色土ロー ム粒・焼 土粒少目

3 明褐色上焼土粒やや多い

SK114 

1 黒 褐 色 t ロームプロソク・焼士プ

ロック多址

2 暗褐色十青灰色粘土プロック・焼土プ

ロック多且

3 暗黄褐色土焼土プロソク・青灰色粘士プ

ロック少量

4 黒 褐 色 士 ロ ー ム プ ロ ッ ク 少量

m、深さ 0.18mを測る。主軸方向はN-79°-Wを示す。 産と思われる須恵器壺（第243図48)が出土している。

第74号土漿（第238図）出土遺物はなかった。

第71号土堀（第238図）

第71号土横は、 G-4グリッドに位置し、第172号住

居跡を切る。

平面形態は円形て‘ヽ、規校は長径0.99m、短径0.90

m、深さ0.32mを測る。

遺物はロクロ土師器小皿・土師器杯・羽釜（第243図

43~45)が出上している。44は1主居跡の遺物てあろう。

第72号土堀（第238図）

第72丹土墟は、 G-6グリッドに位置する。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径1.78m、短径1.24

m、深さ 0.30mを測る。主軸方向はN-90°-Eを示す。

出上遺物はなかった。

第73号土壊（第238図）

第73号土墟は、 F-6グリッドに位置し、第177~179

号住居跡・第 4号溝跡と重複する。本土墟が最も新しい。

平面形態は長方形て‘‘、土堀内の東西にピット状の掘

り込みがみられる。規模は長径2.02m、短径0.99m、

深さ0.54mを測る。主軸方向はN-89°-Wを示す。断

面形は箱型て‘‘、第 4層は炭化物層て‘‘ある。

土墟の位置・形態などから、第178号住居跡の廃屋墓

と考えられる。

遺物はロクロ上帥器高台椀（第243図46。47) と群馬

第74号土横は、 F。G-6グリッドに位置し、土壊

西側を第179-号住居跡に切られている。

平面形態はおそらく円形て‘‘、土堀内にピット状の掘

り込みがある。規模は長径0.83m、短径0.58m（残存

長）、深さ 0.10mを測る。

遺物は、末野産の須恵器盤（第244図49)とロクロ上

師器晶台椀（第244図50)が出土している。第179号住

居跡の時期は 8肌紀初頭て‘あり、 49はその時期に該当

するが、 50はそれ以後に混入したものてあろう。

第75号土壊（第238図）

第75号上墟は、 G-7グリッドに位置し、第185号住

居跡の南西角を切っている。住居は 9世紀前半なのて‘‘、

土墟の時期はそれ以降てあろう。

平面形態は長方形て‘ヽ、土墟東壁の両側と中央に、ピ

ット状の掘り込みが 3ヶ所並んている。規模は長径

2.04m、短径1.20m、深さ 0.20mを測る。主軸方向は

N-11°-Eを示す。

出土遺物はなかった。

第76号土堀（第238図）

第76号土横は、 G-6グリッドに位置し、第 9号溝

跡を切っている。

平面形態は方形て、、規模は長径1.88m、短径1.44
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m、深さ 0.44mを測る。主軸方向はN-0を示す。

追物は須恵器甕の破片（第244図51)が出土してい

る。甕は沈線て‘区画された中に 8本の櫛歯による波状

文が施されている。木野産て‘ある。

第77号土堀（第238図）

第77号上墟は、 F-7グリッドに位置し、第180

(181) • 182号住居跡に上堀の大部分を切られている。

第182号住居跡が8世紀後半～ 9憔紀代なのて‘ヽ 、土堀の

時期はそれ以前と考えられる。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径1.17m、短径1.08

m、深さ 0.20mを測る。

遺物は土師器暗文杯（第244図52)が出土している。

第78号土堀（第238図）

第78号土墟は、 F-7グリッドに位置し、第180

(181)号住居跡・第79号土墟を切っていた。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径3.14m、短径1.32 

m、深さ 0.29mを測る。主軸方向はN-19'-Eを示

す。断面形は箱型を旱する。

出土遺物はなかった。

第79号土堀（第238図）

第79号土堀は、 F-7グリッドに位置し、第180

(181)号住居跡を切り、第78芳七墟に切られている。

平面形態は長方形て、、規模は長径1.88m、短径0.74

m、深さ 0.41mを測る。主軸方向はN-0を示す。断

面形は箱型を呈する。

遺物は、底面からロクロ土師器高台椀・小皿（第244

図53• 54)が、 2枚重なった状態て出土している。高

台椀は内面にミガキが施され、黒色処理されている。

土墟は第180号住居跡が廃絶された直後に、構築さ

れた廃犀墓と考えられる。

第80号土壊（第143図）

第80号上壊は、 F-2• 3グリッドに位置し、土漿東側

半分を第152号住居跡に切られている。住届が 7世紀後

半～ 8匪紀初頭なのて‘＼土堀の時期はそれ以前て‘‘あろう。

平面形態はおそらく長方形て、規模は長径3.07m

（現在長）、短径0.90m、深さ0.16mを測る。主軸方向

はN-73"-Wを示す。

出上遺物はなかった。

第81号土壊（第239図）

第81与十^ 堀は、 F-7グリッドに位置し、第82号上

堀を切っている。

平血形態は長方形て‘‘、規模は長径2.60m、短径1.52 

m、深さ 0.44mを測る。主軸方向はN-83"-Wを示

す。断雁形は箱形て‘ヽ、土層はロームブロックを含む暗

褐色七の単層て＼埋め戻されている。

出上遺物はなかった。

第82号土城（第239図）

第82号土堀は、 F-7グリッドに位置し、第81• 83 

号土壊と重複する。

平面形態は、第81• 83号土堀に切られているため小

明だが、両土壊と同様、長方形と考えられる。規模は

長径2.62m、短径0.43m （残存長）、深さ 0.20mを測

る。主軸方向はN-76"-Wを示す。

出上遺物はなかった。

第83号土堀（第239図）

第83号土堀は、 F-7グリッドに位置し、第187号住居

跡、第82• 84牙土墟と重複する。本上堀が最も新しい。

平面形態は長方形て、、規模は長径3.04m、短径1.28 

m、深さ 0.32mを測る。主軸方向はN-72°-Wを示

す。断面形は箱形て‘]上層は第81号土堀と同様てある。

出土遺物は、ロクロ上師器小皿（第244図55)がある。

第84号土壊（第239図）

第84号土壊は、 F-7グリッドに位置し、第187号住

居跡を切って、第83号土墟に切られている。

平面形態は方形て‘‘、規模は良径1.08m、短径1.00

m、深さ 0.26mを測る。士層は第81号土墟と同様て‘ある。

遺物は上師器杯（第244図56)が出七している。

第85号土壊（第239図）

第85号土痰は、 F-5グリッドに位憤し、第159• 

166 • 167号住居跡と重複する。本土痰が最も新しい。

住居が10批紀後半～11匪紀なのて、土横の時期はそれ

以降てあろう。

平而形態ょ不整形て‘‘、規模は長径2.00m、短径1.06

m、深さ 0.34mを測る。主軸方向はN-15"-Eを示す。
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第243図土塙出土遺物(2)
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遺物は土師器坪（第244図57)が出土しているが、土

城に伴うものかは不明て‘‘ある。

第86号土壊（第239図）

第86号七墟は、 F•G-4 グリッドに位置し、第165

号住居跡を切っている。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径3.80m、短径1.53

m、深さ 0.14mを測る。主軸方向はN-0゚ を示す。

出土遺物はなかった。

第87号土堀（第239図）

第87号土壊は、 G-4グリッドに位置し、第172号住

居跡・第90号土墟を切っている。第90号土痰が10批紀

後半なのて‘ヽ、土墟の時期はそれ以降てあろう。

平面形態は円形て、規模は径1.06m、深さ 0.26mを

測る。断面形は箱型を呈する。

出土遺物はなかった。

第88号土城（第239図）

第88号土堀は、 G-5グリッドに位置し、土堀南側半

分を第166・168号住居跡、第98号土堀に切られている。

平面形態は不整形て‘‘、規模は長径1.31m、短径0.72 

m、深さ 0.20mを測る。主軸方向はN-81°-Wを示す。

出土遺物は土師器杯・甕（第244図58• 59)がある。

第89号土堀（第239図）

H-5グリッドに位置する。

第89号土堀は、平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径

1.18m、短径0.86m、深さ 0.06mを測る。主軸方向は

N-66°-Wを示す。土層は 2層に分けられ、第 2層は

灰白色粘土なのて‘‘、粘土溜土墟と考えられる。土堀上

面の第 1層は焼士粒・炭化物て、、枯t層を切っている

が、その性格は不明てある。

出土遺物はなかった。

第90号土城（第239図）

第90号土檀は、 G-4グリッドに位協し、第172号住

居跡を切っていて、第87号上堀•第 2 号溝跡に切られ

ている。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径2.56m、短径1.54 

m、深さ 0.14mを測る。主軸方向はN-90°-Eを示す。

追物は、ロクロ土師器高台椀と土錘（第244図60・61) 

が出tしている。高台椀は内面をミガキと黒色処理が

施されている。

第91号土堀（第239図）

第91号土横は、 G-3グリッドに位置し、土墟東側

半分を第 8号溝跡に切られている。溝が近匪遺構なの

て、土壊の時期はそれ以前てあろう。

平面形態はおそらく円形て‘‘、規模は長径1.06m、短

径0.76m （残存長）、深さ0.15mを測る。

出土遺物はなかった。

第92号土堀（第239図）

第92号土墟は、 H-4•5 グリッドに位置する。

平面形態は方形て、、規模は長径0.78m、短径0.62

m、深さ 0.06mを測る。

出土遺物はなかった。

第93号土壊（第239図）

第93号十漿は、 C-3•4 グリッドに位置し、土横

南側を、第38号住居跡に切られている。住居が10憔紀

後半～11棋紀なのて、土壊の時期はそれ以前て‘あろう。

平面形態は不整形て‘ヽ、北側にピット状の掘り込みが

ある。規模は長径0.97m、短径0.72m、深さ0.29mを

測る。出土遺物はなかった。

第94号土凛（第239図）

第94号土堀は、 F-8グリッドに位置し、第189号住

届跡と重複する。新1日関係は住居跡より新しい。

平面形態は楕円形て、、規模は長径1.66m、短径1.10

m、深さ 0.46mを測る。主軸方向はN-90°-Eを示す。

出土遺物はなかった。

第95号土城（第239図）

第95号土堀は、 H-5グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.05m、短径0.78

m、深さ 0.14mを測る。主軸方向はN-90°-Eを示す。

出土遺物はなかった。

第96号土堀（第239図）

第96号土墟は、 H-6グリッドに位置し、ピットと

重複する。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.04m、短径1.01

m、深さ 0.10mを測る。主軸方向はN-81°-Wを示す。
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第244図 土塙出土遺物（3)
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出上遺物はなかった。

第97号土壊（第239図）

第97号上横は、 H-6グリッドに位置する。 Pit5に

切られている。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径1.14m、短径1.12

m、深さ 0.14mを測る。

出土遺物はなかった。

第98号土撰（第161図）

第98号土壊は、 G-5グリッドに位置し、第166・168

号住居跡、 第88号土堀を切っている。

平面形態は不整形て‘‘、規模は長径1.00m、短径0.74

m、深さO.:?Omを測る。

出t遺物はなかった。

第99号土壊（第155図）
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第99号土墟は、 F-5グリッドに位置し、第160号住

居跡と重複する。

平面形態は住居跡に切られて、不明て‘ある。規校は

残存部て‘‘長径1.10m、短径0.32m、深さ 0.22mを測る。

出土遺物はなかった。

第100号土壊（第239図）

第100号土堀は、 H-8グリッドに位置する。

平雁形態は楕円形て‘‘、中央にピットがみられる。規

校は長径0.98m、短径0.62m、深さ 0.57mを測る。主

軸方向はN-83"-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第101号土塀（第239図）

第101号土堀は、 H-8グリッドに位置し、第102号

土横、第21号溝跡と重複する。第102号上墟より新しい

が、溝との関係は不明てある。

平面形態は方形て‘‘、中央にピットがみられる。規模

は長径1.21m、短径1.18m、深さ 0.37mを測る。

出土追物はなかった。

第102号土壊（第239図）

第102号土壊は、 H-8グリッドに位置し、第101号

土墟、第21号溝跡と重複する。第101号土墟より古い

が、溝との関係は不明てある。

平面形態は不整形て、規模は長径1.12m、短径0.52

m、深さ 0.05mを測る。主軸方向はN-13°-Wを示す。

出土遺物はロクロ土師器小皿（第244図62)がある。

第103号土壊（第239図）

第103号土堀は、 I -7グリッドに位置する。

平面形態は長方形て‘ヽ、上壊内にピット状の掘り込み

が2ヶ所みられる。規模は長径1.54m、短径1.12m、

深さ 0.19mを測る。主軸方向はN-80"-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第104号土壊（第241図）

第104号上堀は、 C-4グリッドに位置する。

平面形態は不整形て、、規模は長径0.83m、短径0.68

m、深さ 0.16mを測る。

出土遺物はなかった。

第105号土壊（第240図）

第105号士墟は、 I-5グリッドに位置し、上墟西側

半分が第201号住居跡に切られている。

平面形態は楕円形て、、規模は長径2.68m、短径1.52 

m、深さ 0.52mを測る。主軸方向はN-2 °-Eを示す。

遺物は土師器杯・皿・壺．鉢・小型土製品、須恵器

杯・羞（第244図63~69)が出上している。

第106号土環（第239図）

第106号土墟は、 G-4グリッドに位置し、第174号

住居跡を切り、第 2号溝跡に切られている。住居が10

世紀後半以降て、、溝が近肌以降なのて‘、土横の時期は

その間て‘あろう。

平面形態は不整形て‘‘、規模は長径1.50m、短径1.08

m、深さ0.15mを測る。

出土遺物はなかった。

第107号土壊（第198図）

第107号土墟は、J-8グリッドに位置し、第210号住

居跡と重複する。新旧関係は第210号住居跡より古い

が、住居に伴う床下土墟または掘り方の可能性がある。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径0.78m、短径0.68

m、深さ 0.18mを測る。

出土遣物はなかった。

第108号土壊（第240図）

第108号土墟は、 I -4。5グリッドに位置する。

平面形態は不整円形て、、規模は長径1.35m、短径

1.20m、深さ0.08mを測る。

出土遺物はなかった。

第109号土撰（第240図）

第109号土墟は、J-8グリッドに位置し、第210号住

居跡と重複する。祈旧閃係は第210号住居跡より新しい。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径0.88m、短径0.76

m、深さ 0.09mを測る。主軸方向はN-3 °-Eを示す。

出土遺物はなかった。

第110号土堀（第240図）

第110局土墟は、 E-5グリッドに位置し、第121号

住居跡と重複する。新旧関係は不明て‘ある。

平面形態は円形て、、規模は径0.98m、深さ 0.14mを

測る。
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第113表土塙出土遺物観察表

牙合万ロ 器種 ロ径 器高 底径 胎 十→ 焼成 色調 残｛子率 備 ぢ

1 坪 (1 4. 0) 2.4 ADEH 1 にぶし、橙 10 SK 2 Pit 

2 小皿 10 2 2 6 6 0 BJ 2 橙 85 SK 3 ロクロ一［師器

3 甑 4.4 26 0 BHJ 2 にぶい怜 20 SK 3 

4 叫玉＜ヤ (23. 2) 7 9 ADEH 2 にぶい赤褐 15 SK 6 

5 須恵甕 BHJ 1 灰 破片 SK8 群鳥産か平i」1111き後ナデ消し平行‘Jiて具

6 小皿 9 6 2 8 4 8 BDHJ 2 にぶい橙 100 SK17 ロクロ十師器

7 品台椀 2 6 8 2 BHJ 2 にぶしヽ褐 45 SK17ロクロt師器

8 羽釜 BDHJ 2 にぶい橙 5 SK17 ， 羽釜 (20 0) 1 1 BDHJ 2 にぶい棺 10 SK17 

10 羽釜 (28 0) ， EHJ 2 にぶし、黄橙 10 SK17 

11 坪 (13. 0) 2 5 DEH 2 にぶし、褐 5 SK22暗文

12 須忠甕 HI J 1 暗灰 破片 SE 7 末野哨平行rI|lき＋回心円‘1,1て具

13 狽恵甕 HJ 1 灰 破片 SE 7群馬（秋間）産か平行叩き＋同心円当て具

14 羽釜 DEJ 1 灰褐 5 SK24 

15 坪 (15 0) 3 8 DEH 1 にぶし、褐 10 SK31 

16 鉢 (16.0) 2 5 ADEH 2 橙 5 SK33 

17 皿 (15. 0) 3.0 AEH 2 にぶし、橙 10 SK37 

18 坪 (13. 0) 2.8 DEH 1 にぶい橙 20 SK37 

19 高台椀 (11 0) 3.4 EI-I J 2 にぶい黄橙 20 SK38 ロクロ士師闘内黒ミガキ

20 甕 2 9 6 6 B HI J 2 にぶい赤褐 75 SK38 

21 坪 (14 0) 2 9 AEH 2 橙 10 SK38 

22 羽釜 BDEJ 2 にぶし、橙 5 SK39 

23 杯 (14. 0) 3.3 ADEH 2 橙 10 SK42 

24 高台椀 (14 0) 3.8 DEH 2 1こぶし、橙 10 SK43 ロクロ十師器

25 坪 (12 0) 2 8 ADEH 2 橙 20 SK43 

26 罪平 4 6 8 0 BHJ 3 にぶい橙 15 SK43 

27 甕 (22.0) 6.4 AEHJ 2 椿 10 SK43 

28 羽釜 EHJ 3 にぶい褐 1 SK43 

29 坑式f 3 7 4 EHJ 2 にぶい褐 80 SK47 

30 杯 (14 0) 3.2 DEH 2 杓登 5 SK47 

31 小皿 (9.0) 2.0 5 6 DEHJ 1 にぶし、橙 30 SK47ロクロ土師器底部ヘラ切り

32 乖式 (20 0) 4 2 DEHJ 1 にぶい橙 10 SK48 

33 皿 (13.0) 2 3 ADEH 2 橙 10 SK49 

34 皿 (14 0) 2 3 ADEH 2 明赤褐 5 SK50 

35 杯 (13 0) 2 8 HJ 2 にぶし、橙 50 SK54 

36 坪 (14.0) 3.5 AHJ 2 橙 40 SK54 

37 甕 (21 0) 7 7 ADEHJ 2 橙 30 SK54 

38 写式柘 (16.0) 7 4 HJ 2 にぶい褐 15 SK58 

39 須恵甕 9.5 B EH I J 1 灰 20 SK59木野発

40 昇 (11 4) 2 9 DEHJ 2 橙 10 SK60 

41 杯 (13 0) 2 7 EHJ 2 にぶい褐 10 SK61 

42 坪 (12 0) 3 3 AHJ 2 橙 15 SK61 

43 小皿 (9.4) 2 4 5.4 ADH 3 にぶい棺 30 SK71 ロクロ上師器

44 坪 (12 0) 3.5 8 2 DEH 2 にぶい赤褐 10 SK71 

45 油釜 EGHJ 3 にぶし、橙 5 SK71 

46 高台椀 (14. 0) 3 8 DEH 2 にぶい橙 10 SK73 ロクロ上師器

47 高台椀 2 7 8 EHJ 2 にぶい黄橙 80 SK73 ロクロ士師器

48 須恵壺 9 9 BEHJ 1 灰 10 SK73群馬産か

49 須恵盤 (26 0) 3.5 EH  I J 1 灰 20 SK74末野哨

50 高台椀 (14 0) 4 DEJ 2 橙 15 SK74 ロクロ十→師器

51 須恵甕 B HI J 1 灰 破片 SK76木野産

52 坪 (12.0) 3 4 8.4 ADEH 1 明赤褐 15 SK77暗文
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釆m 見, 器種 日径 炉Ghぢ,;J 底径 胎 上 焼成 色調 残仔率 備 考

53 高台椀 10 4 4 9 5 4 DH J 2 柑 90 SK79 ロクロ十帥器内黒ミガキ

54 小皿 9.2 2 6 4 7 AHJ 3 にぶい黄橙 100 SK79 ロクロ上師器

55 小lill 1. 3 4 5 AEH 3 にぶい橙 50 SK83 ロクロ上帥器

56 杯 (10.0) 2 3 DEH 2 明赤褐 10 SK84 

57 坪 (12 0) 2 6 ADEH 3 棺 5 SK85 

58 杯 (14 0) 3 5 DEJ 2 橙 15 SK88 

59 甕 (18 0) 9 3 ADHJ 2 橙 15 SK88 

60 閲台椀 (16.0) 3 5 AD ］ 浅黄橙 5 SK90 ロクロ十師器内黒ミガキ

61 七錘 長 4.70cm 最人径1.40cm 孔行1.45cm 重址704 g にぶい黄棺 SK90 

62 小l1lL 0 9 4 () DEHJ 3 

63 J不 (12 0) 3.3 DH] 2 

64 JITI. (1 4. 0) 3 6 DHJ 3 

65 須忠坪 (12 6) 3.9 9 6 HJ 3 

66 壺 (l9 4) 5 7 AEHJ 2 

67 須恵蓋 1 7 HI J 1 

68 小型上製品 (3 8) 2.2 4 1 DEI-IJ 2 

69 鉢 (26 0) 14.9 ABHJ 2 

出土遺物はなかった。

第111号土堀（第241図）

第111号土堀は、 D-3グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘ヽ、規模は長径0.78m、短径0.67

m、深さ0.15mを測る。

出t遺物はなかった。

第112号土堀（第240図）

第112号土墟は、 E-6グリッドに位置し、第124号

住居跡カマドと第146号住居跡西壁を切っている。住

居は10粧紀後半～11世紀なのて‘‘ヽ ーい廣の時期はそれ以

降てあろう。

平面形は不整形て、、、規模は長径1.10m、短径0.90

m、深さ 0.14mを測る。

出上遺物はなかった。

第113号土城（第240図）

第113号土横は、 E-5グリッドに位置し、土墟東側

を第125号住居跡に切られている。

平面形態はおそらく楕円形て‘‘、規校はK径0.80m、

短径0.74m、深さ 0.08mを測る。主軸方向はN-72°―

Eを示ず。

出土追物はなかった。

第114号土壊（第240図）

第114号上墟は、 F-2グリッドに位置し、西側は調

査区外てある。第99号住居跡と重複し、住居の床下土

椿 90 SK102 ロクロ上師器

橙 20 SK105 

にぶし、橙 40 SK105 

灰黄 15 SK105 

棺 35 SK105 

灰 10 SK105木野庄

にぶし、褐 50 SK105 

橙 20 SK105 

横と考えられる。 1主居が7廿紀後半なのて‘‘、土漿も同

時期てあろう。

平面形態は不整形て‘ヽ、規模は長径1.78m、短径1.54 

m、深さ 0.24mを測る。上層は 4層に分けられ、埋め

戻されている。

出t遺物はなかった。

第115号土堀（第240図）

第115号土堀は、 G-8グリッドに位泄する。

平面形態は長方形て‘‘、規模は長径2.02m、短径1.28 

m、深さ 0.06mを測る。主軸方向はN-62"-Wを示す。

出土逍物はなかった。

第116号土壕（第240図）

第116号上痰は、 H-6グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘ヽ、規模は長径1.09m、短径0.90

m、深さ 0.08mを測る。

出土遺物はなかった。

第117号土塀（第240図）

第117げ士墟は、 B-1グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘ヽ、規模は長径0.75m、短径0.64

m、深さ 0.52mを測る。

出土遺物はなかった。

第118号土壊（第240図）

第118号土墟は、 C-7グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径0.83m、短径0.77 
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m、深さ0.12mを測る。

出土遺物はなかった。

第119号土塘（第240図）

第119号土墟は、 D-7。8グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て、、規模は長径0.70m、知径0.61

m、深さ 0.14mを測る。主軸方向はN-13°-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第120号土壊（第240図）

第120号土墟は、 D-8グリッドに位置する。上壊東

側は調査区外のため、不明て‘ある。

平面形態は不整形て、規模は長径1.12m、短径0.93

m （現在長）、深さ 0.21mを測る。

出土遺物はなかった。

第121号土塀（第240図）

第121号土墟は、 E-2グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径0.81m、短径0.70

m、深さ 0.22mを測る。主軸方向はN-15°-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第122号土塀（第240図）

第122号上堀は、 E-7グリッドに位置する。

乎面形態は円形て、、、規模は長径0.93m、短径0.88

m、深さ0.15mを測る。

出土遺物はなかった。

第123号土壊（第240図）

第123号上堀は、 E-8グリッドに位固する。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径0.68m、短径0.64

m、深さ0.31mを測る。

出土遺物はなかった。

第124号土塀（第240図）

第124号土墟は、 F-3グリッドに位置し、第107号住

居跡と重複する。新1日関係は第107号住居跡より新しい。

乎面形は不整形て‘ヽ、規校は長径0.87m、短径0.82

m、深さ 0.33mを測る。主軸方向はN-48°-Wを示

す。上面から人骨が出土しており、中肌以降の土堀墓

と考えられる。

第125号土壊（第240図）

第125号士漿は、 F-4グリッドに位置する。

大寄 l区

平面形態は小整形て‘‘、規模は長径1.48m、短径0.77

m、深さ 0.48mを測る。主軸方向はN-35°-Eを示す。

出士造物はなかった。

第126号土塀（第240図）

第126号土漿は、 F-4グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て、、規模は長径0.92m、短径0.61

m、深さ O.llmを測る。主軸方向はN-66°-Eを示す。

出上追物はなかった。

第127号土塀（第240図）

第127号土堀は、 F-4グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て｀、規模は長径0.77m、短径0.55

m、深さ 0.07mを測る。主軸方向はN-90°-Eを示す。

出土遺物はなかった。

第128号土壊（第240図）

第128号七漿は、 F-4グリッドに位置ずる。

平面形態は円形て‘ヽ、規校は長径0.67m、短径0.63

m、深さ0.39mを測る。

出土遺物はなかった。

第129号土塀（第240図）

第129号土堀は、 F-5グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.16m、短径0.76

m、深さ 0.10mを測る。主軸方向はN-37°-Wを示す。

出t遺物はなかった。

第130号土撰（第240図）

第130号土墟は、 I -4グリッドに位置ずる。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径0.86m、短径0.75

m、深さ 0.35mを測る。主軸方向はN-0を示す。断

面は段を有する。

出土遺物はなかった。

第131号土壊（第240図）

第131号土壊は、 I -6。7グリッドに位置する。

平i暉烈態は円形て、、規模は径0.82m、深さ0.35mを測る。

出土遺物はなかった。

第132号土堀（第241図）

第132号上堀は、 D-7グリッドに位置する。

平面形態ぷ不整形て‘‘、規模は長径1.16m、短径0.82

m、深さ 0.22mを測る。主軸方向はN-67°-Wを示す。
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第114表 大 寄 l区土塙一覧表

来田；甲J— 位四 長径 (m) 短抒(m) 深さ (m) 主軸方向 形態 王 複 備考

1 B -l l 90 0 61 0 14 N -83'-E k方形 SB 1 古代

2 C-1 1 56 1 40 0 06 不整円形 古代

J , B -2. 3 1 50 1 42 0 16 不撃円形 SB 2 平安

4 B -2 0 90 0 82 0 10 円形 不明

r̀ ) B-2 0 64 0 58 0 32 111形 不明

6 C-6 0.59 0.47 0 26 Pl JI多 古代

7 D-2 1 80 1 11 0 09 N-74"-W 長）J｝|多 SJ60 占代

8 C~6 1.30 l 08 0 22 N -53r -E 柘円形 古代， C-7 1 22 1.06 0 04 l'J形 不明

10 C•D-8 1 1 8 1 08 0 22 円形 古代

ll D-7•8 1.00 0.94 0 13 不整円形 古代

12 D-8 ］．（） （） 0 93 0 13 I 11形 イ；明

13 D-8 0 70 0 60 0.07 円形 14 不明

14 D-8 0.74 (0.70) 0 11 不整円形 13 不明

15 D-6 2.08 1. 22 0 32 N-71'-E 不整形 古代

16 E-8 2 88 1 27 0.80 N-32"-W 長ガ形 SJ144 古代

17 D-5 1 28 0.98 0.46 方形 平安

18 E•F-8 2 20 0.58 0 14 N-41r-W k方形 不明

19 F-8 1. 52 1.40 0 20 方形 不明

20 F-7 1.44 0.82 0 12 N-42'-E 長方形 SJ150 古代

21 E-2•3 1 33 0 86 0.23 ィ、格）I多 SJ92 イ＜明

22 F-5 2 47 l 34 0 22 N -59C-E 」ヽ 方形 乎安

23 F•G-3 0 96 0 82 0 90 l'J形 SE 7に変更

24 D•E-2 2.28 1 60 0 34 N-19"-W 不整形 占代

25 E-2 1.08 0.82 0.30 不悴円形 SD 5 ィ＜明

26 D•E-1 1 34 1 12 0 14 方形 ー小明

27 B-7 0 60 0.78 0 15 l'J形 SJ128 不明

28 B-4 1 00 0 60 0 50 円形 縄文

29 E•F-5 2 40 1 14 0 14 N-8'-E 不整形 SJ123 古代

30 C-2 1 12 1 00 0 31 円形 SJ21 縄文

31 C-5 1 60 1 42 0 20 円形 SJ49 b。50 古代

32 C•D-5 0 96 0 76 0 12 N -515-W 楕円形 SD 1 古代

33 C•D-6 0.94 0 69 0.14 N-24°-E 楕円形 古代

34 C-6・7 1.42 0.66 0 40 N-35'-W 不整形 古代

35 B -3 0.90 0 76 0 20 円形 不明

36 B-2 0.51 0 50 0 18 円形 不明

37 C -3 1 36 1 04 0 14 N-38r-E 柁円形 SJ30 古代

38 C-1 1.56 1.10 0 22 N-862-E 佑円形 SJ 1 古代

39 C-2 0.94 0.82 0 23 円形 SJ 1 古代

42 C-7 (0.87) 0.84 0 20 円形 SJ131 古代

43 E-5 2 70 1 60 0 35 N-6T-E 長方形 SL124 • 125 SX 2 • 5 平安

44 C-5 1.12 0.96 0 15 円形 不明

45 E-5 1 84 0.80 0.37 N -76C-W 不整形 SJ120 • 121 古代

46 D-3 1. 04 0 96 0 30 方形 SJ36 古代

47 D-3 1 * 8 4 1 10 0 24 N-66"-E 小整形 SJ62 SK48 古代

48 D-3 1.04 0 90 0.34 円形 SJ62 SB 6 SK47 • 137 占代

49 D•E-3 1 40 0.92 0 18 N-26"-W 怜円形 SJ62 • 63 古代

50 E 5 0 90 0.60 0 28 N -8 C-W 小繁円形 sx 5 古代

51 D-2 0 98 0.94 () 10 円形 不明

52 D-2 1 54 0 90 0 34 N -90°-W ，，，，，ヽ整形 SJ59 SK54 古代

53 E -7 1 16 1.15 0.26 不整円形 SJ138 不明

54 C•D-2 1 41 1 26 0 22 N-52"-W  楕円形 SJ59 古代
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番号 位置 長径(m) 知径(m) 深さ (m) 主軸力向 形態 重 複 備考

55 D-3 2 08 1 46 0 90 N-0 l＜方形 イ＜明

56 D•E-3 1 22 1 12 0 18 円）I多 不明

57 E-2 0 90 0 56 0 10 N-3 °-W 長方形 SJ90 • 91 古代

58 E-2 1 54 l 14 0 26 小整形 古代

59 E-5 0 94 0 92 0 10 円形 古代

60 E•F-6 1 04 1 04 0 78 円形 SD 4 古代

61 D-3 1 88 0 90 0 32 N-59°-E 不整形 SJ62 古代

62 D-2 1 92 0 96 0 34 N-85°-E 楕1リ形 不明

63 E-8 0 78 0.60 0 17 N-74"-E 楕円形 SJ143 小明

64 E-8 1.38 0.89 0 19 N-28°-W 長方形 SJ144 古代

65 F-8 0 58 0.38 0 07 l'J形 SK69 不明

66 F. G -8 2 00 1 74 0 02 N-0° 方形 SK67 不明

67 G-8 1.20 1. 20 0 10 円形 SK66 不明

68 G-8 0.78 0.70 0 28 円形 不明

69 F-8 1 89 0 70 0 10 小整形 SK65 不明

70 F-7 2.42 1 52 0 18 N-79°-W 長方形 SJ180。181SK79 不明

71 G-4 0 99 0 90 0 32 円）I多 SJ172 古代

72 G-6 1 78 1. 24 0.30 N-90°-E 長方形 不明

73 F-6 2 02 0.99 0 54 N-89"-W 奴方形 SJl 77 • 178 • 179 SD 4 古代

74 F•G-6 0.83 0.58 0 10 f「J形 SJ179 古代

75 G-7 2.04 1.20 0.20 N-ff-E 長ガ形 SJ185 不明

76 G-6 1. 88 1. 44 0 44 N -O' ガ形 SD 9 古代

77 F-7 1 17 1.08 0 20 円形 S]l80 (181) • 182 古代

78 F-7 3.14 l 32 0 29 N -19°-E 長方形 SJ180 (181) • SK79 古代

79 F-7 1.88 0 74 0.41 N -0 ° 長方形 S]180 SK78 古代

80 F-2 ・3 3 07 0.90 0.16 N-73°-W 長方形 SJ152 古代

81 F-7 2 60 1 52 0.44 N-83°-W lミ円形 SK82 中世

82 F-7 2 62 0 43 0 20 N-76°-W 長方形 SK81 • 83 中IU

83 F-7 3 04 1 28 0.32 N-72"-W 長）j形 SJ187 SK82 • 84 中祉

84 F-7 1 08 1 00 0 26 方形 SJ187 SK82 • 83 中世

85 F-5 2 00 1.06 0 34 N-15°-E ィ＼整形 SJ159 • 166 • 167 不明

86 F. G -4 3 80 1. 53 0 14 N -0 ° k方形 SJ165 不明

87 G-4 1 06 1 06 0 26 円形 SJ172 SK90 不明

88 G-5 1 31 0 72 0 20 不整形 SJ166 • 168 SK98 古代

89 H-5 1 18 0.86 0 06 N-66"-W 楕円形 不明

90 G-4 2.56 1.54 0 14 N-90C-E 』＜方形 SJ172 SK87 SD 2 古代

91 G-3 1.06 0 76 0 15 円形 SD 8 不明

92 H-4•5 0.78 0 62 0.06 h形 不明

93 C-3•4 0 97 0 72 0.29 小整円形 SJ38 古代

94 F-8 1. 66 1.10 0.46 N -90C-E 椿円形 SJ189 不明

95 H-5 1 05 0 78 0 14 N-90c-E 楕円形 イ＜明

96 H-6 1 04 l 01 0 10 N-81e-W 楕円形 不明

97 H-6 1 14 1 12 0 14 円形 H-6GrP5 古代

98 G-5 1 00 0.74 0.20 小整形 S]166 • 168 SKSS 不明

99 F-5 1 10 0 32 0 22 不整形 SJ160 古代

100 H-8 0 98 0 62 0.57 N-83"-W 楕円形 ぷ明

101 H-8 1. 21 1 18 0.37 長方形 SD21 SK102 不明

102 H-8 1 12 0 52 0.05 N-13°-W 小整形 SD21 SK101 古代

103 I -7 1 54 1 12 0 19 N-80"-W 方形 不明

104 C-4 0 83 0.68 0 16 小整形 不明

105 I -5 2 68 1.52 0 52 N-2'-E 楕円形 SJ201 古代

106 G-4 1. 50 1.08 0.15 小整•旧 SJ174 SD 2 不明

107 J -8 0.78 0.68 0 18 円形 SJ210 占代
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番り 位四 長径(m) 知径(m) 深さ (m) ｝軸）JIf1] 

108 I -4 • 5 l 35 1 20 0 08 

109 J -8 0 88 0 76 0 09 N-3'-E 

110 E -5 0 98 0 98 0 14 

111 D-3 0 78 0.67 0 15 

112 E-6 l 10 0.90 0 14 

113 E-5 0 80 0 74 0 08 N--72°-E 

114 F-2 1. 78 1 54 0 24 

115 G-8 2 02 1 28 0 06 N-62"-W 

116 H-6 1.09 0.90 0 08 

117 B-1 0.75 0 64 0 52 

118 C-7 0.83 0 77 0.12 

119 D-7•8 0.70 0.61 0.14 N-ff-W  

120 D • E-8 1 12 0 93 0 21 

121 E-2 0 81 0 70 0.22 N -l52-W 

122 E-7 0.93 0 88 0 15 

123 E-8 0 68 0 64 0.31 

124 F-3 0.87 0.82 0.33 N-48"-W 

125 F-4 1 48 0 77 0 48 N-35"-E 

126 F-4 0 92 0 61 0 11 N-66'-E 

127 F-4 0. 77 0 55 0.07 N-90'-E 

128 F-4 0 67 0 63 0.39 

129 F -5 1 16 0.76 0 10 N-3T-W 

130 I -4 0.86 0 75 0 35 N-0° 

131 I -6 • 7 0.82 0 82 0.35 

132 D-7 1 16 0.82 0 22 N -673-W 

133 D-7 1 17 0 96 0 23 

134 E-2 0 81 0.62 0 23 

135 D•E-3 0.85 0 62 0.34 N -23°-E 

136 D•E-3 l 41 0 96 0 39 N-17'-W  

137 D•E-3 1.17 0.80 0 27 N-n-w 

138 E-6 1 49 1.08 0 09 N-6 "-E 

139 E -8 0 84 0.81 0.28 

140 F-4 0.72 0 48 0 08 N-84"-W 

141 F-4 1 12 0 66 0 30 N-21°-E 

142 H-7 1 00 1.00 0.08 

143 I -8 0 78 0.59 0.11 N-522-W 

144 J -5 0 88 0.66 0 60 N-50"-W 

出土遺物はなかった。

第133号土猥（第241図）

第133号土墟は、 D-7グリッドに位置する。

平面形態は不略形て‘‘、規模は長径1.17m、短径0.96

m、深さ0.23mを測る。

出上遺物はなかった。

第134号土環（第241区）

第134号士壊は、 E-2グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘‘、規模は長径0.81m、短径0.62

m、深さ 0.23mを測る。

形態 重 複 備考

小整円形 不明

怜円形 SJ210 不明

円形 SJ121 小明

円形 不明

不幣形 S]124 • 146 不明

柘円形 sJ125 古代

小整形 SJ99 古代

長方形 不明

円形 不明

I [̂ 1形 不明

円形 不明

楕円形 不明

小整形 不明

枯I[1形 不明

円形 不明

円形 不明

1ヽ整形 SJl07 不明

不整形 不明

楕円形 不明

楕円形 不明

l'J形 不明

楕円形 不明

惰円形 不明

円形 不明

不整形 不明

不整形 不明

円形 不明

楕円形 不明

杵l'J形 SJ62 • 63 不明

怜円形 SJ62 • 63SK48 • 136 SB 6 不明

長方形 SD 2 SB12 古代

円形 不明

楕円形 不明

不整形 不明

円形 不明

楕円形 不明

惰円形 SDZO 不明

出土遺物はなかった。

第135号土堀（第241図）

第135号土壊は、 D•E-3 グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径0.85m、短径0.62

m、深さ 0.34mを測る。主軸方向はN-23"-Eを示す。

出上遺物はなかった。

第136号土凛（第241図）

第136号土漿は、 D•E-3 グリッドに位置する。第

62 • 63号住居跡、第137号上壊を切っている。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.41m、短径0.96
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m、深さ 0.39mを測る。主軸方向はN-lT-Wをぷず。

出七遺物はなかった。

第137号土壊（第241図）

第137号土壊は、 D•E-3 グリッドに位置する。第

62・63号1主屈跡、第 6丹掘立柱建物跡を切り、第136号

土墟に切られる。

平面形態はおそらく楕円形て、規模は長径0.80m

（残存長）、短径1.17m、深さ 0.27mを測る。主軸方向

はN-72'-Wを示す。

出土遺物はなかった。

第138号土壊（第241図）

第138号土堀は、 E-6グリッドに位慨する。第12号

掘立柱建物跡・第 2闘溝跡に切られている。

平面形態は長方形て、規模は長径1.49m （残存

長）、短径1.08m、深さ 0.09mを測る。t軸方向はN-

6'-Eを示す。

出上遺物はなかった。

第139号土漂（第241図）

第139号士墟は、 E-8グリッドに位沼ずる。

平面形態は円形て‘ヽ、規校は長径0.84m、短径0.81

m、深さ0.28mを測る。

出土遺物はなかった。

第140号土堀（第241図）

第140号上壊は、 F-4グリッドに位：置する。

(6) 柵列跡

第 1号柵列跡（第245図）

第1号柵列跡は、調査区北端のB-5グリッドに位

置する。ピットが4本はば的聞隔に並んているが、柱

筋はきれいに揃わない。ピット間隔は1.7~1.8m程て‘‘

ある。ピットの深度は19~32cmてある。

出上遺物はなく、時期は不明てある。

第 2号柵列跡（第245図）

第2号柵列跡は、 C。D-5グリッドに位置し、ほ

ぼ南北方向に 7本のピットが並ぶ。柱筋は概ね通るが、

Pit 5ははずれている。

柱間は Pit1~ 4とPit4~ 6間は2.4m等聞に揃

~329 
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平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径0.72m、短径0.48

m、深さ 0.08mを測る。主軸方向はN-84"-Wを示す。

出十退物はなかった。

第141号土壊（第241図）

第141号上墟は、 F-4グリッドに位置する。

平面形態は不整形て‘‘、規模は長径1.12m、知径0.66

m、深さ 0.30mを測る。主軸方向はN-21"-Eを示す。

出士遺物はなかった。

第142号土壊（弟241図）

第142号士墟は、 H-7グリッドに位置する。

平面形態は円形て‘ヽ、上堀内に掘り込みがみられる。

規模は径1.00m、深さ 0.08mを測る。

出上追物はなかった。

第143号土塀（第241図）

第143丹土壊は、 I -8グリッドに位置する。

平面形態は楕円形て‘‘、規模は長径0.78m、短径0.59

m、深さ O.llmを測る。主軸方向はN-52"-Eを示す。

出土遺物はなかった。

第144号土堀（第241図）

第144号土痰は、J-5グリッドに位置する。第20号

溝跡と重複する。新旧閃係はt堀の方が古い。

平lllf形態は惰円形て、規模は長径0.88m、短径0.66

m、深さ 0.60mを測る。主軸方向はN-50"-Wを示す。

出士造物はなかった。

うが、 Pit5 • 7は大きくずれており、除外して考えた

方が良いてあろう。深さは Pit5 • 7を除くと 12~27

cmと且井交的浅いものて‘揃う。

出上遺物はなく、時期は不明てある。

第 3号柵列跡（第245図）

第 3 号柵列跡は、調査区北東部のC-7•8 、 D-

7グリッドに位置する。 8本のピットが東西方向に列

状に並ぶが、柱間は筒間とはならない。深さも 9~83 

cmと不揃いデある。

出上遺物はなく、時期は不明てある。

第 4号柵列跡（第245図）
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第245図第 1~6号柵列跡
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第 4 号柵列跡は、 F-2•3 グリッドに位置する。

8本のピットが列状に並ぶが、 Pit1は柱筋からはず

れる。ピット間隔は Pit4~ 8に関しては1.65m等間

にほぱ揃う。 Pit1~ 3については間隔が不揃いて＼除

外して考えた方がよいかもしれない。深さは、 33~60

cm、Pit4~ 8ては40cm代のものが多く、比較的揃って

しヽる。

出土遺物はなく、時期は不明確てある。

第 5号柵列跡（第245図）

第 5 号柵列跡は、 F•G-3 グリッドに位置する。

5本のピットが列状に並ぶが、柱筋がややぶれており、

柱間も等間に揃わない。軸方位は北から 35゚ 程東に振れ

ている。ピット直径は20~30cm、深さは Pit5が41cm

と深いが、他は浅い。

(7) 性格不明遺構

第 1号性格不明遣構（第 9図）

第 1号性格不明遺構は、 D-2 • 3グリッドに位置

する。長径3.50m、短径3.20m、楕円形を呈する変色

部が認められたため、調査を行ったところ、土層が捻

転していることが判明した。おそらく風倒木痕の可能

性が高いものと考えられる。

出土遺物は土師器杯がある（第246図 1)。遺物の時

期は 9憔紀代と思われ、本遺構の時期も 9世紀以降と

推定される。

第 2号性格不明遣構（第247図）

出土遺物はなく、時期は不明て‘ある。

第 6号柵列跡（第245図）

第6号柵列跡は、調査区南西部のH-3. 4グリッ

ドに位置する。第190号住居跡よりも新しく、第194号

住居跡よりも古い。第22号掘立柱建物跡との関係は不

明確てあるが、本柵列跡の方が新しい可能性が高い。

15本のピットが列状に並ぶが、 Pit2 • 3 • 6 • 

11~13 • 15は柱穴規模が小さく、除外した方がよいか

もしれない。 Pit5 • 7 • 8 • 9 • 10 • 15間の柱間はほ

ば2.40m等間に揃う。 Pit1~ 5間は3.50mと間隔は

広い。深さは Pit5が最も深く 83cm、主体は40~50cm

前後てある。

出土遺物はなく、時期は不明確てあるが、重複住居

跡との関係から 8~ 9椎紀代にはおさまるて‘‘あろう。

第2号性格不明遺構は、 E-5グリッドに位置する。

重複する第83• 117 • 120 • 124峙住居跡・第43号土壊

に切られていた。第82号住居跡との関係は不明確てあ

ったが、本遺構の方が古い可能性がある。第125号住居

跡との新旧は不明てある。

平面形は楕円形て‘‘、規模は長径4.04m、短径3.34

m、深さ 0.37mを測る。主軸方向はN-51°-Wを示す。

調査段階て‘‘は、遣構北西部に焼土混じりの白色粘土

が多量に認められたことから、カマドを伴う1打吾跡と

考えたが、平面プランが方形にはならず、床面が傾斜

第246図 第 I• 5号不明遺構出土遺物
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第247図 第 2号不明遺構・出土遺物
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第115表 第 I• S号性格不明遺構出土遺物観察表

番号 器種 [l 径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残什率 備 考

1 坪 (12 0) 3.6 (8. 0) H 1 明赤褐 35 sx 1体部無調整（ナデ）

2 甕 (19 6) 5.0 DEHJ 2 にぶし、橙 10 sx 5 

3 羽釜 DEH 2 橙 5 sx 5 倒木痕内土師質ロクロ整形

4 形象埴輪 BDJ 2 にぶい黄橙 sx 5 倒木痕内人物埴輪か

5 円筒埴輪 BEHIJ 2 褐 sx 5倒木痕内外面タテハケ内面ナデ

第116表 第 2号性格不明遺構出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 士 焼成 色調 残存半 備 考

1 坪 02.8) 3 5 DEH 2 にぶし、橙 35 

2 坪 (13.5) 3 5 DEH 2 橙 20 No. 6 

3 坪 (11 8) 3 5 ADEH 2 明赤褐 40 

4 杯 (15 2) 3 5 ADE 2 赤褐 15 

5 坪 (16.0) 4.1 DE J 2 にぶい赤褐 10 

6 坪 (11.0) 2.9 ED 1 にぶい褐 25 

7 坪 (1 1. 0) 3 7 AEI 1 にぶい橙 25 

8 坪 (12.3) 3 0 DEH 2 にぶい橙 15 ， 杯 (14 0) 2.2 AEH 2 赤褐 5 

10 昇 (12 2) 3.9 DEH 2 橙 60 No. 3 

1 1 皿 (16 8) 4.8 CDEH 3 橙 30 

12 皿 (18.0) 3 3 D I 1 橙 25 

13 皿 (20.0) 3 9 ADE 2 橙 10 

14 舟血皮・ (22. 0) 4.3 ADEJ 1 橙 55 

15 珈コベ (20 0) 10. 9 DEH 1 橙 20 胴部タテケズリ

16 罪式 (22 0) 8.8 ADEI 1 にぶい橙 15 

17 珈式 (22 0) 7 4 DEH 2 にぶい橙 35 

18 甕 5.7 4 3 DEH 2 灰褐 60 

19 珈立べ 2.7 4.7 BDHJ 2 黒褐 40 底部木葉痰

20 壼 (22 0) 6.8 ADEH 1 棺 25 

21 紡錘車 ＿l＿径450cm ド径2.40cm 孔径0.70cm 厚さ240cm 重星3946 g にぶい橙

ら7軋紀末～ 8憔紀初頭以前と考えておく。

第 3号性格不明遺構（第12図）

大寄 I区

していること、踏み固められた痕跡がないこと、また、

カマドと考えた焼上混じりの枯七堆積層も灰層がみら

れないことなどから通常の住居跡とは異なる性格の遺

構と把握した。

第 3 号性格不明遺構は、 F•G-3 グリッドに位置

する。第152号住居跡と重複し、本遺構の方が古い。

埋土は暗褐色土を基調として、粘土プロックやロー

ムブロックが混じっていた。北西部の白色枯土堆積層

は住居中央部に向かって流れ込んだような状況て検出

された。

ピット・壁溝などの付属施設は検出されなかった。

出土遺物は土師器杯・皿・甕・壺と土製紡錘車があ

る（第247図）。大略7枇紀後半～ 8憔紀前半まての土

器群と思われるが、重複する第82号住居跡や第117号

住居跡の土器が混じっている可能性がある。 15の甕は

胴部縦方向のヘラケズリが施され、古い様相といえる。

時期に関しては、重複する第117号住居跡との関係か

形態は不整楕円形て＇、、規模は長径 2.04m、最大幅

1.02mてある。土層が捻転した痕跡が認められたた

め、風倒木痕跡と判断した。

出上遺物はなく、時期は不明てあるが、重複住居と

の関係から 7椎紀末葉～ 8世紀初頭以前という限定は

てきる。

第4号性格不明遣構（第 9図）

第 4 号性格不明遺構は、 C•D-3 グリッドに位笛

し、第61号住居跡の床面下から検出された。

形態は楕円形て‘‘、規模は長径1.38m、短径0.96mて‘‘

ある。土層が捻転していたことから風倒木痕と判断し
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た。出土遺物はなく、時期は不明てある。

第 5号性格不明遣構（第10図）

第5号性格不明遺構は、 E-5グリッドに位置する。

第125号住居跡を切り、第43• 50号上墟に切られてい

た。

形態は不整楕円形て‘‘、規模は長径3.48m、短径2.46

(8) ピット・グリッド・表採出土遺物

ピット 大寄遺跡 I区からは多数のピットが検出され

た。おそらく縄文時代から中世段階のものと椎定され

るが、遺物を伴うものが非常に少なく、時期を明確に

分離することは不可能に近い。

その中て、小型て乎面プランが方形の一群がある。

主に調査区南東部に密集する傾向が認められる。この

タイプは遺構の重複関係から、古代の遺構を全て切っ

第248図 ピット・グリット・表採出土遺物

ピット
F-2G P1 D-3GP, 

しー三□／：

G-4G p1 

mて‘‘ある。性格は風倒木痕と考えられる。

出t遺物は土師器甕・羽釜・埴輪片がある（第246図

2~5)。埴輪片は第50号土痰に帰属する可能性が高

い。時期は不明確て‘‘あるが、第43• 50号土墟が中侃の
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第117表 ピット・グリッド・表採出土遺物観察表

番号 器種 II 径 器高 底径 胎 上 焼成 色調 残存半 備 考

1 小型甕 (15.2) 15 4 ABDEH 1 にぶし、赤褐 70 F-2G Pl 

2 坪 (12.0) 2.2 DEH 2 橙 10 D-3G Pl 

3 坪 12.4 3.9 6 0 EHJ 2 にぶし、橙 100 E~2G Pl 

4 灰釉陶器 1. 3 EH 1 灰黄 5 H-6G P5東濃音内面重ね焼き痕降灰あり

5 羽釜 (24.0) 6.5 BDEJ 2 にぶい橙 20 G-4G Pl 

6 高台椀 3 2 8.4 DEH 2 にぶい橙 95 C-7G Pl ロクロL:師器

7 昇 12 5 3 7 ADE 2 にぶい赤褐 80 D-5G 

8 坪 12.2 3.8 DEH 2 にぶし、褐 70 E-5G 

， 小皿 8 6 3 0 6 3 DEH 1 にぶい橙 100 E-3G No. 2 ロクロt師 II縁一部故意に（？）欠く

10 須恵杯 15 6 6 0 5 6 AHJ 1 灰白 80 E-3G No. 1 SK49 

11 杯 2 9 (10. 0) DEH りこ） にぶい橙 20 G~7G 

12 小型壺 (9 0) 5.8 DEH 1 にぶい橙 55 G-3G 

13 臼王 直径105cm 孔径0.30cm 原さ (0.45)cm 正誡079 g C-4G 

14 甑 (19.6) 16.4 (4.5) ABHJ 2 にぶい褐 40 表採

第248図1は小型甕て‘‘、 F-2グリッド Pit1出土。

2はD-3グリッド Pit1出土の北武蔵型杯。 3は

E-2グリッド Pit1出土の土師器坪。 4はH-6グ

リッド Pit5出士の灰釉陶器高台椀。高台は剥落して

いる。東濃産てある。 5はG-4グリッド Pit1出上

の土師質羽釜。胴部外面縦ヘラケズリ。非ロクロ整形。

6はC-7グリッド Pit1出土のロクロ上師器高台

(9) I区出土鉄製品

ここては大寄遺跡 I区出土の鉄製品をまとめて掲載

する（第249図）。主な鉄器には刀十・鎌・鏃・紡錘車・

鉄斧等がある。 16の鏃は基部に袂りの入る鏃身部の長

いタイプと思われ、中世的な鏃の出現を考える上て‘‘興

味深い。また、 3]は頭部に環が付く枠状製晶て‘ヽ、錠前

とセットとなる鍵の可能性があると考えており、注目

されよう。

1は刀十てある。残存長12.0cm。切先と柄部先端を

欠く。両関式て‘ヽ 、刀身部長は7.6cm。柄部には木質が銹

着している。第153号住居跡出上。

2は刀子てある。残存長11.3cm。切先と柄部の大半

を欠く。棟側には関が付くが、刃側は不明瞭て‘ある。

大型の刀子となろう。第162芳住居跡出土。

3は刀子て‘ある。残存長4.7cm。))身と柄部の大半を

欠く。両関式てある。第66号住居跡出土。

4は小型の鎌か。残存長5.5cm、幅1.5cm。全体に湾

335 

椀て‘‘ある。

グリッド・表採第248図 7~13はグリッドから検出

され、遺構の帰属関係が不明な上器て‘ある。 7。8は

t師器杯、 9はロクロ土師器小皿て‘‘ある。 10は須恵器

高台椀、 13は日玉て‘‘ある。 14は採集資料の土師器小型

甑て‘ある。

血し、内側に刃が付く。鎌にしては小さく、用途不明

てある。第179号住居跡出土。

5はJJ子てある。残存長7.2c皿切先と柄部を欠く。

棟側に閃が付く片関式である。第127号住居跡出土。

6は刀子てある。残存長9.9cm。刀身部を欠くが、柄

部は完存する。片関式てある。第66• 67号住居跡出

t。

7は小刀または大型の刀子てある。残存長18.lcm。

柄部先端と刀身部を欠いている。両関式て‘ある。関部

の輻3.6cm。柄部には僅かに木質が遺存する。出土遺構

不明。

8は））子柄部片て‘ある。残存長3.3cm。第78号住居跡

出土。

9は］］子てある。）j身部と柄部の大半を欠く。残存

長3.1cm。両関式。出土遺構不明て‘‘ある。

10は鎌の切先部か。残存長5.3cm、刃幅2.1cm。第70
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第249図 I区出土鉄製品

二 □□⇒ ロロニロニA

U ] 0 『

1
 

。
3
 

=
\
0
1

り
~
[
(
口
|
＼
［
（
ー
＇

□

,
\
~
'
ー
~
ヽ

ヽ

9

□

_

n

 

34 
冒。

6
 

]
/
 ロ

口ー。□二3] IL~?r) 
10cm 
13 

-336-



号住居跡出土。

11は長三角形両丸造関箆被形式の鉄鏃てある。残存

長7.0cm、鏃身部（先端から関まて‘‘)長5.3cm。茎部を

欠く。第194号住居跡出土。

12は五角形腸挟両丸造関箆被形式の鉄鏃て‘‘ある。残

存長6.7cm。鏃身部は完存し、長さ5.6cm。茎部を欠

く。第196号住居跡出土。

13は長三角形形式の鉄鏃て‘ある。厚く銹に覆われ、

断面は推定。残存長4.7cm。第 6号井戸跡出土。

14は雁股鏃と思われる。刃部と茎部を欠く。残存長

約13.0cm。鏃身部と茎部は関て‘‘区画される。第114号住

居跡出土。

15は尖根鏃か。鏃身部先端と茎部の大半を欠く。残

存長7.Ocm。関箆被て‘ある。 H-7グリッド Pit2出

土。

16は尖根または柳葉式の鏃か。細長い鏃身部の下端

に袂りが入る。残存長7.6cm。関箆被て‘ヽ 、茎部は3.6

cm。第171号住居跡出土。

17は鉄鏃茎部か。残存長5.7cm。関？の上部は断面方

形、下部は円形て‘ある。第179号住居跡 Pit3出土。

18は鉄釘か。残存長5.5cm。断面方形て、下部に向か

って細くなる。 E-5グリッド Pit2出土。

19~25は棒状鉄製品。断面は方形となる。釘や鏃の

一部の可能性もあるが、具体的な製品を特定てきない。

25は直角に屈曲し、鎚の可能性もあろう。 19は残存長

4.0cm。第148号住居跡出土。 20は残存長3.4cm。第89号

住居跡出土。 21は釘か。残存長2.7cm。F-4 • 5グリ

ッド出土。 22は残存長5.6cm。上半と下半て輻が異な

る。用途不明品。第20号住居跡出土。 23は残存長4.5

cm。第179号住居跡出土。 24は残存長3.3c皿第18号住

居跡出土。 25は鎚か。長辺部の長さ4.0cm。第 2号不明

大寄 I区

遺構出土。

26~29は断面円形の、用途不明枠状鉄製品てある。

26は残存長8.1cm、上端は屈曲する。第99号住居跡出

土。 27は残存長2.2cm。第187号住居跡出土。 28は残存

長3.3cm。第131号住居跡出士。 29は長さ 12.9cmの丸棒

に直径2.0cmのリングが取り付いている。紡錘車の紡

錘部が欠損したものとも考えられるが、断定てきない。

第176号住居跡出土。

30は残存長18.5cmの角枠状製品て‘‘ある。第124号住

居跡または第 2号不明遺構出土。

31は角棒状の頭部に環が付く。鍵の可能性がある。

鍵とすれば、紐通し孔と柄部が残存し、開錠部が欠失

することになる。残存長9.le皿第160号住居跡 Pit2 

出土。

32は鉄斧て‘‘ある。残存長7.5cm、輻3.3~3.8cm、厚さ

1. 7cmを測る。基部は遺存するが、刃部を欠く。幅狭て‘‘

あることから手斧と思われる。第31号住居跡出土。

33は鉄製紡錘車てある。残存長6.7cmの紡軸に直径

4.3cmの紡錘が取り付いている。第 2号不明遺構出土。

34は断面円形の棒状鉄製品てある。リング状に曲が

っている。用途不明。第2丹不明遺構出土。

35は残長3.1cmの鉄片。製品とは異なるかもしれな

い。第40~42号住居跡出土。

36は残存長3.7cm、輻2.3cmの鉄板状製品の残欠。火

打ち金の可能性があろうか。第20号住居跡出土。

37は板状鉄製品。長さ7.4cm、最大輻4.0cm、厚さ0.4

cm。用途不明品てある。第112号住居跡出土。

38は板状鉄製品残欠てある。長さ 14.4cm、幅4.3cm、

厚さ0.4~0.5c皿鋳造品と思われる。用途不明。第156

号住居跡カマド出土。
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大寄 I区

第118表 大寄遺跡 I区遺構新旧対照表

新番号 旧番号 新番号 旧番号 新番号 |l-1番号 新番号 旧番号 新番号 旧番号

SJl SJ28 SJ51 SJ24c SJlOl SJ109 SJ152 SJ92 SJ203 SJ160 

SJ2 SJ107 SJ52 SJ25 SJ102 SJ78a SJ153 SJ93 SJ 204 a SJ145 

SJ3 SJ15a SJ53 SJ27 S]103 SJ78d SJ154 SJ94 SJ205 SJ144 

SJ4 SJ15b SJ54 SJ29a SJ104 SJl18 SJ155 SJ98 SJ206 SJ153 

SJ5 SJ1 SJ55 SJ29b SJ105 SJ77 SJ156 SJ98b SJ207 SJ147 

SJ6 SJ2 SJ56 S]l30a SJ106 SJ78b SJ157 SJ99 SJ208 SJ149 

SJ7 SJ3 SJ57 SJ31 SJ107 SJ78c SJ158 snoo SJ209 SJ150 

SJ8 SJ4a SJ58 SJ33 SJ108 SJ76a SJ159 SJlOl • 103 SJ210 SJ151 

SJ9 SJ4b SJ59 SJ34 SJ109 SJ76b SJ160 SJ102 SJ211 S]152 

SJ10 SJ5 SJ60 SJ88 SJ110 SJ76d SJ161 SJ105 SJ212 SJ158 

SJll SJ6 SJ61 SJ85 SJl11 SJ96 SJ162 S]l30 SBl SBl 

SJ12 SJ9 SJ62 SJ37a SJ112 SJ97 SJ163 SJ141 SB2 SB2 

SJ13 SJ7 SJ63 SJ37b • d S]113 SJ75a SJ164 SJ127 SB3 SB3 

SJ14 SJ30b SJ64 SJ37c SJ114 SJ75b SJ165 S]125 SB4 SB4 

SJ15 SJ30c SJ65 SJ76c SJ115 SJ75d SJ166 S]l05 SB5 SB5 

SJ16 SJSa SJ66 SJ38c • d SJ116 SJ75c SJ167 SJ148 SB6 SB6 

S]17 SJ8b SJ67 SJ38a • b SJ117 SJ42 S]l68 SJ122. 104 SB7 SB7 

SJ18 SJ8d SJ68 SJ39b SJ118 SJ95 SJ169 SJ124 SB8 SB8 

SJ19 SJSc SJ69 SJ36 SJ119 SJ72 SJ170 SJ125 SB9 SB23 

SJ20 SJ10 SJ70 SJ39a SJ120 SJ74 S]171 SJ119 SBlO SBlO 

SJ21 SJll SJ71 SJ41 SJ121 SJlll SJ172 SJ132 SBll SBll 

SJ22 SJ12a SJ72 SJ35 SJ122 SJ121 SJ173 SJ140 SB12 SB12 

SJ23 SJ12b SJ73 SJ43d S1123 SJ120 SJ174 SJ139 SB13 SB13 

SJ24 S]l3a SJ74 SJ43e SJ124 SJ79 SJ175 SJ131 SB14 SB14 

SJ25 SJ13b SJ75 SJ43a SJ125 SJ83a SJ176 SJ133 SB15 SB15 

SJ26 SJ13c SJ76 SJ43b SJ126 SJ48 SJ177 SJ87 SB16 SB16 

SJ27 SJ14a SJ77 SJ43c SJ127 SJ53 SJ178 SJ117 SB17 SB17 

SJ28 SJ14b SJ78 SJ44 SJ128 SJ54a SJ179 SJ116 SB18 SB18 

SJ29 SJ86b • c SJ79 SJ45 SJ129 SJ54b S]180 SJ114 SB19 SB19 

SJ30 SJ86 SJ80 SJ47 SJ130 SJ54c SJ181 SJ113 SB20 SB20 

SJ31 SJ16 SJ81 SJ71 S]131 SJ55 SJ182 SJ123 SB21 SB21 

SJ32 SJ17 SJ82 SJ46a SJ132 SJ56 SJ183 SJ128 SB22 SB22 

SJ33 SJ19a SJ83 SJ46b SJ133 SJ57 SJ184 SJ134 SXl SXl 

SJ34 SJ19b SJ84 SJ46c SJ134 SJ52 SJ185 S]l15 SX2 SJ80 

SJ35 SJ18a SJ85 SJ49 SJ135 SJ58 S]186 SJ129 SX3 SX6 

SJ36 SJ84 SJ86a SJ50 S]l36 SJ51 SJ187 SJ32 SX4 SJ85内

SJ37 SJ20b SJ86b SJ50b SJ137 SJ62 SJ188 SJ32b SX5 SX5 

SJ38 SJ20a SJ87 SJ81a SJ138 SJ60a SJ189 SJ112 SEl SEl 

SJ39 SJ20c SJSS SJ81b SJ139 SJ60b SJ190 SJ137 SE2 SX2 

SJ40 SJ40b SJ89 SJ89 SJ140 SJ65 SJ191 SJ142 SE3 SE3 

SJ41 SJ40c SJ90 SJ82a SJ141 SJ66 SJ192 SJ143 SE4 SE4 

SJ42 SJ40a SJ91 SJ82b SJ142 SJ61 SJ193 SJ138 SE5 SE5 

SJ43 SJ2lb SJ92 SJ108 SJ143 SJ59a S]l94 SJ135 SE6 SE2 

SJ44 SJ2la SJ93 SJ9la SJ144 SJ59b S]l95 SJ136 SDl SD24 

S]45 SJ23a SJ94 SJ9lb SJ145 SJ59c S]l96 SJ157 

SJ46 SJ23b SJ95 SJ68 SJ146 SJl10 SJ197 SJ154 

SJ47 SJ23c SJ96 SJ91 SJ147 SJ70a • b SJ198 SJ155 

SJ48 SJ25 SJ97 SJ9lc SJ148 SJ67 SJ199 SJ161 

SJ49a SJ24a SJ98 SJ9ld SJ149 SJ69 SJ200 SJ162 

SJ49b SJ24b SJ99 SJ90 • 90 a SJ150 SJ64 SJZOl SJ156 

SJ50 SJ73 snoo SJ90b SJ151 SJ63 SJ202 SJ159 
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大寄遺跡 I区 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡 3軒 縄文土器

土堀 2基 石器
----~ ---------------------------------------------•—- - - - - - - - ------------------------------ ----------------------------

古墳時代 竪穴住居跡 16軒 土師器須恵器

土製品鉄製品
---------------------- - - - - - - - - - - - --―- ----------------- --------------------------- ----- -------------------------------

奈良•平安時代 竪穴住居跡 193軒 土師器

掘立柱建物跡 22棟 須恵器

土墟 135碁 灰釉陶器

溝跡 7条 緑釉陶器

井戸跡 4基 土製品

柵列跡 6条 石製品

不明遺構 5基 鉄製品
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中机以降 溝跡 16条 青磁碗

井戸跡 4基 瓦
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大寄遺跡II区 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡 3軒 縄文土器
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不明遺構 1基 鉄製品
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掘立柱建物跡 10棟 須恵器

溝跡 1条 灰釉陶器

井戸跡 28基 鉄製品

土壊 84基 銅製品

柵列跡 3条 石製品

土壊墓 2基 土製品
- ----~------ - -------------- --~―――ーーー→―- - ··~ - 』――-- - - - - - 』―』--』--―←  -』――•----------------

中泄以降 溝跡 3条

不明遺構 1基
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